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序 文

農業の近代化をめざす県営農業農村整備事業は、 県下各地で実施されていますが、 施工面積

が広範囲に及ぶため、 その区域内に文化財が含まれることが多くなってきています。 熊本県教

育委員会としましては、 その文化財の取り扱いについては極力保存に努めていますが、 やむを

得ず破壊される場合には発掘調査を実施し、 記録保存の措置をとっております。

ここに報告する球磨郡須恵村沖松遺跡の発掘調査は、 県営畑地帯総合土地改良事業に伴って

平成4年度・平成5年度の2箇年にわたり実施したものです。 遺跡のある須恵村はエンブリ一

博士の民族学調査で世界的に有名な村でもあります。

調査の結果、 先土器時代から中世までの、 多種多様な遺構や遺物が出土しました。 なかでも

縄文時代の深鉢形土器の中に、 死亡した乳幼児を葬ったのではないかと考えられる埋設土器が

22基発見されました。 中にはその深鉢形土器のうえに浅鉢形土器を蓋として被せていました。

その他にも古墳時代の住居跡など貴重な資料が発見されています。 こうした調査成果を報告す

るにあたり、 この成果が学術研究のみならず、 広く県民の皆様に活用され、 文化財愛護などに

役立てられることを願ってやみません。

最後に、 埋蔵文化財の発掘調査に御協力いただいた県農政部、 県球磨事務所川辺川土地改良

推進室、 須恵村、 須恵村教育委員会及び地元の方々に対し、 心から感謝の意を表します。

平成8年3月31日

熊本県教育長 東 坂 力



例 Eヨ

1 . 本書は県営畑地帯総合土地改良事業 に 伴 っ て 実

施 し た埋蔵文化財発掘調査の 調査報告書で あ る 。

2 . 発掘調査は、 熊本県球磨郡須恵村字沖松 に 所在

す る 沖 松遺跡が対象で 、 県農政部の依頼 を 受 け

て 、 熊本県教育委員 会 がお こ な っ た。

3 . 遺物の 整理 は熊本 県 文 化財収蔵庫で お こ な っ た。

な お 、 遺物の保管 も 文化財収蔵庫で あ る 。

4 . 遺跡の本調査は平成 4 ・ 5 年度 に 実施し、 整理

報告書作成 は、 平成 6 ・ 7 年度 に お こ な っ た。

5 . 本書は、 古 い 時代か らl慎 に 記載 し て い る 。

6 . 本書の地形図 は、 県農政部 か ら提供 を 受 け たも

の を も と に し て 、 作成 し た。

7 . 現地調査での実測 お よ び写真撮影 は調査員全員

で お こ な っ た 。 遺 構 の 製 図 は 主 と し て 富永圭

子 ・ 丹生英理 ・ 井 手 田 敦子 がお こ な っ た。 遺物

の実測 は土器 を 富永 ・ 丹生 ・ 井手 田 ・ 本松亜希

子 ・ 福永里 美 ・ 古城史雄が こ れ に あ た り 、 土器

の 一部 を 埋蔵文化財 サ ポ ー ト シ ス テ ム に 委託 し

た。 石器 は主 に 富永 ・ 原 田 弘子 ・ 古城がお こ な

っ た 。 そ の ほか村崎孝宏 ・ 水野 哲郎 ・ 木崎康

弘 ・ 戸 田 清恵、 ・ 木 下 俊 恵 ・ 中田 弥生の協力 を 得

た。 製図 は富永 ・ 丹生 ・ 本松 ・ 福永 ・ 井 手 田 が

おこなった。 遺物の写真は福田信子 ・ 山田大輔

がお こ な っ た。

8 . 本書の執筆は、 第i章第l節 を 島津義昭が、 そ

の他 は古城がお こ な っ た c

9 . 本書の編集は、 熊本県教育委員会で古城がお こ

な っ た。

10. 石材鑑定 は特 に 委託せ ず 「ワク ド 石遺跡」 及 び

大久保遺跡の石材鑑定 を 参考 と し た が、 玄武岩

質 安 山 岩 ・ 流紋岩質安山岩等分頒で き な か っ た

ものは一括して安山岩としている。

凡 例
1 . 現地での 実測 図 は、 以下の縮尺で作成 し た。

集石 ・ 埋設土器 ・ 土坑 10分の l

竪穴式住居跡 ・ 掘建柱建物跡 20分の l

ま た 本書収録の際 に は以下の縮尺 と な っ た。

集石 ・ 埋設土器 ・ 土坑 30分の l

竪穴式住居跡 ・ 掘建柱建物跡 60分の l

2 . 遺構の方位はす べ て 磁北で あ る 。

3 . 挿図 の 出 土遺物の縮尺は、 基 本 的 に 土 器 は 3 分

の l 、 そ の 他 の 遺物 に つ い て は 大 き さ に よ り

様 々 で あ る 。 挿図 の ス ケ ー ル を 参照 さ れた い。

4 . 集石 ・ 埋設土器 ・ 竪穴式住居跡 ・ 土坑 ・ 掘建柱

建物跡等遺構の番号 は、 報告書作成時に再度 整

理 し な お し た も の で あ る 。 旧番号 と 新番号の対

照 は、 章末の遺物計測表 で 可能で あ る 。
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図版24 土坑 上;10号

下 12号

図版25 土坑 上;15号

下; 17号

図版26 土坑 上;21号

下;22号

図版27 上;23号土坑

下;28号竪穴式住居跡

図版28 上 号掘建柱建物跡

下;2号掘建柱建物跡

図版29 上;3号掘建柱建物跡

下;29号竪穴式住居跡

図版30 上;30号竪穴式住居跡

下;不明遺構

図版31 1 "" 5・ 7 ・ 8号埋設土器

図版32 9 "" 13号埋設土器

図版33 14""19・21・22号埋設土器

図版34 ナイフ形石器・縄文時代早期・後期の土器

図版35 縄文時代後期の土器

図版36 市来式土器 24，

浅鉢形土器r a類; 31""37 

図版37 浅鉢形土器ra類; 30・38""43，

E類; 44""50 

図版38 浅鉢形土器田類a . b ; 51 ""56， 

皿d類; 79， Va類; 83 

図版39 浅鉢形土器国e類 80，

Na類; 81・84・85， N b類; 87 

図版40 浅鉢形土器W類; 86・88・89""92

V類; 93・94・96

図版41 浅鉢形土器Vb類; 97・98

W類 ; 101・102

深鉢形土器rA類; 106・107・112・114

図版42 深鉢形土器rA類; 122"" 124， 

llA類; 108・109・125・126

図版43 深鉢形土器llA類

図版44 深鉢形土器llA類; 133， 

皿A類; 129・137 ・ 140

図版45 深鉢形土器皿A類



図版46 深鉢形土器mA類;142， mA g類;143 

mAh類;144 

図版47 深鉢形土器皿A類

図版48 深鉢形土器mA類

mAg類;173， rnA h類;197 

図版49 深鉢形土器mA類;194， rnA h類;199 

図版66 石錐・石匙等

図版67 砥石(l ・4""6 ・8 ) ， 石皿

図版68 1 磨石・敵石 2 石錘

図版69 1 石製装身具 2 ;不明石製品

3 弥生式土器

図版70 1・ 2号竪穴式住居跡出土土器

NA類;200""206， 図版71 3号竪穴式住居跡出土土器

NB a類;208 図版72 4""6 ・8 ・9号竪穴式住居跡出土土器

図版50 深鉢形土器NBa類;209， NB b類;211 図版73 10""12・14号竪穴式住居跡出土土器

図版51 深鉢形土器NBb類;210・215 図版74 14・15号竪穴式住居跡出土土器

NBc類;222 

図版52 深鉢形土器刊類(a; 242， b ; 238) 

図版53 深鉢形土器四B類;248・249

四A類;256・261・262

E類;263・265""267

組織痕文土器;269""271 

図版54 深鉢形土器VI類;226， VII a類;237 

VIIe類;243， 底部VI類;327 328 
図版55 深鉢形土器W類;225， 底部E類;332 

底部N類;324・326

図版56 高杯形土器・土製品等

図版57 土製品・焼成粘土塊

図版58 焼成粘土塊

図版59 焼成粘土塊

図版60 打製石斧 I類(短冊形)

2 ; II類(パチ形)

図版61 打製石斧 1 ; rn類(分銅形)

2 ; N類(円盤状石器)

図版62 打製石斧V類
図版63 1 打製石斧VI類 2 磨製石斧
図版64 石鯨
図版65 石鎌

図版75 16""20号竪穴式住居跡出土土器

図版76 21""25号竪穴式住居跡出土土器

図版77 27号竪穴式住居跡出土土器

1""3号土坑等出土土器

図版78 不明石器・鉄鍛

図版79 4号土坑出土遺物

図版80 土坑出土遺物

5号;48， 7号;62・63・65・68

8 号;69， 10号;72 . 73 

11号;75・79・80・82・84

図版81 土坑出土遺物15号;91 ""94・100""102

16号;103"" 106 

図版82 土坑出土遺物17号;107・113， 20号;116 

22号 119，

23号;123 . 124・127""132 

図版83 土坑出土遺物24号;133， 25号;134 

30号竪穴式住居跡;137""140， その他

図版84 遺構外出土遺物

図版85 遺構外出土遺物

図版86 土錘・ スラグ

図版87 紡錘車・輔羽口
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第I章 調査の概要

第1 節 調査 に至る経緯 平野芳久 ( 教育審議員)

平成 2 年度 か ら 須恵村 ・ 深 田村で県営畑地帯総合

土 地改良 事 業 が計画 さ れ た 。 こ の 事業 は基幹事業

( 農業用 用排水 ・ 農道) と 併せて 行 う 事業 ( 基幹事

業以外の農業排水 ・ 農道 と 客 土 ・ 暗渠排水 ・ 農用 地

造成 ・ 区画整理 ・ 農地保全 ・ 営農用水)で、 農業用

用排水施設 、 農道の 新 設や受益面積が概ねlOOha以

上の も ので あ る ( 基幹事業以外の新設 も し く は変更

で受益面積が概ね50ha以上の も の)。

須恵 ・ 深 田 地 区 は受益面積60haで、 主 に 区 画 整理

が計画 さ れた 。 こ の事業の事業実施 に 先立 ち 、 事業

地区 内 に 文化財が所在す る 可能性が高 い こ と がわ か

り 、 文化課 と 農地建設課の聞で協議 が行われ試掘調

査 を 実施す る こ と に な っ た。

そ の 結 果 、 約 2 haの 広 大 な 遺跡 が所在 す る こ と

がわ か り 、 農政部局で設計変更等 を 行 い、 や む を 得

ず削平 を 受 け る 箇所 に つ いて は発掘 調査 を 行 う 事 と

な っ た。

第2 節 調査及び整理の組織

調査及び整理 は下記の組織で、行 っ た ( 所属 等 は調

査当時の も の で あ る )。

発掘調査の組織

( 平成 4 年度 調 査)

調査責任者 大塚正信 ( 文化課長)

隈 昭志 (教育審議員)

調査総括 島津義昭 ( 主幹 ・ 調査第 I 係長)

調査事務局 松崎厚生 ( 課長補佐)

木下英治 ( 主幹 ・ 経理係長)

高浜保子 ・ 相馬治久 ( 参事)

調査担当 古城史雄 ( 主任主事)

木村元浩 ( 学芸員 )

中川裕二 ( 嘱託)

( 平成 5 年度 調 査)

調査責任者 大塚正信 ( 文化課長)
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調査総括 島津義昭 ( 主幹 ・ 調 査第 l 係長)

調査事務局 松崎厚生 ( 教育審議員)

木下英治 ( 主幹 ・ 経理係長)

高浜保子 ・ 相馬治久 (参事)

調査担 当 古城史雄 ( 主任 主 事)

中 川裕二 ( 嘱託)

野 口 龍彦 ( 文 化財保護主 事)

水野哲郎 ( 文 化財保護主事)

北川賢次郎 ・ 宮崎敬士 ( 嘱託)

専門調査員 甲元員之 ( 熊 本 大学教授)

橘 昌信 ( 別 府大 学教授)

佐藤伸二 ( 八代高 等専門学校教授)

清 田 純一 ( 城南町歴史民俗資料館 )

農政部局 角 田 豊 ( 農地建設課長)

大保澄秀 ( 農政審議員)

上回 堅 (農地建設課水利係長)

坂本栄治 ( 農地建設課参事)

球磨事務所川辺川 土地改良推進室

横 山 敏 ( 室長)

一二三武 ( 参 事)

調査指導 ・助言お よ び協力者 ( 順 不 同 、 敬称略)

西健一郎 ( 九州 大学)

泉 拓良 ( 奈 良 大学)

織笠 昭 ( 東海大学)

鶴嶋俊彦 ( 人吉市教育委員会 )

和田好史 ( 人 吉 市教育委員会)

吉永 明 ( 八代市教育委員会)

溝下昌美 ( 湯前町教育委員会)

渋谷 敦 ( 熊本県文化財保護委員)

高田素次 ( 熊本県文化財保護委員)

須恵村役場 ・ 須恵村教育 委員会

熊本県土地開発連合会

調査作 業 員

五嶋マツミ ・ 荒木忠代 ・ 松坂ア サ カ ・ 川 辺 ナ ラヨ ・

中村ユキヨ ・ 釜田 ミヤ子 ・ 恒 松 リ ツ ・ 富 田 ミツ子 ・

平 田 シ マ エ ・ 宮田 マ ス ノ ・ 林田 ミエ ・ 恒 松シヅエ ・
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松山 ヒ サ 子 ・ 尾方信子 ・ 迫田洋子 ・ 高田ユ リ 子 ・

佐田ミヨ子・松村ユキエ・恒松シカエ・万江敬子・

西ミサ コ ・ 森下 ヒ デカ
・ 丸 目 ム ツ子・平野 ト シ子

・

上田孝江 ・ 浜崎文 美子 ・ 松村厚子 ・ 漆野綾子

出合宏光 (琉球 大 学 生 )・ 須 恵慎嗣 ・ 村 上 晃勇

( 別 府大 学 生 ) ・ 岩 崎秀幸 ( 西南 大 学生)・ 酒井智

則 ( 北九州 大 学 生 ) ・ 桐田八 千柔 ・ 山 本 か お る ・

中 野聡子 (福岡 大 学 生 )・ 平野国利 ・ 福田貴文 ・

酒井香織 ・ 坂本 ち づ る ・ 大 中 みゆ き ・ 稲 田 正広 ・

永井孝広 ・ 田浦武徳 ・ 別 府章 ・ 豊永貴士

整理の組織

(平成 6 年度 ・ 7 年度整理 ・ 報告書作成 )

報告書責任者桑山裕好 ( 文化課長)

丸山秀人(課長補佐)

報告書総括 島津義昭 ( 主幹 ・ 調査第 l 係長 )

事務局 白井哲哉(教育審議員)

木下英治 ( 平成 6 年度 主幹 ・ 経理係長)

藤本和夫 ( 平成7年度 主幹 ・ 経理係長 )

高浜保子(参事)

高宮優 美 ( 主任主事)

報告書担当 古城史雄 ( 主任主事)

富永圭子・丹生英里・本松亜希子

原田弘子(嘱託)

福永里美・ 井出田敦子(臨時職員)

整理作 業 後藤 直美 ・ 淵上慶子 ・ 後藤 ち ず子 ・ 吉

田律子・山元友子・村山紀子・ 上田律

子 ・ 河野智子

指導 ・ 助言 お よ び協力者 ( 順 不 同 、 敬称略)

山 本信夫 (太宰府市教育委員会)

富 田紘一 ( 熊本市博物館)

水ノ江和同(福岡県教育委員会)

松永幸男 (北九州市立考古博物館)

美濃口雅朗(熊本市教育委員会)

中原幹彦 (値木町教育委員会)

東 和幸 (鹿児島県教育委員会)

前迫享一 (鹿児島県教育委員会)

吉本正典 (宮崎県教育委員会)

第3節 調査の方法と 経過

1 . 調査の方法

平成 3 年 度 の 試 掘 調 査 の 結 果 、 遺 跡 の 範 囲 が 約

20，000ぱ に 及ぶた め 2 カ年 に わ た って調査 し た。

① 表土剥ぎ

調 査 面積 が広 く 、 調査 期 間 が長 期 に わ た る た め 、

表土 を 剥 し 、 だ後 の遺構面 の悪化 が心配 さ れる た め 8

回 に 分 けて表土剥 ぎ を 行 っ た。 ま た 球磨事務所川辺

川土地改良推進室及 び施工業者 と 協議 を 行い 、 施工

を 急 ぐ 箇所 よ り 順次 調 査 し た。

② 調査区の設定 ・ 調査の手順

上 記 の 理 由 の た め 調査箇所 は不規則で、 表 土剥 ぎ

の地区 に あ わせてA � G の 大 調 査区 を 設 け た。 さ ら

に実測 、 測量 及 び遺物取 り 上 げの た め に よ り 小 さ な

調査区で あ る 一辺が10 m の正方形の グ リ ッ ド を 調査

区全体 に 網 の 目 の よ う に 設定 し た。 グ リ ッ ド は南北

方向 を ア ラ ビ ア 数字で、 東 西 方 向 を ア ル フ アベ ッ ト

で示 した ( 第 4 図参照 ) 。

調 査 は重機 に よ る 表土剥 ぎ及び調査区の清掃か ら

始め た。 遺構 は平面形 を 確認の後、 土層堆積の状況

を 確認す る た め のセ ク シ ョ ン ・ ベ ル ト を 残 して掘 り

始め る 。 次 に 土層 観察 と 土層 断面 図 の作成、 そ して

遺物 出 土状況等の写真撮影、 そ の後ベ ル ト を 取 り 除

き 平 面 図 ・ 断 面 図 を 作成 し 、 再度 写真撮影 を 行 う 。

一 方遺物包含層 の 調 査 で は、 l つ の グ リ ッ ド を 単位

と して掘 り 下げ を 行 う 。 そ の後 平板 ・ レ ベ ル を 用 い

遺物 を 取 り 上 げる 。

2 . 調査の経過

平成 4 年 6 月か ら 平成 6 年 3 月 に か けて調査 を 行

った。 以下月 ご と の進捗状況 を 記す。

[平成 4 年度調査]

6月 3 日よ り 発掘調査 を 開始 した。 調査事務所

の 設営 ・ 重機に よ る 表土剥 ぎ を 行 う 。 1 回 目 の 表 土

剥 き ‘ の 面積 は約2，000m'てヘ こ の 調 査区名 を A区 と

し たG 削平 を 受 けてい る こ と が予想 さ れた地区であ

り 、 表 土 を 剥 ぐ と 第四層 が露出 した。 し か し 調査区

北西隅 で は第 皿 層 が残存 し 、 埋設土器 2 基 を 検出 し

た。 調 査員 は古城 と 木村調査員の 2 名で あ った。

- 2 -
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7月 月末 に はA 区 の 調 査 を 終了 し 、 次の B 区 の

表土剥 ぎ を 行 う 。 工事の都合 に よ り 遺跡の北端へ と

飛ぶ。 遺跡の 最 高所で、 多 く の遺構の存在が予想 さ

れ る 地点 で あ る 。 表土 を 剥 ぐ と 調査区の北東 は良 好

な残存状態で あ っ た が、 西側 は削 平 を 受 け て い る こ

と が判 明 し た。 岩崎 ・ 須恵 ・ 出 合 ・ 酒井の 4 人の学

生が調 査 に 参加す る 。 ま た月末 よ り 中川 調査員が合

流す る 。

8 月 梅雨明 け と と も に暑 さ が本格的 と な り 、 土

の乾燥が激 し く 遺構検 出 が困難 を 極め る 。 水 を 調査

事務所 か ら 一輪車でi及 んで来て は散布す る が、 事務

所 と 調 査 区 が離れて お り 、 一 向 に 作業ははか ど ら な

い。 な ん と か月末 ま で に はす べ て の遺構 を 確認す る

こ と がで き た。

9 月 引 き 続 き B 区 の 調 査 を 行 う 。 今月の来訪者

は九州大学西健一郎氏・城南町歴史民俗資料館清目

指定一氏 ・ 人 吉市教育委員会鶴嶋俊 彦 ・ 和田 好史の 両

氏 で あ っ た。

1 0月 今 月 の 来 訪者 は熊 本 県 文 化財保護委員 の

渋谷敦・高田素次の両先生であった。

1 1 月 中旬 に B 区 の 調 査 を 終了 し た 。 次 の 調 査

区 はA 区 の 南側 に飛ぶ C 調 査 区 で あ る 。 こ の 頃 よ り

霧が頻繁 に 発生 し 、 午前 中 は写真撮影 はお ろ か、 レ

ベルの 数値 が読 め な い 時 も あ っ た。

1 2月 引 き 続 き C 区 の 調 査 を 進め る 。 調 査 区 南

側で 古墳時代の住居跡 を 検 出 す る が、 削 平がひ どい。

ま た里道 に よ り 半分以 上破壊 さ れて い た。

1 月 下旬 に は C 区 の 調 査 も ほぼ終 了 し 、 A 区 と

B 区 の 聞 の未 調 査 区D 区 に 移 る 。 表土 を 剥 ぐ と お び

た だ し い縄 文 土 器 が出 土 し始め る 。

2 月 D 区 の本格的 な 調 査 に 入 る 。 熊本大学甲元

員之教授 ・ 別 府大学橘昌信教授 ・ 八代高等専門学校

佐藤伸 二教授の指導 を 受 け る 。

3月 D区 を 引 き続き調 査す る 。 空 中写真撮影 を

実施す る 。 今年度 の作業 を 25 日 で終了 し た。

[平成7年度調査]

4 月 14 日 よ り 平成 7 年度 の 調 査 を 再開す る 。 引

き続 き D 区 の 調 査 を 行 う 。 木村調 査員 が離れ、 替わ

り に 深 田 村灰塚遺跡 の 調 査 が始 ま る ま で の問、 野

口 ・ 水野調査員の協力 を 得た。

5 月 連休明 け よ り 北川 調 査員 が調 査 に 参加 す る 。

月末 に は D 区 の 調 査 も 終盤 を 迎え る 。 ま た深 田村灰

塚遺跡 の 調 査 が諸般の事情 に よ り 延期 さ れる こ と が

決定 し た。

6 月 B 区 の 西側 を 次 回 の 調 査 区 と す る こ と と な

り ( E 区 ) 、 初旬 よ り 表 土 剥 ぎ を 行 う 。 ま た 灰塚遺

跡調査延期 の た め 沖松遺跡 を 2 班 に 分 け て 調査する

こ と に な り 、 調 査 区 の南東端 (F 区 ) の表土剥 ぎ も

平行 し て 行 う 。 E 区 を 古城 ・ 水野、 F 区 を 野 口 ・ 北

川 が担 当 す る 。 し か し 記録 的 な 長雨の た め 調査が大

幅に遅れる こ と に な っ た。

7 月 長雨の影響が続 く 。 た ま の晴れ間 も 遺跡 内

が水没 し て い る た め ほ と ん ど調査がで き な い状態で

あ っ た。 下旬 よ り 中川 調査員が加わ る 。

8 月 長雨 も 峠 を 越 え た が、 遺跡 内 に は土砂が堆

積 し 、 清掃 に追われる 。 ま た 8 月下旬 に 深 田 村灰塚

遺跡の 調 査が開始 さ れる こ と に な り 、 野 口 ・ 水野 ・ 北

川調査員 は灰塚遺跡の調査 を 担 当 す る こ と に な る 。

9 月 調 査員 が 2 名 に な っ た た め、 F 区 の 調 査 を

先行す る こ と に し た。

1 0月 E 区 を 再 開 さ せ る 。 熊 本 県立 球磨商業高

校の 生徒が郷土 巡 見 の 一環 と し て 見学 に訪れる 。

1 1 月 F . E区 の 調 査 を 終 了 さ せ 、 C 区 の 西側 、

遺跡の 南西部分の 調査 ( G 区 ) に 取 り 掛 か る 。 昨年

問機濃霧 に悩 ま せ ら れ る 。 八代高等専門学校佐藤伸

二教授 ・ 城南町歴史民俗 資料館の清 田 純一氏の指導

を 受 け る 。

1 2月 G 区 の 調 査 を 本格的 に始め る 。 北側 はかな

り 削 平 さ れて お り 第VI層 が部分的 に露出 し て いた。

1 月 今月 よ り 宮崎調査員 が加 わ る 。 一 方 古城は

研修の た め 一時的 に 調 査 を 離れた。

2 月 遺跡の最南端部分の表土剥 ぎ に と り かか る の

当初 H 区 と し た が、 調査面積 も 狭 い た め 、 ー括 し て

同じG区 と し た。

3月 い よ い よ 調 査の最後の月で あ る 。 実測 が追

い つ かず下旬 よ り 灰塚遺跡の水野調査員が応援 に く

る 。 ま た 埋蔵文化財サ ポー ト シ ス テ ム に遺物取 り 上

げ を 委託 し た。 か ろ う じ て 31 日 で調 査 を 終 了 し たが、

最後 はかな り 粗い 調査 に な っ て し ま い後味の悪さ を

残す結果 と な っ て し ま っ た。
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第E章

第1 節 遺跡の環境

1 . 地理的環境

熊本県 は九州の ほぼ中 央 に あ り 、 北東か ら 南東に

か け て の端部 は、 九州山地の 山岳地帯で あ る 。 沖松

遺跡 は、 熊本県の南東部 に 位置 し 、 九州山 地 に 固 ま

れた人吉盆地 に 所在す る 。

そ の 人吉盆地 を 南北 に 2 分す る かの よ う に球磨川

が流れ、 球磨川 の南部 ・ 北部 に は広 大 な 台地が形成

さ れる 。 し か し北 と 南 と で は、 そ の地形的特徴 に 違

い が認め ら れ る 。 南 部 は、 九州 山地の麓よ り 多 く の

支流 に よ っ て 幾重 に も 重な り 合 っ た 複合扇状地が広

が る 。 一 方北部の 台地や丘陵地 は、 球磨川 の支流川 辺

川 に よ り 作 ら れた扇状地 と 阿蘇溶結凝灰岩や入戸 火

砕流 を 基盤 と す る 丘陵部 が そ の両側 に広 が る 。 こ の

た め南部がな だ ら かな 台 地な の に対 し て 、 北部は起

伏 に 富 む と い う 印象 を 受 け る 。

ま た 沖積地 は球磨川 及 びそ の支流沿い に 細長 く 存

在 し 、 特 に 人 吉盆地の 中 央 部 で 広 く 発達 し て い る o

ま た北側の沖積地は、 南側 に 比 べ極端 に 狭 く 、 こ の

こ と が弥生時代以降の生産基盤の問題 と 関わ り 、 古

墳時代の大規模な 高塚古墳が南側 に 集 中 す る こ と は、

そ の こ と を あ る 面で暗示 し て い る 。

2. 歴史的環境

先土器時代

人吉 ・ 球磨地方の 先 土器時代の遺跡 は今 日 ま で に

53箇所が確認 さ れて い る 。 分布の 中 心 は人吉市周 辺

が多 いが、 近年須恵村 内 で も 発見 さ れて い る 。 須恵

村内 で は平成 3 年度の発掘調査で 中尾遺跡 ( 17) で

ナ イ フ 形石 器 ・ 三稜尖 頭器が、 別 府遺跡 ( 18) で は

細石核が発見 さ れて い る 。 ま た 沖松遺跡 で も l 点で

はあ る がナイ フ 形石器 が出土 し て い る 。 ま た 須恵、村

管 内 に限 ら ずも う 少 し 目 を 広 げる と 深 田 村下里遺跡

( 32 ) で は ナ イ フ 形石器文化以 前の も の が、 同 じ く

深 田 村の運動公園遺跡で も 狸谷 I 期石器文化の も の

が発見 さ れて い る 。 また細石器文化の も の で は多良

第E章 遺跡の概要

遺跡の概要

木町里城遺跡 ( 8 ) があ る 。

縄文時代

沖松遺跡で は早期 ・ 後期 ・ 晩期 に 属 す る 遺物 が 出

土 し て い る 。 須恵村 内 の他の縄 文 時代の遺跡 も ほ と

ん ど上 記の 3 時期 の い づれか に 該 当 す る 。 縄文時代

の前期 か ら 中 期 に か け て の遺跡数が少 な く 、 規模も

小 さ い と い う の は人吉 ・ 球磨地方全体的 な 現象の よ

う で あ る 。 草創期 の遺跡 は須恵村で は発見 さ れて い

な い が周辺で は多良木町里城遺跡 ( 8 ) が挙 げ ら れ

る 。 早期 の遺跡 は人吉 ・ 球磨地方で はかな り 多 く 存

在す る 。 須恵村で も 諏訪原遺跡 ( 2 ) ・ 浜ノ 上遺跡

( 13 )  ・ 柿 ノ 木遺跡 ( 1 ) ・ 馬渡遺跡 ( 4 ) ・ 堂園

遺跡 ( 19 ) ・ 中尾遺跡 ( 17 ) ・ 隣接 し た 深 田 村灰塚

遺跡 ( 23 ) な ど多 く の遺跡 が知 ら れて い る 。 一 方 須

恵村 内 で確実 に 前期 ・ 中 期 に 属 す る 遺跡 は知 ら れて

い な い。 人 吉 ・ 球磨地方全体で も 球磨 村久保遺跡や

人吉市射場 ノ 本遺跡 ・ 同鼓ケ峯遺跡 な ど が挙 げ ら れ

る 位で あ る 。 次 に後期 か ら 晩期 に か け て は遺跡の 数

も 増 大 し 規模も 大 き く な る 。 須恵村 内 で は沖松遺跡

の他 に諏訪原遺跡 ・ 柿ノ 木遺跡 ・ 馬場遺跡 ・ 別 府遺

跡 ・ 堂園遺跡 な どが存在す る 。 そ の 他 こ の時期の遺

跡 と し て 錦町 大 原 天子遺跡 ( 39) や 人吉市 中堂遺跡

があ る 。 中 堂遺跡で は後期 か ら 晩期 の住居跡や埋設

土器が検出 さ れて お り 、 沖松遺跡 と の対比 の 点 で も

重要で あ る 。

弥生時代

沖松遺跡出土 の弥生時代の 資料 と し て は重弧文土

器な どの 小破片 が少量 出 土 し て い る 。 須恵村内 に お

いて も 、 弥生時代の資料が出土 し た 遺跡 は沖松遺跡

の ほ か に 8 遺跡があ る のみで あ る 。 人吉 ・ 球磨地方

全体 を 概観 し で も 弥生時代前期 ・ 中 期の遺跡 は 少 な

く 、 免 田 町下乙 ・ 本 目 遺跡 ( 45 ) で は亀ノ 甲 式 ・ 械

ノ 越式土器が、 多 良木町の 大久保台地で城ノ越式土

器が発 見 さ れて い る が、 そ の 詳 細 は 不 明 で あ る 。 そ

の 中 で人吉市蟹作 町 中通遺跡で は黒髪 式 土 器 に 伴 う

円 形の 竪穴住居跡が検 出 さ れて い る 。 次 に 弥生時代

後期 に な る と 遺跡数が増 加 し 、 独特の 文様 を も っ 重

- 5 -
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沖松遺跡周辺遺跡地名表
番号 遺 跡 名
1 柿の木遺跡
2 諏訪原遺跡
3 小春遺跡
4 馬渡遺跡
5 八日遺跡
6 毛谷遺跡
7 京塚遺跡
8 里城遺跡
9 青蓮寺遺跡
10 蓮華寺 ・ 相良頼景遺跡
11 赤坂古墳
12 青銅製経筒
13 浜ノ上遺跡
14 浜ノ上横穴群
15 屯所遺跡
16 中 島遺跡
17 中尾遺跡
18 別府遺跡
19 堂圃遺跡
20 沖松遺跡
21 上手遺跡
22 石坂横穴群
23 灰塚遺跡
24 永峰横穴群
25 荒茂横穴群
26 勝福寺跡遺跡
27 高 山瓦窯跡
28 前平遺跡
29 高 山城跡
30 赤坂窯跡推定地
31 オ ンパ ガサ コ 遺跡
32 下里遺跡
33 下 里横穴群
34 内 山遺跡
35 万 福寺遺跡
36 新深 田 遺跡
37 天子 山 遺跡
38 木上益手遺跡
39 大原 ・ 天子遺跡

40 夏女遺跡
41 荒 田 横穴群
42 竜口横穴群
43 岩城横穴群
44 四ツ塚古墳群
45 下乙本 目 遺跡
46 才園古墳
47 黒 田 墓誌鋼板 出土地
48 宝塚古墳
49 上久鹿遺跡
50 前 田 遺跡
51 古屋敷遺跡
52 市房隠遺跡
53 鬼の釜古墳
54 上築地遺跡
55 廻迫遺跡
56 廻 り 迫蔵骨器出土地
57 古城遺跡
58 福留古墳
59 宇土谷蔵骨器 出土地
60 井主遺跡
61 石坂古墳
62 永山遺跡
63 伊勢尾蔵骨器 出土地
64 上の原窯跡

jW .f:E 地
須恵村柿の木
須恵村諏訪原
須恵村小春
須恵村馬渡
須恵村八日
須恵村毛谷
須恵村京塚
多良木町多良木里城
多良木町黒肥地北山下
多良木町黒肥地
多良木町上赤坂
多良木町 中 央公民館
須恵村浜ノ上
須恵村浜ノ上
須恵村屯所
須恵村 中 島
須恵村中尾
須恵村別府
須恵村堂園
須恵村沖松
須恵村上手
須恵村石坂
深 田 村
深田村永峰
深 田村荒茂
深 田 村荒茂
深田村高 山
深 田 村前平
深 田 村高 山
深 田村赤坂
深 田 村萩尾
深 田 村下里
深 田村下里
深 田 村 内 山
深 田村内 山
深 田 村新深 田
深 田 村草津山
錦町木上益手
錦町大原 ・ 天子

錦町高原
錦町木上荒 田
錦町木上龍口
錦町木上岩城
錦町木上 三 つ塚
免 田 町本 目
免 田 町畑 中
免 田 町平城
免 田 町久保
免 田 町久鹿
免 田 町前 田
免 田 町竹下
免 田 町馬立原
免 田 町久鹿萩原
免 田 町築地権現
免 田 町神の 田
免 田 町神の 田
須恵村古城
岡原村岡本福留
岡原村宮原宇土谷
上村井 上
上村石坂
上村永山
上村上の原
上村上の原

時 代
縄 ・ 弥
縄 ・ 弥
縄
縄
縄
縄
縄
旧-縄

古

縄 ・ 平
古

弥
旧 ・ 縄
|日 ・ 縄 ・ 古 ・ 奈 ・ 平
縄 ・ 奈 ・ 平
|日 ・ 縄 ・ 弥 ・ 古 ・ 奈 ・ 平
弥
古
縄 ・ 平 ・ 鎌
古
古

縄
歴

旧 ・ 歴
旧 ・ 縄
古

古

縄
弥
古

古
弥
縄
縄

弥
古
古
古
古
弥
古
奈
古

平

弥
古

縄
古

占
古
奈良~平安
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備 考
縄文土器 ・ 石器 、 弥生土 器 ・ 石 器

万 ・ ク ツワ ・ 馬具

縄文土器、 石器、 土師器

弥生土 器
縄文時代晩期
縄文時代土 器 ・ 古墳時代土器
縄文晩期
縄 文 ・ 古墳時代土器

馬具 ・ 須恵、器

耳窯、 平瓦 ・ 軒平瓦
縄文土器 ・ 石 器

須恵器、 羽口
須恵器出 土
石錘、 縄文晩期 土器
球磨川岸 壁 に 開口
石器 ・ 石鯨
池跡 ・ 参道跡 を と どめ る
地下式板石積石室墳
石 底丁l、 弥生後期土 器
縄文早期、 塞ノ神式
縄文晩期 土器、 平安 土 師 器 ・ 須恵、器 ・
近世屋敷 ・ 有 肩 打製石斧
弥生後期古墳前期 、 鏡 ・ 銅剣
道路改修で消滅
5基確認

円 墳 4 基

円墳、金環・刀子・クツワ・管玉・切子玉・丸玉
銅板l枚

土師器
瓦(布 目 ) 軒 平
湖州鏡 ・ 土師器 ・ 滑石 鍋
弥生土器
円墳、 横 穴 式石室
弥生後期土器、 石鯨 ・ 石庖丁
縄文土器、 石繊
須恵、器 ・ 蔵骨器

古墳、 剣
歴史、 有 肩 打製石器
縄文~弥生土器
消滅
縄文~弥生、 石庖丁
蔵骨器 l 個
須恵窯跡



第 l節 遺跡の環境

弧文土器 (免田式土器)が多 く 出土す る よ う に な る。

人吉市荒毛遺跡で はV字溝が発見され、 重弧文土器

が多量 に出土している 。 ま た免田町下乙本目遺跡 ・

市房隠遺跡 (52)で も 多量の重弧文土器が出土して

い る 。 一 方 こ の時期の集落遺跡 と して は夏女遺跡

(40)がある。 こ の遺跡 は弥生時代後期から古墳時

代初頭 にかけての竪穴式住居跡的基が発見されてい

る 。 遺物 と しては、 重弧文土器や石庖丁それに青銅

鏡 ・ 銅釧が発見されてい る 。 その他青銅器を出土し

た遺跡 と して多良木町の大久保台地 にある 槍掛松遺

跡があ り 、 細形銅剣が発見されてい る 。 その他特記

すべき点 と しては前述の下乙本目遺跡で墳丘墓が検

出 さ れた こ と であ る 。

古墳時代

沖松遺跡で は27基の古墳時代の住居跡を検出した。

人 吉 ・ 球磨地方 におけ る 当時の集落の調査例 と して

は、 人吉市アンモン 山 遺跡 ・ 前述の 中通遺跡 ・ 錦町

夏女遺跡や相良村深水小園遺跡がある。 ま た球磨 ・

人 吉 地方の古墳時代の特色 と し て挙げ ら れ る の は、

地下式板石積石室墓の存在であ る 。 須恵村 内 で はそ

の存在は知 ら れていないが、 人吉 ・ 球磨地方で は人

吉市荒毛遺跡 ・ 錦町農芸学院遺跡 ・ 深田村新深田遺

跡 (36) ・ 免田町下乙本目遺跡な どが知られてい る 。

こ れら地下式板石積石室墓のあ る 遺跡では、 弥生時

代後期の重弧文土器や 、 弥生後期 から古墳時代初頭

と 考 えられる 小型箱式石棺が発見されてい る 。

人吉 ・ 球磨地方で高塚古墳が作られる よ う に な る

の は、 5 C 後半以降か ら の こ と と 考 え ら れる が、 現

在の と こ ろ 須恵村内 に は高塚古墳は知 ら れて い な い。

人吉 ・ 球磨地方全体 を 概観す る と 球磨川南側の平野

部 に 球磨郡内唯一 の前方後円墳を有す る 亀塚古墳群、

人 吉 ・ 球磨地方で最 大 径の 円 墳 があ る 四塚古填群

( 44 ) や壊金神獣鏡が出 土 し た 才園古墳群 ( 46)

巨石墳で制り貫き玄門を 有す る 鬼の釜古墳 ( 53) な

どの有力古墳が作 ら れて い る 。 し かも それは時代が

新 し く な る に つ れ西 か ら 東 に移動して い る よ う だ 。

ま た そ の 周 辺部 に 小 型 の 古墳群が作 ら れて い る 。 特

に水上村千人塚古墳群 は74基の小 円墳か ら な る 。 一

方横穴 墓 に 目 を 向 け る と 、 須 恵村 内 で は馬具や 直

刀 ・ 鉄鉱が出 土 し て い る 石坂横穴墓群 (22 ) や須恵

器高杯が出土した浜ノ上横穴墓群 (14)が存在す る 。

その他特記すべき こ と と して は宮崎県に多い地下式

横穴墓が人吉市天道ケ尾で初めて発見されてい る 。

歴史時代

沖松遺跡で は奈良 ・ 平安時代の土坑 ・ 掘建柱建物

跡や中世の竪穴式住居跡などが発見されてい る 。 そ

の他須恵村 内 で は多 く の奈良 ・ 平安時代の遺跡が見

つ か っ てい る 。 や はり掘建柱建物跡 l 棟が検出され、

多 く の土師器 ・ 須恵器が出土した別府遺跡、 越州窯

系青磁 ・ 緑紬陶器の破片が副葬された 土墳墓 が発見

された 堂園遺跡や須恵器 ・ 土師器が発見されている

屯所遺跡 ( 15) ・ 浜ノ上遺跡 な ど があ る 。

須恵村を含めた免田町 ・ 上村 ・ 深田村の東端地域

は 「 球玖郷j に 比定され る と 言 う 説が有力であ る 。

こ の地域に目を む け る と 、 前述した須恵村内の遺跡

以外 に 古代瓦が出土した免田町久鹿の前田遺跡 (50)

や 蔵 骨器 が発見 さ れ て い る 免 田 町廻 り 迫遺 跡

( 55) ・ 岡原 村宇土谷遺跡 ( 59) ・ 上村伊勢尾遺跡

( 63) ・ 朔登遺跡 ・ 東小原遺跡 ・ 西小原 遺跡や銅板

製墓誌が出土 し た黒田遺跡 (47)があ る 。 ま た生産

遺跡 と し て は須恵器の窯跡が発見されている 錦町下

り 山遺跡 ・ 七中口遺跡 ・ 上村上ノ原 遺跡 ( 64)、 瓦

窯跡で は深田村高 山 遺跡 (27) が あ る 。 こ の他窯跡

が推定 さ れる 遺跡 に 須恵村上阿蘇遺跡 がある 。 以上

の こ と や 古墳時代後期の有力古墳 (才園古墳群 ・ 鬼

の釜古墳) の存在から球磨郡の郡家を免田町久鹿付

近 と す る 説 も あ る (鶴嶋1995) 。

一方熊本県教育委員会が平成 5 年より発掘調査 を

継続 し て い る 深 田村灰塚遺跡で は鎌倉初期の遺構 と

し て 、 掘 建柱建物跡50基以 上 ・ 竪穴 式住居跡 ・ 土

坑 ・ 井戸跡 ・ 柵 ・ 溝 ・ 土塁 ・ 白磁を 出 土 し た 土壌墓

や遺物 に輸入陶磁器が多いな ど12'"'-'13世紀頃の須恵

氏の居館跡 と し て 注目されて い る (木崎1996) 。

第2 節 遺跡の概要

1 . 遺跡の概要

沖松遺跡の発掘調査は県営緊急畑地帯総合整備事

業須恵 ・ 深田地区の計画 に 伴 い 平成 4 ・ 5 年度 に実

施さ れた。
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遺跡 は、 熊本県球磨郡須恵村字沖松 に 所在 し 、 人

吉盆地の北東寄 り 、 球磨川 の北側 の 田 頭川 と 阿蘇川

に 挟 ま れ た 丘陵地 に 位 置 す る 。 須恵村の 西端側 で 、

深 田 村 と 境界境 を な す 。 遺 跡 の 標 高 は 約 175m で 、

そ の地形は北か ら 南 に 緩や か に そ の高度 を 下 げて い

く 。

遺跡の現況 は畑地 と し て 利 用 さ れ、 調査区 の 中 央

よ り や や 東 側 に 南 北 に延び る 里 道 が走 っ て い た 。

段 々 畑 と な り 、 調 査 区 の四方 を 道路 に よ り 遮断 さ れ

て い る 。 特 に 北側 ・ 西側 は道路工事に よ り 切 断 さ れ

て い る 。 本来の遺跡 は も う 少 し 北西 に広 がる と 考 え

ら れ る 。 ま た遺跡丘陵縁辺部の東側 は谷 と な り 、 現

在 は水 田 と し て 利 用 さ れ、 そ の 谷 部 に は北瀬湧水 と

呼ばれる湧水が存在 し、 現在も 使用 さ れて い る 。 な お

遺跡か ら 東側現水田面 ま て 。 の比高差 は約2仇nであ る 。

先土器時代の 資料はナ イ フ 形石 器 が l 点、 縄文時

代早期の資料 と し て は、 土器の 小破片が少量 出 土 し

た 。 い ずれ も 層 位 的 に と ら え ら れ た も の で は な い。

そ の ほかに縄 文時代早期 の も の と 考 え ら れ る 集石 が

あ る 。

当 遺跡の 主 要 な 時代 は縄文 時代後期後半か ら 晩期

前半 に か け て ・ 古墳時代 ・ 平安時代の 3 時期 で あ る 。

縄文時代後期 後 半 か ら 晩期前半の時期 に は多量の土

器 ・ 打製石斧 が出 土 し て お り 、 埋 設 土器や焼成粘土

塊 も 検 出 さ れて い る 。 古墳時代 で は 5 世紀か ら 6 世

紀 に か け て の 竪 穴式住居跡が検出 さ れて い る 。 平安

時代では土坑 ・ 掘 建柱建物跡等が確認 さ れて い る 。

2 . 遺跡の基本層序

遺跡で認識 さ れた 自 然、層 を 提示 し 、 ま た 平成 3 年

度 に 調査 を 実施 し た近接の 中 尾遺跡、 別 府遺跡の層

位 を 参照 し 、 そ れぞれの遺物の包含位置 に つ いて 説

明 す る 事 に し た い ( 第 3 図 ) 。

第|層 (表土)
耕作土である。

第 1 1層 (黒色砂質土)

き め 細 か く 引 き締 ま っ て い る 。 縄文 時代の遺物か

ら 近世の遺物 を 含 む が、 主 に 奈良 ・ 平 安 時代以降の

遺物が主体で あ る 。

ー タ ー

第E章 遺跡の概要

第川層 (黄褐色土)

ア カ ホヤ火 山灰層 で あ る 。 この層 は、 そ の土 質の

違 い に よ り さ ら に 皿 a層 と 皿 b 層 に 分 層 で き る 。

皿 a 層 は、 ふかふか と し た 細 かい砂粒 で 土壌化 した

ア カ ホヤ火 山 灰 の 二 次 的 な 堆積 層 で あ る 。 縄文時代

後期 か ら 中世の遺物 を 含む が、 主 に縄 文 時代後晩期

及 び古墳時代の包含層 で あ る 。 皿 b 層 は不 純物 を 含

ま な い ア カ ホヤ火 山灰の 一次堆積 層 で あ る 。

第 IV眉 (黒色砂質土)

粒子 は き め細 か く 不 純物 を 含 ま な い。 別 府 ・ 中 尾

遺跡での縄文時代早期 の 遺物包含 層 に 対応す る 。 一

部 に は ガチ ガチ に固 ま っ た 黒色 の ブ ロ ッ ク を 含 む 一

般 に苦土 と 呼ばれる も の が認め ら れる 。

第V層 (淡褐色砂質土)
き め細か く 硬質の ブ ロ ッ ク を 含 む。 中 尾 ・ 別 府遺

跡では細石器文化の遺物包含 層 に対応す る 。

第VI層 (貧褐色土)

姶良 カ ル デ ラ 起源の入 戸 火砕流で あ る 。 こ の 層 の

上 部 に 若干青 っぽい硬質土 がの る 。 ま た 下 部 に は黒

っぽし 、硬質土が存在す る が、 細分 が難 し い。 無遺物

層 で あ る 。

第VII層 (暗褐色粘質土)

き め細 か く 不 純物 を ほ と ん ど 含 ま な い。 無遺物層

で あ る 。

第V111層 (黒褐色粘質土)

き め 細 か く 不 純物 を ほ と ん ど含 ま ず、 W 層よ り 粘

性が強い。 無遺物層 で あ る 。

第 IX層 (明茶色粘土)

き め 細 か く 不 純物 を ほ と ん ど含 ま な い。

こ れ ら の基本層序 は、 遺跡全体 を 見通 し た う え で

決定 し た も の で あ る が、 遺 跡 内 の地点 によ り 各層 の

厚 さ は様 々 で あ り 、 既 に 削 平 さ れた り し て 存在 し な

い層 も あ る 。 基本的 に 北 か ら 南 に 向 かい傾斜 し て お

り、 約150m南へ下がると約5mの比高差がある。

調査区 の北東端 を 最高 箇所 と し て ま ず南 西 に 傾斜 し、

横軸 15前後の箇所 よ り 南 東 に傾斜 し始め る 。

東西 土!書断面 を B 16� K 16付近 ( 第 4 図a� b .

第5図 ) で観察す る と 、 全体的 に 西か ら 東 に傾斜し

ているω 第 皿 層 は全域で認め ら れ、 そ の厚さは20�
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60cm で あ る 。 縄文土器の集 中 す る 箇所のD16'" H 16 

付近での厚 さ は50"'60cl!I で あ る 。 縦)1411 E 付近で-ß.

僅 かに高 く な り 、 そ の後 ま た 高 さ を 減じ る 。 ま た第

N層 も 同様で あ る が、 縦軸G付 近 よ り 、 苦土 と な り 、

住居跡の硬化 面 と 誤認 さ せ ら れる 。 な お第VI層は認

め ら れな い よ う で あ る 。

次にD 7 �J7付近の 東 西 土層断 面 (第 4 図e'"

「 ・ 第5図 ) を 見て み る 。 この箇所 も 西 か ら 東ヘ傾

斜 し て い る 。 この付近 の 調 査 区 西側 端 はすでに表土

を 剥 ぐ と 第VI}習が露出 し て い る 。 縦)1411D付近 よ り 上

層に第N層が確認出来 る よ う にな る 。 逆に縦割hF付

近に な る と 第VI}習の 有 無 は確 認 で き て い な い が第

NJ習の う えに第四層が更にかぶ さ る 。 そ の厚 さ は約

30cI!I前後で あ る 。 さ ら に東に行 く と 、 縦軸J付近で

第田周は厚 さ 10cIIIに も 、満 た な く な り 、 そ の 後第凹

層 ・ 第 N 層 も 確認で き な く な り 、 第Vß層が露出 し て

い る 。 恐 ら く 第VI層は西側部分の み し か存在 し な い

も の と 思わ れ る 。 一方第四 ・ N}習が東側で確認で き

な く な る の は、 削 平に よ る も の と 考 え る 。 た だ し そ

れ ら の層 はそれほど厚 い地積 と は考 え ら れない。

一方南北土j晋断 面 ( 第 4 図 c � d .第5図 ) につ

い て 観察す る こ と にす る 。 基本的には南へ傾斜 し て

し 、 る 。 一貫 し た 土層 を 観察す る こ と がで き ず、 E22

'" E 2 1 の 土層、 G17"' G14付近の も の 、 11 1付近、

G 8 "' G3付 近の土)習 を見て い く 。 ここで は第m

IV層 が他-認で き る 。 そ の後D . G17 ま で飛ん で し ま

う が、 その聞に第山層は{確認で き な い。 これ はこの

箇所が段落ち と な っ て お り 、 削 平 さ れて い る と :tH�定

で き る 。 G17 グリッ ド の途 中 よ り 第田居が磁認で き

る よ う にな る 。 ま たこの箇所 で は第V . VI層は得イ|

し な い。 そ の後G15グ リッ ド ま で は同様で第凹隅の

厚 さ は約50cI!I程 で あ る 。 G14 グ リッ ド 付近にな る と

第四 '!V層が舵認出来 な く な る 。 こ の付近も段焼ち

となっており、 削平の た め と 考 えられ る 。 逆に知

N J��iは位認で き る 。 次の111 グ リ ッ ド付近で第IV J併
がわず か な がら認識 で き る よ う にな る 。 そ の後のc

8 � G3グリッ ド付近で第凹層が40 "'50 CI!Iの厚 さ で

続 く し か し |有に行 く につれ第凹回の撹乱が多 く 比

られる よ う にな り 、 調査区 南端で は第田層の14さも

放cmf'!U主にな る 第 3 図 基本土層図
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第E章

第1節 先土器時代の遺物

1 . 遺物 (第6図)

先土器時代の資料 と し て は、 ナイ フ 形石器 l 点が

あ る 。 た だ し そ の 出 土状況 は原位置 か ら の も ので は

な く 、 第 皿 層 か ら の 出 土で あ る 。 石材はチャー ト で

あ る 。 不定形の横長剥片 を素材 と し 、 右側縁部及び

左側縁部基部にプランティ ン グ加工を施す。

第2 節 縄文時代早期 の遺構 と 遺物

1 . 遺物の出土状況 (第 7 図 )

縄 文 時代 早 期 の 遺物 と し て は、 土器片 が 9 点 出

土 し た。 層位的 に捉 ら え ら れた も の はな く 、 表土剥

ぎ後の遺構検 出 の た め の 清掃に伴い出土 し た も の が

ほ と ん どで あ る 。 こ れは第 E 章で述べた と お り 調査

前 に す で に 一度整地が行わ れ段 々 畑 に な っ て い る た

め と 考 え ら れる 。 出 土 し た 土器の 3 点が調査区の北

側 ( 8 区 ) に あ り 、 こ の地域の段落ち と な っ て る 箇

所は、 既 に 第 II . m 層 が 削 平 さ れて い た。 一方調査

区 南西部 ( G 区 ) で土器片 4 点や石製品が少量出土

し て い る がや は り 第 II . 皿 層 が削 平 さ れて い た地点

で あ り 、 さ ら に西側 に い く と 第 W 層 も 削 平 さ れて い

る 。

乙コ
O 5 cm 

第 6 図 先土 器 時代石器実測 図

第E章 調査とその成果

調査の成果

2 . 遺構と その位置 (第 7 図 )

集石遺構 6 基 を 検 出 し た。 そ の う ち の 5 基が調査

区 の北側 ( 8 区 ) で検出 さ れた。 こ の地域 は既 に 述

べ た よ う に 、 段 々 畑 に 整地 さ れ第 E ・ 皿 層 が削 平 さ

れて い る 箇所 が見受 け ら れ る 地点で あ る 。

1 号集石 (第 8 図 )

F 21 グ リ ッ ド に お いて検出 し た。 掘 り 込み を も た

ず、 機群 と し て 捉 ら え た ほ う がい い の か も 知れな い。

石の散布状 態 は約 2 m四方 内 に収 ま り 、 集 中 度 は弱

い。 土器の 小 片 が石 に 混 り 3 点 出 土 し た がし、ずれも

細 片 で 図 化 に耐 え る も の はな く 、 時期 を 特定で き る

も の で は な い。

2 号集石 ( 第 8 図 )

F 20グ リ ッ ド に お いて 検 出 さ れ た 集 石 で 、 土坑は、

不 整 な 楕 円 形 を 呈 し 、 長軸3.45 m . 短軸2.45 m . 深

さ 0.60 m 程 を 測 る 。 土坑内 に は最大で:'15cm程 の蝶及

び般砕 し た磯 が詰 ま っ て い る 。 ま た 微 細 な炭化物 を

検 出 し た。

3号集石 ( 第 9 図 )

F 20グ リ ッ ド 内 、 2 号集石の北東 に 位 置 す る 。 土

坑 は、 不 整形 を 呈 し 、 長軸3.05 m ' 短軸2.05 m ' 深

さ 0.22 m 程 を測 る 。 土坑内 に は最 大 で'15cm程の傑及

び破砕 し た傑 が詰 ま っ て い る 。 微細 な炭化物 を 検出

し た。 ま た牒 に 混 じ り 焼成粘土塊が 出 土 し た 。

4 号 集石 ( 第 1 0図 )

1-120 グ リ ッ ド に お い て 焼 け た 5 cm程度 の 磯 が散

乱 し た状態で検出 さ れた。 石 の散布状態 は、 約 3 m

四方 に 広 が る が、 集中度 は弱 く 、 j享 さ は ほ と ん ど な

い。 傑 は 火 を 受 け て割れて い る も の と 思わ れ る 。 掘

り 込み を も た ず、 l 号 同様磯群 と し て 捉 ら え た ほ う

がいいの か も 知れな い。

5 号 集石 ( 第 1 0 図 )

E 19内 グリッ ド 内 に 位置す る 。 土坑は、 不 整 な 精

円 形 を 呈 し 、 長径1.88 m . 短径 1 .22 m ・ 深 さ 0.25 m

程 を 測 る 。 土 坑 内 に は 5 � 15cm 大 の礁が詰 ま っ て い

る 。 ま た 微細 な 炭化物 を 検 出 し た 。

- 13 ー



第2節 縄文時代早期の遺構 と 遺物
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第2節 縄文時代早期の遺構と遺物

勺 3号
。

a包c% � J8ζb 
cil 

� P"司
口、o �宅。

rJ "，V 

⑨ 。 。

o 
内γ
nv
i

〈V
JK

。
向。
、。
グ

白@ 匂 匂
ο 

• D 
、 。 。 b 

a 由

A 
。

G 

、 c

生- L=175.3∞ A' 

Lご b・" ア撃機?'与ぎご二三回 / 一… -一一:=....」 croup up -Fー--=ιー
==-

旦- L=175.3∞ 
B ' 

--" C'Q r:t \::).� 
'=p <:::. 0= 

r'" 
‘
メ三三三\』 ー===三

。
』

0.5 1 2m 
E二主ニヨ

第9図 3号集石実測図

- 16 -



A 

a CD 。

= CJ 口。八 百弘 伊p vob口 Q
t:l r:::::， 五 M '-"守コ
。 と雪。 担 。 <l. cl 

o 0 ' c:;:;:/Jιミ ο

<:， ?ゲ白 3 0 へ も ? 日 v _ 。

第田章 調査とその成果

4号
⑨ 

b f J J G o 

g p O hξC掛斜unoo - 600 . 

n ふβQd oV22h o 
O 3領土予三宅\jγタ:cd a v v 仏O

凶。οω 8" Õ 、""
官 n 0.(41 t! () 

。 e Q 

gwo oQ u g 、-'0字句、 グ
"，<!;) 円竺 cll ^ I\U 臥 百 o L \-

目。 。

ß'; イ 争ce多 O

全一一L = 175.000 

o o 

とま主竺三どど 白。 どf===ー

∞| 3白!

A' 

00 G 

三崎勤J三 J
第10図 4......6号集石実測図

- 1 7 -

5号
⑨ 

O 
00 

A' 

、
'. 

喜gJ
Firn 『、
11 

-l 
A' 

1 2m 



第 3 節 縄文時代後期から晩期の遺構 と 遺物

6号集石 (第10図)

l 基だ け他の集石 から離れ L llグリ ッ ド 内 に所在

す る 。 土坑は、 第 E 層を掘 り 込んでお り 、 上記の集

石 と は時期を異 に する と 思われる が一括 し て こ の節

で取 り 扱 う 。 不 整 な楕 円形を 呈 し 、 長径0.96m ・ 短

径0.67 m . 深 さ 0.20 m 程を測 る 。 土坑内 に は1O�20

cm大の磯が詰 ま っ てい る 。 微細な炭化物を検出 し た。

3. 土器 (第37図 1 "' 8 ) 

出土 し た 土器 9 点の う ち 8 点を 図化 し た。 1 は撚

糸文土器の口縁部 で あ る 。 2 � 5 は押 型文土器 で 、

2 は格子 目 文、 3 は 山形文、 4 ・ 5 は楕 円文で あ る 。

6 は塞ノ神式土器で あ る。 7 は手向 山 式土器の口縁

部片で あ る 。 8 も 手 向 山 式土器の可能性が高い。

第3 節 縄文時代後期 か ら 晩期 の遺

構と 遺物

1 . 埋設土器

縄文時代後期 か ら 晩期 に か けての遺構 と して、 確

実な も のは埋設土器遺構のみで あ る 。 一般的 に埋輩、

埋鉢 と 呼称 さ れて い る も ので あ る が、 今 回 は山 田康

弘氏の提唱に よ り埋 設 土 器 と い う 名称 を 使用 す る

( 山 田 1994) 。

① 埋設土器の分布と検出状況(第1 1 図 )
掘り込みの確認は困難で、 わずか な 土色の違い及

び土の固 さ を 判 断基準 と し た が、 そのい く つ かの も

の に つ いて は掘り込みが不 明 瞭 な 点 があ る 。 当初埋

設土器33基 を 認定 し て い た が、 掘 り 方が不明で、 土

器の残存状況の悪い も の に つ いて は除外 し た。 それ

に よ り今 回 埋 設 土 器 と 認定 し た も の は22基 に な る 。

な お 、 今回埋設 土 器 と し て 認定せず除外 し た も のや 、

既 に取り上げた 後 に 埋 設 土器の可能性がでてきた も

の に つ い て は、 包含層か ら の遺物 と して掲載 し て い

る 。 分 布 は大き く は北 と 南 に位置す る も の の 2 群 に

分かれ る 。 いずれも 周 辺か ら 多 く の縄文時代後 ・ 晩

期の土器が出 土す る 。

1 号埋設土器 (第1 2図 )

K 18グ リ ッ ド 内 よ り検 出 し た。 削 平 さ れ深鉢形土

器の胴部下半部の みで底部 を欠損 し て い る 。 掘り込

み は平 面 で は確認できず、 断 面 に よ り 判 断 し た が、

それによる と 現存で径約18叩の円形を 呈 し 、 深 さ 約

13cmを測 る 。

2号埋設土器 (第12図)

E 18 グリ ッ ド内 に位置す る 。 削平 さ れ深鉢形土器

の胴部下半部のみ残存す る。 掘 り 込み は現況で長径

約45叩 ・ 短径約40cmの楕 円 形を 呈す。 深 さ は約13cm

を測 る 。

3号埋設土器{第12図)

D 17 グリ ッ ド 内よ り 出土 し た 。 残存状 況 は良 く 、

深鉢形土器の口縁部を欠損す る のみで あ る 。 掘 り 込

み は現況で径約53側前後の円 形を 呈す。 深 さ は約26

cmを測 る 。

4 号埋設土器 (第12図 )

D 17 グリッド と D 18グ リ ッ ド に ま た が っ た箇所よ

り 検出 し た。 深鉢形土器の口縁部を 欠損す る が、 底

部 ま で残存す る 。 掘 り 込み は現況て。径 70cm 前後の円

形を 呈 し 、 深 さ は約30cmを測 る 。

5 号埋設土器 (第12図)

D 17 グリッド 内よ り 出土 し た 。 深鉢形土器の口縁

部分を欠損す る 。 掘 り 込み は現況てe 長径約66cm . 短

径約45cmの不整な楕円形 を 呈す。 深 さ は約25cm を 測

る 。

6号埋設土器 (第12図 )

F 17グ リ ッ ド 内 よ り検出 し た。 深鉢形土器の口縁

部 を 欠損す る が、 底部 ま で残存す る 。 掘り込み は現

況でe 長径約56伽 ・ 短径約44叩の精 円 形を 呈す。 深 さ

は約20cm を 測 る 。

7 号埋設土器 (第13図 )

D 17、 E 17グ リ ッ ド 内 に ま た が る 地点で検出 さ れ

た。 深鉢形土器の口縁部 の一部を欠損す る も の の残

存状況 は良い。 掘り込み は現況で径50cm前後の 円 形

を 呈 し 、 深 さ は約35cm を 測 る つ

8 号埋設土器 (第13図 )

G17グ リ ッ ド内 に 位 置 す る 。 深鉢形 土 器 の口縁

部、 胴部及 び底部の 一部 を 欠損す る 。 掘り込み は現

況で径85cm 前後の円形を呈 し 、 掘 り 込みの深 さ は約

40じ聞 を 測り、 基底面 は第N層 ま で達 し て い る 。

9号埋設土器 (第13図 )
G16グ リ ッ ド 内 よ り検出 さ れた。 深鉢形土器の 上

に 、 浅鉢形土器 を 蓋 と し て被せて い る も ので あ る 。

- 1 8 ー
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第3節 縄文時代後期から晩期の遺構と遺物

深鉢形土器 は底部 の 一 部 を 欠損す る が残存状況 は

良 く 、 浅鉢形土器片 の 一 部 は深鉢形土 器 内 に 落 ち 込

ん で い た。 掘 り 込み は現況で径60じm前後の円形 を 呈

し 、 掘 り 込みの深 さ は約40cm を 測 る 。 他の埋設土器

よ り 深 く 埋め ら れて お り 、 第 E 層 下 層 か ら 掘 り 込ん

だ と 考 え ら れ、 基底 面 は第 N 層 ま で達 し て お り 、 こ

の時期の 竪穴式住居跡 は検出 さ れて い な い が、 住居

内 の床面 よ り 掘 り 込 ん だ 可能性 も あ り 得 る 。

1 0号埋設土器 (第13図)

G 16グ リ ッ ド 内 よ り 検出 し た。 深鉢形土器の上 に 、

浅鉢形土器 を 蓋 と し て被せて い る も ので あ る 。 深鉢

形土器 は 口 縁部 か ら 底部 ま での殆 ど が残存 し 、 浅鉢

形土器 は深鉢形土器の 中 に 斜め に 落 ち 込でいた。 現

況で掘 り 込み は径60cm 前後の円形 を 呈 し 、 掘 り 込み

の 深 さ は約50 cm を 測 る 。 9 号埋 設 土 器 と 同 様 に 第

皿 層 下 層 か ら 掘 り 込 ん だ と 考 え ら れ、 基底 面 は第

N層 ま で達 し て お り 、 住居の床 面 よ り 掘 り 込ん だ 可

能性 も あ り 得 る 。

1 1号埋設土器 (第13図 )

F 16 グ リ ッ ド 内 に 位 置 す る 。 深鉢形 土 器 の 上 に 、

浅鉢形土器 を 蓋 と し て被せて い る も の で あ る 。 深鉢

形土器は底 部 を 欠損す る 。 深鉢形土器の 口 径 よ り 浅

鉢形土器の 口 径 が小 さ い た め 、 落 と し 蓋状 に 浅鉢形

土器が中 に 落 下 し て い た。 埋設土器 と 認識す る の が

遅れ既 に 掘 削 し て い た た め掘 り 込みは不 明 で あ る 。

1 2号埋設土器 (第14図 )

F 16グ リ ッ ド 内 よ り 検出 し た。 深鉢形土器の胴部

下半のみ残存 し て い る 。 現存で掘 り 込み は径30cm前

後の円形 を 呈 し 、 掘 り 込みの深 さ は約25 cm�測 る 。

1 3号埋設土器 (第14図 )

H 16 グ リ ッ ド 内 に 位置す る 。 深鉢形土器の胴部下

半 の み が残存 し 、 上部 は破壊 さ れ落 ち 込 ん で い た 。

掘 り 込みは現、況で長径 約65cm 、 短径約55 じmの楕円 形

を 呈す。 深 さ は約25 じm を 測 る 。 9 . 10号同様少な く

と も 第 皿 層 下層 か ら 掘 り 込 ん だ と 考 え ら れ、 基底部

は第 V 層 に 達す る 。

1 4'号埋設土器 (第14図 )

1 16 グ リ ッ ド 内 よ り 出 土 し た。 深鉢形土器で 口 縁

部の一部 を 欠損す る 。 当初埋設土器 と 認識 し な い ま

ま 削平 し て し ま っ た た め掘 り 込み は 不 明 で あ る 。

1 5号埋設土器 (第14図)

H 16杭付近 よ り 検出 し た 。 深鉢形土器で胴部 上 半

を 欠損す る 。 土層 観察用ベル ト に か か っ て い た た め

検 出 が遅 れ、 現存で掘 り 込 み は径42 cm前後の円形 を

呈 し 、 掘 り 込みの深 さ は約20cm を 測 る 。

16号埋設土器 (第14図 )

G 15グ リ ッ ド 内 よ り 検出 し た。 深鉢形土器で胴部

の 一 部 と 底部 を 欠損す る 。 掘 り 込み は現況で長径約

120cm 、 短径約95 cmの楕 円 形 を 呈す。 深 さ は約75cm

を 測 る 。

1 7号埋設土器 (第1 5図)

H 14グ リ ッ ド 内 の第 皿 a 層 上面で検出 し た。 深鉢

形土器で 口 縁部 及 び底 部 を 欠損す る 。 現存で掘 り 込

み は径40cm 前後の 円 形 を 呈 し 、 掘 り 込みの深 さ は約

30cm を 測 る 。

1 8号埋設土器 (第15図 )

H 14 グ リ ッ ド 内 で検 出 し た 。 深鉢形土 器 の 上 に 、

浅鉢形土器 を 蓋 と し て 被せて い る も ので あ る 。 深鉢

形土器 は 口 縁部 か ら 底部 ま での殆 どが残存す る 。 現

存で掘 り 込み は径55cm 前後の 不 整 な 円形 を 呈 し 、 掘

り 込みの 深 さ は約33cm を 測 る 。 第 皿 a 層上面で掘 り

込み を 確認 し 、 基底部 は第 W 層 に 及 ぶ。

1 9号埋設土器 (第15図 )

F 9 グ リ ッ ド 内 に 位置 す る 。 径約70 cmの 円 形 の 土

坑 内 中 央 よ り や や 東 に 寄 っ た 、 深 さ 約 10 じmの と こ ろ

よ り 浅鉢形土器 を 伏せ た 状態で検出 し た。 し か し 深

鉢形土器 は存在せず、 浅鉢形土器の下 に特別な掘 り

込み も 存在 し な か っ た。 ま た 土坑の埋土 も 他の哩設

土器の 埋 土 が第 皿 層 と 同 じ 土色 な の に 対 し て 黒色粘

質土で、 果 た し て 原況 を と どめて い る か疑問 で は あ

っ た が、 埋 設 土器 と し て掲載 し た。

20号埋設土器 (第15図 )

G 7 グ リ ッ ド 内 よ り 検出 し た。 深鉢形土器の胴部

の み残存 す る 。 既 に 上 部 は削 平 さ れ掘 り 込みは現況

で長径約56cm 、 短径約42cmの精円形 を 呈す。 深 さ は

約15cm を 測 る 。

21号埋設土器 (第1 5図 )

G 7 グ リ ッ ド 内 に 位 置 す る 。 深鉢形土器で 口縁部

が欠 け 中 に 落 ち 込 ん で い る が、 底部 までほぼ完全 に

残存す る 。 掘 り 方 は樹根に よ り 一部破擁 さ れ現況で

- 20 -
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径 約26 cIllの 円 形 を 呈 し 、 深 さ は約22cm を 測 る 。

22号埋設土器 (第15図 )

G 5 グ リ ッ ド 内 よ り 検 出 し た。 深鉢形土器で上部

を 欠損す る 。 上部は既 に 削 平 さ れ、 ま た 一 部 は ピ ッ

ト に よ り 壊 さ れて い る が、 現況てイ歪57 l:1ll程度 の 円 形

を 呈 し 、 深 さ は約20 l:1ll を 測 る 。

② 土器

出 土 し た 土器 は縄文 時代後期 か ら 晩期前半 に か け

て の深鉢形土器 と 浅鉢形土器 で あ る 。

1 号埋設土器 (第16図 1 ) 

深鉢形土器の胴部のみ残存す る 。 胴 部 が張 る 。

2 号埋設土器 (第16図 2 )

深鉢形土器の胴部か ら 底部 に か け て 残存 し 、 底部

は平底 と な る 。

3号埋設土器 (第16図 3)

深鉢形土器の頚部か ら 胴 部 に か け て 残存 し 、 頚部

と 胴 部 の 境 に は 明 瞭 な 段 や 張 り 出 し は認 め ら れず 、

稜線 と な る 。 ま た頚部の 湾 曲 は弱 く 、 頚部の屈 曲 点

は上 部 に く る と 考 え ら れ る 。

4 号埋設土器 (第17図 4 )

深鉢形土器の底部 か ら 胴 部 に か け て 残存す る 。 胴

部 が張 り 、 明瞭な頚部 に 相 当 す る も の が認め ら れな

い も の で あ る 。 底部 は平底 に な り 、 胴部 と 底部の境

lこ 弱 し 、綾線 を も っ。

5 号埋設土器 (第17図 5 )

深鉢形土器の頭部か ら 底部 に か け て 残存。 頚部 と

胴部の境に は明瞭な段や張 り 出 し は認め ら ず稜線 と

な る 。 ま た 底部は僅 か に 上底 と な る 。

6 号埋設土器 (第18図 6 )

口縁部か ら 胴 部 に か け て 残存 し 、 底部 を 欠損す る

や や 小 型の深鉢形土器であ る 。 口 縁帯 に 3 条の沈線

を も っ。 頚部の湾曲 は弱 く 、 口 縁部直下 に 屈 曲 点 が

あ る 。 ま た 頭部 と 胴 部の 境 に は明瞭な段や張 り 出 し

は認め ら ず、 稜線 と な り 、 そ の 境 界 に 最大径 を も っ。

ま た胴 部 が僅 に 張 る 。

7 号埋設土器 (第18図 7 )

口 縁部の上端 を 欠 く 深鉢形土器で あ る 。 口 縁帯 に

沈線 を 施 し 、 頚部の湾曲 は よ り 弱 く 、 口 縁部直下 に

屈 曲 点 があ る の ま た 頭部 と 胴部の境 に は明瞭な段や

張 り 出 し は認め ら ず、 稜線 と な る 。 そ の境界 に 最 大

第 E 章 調査 と そ の成果

径 を も っ。 ま た底部 は平底で あ る が、 底部 に 穿孔 し

た痕跡が認め ら れ る 。

8号埋設土器 (第19図 8 )

口 縁部 及 び胴 部 下 半の 一 部 を 欠損。 口 縁部 と 頭部

の境界 に 最 大径 を も っ。 ま た頚部 と 胴部の境 に は明

瞭 な 段 や 張 り 出 し は 認 め ら れず 、 弱 い稜線 と な る 。

底部 は平底で あ る 。

9号埋設土器 (第20図9 ・ 1 0)

9 は浅鉢形土器で、 体部の 上 に 内 湾す る 頚部 が あ

り 、 そ の 上 に 短し 、形骸化 し た 口 縁 部 が屈 折 し て 立 ち

上がる も の で あ る 。 口 縁部外面 に l 条の 沈線 を 施す。

内 面 は段 を 有す。 頭部の屈 曲 点 は下 位 に あ る 。 ま た

浅鉢形土器 に し て は雑 な 作 り で あ る 。

10は深鉢形土器で底部の 一部 を 欠損す る 。 口 縁帯

に 4 条の細い沈線 を 施す。 頚 部 は 湾 曲 し 、 そ の屈 曲

点 はやや上位 に あ る 。 ま た顕部 と 胴部の境 に は明瞭

な段や張 り 出 し は認め ら れず稜線 と な り 、 そ の境界

に最大径 を も っ。 胴 部 が張 り 底部 はや や 上底気味 に

な る 。

1 0号埋設土器 (第21 図 1 1 ・ 1 2)

1 1 は、 浅鉢形土器で、 全体の器形 は 9 と 同様であ

る が、 小 型 な も の で 口 縁部 はや や 外 反 気味 に 立 ち 上

が る 。 ま た 9 に 比 べ 全体的 に シ ャ ー プで あ る 。

12は、 ほ ぽ完形の深鉢形 土 器で あ る 。 口縁部はや

や外反気味 に 立 ち 上 が り 、 口 縁帯 に 5 条の沈線 を 施

す が、 施文 は不 規則 で 細 い。 頚部の湾 曲 は ご く 弱 く 、

口 縁 部 直 下 に 屈 Itll 点 が あ る 。 ま た 頚部 と 胴部 の境 に

は明瞭な段や張 り 出 し は認め ら ず稜線 と な り 、 そ の

境界に最大径 を も っ。 ま た底 部 は平底で あ る 。

1 1号埋設土器 (第22図 13 ・ 1 4)

13は、 浅鉢形 i二器で、 全体の器形 は 9 ・ 1 1な ど と

同様で あ る が、 頚部は湾 曲 す る と い う よ り 、 外反す

る と 苫 っ た ほ う が良 く 、 水平気味 に 伸 びる c ま た 口

縁部外面 に は l 条の沈線 を 施す が雑 で あ る 。 頭部の

屈 曲 点 は体 部 直 と に あ る 。 全体的 な 造 り は 9 ・ 1 1 に

比べ丁寧 で あ る 。

14 は、 深鉢形 土 器 で 、 胴 部 下 半 以 ド を 欠損す る 。

口 縁構 に 4 条の 貝 殻 に よ る 施 文 を 有 す。 沈線は ま だ

規則的 で あ る 。 類部 の 湾 曲 は弱 く 、 口 縁部 直 下 に屈

曲 点 が あ る 。 ま た 頭 部 と 胴 部の境 に は明瞭な段や張
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第3節 縄文時代後期から晩期の遺構 と遺物

、・.

\ 

一ーーーーーーー~
← 
一一

入 じ=
二r-
一一/ ----

--

、-、、

6 

第18図 6 ・ 7号埋設土器実測図

- 28 -

20叩



り出 し は認め ら れず、 稜線 と な る 。 ま た そ の境界に

最大径 を も っ。

1 2号埋設土器 (第22図15)

頭部 よ り上部 を 欠損す る 深鉢形土器で あ る 。 底部

は平底 に な る 。

13号埋設土器 (第23図16)

底部の一部 を 欠損す る も の の ほ ぼ完形の深鉢形土

器であ る 。 口 縁部 に 4 条の 沈線 を 施す。 頚部の湾 曲

はやや直線的 に なり、 口 縁 部 直 下 に 屈 曲点があ る 。

，z
'

 

第E章 調査とその成果

ま た頚部 と 胴部の境 に は明瞭な段や張り出 し は認

め ら れず弱 し 、稜線 と なり、 そ の境界 に 最大 径 を も っ。

胴部 は膨 ら み を も ち 、 底部は平底で、 胴 部 と 底部の

境が明瞭に な っ てきて い る 。

1 4号埋設土器 (第24図 1 7)

ほぼ完形の深鉢形土器で、 口 縁部 が外反 し 口 縁帯

に 4 条の浅い沈線 を 施す。 頭部の 湾 曲 は弱 く 直線的

に なり口縁部 と 頭部の境が不明瞭 に な る 。 ま た顕部

と 胴部 の 境 に は明 瞭 な 段 や 張り 出 し は認 め ら れず、
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弱 い稜線 と な り 、 そ の境界に最大径 を も っ。 底 部 は

円 盤貼付状の 底 部 に近 い も の に な る 。

1 5号埋設土器 (第24図18)

頚部 よ り 上 を 欠損す る 深鉢形土器で あ る 。 頭部 と

胴部の境が不 明瞭 と な る 。 底部は円 盤貼付状の底部

と 呼 ばれて い る も の に 近い形態 に な る 。

16号埋設土器 (第25図19)

深鉢形土器で、 胴部下半以下 を 欠損す る 。 口 縁部

は内傾 し 、 口 縁帯 に 4 条の沈線 を 施す。 口 縁部 と 頚

第 四 章 調査 と その成果

部の境 に 最大径があ る 。 頭部の湾 曲 は弱 く 、 頚部の

やや上位に屈 曲 点 があ る 。 ま た 頚部 と 胴部の境 に は

明 瞭 な 段 や張 り 出 し は認 め ら ず、 弱 い 稜線 と な る 。

1 7号埋設土器 (第25図20)

口 縁部 と 底部 を 欠損す る 深鉢形土器で、 頚部 と 胴

部の境 に は明瞭な段や張 り 出 し は認め ら ず、 弱 い 稜

線 と な る が、 そ の境 は明 瞭 で は な い。

1 8号埋設土器 (第26図21 ・ 22)

21 は浅鉢形土器で、 体部の 上 に ご く ま弘 、湾 曲 す る

O 10 20cm 

第23図 13号埋設土器実測図
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第3節 縄文時代後期から晩期の遺構と遺物

頭 部 があ る も ので、 口 縁 内 面 に段 を 設 け る こ と に よ

り 、 頭部 と 口縁部 を 区分 し て い る 。 ま た 前述の浅鉢

形 土 器 に比べ器高が深 く 丸み を 帯び る 。 全体的 に 丁

寧 な 作 り で あ る 。

22 は完形品 で あ っ た が、 取 り 上 げの際 に胴部の一

部 が破損 し て し ま っ た。 深鉢形土器で 口 縁帯 に 浅 い

4 条の沈線 を 施す。 頭部の湾 曲 は弱 く 、 頭部のやや

上位 に屈 曲点があ る 。 ま た頭部 と 胴部の境 に は明瞭

な 段 や張 り 出 し は認め ら れず、 弱 し 、稜線 と な る 。 胴

部 は張 り 、 底部 は平底 と な る 。

1 9号埋設土器 (第27図23)

体部か ら口縁部が屈 曲 し て 立 ち 上がる 浅鉢形土器

で、 口 縁 部 は波状 に な り 、 2 カ 所 に 2 対の穿孔 を 施

し で あ る 。

20号埋設土器 (第27図24)
深鉢形土器で、 胴部下半以 下 を 欠損す る 。 全体的

に 薄手 で あ る 。

21号埋設土器 (第27図25)

小型の深鉢形土器で胴部の う え に 湾 曲 す る 頚部が

付き、 そ の頚部がその ま ま 口 縁部 と な る も ので あ り 、

口 縁帯 を も た な い。 頭部 と 胴部の境が膨 ら む。 ま た

底部 は上底気味の 平底で あ る 。

22号埋設土器 (第28図26)

頚部 よ り 上 を 欠損す る 深鉢形土器で あ る 。 底 部 は

上底 に な る 。 全体的 に 細 長い器形 に な る と 考 え ら れ

る 。

2 . 縄文時代の住居跡 に つ い て

縄文時代の遺物 が密集 し て い る 箇所 に は数本の ト

レ ン チ を 設定 し た が、 土層断面で も 認識できず、 確

実 に住居跡 と 確認でき る も の はな か っ た。 し か し 埋

設土器の掘 り 込みの確認が困難 を 極め た の と 同様に

住居跡埋土 と 自 然、堆積土 と 全 く 同 質 の 土 で あ る た め

確認でき な か っ た 可能性 も あ り 、 ま た 湾設土器 ・ 焼

o 10 

， ， ， I 

20cm 

第28図 22号埋設土器実測図
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成粘土塊、 多量の土器の 出 土 を 考慮す る と 、 住居跡

が全 く 存在 し な か っ た と は考 え に く い し 、 少 な く と

も 近接 し た 箇所 に 集落が存在す る はずであ る 。 実際

前述 し た よ う な 埋 設土器の レ ベルの相違や 、 部分的

ではあ る が硬化面 や焼土の存在な ど が確認で き て お

り 、 以下住居の 可能性があ る も の に つ い て 述べ て み

た い。

竪穴式住居状遺構

こ こ で竪穴式住居状遺構 と し た も の は、 平面 プラ

1 号 ゐ | ⑨∞! 

A 

∞ | 
主- L = 176.000 

三三三

3 号

色 G

A 

。
、

g 。
、

o o 

全一 L = 173.700 

� ν 
第29図 1- 3号住居状遺構実測図
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ン は確認で き た が、 床 に柱穴跡の痕跡や硬化面等が

認め ら れず、 遺物 も 微量で時代 を 特定 で き な か っ た

も の な どで あ る 。

1 号竪穴式住居状遺構 (第29図)

G 20 ・ G 19 グ リ ッ ド に ま た が っ て 存在す る 。 こ の

地点 は縄文 時代後期 ・ 晩期 の 土器 の 分 布 が少 な い所

で あ る 。 方 形 プ ラ ン を 呈 し 、 短軸 2 m 70cm ・ 長軸 3

m lOcm ・ 現行の深 さ 15cm程 を 測 る 。 床 面 に はわ ず か

に焼土 が認め ら れた が、 硬化 面の発達 は ほ と ん ど認

∞ | 

A 

⑨ 
2 号

.0 0 

A' 

。
主- L = 173.700 ∞ | 

A' 

三ミ E三 戸三三三

旦_ L = 173.700 B
' 
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縄文時代後期から晩期の遺構と遺物第3節

め ら れず、 柱穴 も 床 面 か ら 掘 り 込ん だ も の は中央の{企
穴 だ け で あ っ た。 遺物量は土器片や石鯨な ど70点程

し か し す べ て出 土 し て い る がL 、ずれも 細 片 で あ る 。

縄文時代晩期 の も ので は あ る 。

2 号竪穴式住居状遺構 (第29図 )

こ のG 16 ・ G 15 グ リ ッ ド に ま た が っ て 存在す る 。
. 、

地点 は縄文時代後期 ・ 晩期 の 土器の分布が多い所で

あ る 。 平面形は一部 に 明 瞭 さ を 欠 く も の の 、 方形 プO 

I r" 
1 1 1  

・ -， と3

1 ・h1 0  
1 8 

co 局.

品作 : 
". 、輔、.. ト十説 ラ ン を 呈 し 、 長軸 3 m ・ 短軸 2 m90 cm 0 現行の 深 さ

28cm程 を 測 る 。 床 面 に はわずかな が ら 焼 土 が認 め ら
--
J
・am

t
-f

・
・

J

E

l

l



J-

・1・

・

し かれ、 遺構の 中 央部分 に は硬化面 も 認め ら れた。

し柱穴は確認で き な か っ た。 遺物量 も 土 器 の 小破片

C や石器な どの 5 点で あ っ た。

こ の 時期 の 竪穴式住居跡の以上の 2 基で あ る が、

平面 プラ ン がほ と ん ど 円 形で あ る こ と 、 遺物量が微

量で流れ込みの可能性があ る こ と よ り 、 縄文時代の

i d  
ト十 b ‘ 
説 ・ ・ ;

竪穴式住居跡 と は認定で き な か っ た。

そ の 他 に 床 面 ら し き 硬化 面 が認め ら れた箇所 が 2

箇所あ る 。

3号住居跡状遺構 (第29図 )

G 15グ リ ッ ド 部分 に 位置 す る も ので、 床 面 ら し き

2 つ の柱穴が検出 さ れた。 硬化硬化面が認め ら れ、

ぃ.
、・
2 γ
〉 G

Lq
A
句
・

7KLγ
叩園 。
。

句
、

面の範囲 は東西 3 m80cm、 南北 3 m 80 cm程度 で・ 不 整

し か し 硬化 面 直 上の遺物 は縄文時代の形 を 呈す る 。

黒色磨研土器や奈良 ・ 平 安 時代の 土師器な ど混在す
.】

る 状況であ っ た。

4号住居跡状遺構 (第31 図 )

E 7 ・ G 7 グ リ ッ ド に ま た が っ た 箇 所 に 位置 す る 。

こ の箇所か ら 東 に30 m 程 い っ た地点 に縄文式土器が

集 中 す る 箇所があ る 。 床 面 ら し い 堅い部分が認め ら

れ る が途 中 で 不 明瞭 と な り 、 範囲 が特定で き な か っ

そ の 形状 は 2 m 前 後 で 不 整 の 楕 円 形 を 呈 す る 。た 。
5

 

bi--、
山市
部
lt
工午

ま た柱穴 も 認め ら れた。 出 土遺物 は浅鉢形 土 器 ・ 深

鉢形土器が出 土 し て い る 。

以上の 3 号や 4 号 は硬化面 や柱穴の 一部の確認 に

よ り 住居跡で あ る 可能性 は高 い が、 平面 プ ラ ン に つ
4m 2

己
1 。

』

3 号 に つ いて は縄文時代の もい て は不 明で あ る し 、

の か ど う か も 不 明 で あ る 。

そ の他、 住居 が存在 し た 可能性が高い と 考 え ら れ

る の が、 前述 し た よ う な第 皿 層 下 層 か ら 掘 り 込 ん だ

- 40 ー
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と 考 え ら れる 9 ・ 10号埋設 土器が出土 し た 地点 で あ

る 。 こ こ に は 2 m X 10m の ト レ ン チ を 設定 し た (第

30図 ) 。 遺物 が ほ と ん ど 出 土 し な く な る 標高 173.8 m

程の レ ベルで、 50 t:m程度 の 不 整 な 形状の硬化面や極

薄 く 、 径 lO cm程の焼土が確認 さ れた。 し か し遺物の

平面分布や垂直分布状況か ら は、 住居跡があ っ た と

い う こ と を 積極 的 に 示 す根拠 は 見 い だ せ な か っ た 。

そ れ以外 に も 土器の集 中 する箇所 と して G 8 グリ

ッド周辺がある。 しかし遺物は集中 す る も のの、 後

期前半 に属するも の、 後 半 に 属 するも のな ど時期幅

が大 き く 、 そ の 出 土 レ ベル も ほ と ん ど同 レ ベルで あ

り 、 土器捨て場の よ う な状況であ っ た 。

3. 包含眉出土の遺物と その分布 (第31 ""36図 )

① 縄文時代後期前半の土器 (第37図9""28) 
出 土 点 数 は 少 な く 、 小 破 片 も 含 め 32点程 を 数 え 、

そ の う ち 図化 に 耐 え る も の20点 を 掲載 し た。 遺跡の

南 西側 に 集 中 し て 分布 す る 。 南北軸 H - E 、 東西軸

4 - 7 の グ リ ッ ド 内 に ほ ぼ収 ま る 。 そ の 分 布 は縄文

時代後期後半の土器の分布 と 重複す る 。 いずれ も 第

III a 層 か ら の 出 土 で あ る 。

9 � 22 は 口 縁部片で、 9 は 口 縁部が肥厚 し 、 横位

の 沈 線 を 施 し 、 口 唇 部 に 押 点 文 を 施 す も の で あ る 。

10は斜め 方向 の沈線 を 施す。 11 は 口 縁部がわずか に

肥厚 し 、 綾杉状の 文様 を 施す。 ま た 口 縁部の数箇所

を 突 出 さ せ、 突 出 し た 箇所の 口 唇部 に 押点文 を 施す。

12 は復元 口 径24.4じm を 測 る 。 波状 口 縁 を 呈 し 、 口 縁

部文様帯 を わずかに肥厚 さ せ、 緩杉文 ・ 刺突文 ・ 幅

8 mmf呈の粘土紐 に 沈線 を 施 し 、 U 字形 に 貼 り 付 け た

も の か ら な る 。 13 は回線 を 斜 め に施す。 14、 15も 波

状 口 縁 を 呈す。 横位、 斜位の沈線 と 押点文か ら な る 。

15は 口 縁部 を 肥厚 さ せ る 。 16、 17は同 一個体 と 考 え

ら れ、 波状 口 縁 を 呈す。 口 縁 部 に 2 条の沈線 を 施す。

ま た 暗 文 の風 に 赤色顔料 を 横 方向 に施す。

18は 口縁部が肥厚 し 、 断面 が 三 角 形状 を 呈 し 、 口

縁帯下部 に 刻み 目 を 施す。 19、 20も 波状 口 縁で肥厚

し 断 面 三 角 形状 を な す。 19は 口 縁帯 に 2 条の 凹 線 を

施 し 、 i皮頂部や回線の 周 囲 に は貝殻腹縁 に よ り 施文

す る 。 20は 口 縁帯 に l 条の 回 線 を 施 し 、 凹線の周 囲

に 貝殻腹縁 に よ り 施文す る 。 21 も 口 縁部 を 肥厚 さ せ、

第 皿 章 調査 と その成果

斜位 に 沈線 を 施す。 22 は 口 唇 部 に 押 点 文 を 施す。 23

は 口 縁部 を 肥厚 さ せ、 員殻腹縁 を 押 し 連ねて 沈線状

に す る 。 19 と 同 一個体 と 思わ れ る 。 24は台付皿形土

器であ る 。 波頂部 に 突起状の も の を 付 け 、 口 縁 部 に

沈線 を 施す。

25 は 口 縁 部 に 螺旋状 の 突 帯 を 縦位 に 貼 り 付 け る 。

26は磨消縄文 土器、 27は横位 の 沈線 を 施 し 、 頚部 と

の境 に 押点文 を 施す。 28は胴部 片 で 、 胴 部 に 2 条 の

沈線 を 横方 向 に施 し 、 そ の 中 に 刺 突文 と 押 し 引 き 列

点 文 を 施す も の で 、 外 来 系 の 土 器 の 可能性 も あ る 。

ま た こ の 時期 の も の か も 確か で な い。

② 縄文時代後期後半か ら晩期の土器
沖松遺跡 に お い て 縄 文 時代 の 主 流 を な す も の で

あ る 。 当 初 出 土 し た 土器の な かで 出 土地点 が押 さ え

ら れて い る も のの う ち 口 縁部等 そ の 土 器の特色 が判

明 す る も の す べ て の 分 布 図 を 作成 し よ う と 試みた が

中 途 で そ の 分類基準 が あ や ふや に な っ て き た り 、 時

間的制約で断念せ ざ る 得な か っ た。 し か し 図化 し た

土器 だ け の 分 布状況 と 大 差 な い と い う 感触 は も っ て

い る 。

調査区 の北側寄 り G15杭 を 中 心 と し た 半 径 約20m

の範囲 と 北 西寄 り の D 16杭 を 中 心 と し た 半径 10 m の

範囲 さ ら に 調 査区 南側 の G 6 杭 を 中 心 と し た 半径20

m の範囲 に そ の集 中 を 見 る 。 そ の 分布 は調 査区 南 に

縄文 時代後期後半の土器、 北 に縄文 時代晩期 前 半 の

土器の 集 中 を 見 る 。 そ の他 調 査 区 に北端の B 区 に も

点在的 で はあ る が そ の 分 布 がみ ら れた 。 特 に G18 ・

19 グ リ ッ ド 付近や H 14 グ リ ッ ド 付近 は 削 平の た め第

皿 層 が消滅 し て い る 箇所 が あ る 。 ま た E 16グ リ ッ ド

付近 は本来やや高度 が上 が っ て い る た め に や は り 第

皿 層が削平 さ れて い る 。 そ の た め G15杭 を 中 心 と し

た 半 径 は更 に 大 き く な る 可能性があ る し 、 D 16杭 を

中 心 と し た 分布 と つ な が る 可能性 も あ る 。

そ の ほ と ん どが包 含層 出 土 の も の で、 第 皿 a 層 よ

り の 出 土 で あ り 、 さ ら に 細 か く 分層す る こ と は出 来

ず、 形式変化 を 踏 ま え た 上 で の 分類 に な ら ざ る 得な

し 、。

浅鉢形土器 (第37図29""40図 )

29は黒色磨研土 器の胴部片 で、 沈線の 周 囲 に 細線

羽状文 を 施すc
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以 下 は土器の そ の特徴 に あ る 程度の ま と ま り を も

つ も ので あ る た め に 、 類別 し て 記述す る 。

l a 類 (第38図30-38 ・ 40......43)

体部か ら 口 縁部が屈折 し て 立 ち 上がる も ので 口 縁

帯 に 2 "" 3 条の 回線 を 施す も の を 基本 と す る が、 41

の よ う に 5 条の 凹線 を 施す も の も あ る 。 42 は 口 縁部

がわずか に 波状 を 呈す る 。 43 は胴部片 で体部 と 頭部

の境 に 押 点 を 施す も の で あ る 。 いずれも 丁寧 な磨き

を 施す。 30 を 除きすべて G 区 か ら の 出 土で あ る 。

I b 類 (第38図39)

体部の上 に 湾 曲 す る 頭部 が あ り 、 そ の頚部か ら 口

縁 部 が ほ ぼ直 立 し て 立 ち 上 が る も の で 、 出 土 数 は

1 a 類 に 比 し て 少 な い。

1 1 a類 (第38図49 ・ 50)

体部か ら 口縁部が屈 折 し て 立 ち 上がる も ので、 わ

ず か に 波状 口 縁 と な る 。 口 縁 帯 に 1 "" 2 条のやや太

め の沈線 を 施す。 50は49 に 比 べ る と 、 研磨や施文が

粗雑 に な る 。 50は復元 口 径29 じm程 を 測 る 。

1 1 b類 (第38図44-48 ・ 54)

体部の 上 に 内 湾す る 頭部 が あ り 、 そ の頭部か ら 口

縁部がほぼ直立 し て 立 ち 上 が る も の で、 口 縁帯の幅

が狭 く な り 、 そ こ に 1 "" 2 条のやや太めの沈線 を 施

す も の を 基本 と す る 。 45、 47はゆ る や か な 波状 口 縁

と な る 。 48 ・ 54は他 に 比 べ る と 研磨 がやや粗雑であ

る 。 な お44 は無文で あ る 。

川 a 類 (第38 ・ 39図52 ・ 53 ・ 55......58 ・63 ・ 67 ・ 69)

や は り 、 体部の 上 に 内 湾す る 頚部があ り 、 その頭

部か ら 口 縁部がほ ぼ直立 し て 立 ち 上 が る も の で、 口

縁帯の幅がよ り 狭 く な り 、 そ こ に基本的 に l 条の沈

線 を 施す も の を 基本 と す る ( 52 は無文 ) 。 顕部の 湾

曲 が弱 く な り 、 67 ・ 69の よ う に 頭部 が横 方 向 に 延 び

る も の も 認め ら れ る 。 57 ・ 63 は 口 縁部 に 小 さ な波状

隆起 を 有 し 、 さ ら に57は頚部 と 休部の境 に l 条の沈

線 を ほ ど こ す。 55 は復 元 日 径38.5じ田 、 56 は33.6 cm を

測 る 。

1 1 1 b類 (第38 ・ 39図51 ・ 59......62 ・ 64......66 ・ 偲 ・ 71 )
器形的 に は ill a 類 と 同様だ が、 口 縁部が形骸化 し

て く る 。 頚端部 を わ ず か に つ ま み 上 げた 様 に な り 、

口 縁部 内 面 が段上 に な っ た も の で、 口 縁帯 に l 条の

沈線 を 施す も の を 基本 と す る ( 6 1 は無 文 ) 0 51 を 除

第 皿 章 調査 と その成果

き頭部の 湾 曲 はいずれも 弱 く な り 、 頭部の屈 曲 点 が

体部直上付近 に あ る 。 湾 曲 す る と 言 う よ り 外反 す る

と 呼 ん だ 方 が良 い も ので あ る 。 頭部が長 く 伸 び る も

の が出現す る ( 59 ・ 61 ・ 62 ・ 68 ・ 7 1 ) 。 そ の 中 で も 、

68 ・ 71 は頚部が水平方 向 に 伸 びる 。 一方頚部が短い

も の ( 51 ・ 60 ・ 64""66 ) も 存在す る 。 51 ・ 61 に は外

器面 白 縁帯 に 赤色 の彩色 が認め ら れる 。

川 c 類 (第39図70 ・ 72-75 ・ 77 ・ 78)

基本的 に は 皿 b 類 と 同様だ が 口 縁部 が よ り 形骸化

し 、 口 縁部 内 面 が段上 に な っ た も の で、 無文の も の

で あ る 。 そ の た め に 口 縁帯 と 呼 べ る も の が存在 し な

い。 頭部の屈 曲 点 は体部のす ぐ 上 に あ る 。 頭部の長

い も の ( 70) や 著 し く 短い も の ( 75 . 77  . 78) があ

る 。 頭部が短 く な る に つれて 、 体部 ・ 頭部 ・ 口 縁部

の境が不 明瞭 に な る 。 77は 口 縁部 内 面 に 赤色 の 彩色

が認め ら れ る 。

1 1 1 d 類 (第39図76 ・ 79)

基本的 に は 皿 C 類 と 同様で あ る 。 口 縁部がし 、 っ そ

う 形骸化 し 内 ・ 外面の沈線に よ り 口 縁 部 と 頭部 を 区

分 し て い る も の で あ る 。 ま た 頭部が著 し く 短 く な り 、

頚部の屈 曲 点 は体部のす ぐ 上 に あ る 。 79は復元 口 径

37cIII を 測 る 。 小 さ な波状隆起 を も ち 、 突起部下の や

やずれた 箇所 に 押点 を も ち 、 沈線も や や 不 規則 に な

っ て 来 て い る 。

1 1 1 e類 (第39図80)

基本的 に は ill d 類 と 同様で 内 ・ 外 面 と も に 沈線に

よ り 口 縁部 と 頚部 を 区分 し て い る も の で あ る 。 頭部

が t 記 に 比 べ長 く 、 ま た 湾 曲 も 強 く 、 頭部の屈 曲 点

が稜線 と な る 。 ま た 頚部 と 体部 に 2 対の 穿孔が見 ら

れる。 口 径36.2cm ・ 器高 1O.9 cm を 測 る c

IV a 類 (第39 . 40図81 ・ 84-86)

頭部が、 体部 か ら 大き く 外 に 向 か つ て 伸 びる も の

で あ る 。 81 は頚部端部の外面 に は沈線 を 施 し 、 内 面

は段状 と な っ て お り 、 形骸化 し た 口縁部 を 有 す。 一

方84は顕部がそ の ま ま 口 縁部 と な る も の で あ り 、 波

状 口 縁 と な る 。 外来系 土器の様相 が強い。 ま た こ の

類 は頚部 が直線的 に 伸 びる も の ( 81 ・ 84 ・ 86 ) と 外

反 す る も の ( 85 ) が存在す る 。 81 は復元 口 径44. 1clII 、

84は復元 口 径32.3cm を 測 る 。
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IV b 類 (第40園87 ・ 88 ・ 91 )

基本的 に は N a 類 と 同 じ も ので頚部がその ま ま 口

縁部 と な る も のだ が、 体部 が丸みを帯び器高が深 く

な る も のである 。 87は復元 口 径19.6cmを測 る 。

IV c 類 (第40園89 ・ 90 ・ 92)

N b 類 と 同 じ も ので頭部がその ま ま 口 縁部 と な る 。

体部から外反す る 頭部を持 ち 、 頭部が短いも のであ

る 。 89は直線的な体部で、 1 a 類 と して分類した浅

鉢形土器の無文のも のである 可能性 も あ る 。

V a類 (第39 ・ 40園83 ・ 93......96)

体部の上 に 内湾す る 頚部 があり、 その頚部 に形骸

化した 口 縁部 が付 く も ので、 基本的 に は ill d 類 と 同

様である が、 体部が 円 みを帯び器高が深 く なり、 よ

り体部 ・ 頭部 ・ 口縁部の境が不明 瞭 に な る も ので あ

る 。 83 ・ 94に 比べ る と 93 ・ 95 ・ 96は顕部 と 体部の境

が不明瞭 に なり、 体部が よ り丸み を 帯び器高 が深 く

な る 。 83 は 復 元口径2 1 . 1側、 94 は 復 元口径16.7 cm、

96は復元口径20.0cm ' 器高10.5cmを 測 る 。

V b類 (第40園97 ・ 98)
頭部 と 体部の墳が認められな く なり、 球形の体部

に 外反 す る 口 縁部が付 く よ う な器形に な る 。 いづれ

も 口縁部の外面 に は口縁部 と 頭部 を 区分 し て い る か

の よ う な 沈線 を 施 し 、 内 面 は段状 と な る 。 98は頭部

の く びれ部 に 刻 目 突帯 を 有 し 、 口縁部 に は リ ボ ン状

の 突起 を 有す る 。 黒色磨研土器か ら 刻 目 突帯文土器

への過渡期 と し て 注 目 さ れる 。 宮崎県松添貝塚か ら

も 同様な 土器が出 土 し て い る ら し い。 97は復元口径

16.2c皿 、 98は復元口径18.6cm を 測 る 。

VI 類 {第40図99...... 1 04)

体部、 頭部、 口縁部の 区分がな い も の を 一括 し た。

99� 101は丸み を 帯びた椀形土器で あ る 。 103はやや

大型の鉢。 104は椀形で あ る が底 部 は平底 を 呈す る 。

復 元 す る と 口 径 12.5 cm . 器高5.5 cm ' 底径3.8cmを 測

る 。
深鉢形土器
I A類土器{第41 ・ 42園105...... 1 07 ・ 1 1 1 ...... 1 24)

胴部の う え に 湾 曲 す る 頭部が付 き 、 口縁部 は屈折

し て 立 ち 上 が る も ので、 口縁帯 に 2 "" 3 条の 凹 線 を

施す も の を 基本 と す る 。 106 ・ 107は同 ー個体 と 考 え

ら れ、 幅の広 い口縁帯 に 平行枕線 と 鋸歯文状の文様

を も っ 、 頭部の湾 曲 は胴部直上 に 屈 曲 点 があり、 胴

部 が小 さ く 膨ら む 。 105 ・ 1 1 1"" 124 は 口 縁帯 に 2 ""

3 条の 回 線 を も っ 、 な か に は1 1 1の よ う に 回 線 に 沿

っ て 細 線羽状文を付加したり、 113の よ う に 5 "" 6

条 の 回 線を も つ も の も あ る 。 ま た 1 12 は波状隆起を

有す る 。 全体的 に器面調 整 は丁寧 で あ る 。 復元口径

は105は25.4cm を 測 る 。

I I A類{第41 ・ 42図108...... 1 10 ・ 125...... 128・ 131...... 136)

I A類 同様胴部の う え に 湾 曲 す る 頭部 が付 き 、 口

縁部 は屈 折 し て 立 ち 上がる も ので、 口縁帯 に 太い沈

線 を 巡 ら す も の で あ る 。 口縁帯の太い沈線は l 条の

も の ( 108 ・ 109 ) 、 2 条の も の ( 128 ' 131 ・ 132 ・

134 ・ 135 ) 、 3 条の も の ( 125� 127 ・ 133 ・ 136 ) と

5 条の も の ( 110) があり、 口縁 は頭部 よ りや や 内

傾 し て 立 ち 上 が る も の が多 い。 ま た顕部の 湾 曲 は顕

部中央付近 に屈 曲 点 があり ( 108"" 110 ・ 133 ) 、 頭部

と 胴部の境 はわ ず か に 膨 ら み を も つ も の ( 1ω . 110) 

や段 を 形成す る も の ( 108) が あ る 。 な お 131、 132

は口縁部がゆ る や かな 波状 を 呈す。 全体的 に器面 調

整 は丁 寧 で あ る 。 口径 は い づれ も 復 元で あ る が108

は23.8cm、 109 は24.6cm、 1101ま31 .5師、 125は27.6cm、

126は25.8cm を 測 る 。 な お 、 110は次の 田 A 類 に 含 め

た ほ う が良 い の か も し れ な い が、 胴部が僅 に 膨 ら み

を 持つ こ と か ら II A 類 に 含 め た 。

I I I A 類 a- f (第42-46園 1 29 ・ 1 30 ・ 1 37-

142 ・ 145-193 ・ 1 95 ・ 叩6 ・ 1 98)

II A 類 同 様、 胴 部 の う え に 湾 曲 す る 頭 部 が付 き 、

口 縁部 は屈 折 し て 立 ち 上 がる も の で、 いずれも 口 縁

帯 に 3 � 7 条の枕線 を め ぐ ら す が、 線が細 く な っ た

り、 沈線の 間 隔 に広狭があ っ たり、 沈線が 一 周 し な

い、 直線 を な さ な い な ど よ り粗雑化 し て い る 。 施文

に はヘラ状のも の と 貝殻を使用した も のが見られる

が割合 は前者が多い。

全体的 な器形 を 伺 い知 る こ と の できる 資料は少な

いが、 129 ・ 130 ・ 137� 141 を み る と 顕部 の 湾 曲 が弱

まり、 直線的 に な る 。 屈 曲 点 も 口縁部 直 下 に位置す

る も の が多 く な る 。 ま た 頚部 と 胴部の境 に は明瞭な

段や膨 ら み は認め ら な く な っ て き て おり、 わずかに

丸み を も つ も の ( 129 ) 、 稜線 を な す も の ( 141 ) が

あ る 。 口縁部 の 立 ち 上 が り は、 内傾す る も の 、 直立
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す る も の、 外傾す る も の な ど様 々 で あ る 。

ま た頚部か ら の口縁部の立 ち 上 が り を 見 る と 、 頭

部端 が し っ か り と 外反 し 、 内 傾す る 口 縁部 が付き、

口 縁帯の下部分が張 り 出 す も ので、 3 条の沈線 を 施

す が組雑 に な る も の ( a ; 146 ・ 147) や、 や は り 頭

部端が し っ か り と 外反 し 、 そ こ か ら 口縁部が立 ち 上

がる も の ( b ; 138 ・ 151 ・ 153 ・ 164 ・ 165 ) で あ る 。

こ の類 は沈線が し っ か り し て い る も の が多 い。

逆 に頭部端部の外反 が弱 く 口縁部 と 頚部の境が不

明 確 に な っ て く る も の が あ る ( c ; 170 ・ 184 �

191 ・ 195 ・ 196 ) 。 こ の類 は施文 が雑で不規則 な も の

が多 く 沈線の本数 も 多 い。

ま た 両者の 中 間 的 な 形態の も の で、 前者 に近い も

の ( d ; 129 ・ 130 ・ 137 . 140 ・ 141 ・ 148 � 150 ・

155 ・ 158� 162 ・ 166 ・ 168 ・ 169 ) と 後者に近い も の

( e  ; 145 ・ 152 ・ 154 ・ 156 ・ 157 ・ 167 ・ 174� 176 ・

192 ・ 193 ) が あ る 。

そ の他 に 内 面 で は頚部 と 口 縁部の境が不明で、 口

縁断面形 を 見 る と 口縁端が細 く な り 、 三 角 形 を 呈す

も の ( f ; 171 ・ 177� 183) も 存在 す る 。 こ れ ら は

3 � 5 条 の 沈線 を 施す。 そ の 施文 は不規則 で178や

183の よ う な 細線 を 施す も の も 認め ら れる 。

ま た 142の よ う に口縁帯 に X 字状 の 文様 を 施す も

の も 認め ら れ る 。 そ の施文 は雑で、 頭部の湾曲 も 弱

く 直線的 に な り 、 口 縁部 と 頭部の境 も 不 明確に な る 。

口 径 は 1 3 0 は 4 1 .2 cm 、 137 は40 .9 cm 、 138 は4 1 . 4 cm 、

140は42.6cm 、 141 は30.0cm 、 142 は27.4 cm を 測 る 。

I I I A 9 類 (第44 ・ 45図143 ・ 1 72 ・ 1 73)

器形は上 記 と 基本 的 に 同様であ る が、 口 縁帯の幅

が著 し く 狭 く な り 、 口 縁部が形骸化 し 、 頚端部 を わ

ずか に つ ま み 上 げ た 様 に な る 。 頭 部 の 湾 曲 は強 い。

な お 、 173 は波状突起 を 有 す る 。 143 は復元 口 径36.7

cm を 測 る 。

I I I A h 類 (第44 ・ 46図 144 ・ 1 97 ・ 1 99)

頚部か ら 口 縁部が外 に 大 き く 開 く も の で、 4 � 5

条の沈線 を 施す も の で あ る 。 144 は復 元 口 径31.0 cm 

を 測 る 。

IV A類 (第46図 194 ・ 200......207)

外来系土器 と 考 え ら れ る も の で あ る 。 こ こ で言 う

外来系土器 と い う の は、 外来 土器 を 模倣 し て 在地で

第E章 調査とその成果

作 っ た と 考 え ら れる も の も 含め て 取 り 扱 う 。 ま た 浅

鉢形土器 ・ 椀形 土器 も 一括 し て こ の頁 で 記述す る 。

194 は 口 縁部 と 頭部 の 区 別 が 不 明 瞭 で口縁 帯 に 弧

線状の施文 を 施す。 200"'202は頭部 か ら 口 縁部 が外

に 大き く 開 く も の で 口 縁 帯 に 鋸歯状 の 文様 を 施 す。

いずれも 粗い作 り で あ る 。 200 ・ 201 は l 号住居状遺

構か ら の 出 土で あ る 。 203 ・ 204は椀形土 器で弧線状

の沈線 を 施す。 器壁が薄 く 丁寧 な 磨き を 施す。 胎土

に 多 く の 砂粒 を 含 む 。 205 ・ 207 は 浅 鉢 形 土 器 で 、

205 は 口 縁部 に 小 さ な 波状隆起 を も ち 、 そ こ を 文様

集約部 と す る 。 207は赤色の彩色 が認め ら れ る 。 204

は小型の鉢形土器で口縁帯 に 4 条の沈線 を 施す。 丁

寧 な 作 り で あ る 。

IV B類{第47......49図208.....222)

胴部の う え に 湾曲 す る 頚部 が付き、 そ の頭部がそ

の ま ま 口 縁部 と な る も の で無文の も の で あ る 。

頚部 と 胴部 の 境 に 段 や 沈 線 を 有 す る も の ( a ) 、

膨 ら み を 有す る も の ( b ) 、 丸み を 帯 び る も の ( c ) 

の 3 種類 に 細 分でき る 。 こ れ ら の 土 器 はす べ て G区

出 土の も の で あ る 。

IV B a類 (208 ・ 2ω)

208の頚部 は湾 曲 し 、 屈 曲 点 は頭部の 中 央 よ り 下

側 に あ り 、 頭 部 と 胴部の境 に は段 を 有 す る 。 最大径

は土器の 口 縁 上端 に く る 。 209の 頚部 の 湾 曲 は弱 い

が、 屈 曲 点 は頭部の 中 央 よ り 下側 に あ り 、 頚部 と 胴

部の境 に は段 を 有す る 。 最 大 径 は頚部 と 胴 部の境 に

く る 。 208 は 口 径36. 1じm 、 最 大 胴部径35.4cm を 測 る 。

209は復元だ が口径29.8cm を 測 る 。

IV B b類 (21 0 ・ 21 1 ・ 21 4 ・ 215)

210の頭部は 口 縁 近 く に な り 急 に 外反 す る 。 頚部

と 胴部の境 は膨 ら み を を 有 す。 最 大 径 は頭部 と 胴部

の 境 に く る 。 211の頭部 の 湾 曲 は弱 い が、 屈 曲 点 は

頚部の 中 央 に あ り 、 頚部 と 胴部の境 はわ ず か に 膨 ら

み を も っつ 最 大 径 は 口 縁上端 に な る 。 214、 215も 同

様の 器形 に な る と 思 わ れ る 。 210は復 元 口 径31.2cm 、

211は35.7 cm を 測 る 。

IV B c類 (221 ・ 222)

221 は頭部の 湾 曲 の 屈 曲 点 は頭部の 中 央 よ り 下 に

く る 。 ま た胴部 と 頭部の境 は丸み を も っ。 最大径 は

口 縁 上端 に く る 。 222 は胴 部 と 頭部の境 が 不 明 瞭 で
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W類 に 含 め た 方 が良 い の か も 知れな い。 最大径 は 口

縁部上端 に く る 。 い ずれ も 復元 だ が221 は 口 径32.8

cm ・ 胴部最大径35.2cm 、 222 は 口 径30.9 cm を 測 る 。

そ の他胴部 を 欠損す る た め に 上記の分類 に は、 含

め ら れな い も の と し て 212----220があ る 。 212----217は

頚部の 湾 曲 は頚部の ほ ぼ中央に く る 。 218----220は頭

部 の 湾 曲 が直線的 に な る と 思われる が小破片 の た め

不 明 で あ る 。 い ずれ も 復 元 だ が2 12 は 口 径27. 2 c皿 、

213は26.4cm を 測 る 。

V類 (第49 ・ 50図223 ・ 227)

口 縁部か ら 胴部がやや膨 ら み を 持 ち な が ら そ の ま

ま 底 部 に移行す る も の で あ る 。 223 はやや 丸み を も

っ 。 227 は傾 き が急 で 、 器 高 が低 く な る と 思 わ れ 、

摺 鉢 形 に な る と 考 え ら れ る 。 223 は復元 口 径 3 5. 0

cm . 227は46.5 cm を 測 る 。

VI 類土器 (第50図224.......226)

無 文 の も ので胴部の う え に外反す る 口 縁部が付 く

も ので、 口縁部分が 「 く J の字 を 呈す る も ので あ る 。

225 は 口 縁部 が肥厚 す る 。 225は復元 口 径27.8cm を 測

る 。 226 は 口 径32.7 cm を 測 る 。

VlI類土器{第51 .......54図228.......247)

胴部片で あ る 。 そ の た め 口 縁帯の有無等 に つ い て

は不 明で あ る 。 こ こ で も 上記 N B 類の頭部 と 胴部の

分類 を 準用 す る 。

a 類 (236 ・ 237 ・ 242)

頚部 と 胴部の境 に段 を 持 つ も の と し て は236. 237 

が あ る 。 明 瞭 な 段 を も つ も ので あ る 。 ま た 242 は類

部 と 胴部の境 に わずか に 段 を も ち 、 屈 曲 が鋭角 的 で

あ る 。 調 整 も 丁 寧で あ る 。

b 類 (238 ・ 240)

膨 ら み を も つ も の と し て 238. 240があ る 。 調 整 は

丁 寧 で あ る 。

c 類 (245 ・ 246)

245. 246は胴部 と 頭部 の 境 は丸み を 帯びる と い う

よ り 、 胴部、 頭部の境が不明瞭な も の で あ る 。

d 類 (228.......235 ・ 241 )

胴 部 と 頭部の境 に は明瞭な段や張 り 出 し は認め ら

ず、 そ の境 が稜線状 に な る 。 232. 233 は頚部の 湾 曲

も 弱 く や や 直線的 に な る 。 な お231 は230の底部であ

る 。

e 類 (243)

243 は頚部 に粘土組 を 貼 り 付 け る も の で あ る 。 E

21 グ リ ッ ド 内 の土坑か ら の 出 土 で あ り 、 他 に 267の

刻 目 突帯文土器が出 土 し て い る が、 その状況 は流れ

込みの可能性が高い。

明11 8類口縁部 ((第55図248.......255)

N B 類 と 同 じ く 胴部の う え に 湾 曲 す る 頚部が付 き 、

その頚部がその ま ま 口 縁部 に な る 無文 の も の と 思わ

れる が小破片の た め 不 明 な も の で あ る 。 248. 249は

粗製の条痕文土器の 口 縁部片 で あ る 。 そ の他252----

255は、 穿孔 を も つ も の を 一括 し た。

VlII A類 (第55図256.......262)

基本的 に は I A . Il A ・ 皿 A類 と 同様な も ので あ

る が、 口 縁帯 に 文様 を 施 さ な い。

256 . 258はヘ ラ 状工具 に よ る 研磨 を 施 し 、 器面調

整 が 丁 寧 で I A . Il A 類 土 器 と 同 じ も の で あ る 。

259---- 261 は 口 縁部が形骸化 し 、 顕端部 を わずか に つ

ま み あ げ た 様 に な り ill A g 類 と 同 様 で あ る 。 一 方

257は組製で あ る 。 262 は 口 縁部が大 き く 外反す る 。

IX類 (第55図263.......268)

刻 目 突帯 文 土 器で あ る 。 263 は 口 縁部 に 2 条の 刻

目 を 巡 ら す。 264 ・ 268は口 縁部 に 刻 目 突帯 を 巡 ら すC

265----267 は 口 縁部 と そ の 下方 に 刻 み 目 突帯 を 巡 ら す

265は粗い条痕 を 施す。

組織痕土器 (第55図269.......271 )
小破片 を 含め 6 点が出 土 し 、 そ の う ち の 3 点 を 図

化 し た 。 いずれも 編 布圧痕で あ る 。 271 は 口 縁部及

び内 面 は粗い条痕 を 施す。

底部 (第56.......58図 )

底部 は形状 に よ り 6 種 に 分類 し た。 1 類 は上底気

味、 E 類 は平底、 皿 類 は 円 盤状 を 呈す も の。 そ の他

に 底 面 が楕 円 形 を 呈す も の を N 類。 底部外面 に何 ら

かの圧痕 が認め ら れる も の を V 類。 そ の他 を VI 類 と

す る 。

l 類 (269.......295 ・ 297.......304)

は っ き り し た 上底 か ら 、 わずか に 上底気味 に な る

も の ま で様 々 で あ る 。 269---- 275 ま で は浅鉢形 I A 類

の底部の 可能性があ る 。

1 1 類 (296 ・ 305.......316 ・ 326 ・ 327)
305----316の 内 器面 は底部 と 胴部 の境 はな だ ら かで
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不 明 瞭 で あ る 。 ま た 3 10 ・ 314�316な ど は胴 部 と 底

部の境が明瞭 に な っ て き て 円 盤状 に 近い も の に な っ

て く る 。

1 1 1 類 (31 7.......323 ・ 325)

325は他 に 比 し て 器壁が薄い。

IV類 (324 ・ 326)

いずれ も 底 部 断 面 形 は円 盤状 を 呈す が326は器壁

が薄い。 324 は短軸 1O.6 cm を 、 326 は長軸 12.7cll1 、 知

軸8.3 c11I を 測 る 。

V類 (330.......338)
L 、 ずれ も 底 部 の 外 面 に 鯨 の 脊 椎 骨 な ど の j王痕 の あ

20cm 

る も の で あ る 。

VI 類 (327 ・ 328 ・ 329)

327は上底 と い う よ り 脚 が付し 、 た も のであ る 。 328 ・

329 は完全 な 平底 で ほ ぼ 垂 直 気味 に 立 ち 上 が る 。

高杯形土器 (第59図 1 ....... 1 7 ) 

17点が出 土 し た ム {破損 し て お り そ の 全形 を 知 る こ

と はで き な い 】 分 布 は 6 を 除 き G 8 杭 か ら G 4 杭 に

か け て 帯状 に 分布 す る P

| 類 透 か し を 持 た ず、 !仰 が俸状の も の ( 1 ) 。
H 類 透か し を 持た ず脚 が上底 に な っ て い る も の

( 2 ・ 3 ) 。
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5 。』
縄文式土器 ・ 土製 品等実測 図第59図

等に施 さ れる 把 手 か も し れ な い。 25は円 形 で 中 央に形状 は I 類 と 同様で透か し を 持つ ( 5 ) 。1 1 1 類
円 周 部には拘l点が見 ら れ る も ので 、穿孔が認め ら れ 、形状 は 日 類 と 同様だ が、 透 か し を 持つ も のIV 類

阿 高 系 土 器の 口 縁 部に付 く 飾 り 状の も のの 可能性 も( 6 � 8 ・ 10 ・ 1 1 ) 。

不 明で あ る 。 26は棒状の も の で、 研磨 し てあ る が、透 か し を 持 ち 、 脚 が 中 空に な る も の ( 12 ・V 類
あ り 土 偶 の 一 部 と も 考 え ら れ る 。 27は棒状の t製品13)。

調 整 は雑で 卜字形石 器の模造品等が考 え ら れ る が、

で あ る 。

V 類 と同様だが、 脚 部に羽状文 を 施す も の

( 14�17) 。

VI 類

焼成粘土塊 ( 第59図28�33)③不明土器 ・ 土製品等 ( 第59図 1 8�27)

その分布 はG15杭 を 中 心出土点数は30点 を 越 え 、18は高杯状の ミ ニ ユ チ ユ ア 土 器 で あ る 。 古墳時代

G 7 杭 を 中 心 と し た地点0 16杭周 辺、と し た地点、の も の よ り 厚 手で あ る ために縄文時代の頁にいれた

に認め ら れ る 。 特にG15杭 を 中 心 と し た地点に顕著それ以上の積極的根拠 は な い。 19は浅鉢形土器カf

で あ る 。 いずれも 縄文時代後期 ・ 晩期 の 土器 が集中と 思われる 。 内 外 面 と も 研磨 さ れて い る 。 20 ・ 21は

そ の 形状 ・ 大 き さ は様 々 で 、 紐状

の も の ( 28�32 ) 大 き な塊 ( 33 ) の も の な ど があ る 。

- 74 -

す る 箇所であ る 。蓋 と 思わ れ る 。 21は 2 対の穿孔が認め ら れ る 。 22は

椀形土 器 で あ る 。 23 ・ 24は帯状の も の で 、 注 口 土器



④ 縄文時代の石器 ・ 石製品

打製石斧 (第62-94図)

今 回 の 調査で 出 土 し た 打製石斧 の総点数は200点

を 上 回 る 。 た だ し 後述す る V類 ・ VI類 に 関 し て はそ

の石斧 と し て の認定が困難で あ り 、 さ ら に点数と し

て は増大す る 可能性が あ る 。 そ の 分 布 は縄文時代後

期か ら 晩期前半の土器の分布の集 中 す る 箇所 と 重複

す る ( 第60 ・ 61 図 ) 。

打製石 斧 はそ の形状、 調整、 大 き さ よ り 4 種に 大

別 し た。 以下その特徴 に つ い て 記述す る 。

| 類 ( 1 -34) 

従来か ら 「 短冊形J と 呼 ばれて き た も ので、 全体

の形状は長方形 に 近い。 その分布 を 見 る と 、 縄文後

期後半の土器の分布の 密集す る 箇所、 晩期前半の土

器の密集す る 箇所 ど ち ら か ら も ほ ぼ均等 に 出 土す る 。

欠損品の た め全体の形状 を 明 ら か に で き な い が、 長

さ に 比 し て 幅 が広 く 大 型 の も の ( 19 ・ 30 ・ 3 1 ) 、 10

c田程度の小型の も の ( 8 ・ 11 ・ 32 ) があ る 。

日 類 (35-54)

従 来 か ら 「 パ チ 形 J と 呼 ばれ て き た も の で あ る 。

その分布は、 縄文後期後半の土器の分布の密集す る

箇所、 晩期前半の土器の密集す る 箇所両方に ほぼ均

等 に 分布す る 。 出 土 量の 全体 に 占 め る 割合は一番少

な い。 全体の形状 は一 :等辺三 角 形 に 近い も の (43 ・

47 ・ 0 ・ 51 ・ 53 ・ 54 ) と 、 刃 部近 く で急激 に幅が広

く な り 「 し ゃ も じ 」 状 に な る も の ( 36 ・ 37 ・ 38 ・

39 ・ 41 ・ 46 ・ 48) があ る 。 な か に は短冊形 と の 区 別

が困難な も の も あ っ た。

1 1 1 類 (56-88)

石斧の側辺 に 挟 り が あ る も の で、 従来か ら 「分銅

形」 と 呼 ばれて き た も の で あ る 。 そ の 分布 の 中 心は

縄文後期後半の 土器が多 く 分布す る 箇所で 、 G 8 杭

� G 4 杭周 辺 に 帯状 に 分布す る 。 全体的 に 小型で薄

手の も の が多 い。 厚 さ は 1 c.:m に 満 た な い も の が多 く 、

特 に 70 ・ 71 ・ 76 ・ 77 ・ 82は厚 さ が 5 mm前後 と 薄手で

あ る 。 ま た 重 量 は20 � 100g前後 で あ る が、 そ の う

ち の 9 割近 く が50g以 下の も の で あ る 。

IV類 (89-124)

従来か ら 「 円 盤状石 器J と 呼 ばれて き た も の で全

周 に 刃部が ま わ る 。 そ の 分 布 は、 縄文後期後半の 土

第 皿 章 調査 と その成果

器の分布の密集す る 箇所、 晩期前半の土器の 密集す

る 箇所両方 に ほ ぼ均 等 に 分布す る 。 大 き さ は直径 7

c.:m 前後 の 小 型 の も の ( 89 ・ 90 ・ 93 ・ 94 ・ 96 � 98 ・

100 ・ 101 ・ 104� 106) や、 直径11 c.:m を 越 え る 大型の

も の (92 ・ 108"" 1 10) な ど様 々 で あ る 。 全体的 に厚

みの あ る も の が多 い が、 中 に は89 ・ 91""93の よ う に

厚 さ が1.5c皿以下の も の も あ る 。 113 は磨石 の転用 と

思われ る 。

V類 (55 ・ 1 25-159)

全体の形状 は楕 円 形 も し く は長方形 に 近い も ので、

側辺 に 刃 部 を も っ。 厚 さ はか な り 薄 く 、 石材 に粘板

岩等 を 多用 し て い る 。 55 ・ 148 ・ 149 は基部 に 挟 り を

いれて い る 。 ま た 159 に は穿穴が認め ら れ る 。

VI類 ( 160-184)

上記の分類 に 収 ま ら な か っ た 不 明 な も の を 一括 し

た。

VlI類 ( 185)

形状が Y 字形 を 呈す る も の で あ る 。

磨製石斧 (第97-99図)
総数61点が出 土 し た。 そ の ほ と ん どが半分以上欠

け た も の で あ り 、 そ の 中 で本来の姿 が想定で き る も

の を 図化 し た。 そ の 分布 の 中 心 は G 16杭 を 中 心 と し

た箇所 と G 6 杭 を 中 心 と し た 箇所 に あ る 。 と く に G

16杭 を 中 心 と し た箇所 に 集 中 し 、 後者 はや や散在的

で あ る ( 第95 ・ 96図 ) 。

形状、 大 き さ 、 厚 み に よ り 6 類 に 分類で き る 。

l 類 ( 1 )

基 部 に い く に 従 い 、 細 く な る も の で、 形状 は二 等

辺 三 角 形 に 近い。 厚 み が薄 い も の で あ る 。

1 1 類 ( 4 ・ 1 4 ・ 1 6)

形状 は I 類 に 近い が 、 厚みがあ る も の。 特 に 4 は

厚 み を も っ。

1 1 1 類 ( 2 ・ 3 ・ 5 ・ 7 ・ 8 ...... 1 1 . 1 7)

形状 は長方形 に 近 く 断面形が楕 円 形 を 呈 す る も の。

IV類 ( 6 ・ 1 2 ・ 1 3 ・ 20)

形状 は長 方形 に 近 く 断面形が楕 円 形 を 呈す る も の

で、 全長が 9 cm 以 下 の 小 型 の も の。 13 ・ 20は蛇紋岩

製で 丁寧 な作 り で あ る 。

V類 ( 1 5)

形状は長方形で 断面形が方形 を 呈 す る も の。
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第 3 節 縄文時代後期か ら 晩期 の遺構 と 遺物
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打製石斧実測 図
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第 3 節 縄文時代後期か ら 晩期の遺構 と 遺物
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第 3 節 純文時代後期から晩期の遺構 と 遺物
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第 3 節 縄文時代後期か ら晩期の遺構 と 遺物

VI 類 ( 1 8)

形状 は長 方形 に 近 く 断 面 形 が楕 円 形 を 呈 す る が、

幅が短 く 細長い も ので あ る 。

石鯨 ( 第 1 02"" 1 06 図 )

総 数 100 点 近 く が 出 土 し た 。 そ の 分 布 を 見 る と 、

縄文時代後期 ・ 晩期の 土器 が集 中 す る 箇所 か ら の 出

土点数が多 い ( 第100'" 101図 ) 。

石鯨はそ の 形状か ら 、 大 き く 2 類 に 分類 し た。

I 類 は正 三 角 形 、 H 類 は二等辺三 角 形の も の で あ

る 。 さ ら に そ の 基部 の 形状で平基の も の を a 、 わず

か に 挟れ る も の を b 、 三 角 形状 に 扶 れ る も の を C 、

U 字形状 に 幅が小 さ く 挟れ る も の を d 、 ま た U 字状

に 大 き く 挟れる も の を e と す る 。

I b 類 ( 1 "" 2 )

全体の形状が正 三角 形 を し て い る 凹 基式の石鍛で

あ る 。 凹 基の状態 はわずか扶れる 程度 で あ る 。

I c 類 ( 3 "" 6 ) 

全体の形状が正 三 角 形 を し て い る 凹 基式の石鍛で

あ る 。 凹 基 は三 角 形状 に挟れる 。 こ の類 は両側辺 は

直線的 に な り 、 最大幅が脚部先端 に 来 る 。

I d 類 ( 7 ・ 8 ・ 1 0"" 1 9)

全体の形状が正 三 角 形 を し て い る 凹 基式の石織で

あ る 。 凹 基の状態 は U 字形状 に挟れ、 そ の幅が小 さ

い。 こ の類 は最 大 幅 が脚 部 よ り や や 上位 に 来 る も の

が多い。 脚 部 に 最大幅が来 る も の は脚部先端が尖 ら

ず、 水平に な っ て い る 。

どf � 

l e 類 ( 9 )

全体の形状が正三 角 形 を し て い る 凹 基式の石鯨で

あ る 。 凹 基の状態、 は U 字状 に 大 き く 扶れ る 。

1 1 a 類 (20 ・ 21 ・ 31 )

全体の形状が二等辺三角 形 を し て い る 平基式の石

織で あ る 。

1 1 b 類 (22""30 ・ 32""39 ・ 41 ""44 ・ 46 ・ 48)

全体の形状が二等辺三角 形 を し て い る 凹基式の 石

鯨で あ る 。 凹 基の状態 はわずか に 挟れ る 程度 で あ る 。

日 c 類 (40 ・ 45 ・ 47 ・ 49""54 ・ 印""64 ・ 67""72 ・

82""回 ・ 邸)

全体の形状が二等辺三角 形 を し て い る 凹 基式の石

搬で あ る 。 凹基の状態 は 三 角 形状 に 挟れ る 。 こ の類

は両側辺はほぼ直線的 に な り 、 最大幅が脚部先端 に

来 る も の が多 い。

日 d 類 (弱~田 ・ 缶 ・ 66 ・ 74""80 ・ 84 ' 88""92) 
全体の形状が二等辺 三 角 形 を し て い る 凹基式の石

搬で あ る 。 凹 基の状態 は U 字形状 に挟れ、 そ の 幅 が

小 さ い。 こ の類は最大幅が脚 部 よ り や や 上位 に 来 る

も の が多い。 ま た脚 部 に 最 大 幅 が来 る も の は脚部先

端が尖 ら ず、 水平 に な っ て い る も の が多 い。

1 1 e 類 (73 ・ 81 ・ 86 ・ 87)

全体の形状が二等辺 三 角 形 を し て い る 凹 基 式 の 石

鯨で あ る 。 凹 基の状態 は U 字状 に 大 き く 挟れ る 。

尖頭状石器 ・ 石錐 ・ 削器 ・ 異形石器 ( 第 1 07図 )

分布 は10 を 除 き 遺跡の南側 G 区 に あ る 。 縄文時代

。 5 m
 
P

 
nリ
E1

句a.ム晶

第94図 Y 字形石斧実測 図
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くこ〉
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G
E.革主三函述三珪臨戸担."v v

後期 の土器が多 い箇所で あ る

第108図

1 . 2 は尖 頭状石 器 で あ る 。 ま た 石 錐 ( 3 � 8 )  

は 6 点が出 土 し た。 形状 は 3 ・ 5 ・ 6 の よ う に 発達

し た つ ま み 部 を 持 っ た も の と 持 た な い も の が あ る 。

削 器 と し て は 9 が あ る 。 10は小型で十字形 を 子守す る 。

糸繰 り 形石器 と 呼 ばれて い る も の に類似す る む

石匙 (第108図 )

4 点の 出 土 で あ っ た。 い ずれ も 遺跡の北西 よ り で

縄文晩期 の 土器が多 く 出 土す る 箇所で あ る ， 4 点と

も 横型の石匙で、 つ ま み部 を は っ き り 作 り 出 し て い

る 。

砥石 (第1 1 1 図 )

総数16点 が 出 土 し 、 そ の 内 の 9 点 を 図化 し た ν 分

布 は縄文時代の 土 器の 集 中 す る 箇所か ら の tH -1 が多

L 、 が 、 そ の 時期 に つ い て は 不 明 で あ り 、 弥 'Þ.時代以

1 

議論��
3 

2 

4 
。 5 10cm 

石匙実測図

降の も の を 含 ん で い る と 思われる が一括 し て こ の貢

で扱 う 。 石 材 は 6 を 除 き いずれも 砂岩 で あ る 。 幅が

lOcm を 越 え る 大型の も の ( 1 ・ 4 ・ 9 ) と 、 小型の

も の が あ る 。 1 は幅 1 � 2 mmの 条痕 が数箇所認め ら

れ、 火 を 受 け 一部赤変 し て い る 。 4 ・ 9 は偏 平 で石

皿 と の 区 別 が明確で な い。 3 は磨石 ・ 敵石 と の 区 分

が 明 確 で は な い が、 平 面 に 赤 色 顔料 が 認 め ら れ る c

5 ・ 6 は小型の 長方形 を 呈す る も の で、 5 は穿穴 し

よ う と し て 途 中 で や め て い る 。 8 は 円 形 を 呈 し 、 両

面 に 3 条 の 深 め の 溝が 見 ら れ る 。 全体的 に 火 を 受 け

た よ う に 赤 く 脆 く 、 石 材 は砂岩 で も かな り 組い も の

で あ る 。

石皿 ・ 台石 (第1 1 2 ・ 1 1 3図 1 "-' 5 ) 

石 皿 ・ 台 石 は そ の ほ と ん ど が 破 片 と な っ て い た 。

そ の 出 土総数 は少 な い が、 一・ つ に は そ の確認が出 来
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な い よ う な破片 と な っ て い る こ と も 考 え ら れ る 。 こ

こ で は 5 点 を 図化 し た。 G 15杭 を 中 心 と し た箇所 に

比 較 的 多 く 見 ら れ た 。 石材 は砂岩 が 多 く 認 め ら れ、

かな り 脆 く な っ て お り 、 そ の 小破片 が多 く 散在 し て

いた。 く ぼみ が顕著 な も の ( 1 . 4 ) と そ う で な い

も の ( 2 ・ 3 ・ 5 ) があ る 。 3 . 5 は表 面 に磨痕の

ほかに 敵打痕跡が残 さ れて い る 。

磨石 ・ 鼓石 ( 第 1 1 4""1 1 9図 1 ""33) 

総数38点 が出 土 し た。 そ の 分 布 はや は り 縄文時代

後期 ・ 晩期 に か け て の 土器の 集 中 す る 箇所 と 重複す

る 。 し いて い え ば晩期の 土器が集 中 す る 箇所の 方が

磨石 ・ 敵石の 出 土 が集 中 し 、 他方 はやや散在 的 で あ

る 。

磨石 ・ 敵石 は そ の形状か ら 棒状の も の 、 円 盤状の

も の、 球形の も の に 分 け ら れる 。

棒状の磨石 ・ 敵石 ( 1 . 3 ・ 7 ・ 8 ・ 9 ・ 32 ) は

端部 に 敵打痕跡な い し 使用 烈痕があ る 。

円 盤状の も の は敵打痕跡 を も つ も の で、 更 に そ の

中 で側 縁 部 の み に 敵 打痕跡 を も つ も の ( 2 ・ 4 ・

6 ・ 12 ・ 16 ・ 18 ・ 20 ・ 21 ・ 22 ・ 23 . 28 ・ 30 ・ 31 ・

33 ) 、 平 面 部 に も 認 め ら れ る も の ( 5 ・ 10 ・ 1 1 ・

13 . 15 . 25 ・ 27 ・ 29 ) 、 敵 打痕跡の 認 め ら れな い も

の ( 19 ) があ る 。 そ の他風化や欠領の た め 不 明 な も

第 E 章 調査 と その成果

の ( 17 ・ 26) があ る 。

球形の も の ( 14 ・ 24 ) は敵打痕跡が認め ら れ る 。

石錘{第 1 20""1 23図 1 ""24) 

総数24点 が 出 土 し た。 そ の 分 布 は縄文 時代後期 か

ら 晩期 に か け て の土器が集 中 す る 箇所か ら の 出 土 が

多 く 、 特 に H 8 グ リ ッ ド に そ の集 中 を み る 。 す べ て

縄 ま た は網掛け用 の く ぼみ を 打 ち 欠 い て 作 っ た も の

で 、 「磯石錘」 と 呼 ばれ る も の で あ る 。 3 ・ 22 は石

斧 と し て 捉 え た ほ う が い い の か も 知れな い。 形状的

に は 円 形の も の と 楕 円 形 の も の が あ る 。 ま た 重 量 は

最小54 g か ら 最大330 g ま で で ば ら つ き が あ る が、 お

お ま か に は 1 00 g 以 下 の も の ( 1 � 6 ・ 8 ・ 9 ・

15 ・ 18 ) と 200 g を 越 え る も の (13 ・ 14 ・ 17 ・ 19 ・

20 ・ 23 ) があ る 。

石製装飾具 ( 第 1 24図 1 "" 4 )  

l は決状耳飾の破片 で、 全体の形状 は不 明 で あ る

が、 円 形 で 中 央孔 は 6 mm程 と 推測 さ れる 。 上 辺 に 補

修孔が穿たれて い る 。 ま た 中 央孔 上 部 の 割れ 口 は研

磨 さ れて お り 、 ペ ン ダ ン ト 等 に 再利 用 さ れた も の で

あ ろ う 。

2 ・ 3 は勾 玉で あ る 。 2 は破損品 で 断 面 形 は 円 形

を 呈す。 3 は表面採集資料で あ り 、 調 査終 了 後整 地

さ れた 畑 よ り 耕作 中 に 出 土 し た も の で厳密 に は客 土

ζつ

ハ

ー

し

。 10 2?叩
第 1 1 3図 石皿 ・ 台石実測 図
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の可能性 も あ り 沖松遺跡 よ り 出 土 し た も の か ど う か

は不 明 で あ る が、 可能性 と し て は高 い。 全体的 に 平

べ っ た い 形 を し て い る 。 4 は硬玉製 の 小 玉で あ る 。

不明石製品 (第125図 1 ・ 2 )

l は形状的 に は訣状耳飾 に類似す る が、 大型で重

量 は34 g を 量 る 。 2 は 中 央 に 径 1 .2 mm 程度 の 孔 を あ

け た も の で あ る 。 偏平で重 さ は16 g を 量 る 。

そ の他石剣 ・ 石 刃 と 思われる も の が G 15グ リ ッ ド

内 よ り 出 土 し て い る (第126図 ) 。 内 反 り の も の と 考

え ら れ る 。

4 . ま と め

沖松遺跡 に お い て 、 縄文時代 の な か で そ の 主体的

な位置 を 占 め る も の は縄文時代後期後半 か ら 晩期 前

半であ る 。 こ こ で は、 こ れ ま で に 報告 し て き た も の

を 簡単 に ま と め な お し て お き た い。

縄文早期
出 土遺物 はす べ て 層位的 に捕 ら え ら れた も の で は

な い。 ま た 調 査 区 内 に 数十箇所の ト レ ン チ を いれた

が第 W 層 か ら の 出 土 は な か っ た。 ま た 訣伏耳飾 り や

第 皿 章 調査 と その成果

不明石 製 品 は縄 文 早 期 に 属 す る 可能性が高 い。 こ れ

ら の 出 土箇所 は調 査 区 の北 ( 8 区 ) も し く は南西部

( G 区 ) で い づ れ も 削 平 を 受 け て い る 箇 所 で あ る 。

ま た 集石遺構の存在 を 併せて 考 え る と 、 縄 文 時代早

期 の 中 心 は、 現在 は道路 に よ り 遮断 さ れて い る が遺

跡の北西側の丘陵 に あ る も の と 考 え ら れる 。

縄文時代前期 ・ 中期

こ の 時期 に か け て の 資料は存在 し な い。 こ れは人

吉 ・ 球磨地方の全体的 な 傾向 で あ る 。

縄文時代後期前半

わずかで はあ る が、 資料が検出 さ れる よ う に な る 。

阿高系様式の 口 縁部片 ( 9 ・ 1 1 ) や底部の 資料が認

め ら れ る 。 ま た 市 来 式 土 器 ( 19 ・ 20 ・ 23 ・ 24 ) な ど

の南九州の影響 の 強 い 土 器 が見 ら れる 。 ま た わずか

に磨消縄文系土器 ( 26 ・ 27 ) も 認め ら れ る 。 全体的

に は南九州の影響が強L 、 と 考 え ら れ る 。

縄文時代後期後半か ら晩期前半
浅鉢形 土 器 は大 き く 6 類 に 分類 さ れる 。

1 l績 は 口 縁帯 に 凹 線 を 施す も の で 、 体部か ら 口 縁

部が屈折 し て 立 ち 上 が る も の ( a ) と 体部の う え に

33 
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第1 19図 磨石 ・ 諒石実測図
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第 3 節 縄文時代後期か ら晩期の遺構 と 遺物

湾 曲 す る 頚部があ り 、 そ の頭部 か ら 口 縁部 が立 ち 上

が る も の ( b ) の 2 つ に 細 分 し た。

E 類 は 口 縁帯 に や や 太 め の 沈椋 を 施す も の で 同 じ

く 2 種 に 分類 し た。

皿 類土 器 は上記 E 類の b と 同 じ 器形の も ので 口 縁

帯の幅が狭 く な り 沈線 を 施す も の を a 類、 口縁部が

形骸化 し 口 縁 内 面が段状 に な っ た も の を b 類 と し た。

C 類 は 口 縁部が b 類 と 同 じ か も し く は よ り 形骸化 し

た も の で無文の も ので あ る 。 ct . e 類は内 ・ 外面の

沈線 に よ り 口 縁部 と 頭部 を 区 分 し て い る も ので あ る 。

こ の 皿 類 は頚部の変化が大 き く 、 頭部が伸 びる も の

は a 類の 時点で既 に認め ら れる 。 ま た頚部が著 し く

短 く な り 頚部 と 体部の 区 分 が 不 明瞭 に な る も の が C

類で認め ら れる 。
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第 1 24図 石 製装身具実測 図
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W 類 と し た も の は81 を 除 き 頚部 が外 に 伸 びる も の

で、 頚部 がそ の ま ま 口 縁部 と な る も の で、 3 種 に 分

類 し た。

V 類 は丸み を 帯 び器高の深い体部 に 短い 口 縁部が

付 く も の で あ る 。 体部 と 頚部、 頚部 と 口 縁部の 区 分

が不 明瞭で あ る 。 2 種 に 分類 し た。

そ の 他 VI 類 と し て 椀等 を 一括 し た 。

一方深鉢形土器は、 胴 部の う え に 湾 曲 す る 頭部が

付 き 、 口 縁部が湾曲 し て 立 ち 上 が る も の を A類 と し

て 、 口 縁帯 に 凹 線の施文 を す る も の を I 類、 太い沈

線の施文の も の を E 類、 沈線の も の を E 類 と し た。

I 類 は頚部の 湾 曲 が し っ か り し て いて 、 そ の 屈 曲

点が胴 部近 く に あ る 。 ま た胴 部 と 頚部の境は膨 ら み

を 持 つ。 底部 に つ いて は資料がな く 不 明 で あ る が上

底 を 呈す も の と 推察 さ れる 。

H 類 も 頚部 の 湾 曲 は し っ か り し て いて 、 そ の 屈 曲

点 は頚部 中 央付近 に あ る 。 ま た胴 部 と 頚部の境は僅

か に膨 ら み を も つ も の と 、 段 も し く は沈線 を 持 つ も

のがあ る 。 や は り 底部 に つ い て は資料がな く 不 明 で

あ る が上底 を 呈す も の と 推察 さ れる 。

皿 類 は頭部の 湾 曲 が弱 く な り 、 そ の 屈 曲 点 は 口 縁

直下 に あ る も の が多い。 ま た胴 部 と 頭部の境は僅 か

に膨 ら み を 持 つ も の も 存在す る が、 明 瞭 な段や膨 ら

み を 持 た ず、 稜線 と な っ て い る も の が 多 い。 ま た 胴

部 と 頚部の境の稜線が弱 く な り 、 胴 部 ・ 頚部の境が

や や 不 明 瞭 に な る も の も 存在す る 。 底 部 は僅かな 上

底 ・ 平底 と な る 。

全体的器形 を 伺 い知 る こ と の で き る 資料が少 な い

た め 頭部 と 口 縁部の形態 に 着 目 す れ ば、 かな り 主観

的ではあ る が a � f ま での 6 種 に 細 分 で き る 。 それ

は頚部 と 口 縁 部 が は っ き り 区 分で き る も の か ら 不 明

瞭 に な っ て い く 流れで あ る 。 一 方 口 縁帯 の 沈線 も 3

条� 7 条の も の ま で、 規則 的 な も の か ら 不規則 な も

の ま で様 々 で あ る 。 そ こ で は沈線の 少 な い も の の 施

文が規 則 的 で し か も 口 縁部 の 立 ち 上 が り ははっ き り

し て い る と い う 図 式 は完 全 に は成立 し な い。 た だ そ

う い っ た傾向 はあ る 程度 は認め ら れ る 。 そ の 他 LI 縁

帯 の 幅 が 著 し く 狭 く な り 頚 部 が 形 骸 化 し た も の

( 田 A g ) や 頭 部 か ら 口 縁 部 が 外 に 大 き く 開 く も の

( 皿 A h ) な ど があ る 。



ま た頚部がそ の ま ま 口 縁部 と な る も ので無文のも

の を N B 類 と し た。 こ れ ら は胴部 と 頚部の境に段や

沈線 を 有す る も の を a 、 膨 ら み を も つ も の を b 、 丸
み を 帯びる も の を C と し た。

V 類 は摺鉢形の も の、 羽 類 は無文の外反す る 口 緑

を も つ も の、 vn 類 は 口 縁部 を 欠損す る も の で N B 類

の a '"'"' c の細分 に 、 更 に胴部 と 頚部の境 に稜線 を も

つ も の を d と し た。 そ の他 四 A 類 は 口縁帯 を 有する

が無文の も ので あ る 。

そ の 他底 部 は大 き く は上 底 の も の 、 平底の も の 、

円 盤貼付状の も の に 分類 し た。

それで は、 深鉢形の埋設土器ゃ あ る 程度器形のわ

か る 深鉢形土器 に つ い て 個 々 の特色 を 上記分類 に あ

第 2 表 縄文土器分類項 目 表
土 器 施 口 縁 部 頭 部

文 a l  b I d I e I c I f 
番 号 '!f � I Jl I � I >>  I ß I Þ ( I (( I (\ I \\ 
壊設 l

11 2 
H 3 O 
11 4 
11 5 O 
H 6 1 3 。 ↑ O O 
H 7 O ↑ O O 
H 8 O 
11 9 1 40 O O 
11 10 5 ノ O O × 
11 1 1 4 O O O ト一一」←
H 12 

4 11 13 × ↑ O O 
11 14 4 ノ O O × 
H 15 

11 16 5 \ O O O 
11 17 

11 18 4 O O ð. 
11 21 O 

106 O \ O O 
108 \ O O 。 ト一一109 1 O O O 
110 5 民\ O O O 

129 5 O O × 
138 5 O O O 

141 3 \ O O × 

第 皿 章 調査 と そ の成果

て はめ る と 第 2 表の通 り と な る 。 便宜的 に E 類 を 古

相 の も の を A 、 新相 の も の を D と す る 。 ま た そ の 中

間的 な も の を B . C と し て お く 。

埋設土器の 中 で不明 な も の及 び G 区 出土の19'"'"'22

号や 1 • 11 類土器 と し て 分類 し た も の を 除 く と 、 頚

部の湾 曲 が弱 く 、 そ の屈 曲 点 が 口 緑直下 に あ る 。 ま

た頚部 と 胴 部の境 は稜線 を 持つ も の、 稜線が弱 い も

の が存在す る 。 底部 は平底の も の が多 く 、 中 に は円

盤状 に近い底部の も の も 存在 す る 。 そ の な かで第 2

表の l つ の項 目 だ け で土器の前後関係 を 決定で き る

よ う な 明確な基準 は認め ら れな い。 恐 ら く 2 表の項

目 す べ て を 比較検討 し て 決 め る べ き も の で あ ろ う 。

し か し頭部 と 胴部の境の稜線が弱 し 、 も のや底部が円

頚 部 ・ 服部境 胴 底 部 最
張c I b I a l  d I e 有 大 備 考

)) I \\ I )) I )) I )) 無 1k:11b::7 同|ヒゴ f歪
O 
A O 皿 C ?

O × ill A 

O O 皿 C ?

O A O 皿 B ?

O A 目同 ill A 

O × O 目同 阻 A

O × O 口 皿 C ?

O O O (胴) 浅 田 a�b 皿 A � B

O × O 口 浅 田 a ? ill B 

O A H同 浅 皿 b ill A 

A O 
O O O 目同 ill C 

O ム O 目同 皿 D

O ム O 皿 D

O × (胴) 皿 C

O O ill C 

O O O (胴) 浅 田 e 田 C

O ム O ( 口) B 類 1 � Il 

O 
O H 

O H 
Il � ill 

O 皿 B

ム O 皿 B

O lII A 

- 口 縁部 a "-" r 、 頭部 ・ 胴部境 a '"'"' e は分類基準の 文章 を 参照の こ と 。

・ 頚部 ‘ は、 屈 曲 点 ( ) は最大径が 口緑、 胴部 と 同 じ 径の も の
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第 3 節 縄文時代後期か ら晩期の遺構 と 遺物

盤状 に近い も の は全体的 に新 し い様相 を 示す よ う で

あ る 。

一 方 そ の 分布 で 顕著 な も の は、 浅鉢形 土 器 1 . 

E 類や深鉢形土器 I A . II A類、 ま た N B 類、 vn 類

の a "' c はほ と ん どが調査区南側 G 区 か ら の 出土で

あ る と い う こ と で あ る 。 特 に N類 はすべて G 区 か ら

の 出 土で あ る 。 も ち ろ ん量的 に 少 な い こ と に も よ る

の で あ ろ う が、 図化 し て い な い も の に つ いて も 同様

の傾向 が顕著で あ っ た。

次 に埋設土器 に つ い て であ る が、 そ の 分布の 中 心

は調査区北側 に あ る 。 南側の埋設土器の20"'22号は

1 . II の 時期 に 該 当 す る も の と 思われる 。 北側の埋

設土器の な かで、 別表 に よ り やや古い様相 を 持つ埋

設土器 は 6 ・ 7 . 11号であ ろ う 。 そ れ以外 に も 3 ・

5 ・ 9 ・ 10号 も や や 古 い様相 を 示す。 逆 に新 し い様

相 を 示す も の と し て 14 ・ 15号があ り 、 他 に 4 ・ 13 ・

16"' 18号が存在す る 。 ま た 2 ・ 8 号 も ど ち ら か と 言

え ば新 し い様相 を 示す も の か も し れ な い。 そ れ は古

相 の埋設土器 を 阻 む よ う に新相の埋設土器が存在す

る よ う で あ る 。

ま た 9 "' 1 1 ・ 18号埋設土器の深鉢形土 器 と 浅鉢形

ζ〉

土器の 関係 は 9 号埋設土器 ( 深鉢形土器 A "' B ・ 浅

鉢形土器 ill a "' b ) 、 10号埋設土器 ( 深鉢形土器 B .

浅鉢形土器 皿 a ) 、 1 1号埋設土器 ( 深鉢形土 器 A .

浅鉢形土 器 ill b ) 、 18号 埋 設 土 器 ( 深鉢形土器 C .

浅鉢形土器 ill e ) と な り 、 深鉢形土器の A → B への

推移 と 浅鉢形土器の a → b へ の 推移 は完全 に は連動

し な い よ う で あ る 。 し か し 9 ・ 10 ・ 11号の浅鉢形土

器の 口 縁部形態 は ご く 僅 か な 違 いで あ り 、 いづれも

沈線は浅 く それほ どの時期差 があ る と は思われな い。

し か し 大慨的 に は深鉢形土 器 A . B → C . D へ の

推移 と 浅鉢形土器 ill a ' ill b 類→ 皿 e 類への推移 は

連動 し て い る こ と が認め ら れ る 。

石器の組成 は、 前述 し た よ う にすで に破片 と な っ

て 認識 で き な い石皿や、 打製石 斧 と し て 認定 し て い

い か判 断 に迷 う も の があ り 、 ま た 時間的制約 よ り 二

次加 工 あ る 不定形石器 ・ 使用痕 あ る 剥片 な ど に つ い

て ま で検討で き て い な い こ と 、 早期 ・ 後期 ・ 晩期 と

時期 的 に 幅があ る こ と よ り そ の 正確 さ に は疑問符が

付 く 。 便宜的 に 調 査 区 の北側 ( D ・ E 区 ) よ り 出 土

し た 石器 と 南側 ( G 区 ) よ り 出 土 し た 石器 と に わ け

で それぞれの石器組成比率 を み る と 、 主 な も の と し

c二コ二 二と=フ 2 

。 5 10叩

第125因 不明石製品実測図
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て 北側 で は打製石 斧 ( 50% ) 、 磨製石 斧 ( 6 % ) 、 石

織 (24% ) 、 磨 石 ・ 敵石 (9.4% ) 、 石 皿 ( 1.4% ) 、 石

錘 ( 4 % ) で あ り 、 南 側 で は打製石 斧 ( 54 % ) 、 磨

製石斧 ( 3 % ) 、 石鯨 ( 17.5% ) 、 磨石 ・ 敵石 ( 6.8% ) 、

石 皿 ( 3 % ) 、 石錘 ( 8.4 % ) で両地区 と も 打製石斧

が群 を 抜いて 多 い。 そ の他の構成 も ほ と ん ど変わ ら

な い が、 そ の 中 で石錘 は南側 に 多 く 認め ら れ る 。 ま

た 打製石斧の分類 ご と に 比較 し た場合、 そ の割合 を

み る と 短冊形 ・ パ チ 形 ・ 分銅形は南側 ( G 区 ) に 多

く 、 円 盤形 は ほ ぼ 同 じ 位 で 、 V 類 と し た縁片 に 刃 部

を も つ も の は北側 ( D ・ E 区 ) に 多 い。

そ の 他 こ の遺跡 内 で土器の製作 を 行 っ た こ と を 証

明 す る 焼成粘土境が出 土 し て い る 。 ま た 呪術 ・ 祭記

に 関連 し た 道具 と 推察 さ れて い る 石剣 ・ 石万 も 出 土

一一一 一一三±ニー---

þ 

0 
ヒ=

第 1 26図 石剣 ・ 石 刀 実測 図
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し て い る 。 し か し な が ら 集落 に 関 し て は全 く 不 明 で

あ る と 言わ ざる 得な い。 し か し 住 居 の 可能性 と し て

l 号 ・ 4 号住居状遺構な ど が あ り 、 人吉市 中 堂遺跡

の よ う に埋設土器 を 取 り 囲 む よ う な状態で集 落 が形

成 さ れて い た の か も 知れな い。

晩期後半

刻 目 突帯文土器の時期 で あ る が、 そ の遺物量 は急

激に減少す る 。 ま た 分布 も 点在 的 で あ る 。

第4節 弥生時代の遺物 (第1 27 図 )

確実な弥生時代の遺構 は 調 査 で は確認で き な か っ

た。 遺物量 も 極端 に 少 な か っ た。

1 . 2 は脚台部片で あ る 。 沖松遺跡で は古墳時代

の 土器 に も 少 数 な が ら 脚 が付 く も の が存在 す る が、

それは底 部 が厚 か っ た り 、 脚 が極端 に 短 く 上底状 を

呈する も の で あ り 、 1 . 2 と は趣 を 異 に す る も ので、

弥生時代の土器 と し て 取 り 扱 っ た が、 古墳時代の初

頭の可能性 も あ る 。

3 "-' 6 は重弧文土 器 ( 免 田 式土 器 ) の胴部片 で あ

る 。

遺物量は少 な い も の の 周 辺 に 弥生 時代 に遺跡が存

在す る こ と を 示 し て い る 。
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第 5 節 古墳時代の遺構 と 遺物
， . 竪穴式住居跡

分 布 ( 第 1 28図)

竪穴式住居跡は27基検出 し た。 た だ し そ の 中 に は

全 く 遺 物 が出土 し な い住居跡 ( 7 号 ・ 13号竪穴式住

居 跡 ) や 削 平 に よ り 深 さ が数cm程 し か残存 し て い な

い住居跡があ る 。 し か も 削 平 さ れた住居跡か ら出土

す る 遺物 に は縄文式土器片 や奈良 ・ 平安時代の土 師

器 ・ 須恵、器片 が交 じ っ て お り 、 削 平の関係でその造

物の出土状態、 は ほ と ん どが床 面 直 上 に な っ て し ま う

も の が あ っ た。 こ れ ら の も の は厳密に は古墳時代の

住居 と は断定で き な い が、 出土造物の主体 を 占 め る

も の が古墳時代の も の で あ る こ と 、 住居跡の切 り 合

いや住居跡の構造 よ り 古 墳 時代の も の に 含 め た。 し

か し7号 ・ 2 1号住居跡 に つ い て は疑問 が残 る が、 他

の 時代の住居跡 と す る 積極的根拠 も 乏 し く 古墳時代

の住居 に 含 め た。

住居跡はそ の分布状況 か ら 3 f.t に 分 け る こ と が可

能であ り 、 調 査区北側 と 南東 側 及 び南西側 に認め ら

れ る 。 特 に 南東側に集中 す る 。 平面形はす べ て 方形

で あ る 。 以下個 々 の住居跡 に つ い て 解 説 す る 。

1 号竪穴式住居跡 ( 第 1 29図)

調 査 区 の北東側 1 2 3 グ リッ ド に あ る 住居跡であ る 。

調 査 区 の 最 高 所 に位 置 す る 。 住 居 の 平 面形態 は方形

で 、 長軸 8 m . 短軸7 m 50 cIll を 浪u る 。 壁 高 は、 東西

壁で最高45cIII を 測 っ た。 今 回 検出 し た住居跡の 中 で

最 大 の 大 き さ の も ので あ る 。 床 面 は中央部 に硬化面

が認め ら れ る が、 途 中 で 不 明 瞭 と な る 。 ま た 壁の立

)一 同
1 

3 

2 

ち 上 が り も 北東 側 で特 に 不 明 瞭 と な る 。 住居跡の北

西 側 に 焼 土 が見 ら れた が、 後世の土坑に よ り 壊 さ れ

て い る 。 柱穴 は 3 個 が検出 さ れ た が、 主柱穴 と な る

も の は不 明 で あ る 。

出土遺物 も 多 く 費形土器 ・ 壷形 土 器 ・ 高i不 な どが

あ る 。 ま た ミ ニチ ュ ア 土器 も 出土 し て い る 。 その他

国化 し て い な い が須恵器の聾片 が I 点出土 し て い る

が後世の柱穴 か ら の出土で あ る 。

2 号竪穴式住居跡 ( 第 1 30 図 )

H 2 1 グ リッ ド 及 び G 21 グ リ ッ ド に あ る 住居跡であ

る 。 住 居 の 平 面 形 態 は方形で、 長軸5m 25じm 短il4h

4 m 80cm を 測 る 。 壁 高 は、 東西壁で最高37じm を 測 っ

た 。 床 面 の 硬 化 は 弱 く 、 焼 土 は 認 め ら れ な か っ た 。

柱穴 は 4 個検出 さ れたが、 主柱穴 と な る も の は不 明

で あ る 。

出土遺 物 は他の住居跡 と 比べ る と 極少量で あ る 。

3 号竪穴式住居跡 ( 第 1 30 図 )

F 22 ・ G 22 グ リ ッ ド に ま た が っ て あ る 住 居 跡 で 、

南西隅部分が 4 号 竪穴式住居跡 に よ り 破壊 さ れて い

る 。 住 居 の 平 面形 態 は方形で、 長軸 6 m 8 CIII . 短il411

5 m90cIII を 測 る 。 壁 高 は南北壁 で最 高20cIII を 測 っ た。

床 面 は、 ほ ぼ全範囲 に わ た り 硬化面が認め ら れた。

焼 土 が住居跡の西側寄 リ で 認め ら れた。 そ の 平 面形

態 は70cIII X 20cIll の 不 整 な 楕 円 形 に 近 い 形状 を 呈 す 。

その厚 さ は I CIII程度 で あ る 。 ま た炭化物 が住居 内 の

中 央部寄 り で検出 さ れた。

柱 穴 は 4 個 が検出 さ れ、 4本柱 の 構 造 が想定 さ れ

る 。 ま た貯蔵 穴 は南側 に 位置 し て い る 。

迫物 の 分 布 は、 貯蔵穴 ・ 炉 周 辺 に 集 中 が 見 ら れ る 。

6 

4 

0 5  md
 

20cm 

第 1 27図 弥生式土器実測 図
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と器の ほ か 火 を う けて 割れた と 考 え ら れ る 石 nllが

出 土 し た。

4 号竪穴式住居跡 ( 第 1 31 図)

住居の平 面形態 は方形で、 長命11 6 m 30cII1 . 短軸 5
m 34 c01 を 測 る 。 壁 r� は、 南 北壁てー u1 高40 ('01 を 測 っ た

床 面 は、 ほ ぽ全範囲にわた り 傾化 而 が認め ら れた
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焼土が住居跡の南西側に認め ら れ る 。 その平面形態

は70cII1 X 60c川 の 不 整 形 を 呈す。 厚 さ は I CIll程度 で、あ

る。

住居跡に伴 う 柱穴 は 6 個 が検出 さ れ た が、 主紅穴

と な る も の は 4 個 で 、 4 本 位 の 情 造 が 悲! 定 さ れ る

ま た貯蔵穴は南側に位 置 す る 。
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遺物 は、 貯蔵穴周 辺 に 集 中 し て 聾 ・ 壷 ・ 高杯が出

土 し た。

5 号竪穴式住居跡 (第132図}

調査区の北東側 D 20グ リ ッ ド に あ る 住居跡で あ る 。

住居の平面形態 は 削 平 がひ ど く 不 明 瞭 だ が、 方形 と

推定 さ れ、 長軸 5 m 90cm ・ 短軸 5 m 57cm を 測 る 。 壁

高 は、 東西壁で最高20cm を 測 っ た。

床面は中央部に硬化面が認め ら れ る が、 途 中 で不

明 瞭 と な る 。 焼 土 は 4 箇所が確認 さ れた が、 住居跡

の 西側の も の は後世の 土坑に伴 う も の で あ り 、 住居

跡 に伴 う も の は中 央 に 設 け ら れた も の も 含 め て 3 箇

所 と 考 え ら れる 。 焼 土 は厚 さ 1 cm前後で、 そ の 平面

形態は円 形 を 呈す。

柱穴 は22個 が検出 さ れた が、 主柱穴 と な る も の は

4 個 で、 4 本柱の構造が想定 さ れる 。

遺物 は住居 跡 中 央部 に 集 中 し て 出 土 し た。

6 号竪穴式住居跡 {第133図}
F 17 ・ G 17 グ リ ッ ド に ま た が り 位 置 す る 住居跡。

住居 の 平面形態 は方形で、 長軸 4 m 88cm . 短軸 4

m 18cm を 測 る 。 壁高 は、 東西壁で、最高60cm を 測 っ た。

床 面 は、 東壁側 を 除 き ほ ぽ全範囲 に わ た り 硬化面

が認め ら れた。 南西部 に 一段盛 り 上 が っ た 部分が認

め ら れた 。 焼 土 は住 居 跡 内 の 北 西 側 に 認 め ら れ た。

そ の 平面形態 は45cm X 30cm程度 の 長方形 を 呈す。 そ

の厚 さ は 1 cm前後で あ る 。 ま た そ の 周 辺 に 少量の炭

化物が認め ら れた。 柱穴 は 3 個検出 さ れた が、 主柱

穴 と な る も の は 2 個で 、 2 本柱の構造が想定 さ れる 。

ま た 南側壁の貯蔵穴状の も の は後世の も の で あ る 。

遺物は、 北側部分 の 埋 土 の 上 層 に 集 中 し て 出 土 し

た が、 多 く は縄文晩期 の 土 器片 で流れ込み に よ る も

の と 考 え ら れ、 こ の住居跡 に 伴 う も の は西柱穴周辺

よ り 数点が出 土 し て い る に す ぎな い。

7 号竪穴式住居跡 (第133図}
J 9 グ リ ッ ド 内 に位 置 す る 住居跡で あ る 。 削 平 さ

れ 一 部 不 明 な所があ る が、 住居の平面形態は不整な

方形で、 長軸 3 m90cm ・ 短軸 3 m70cm を 測 る 。 壁高

は、 最高 10cm に も 満た な い状況で あ っ た。 硬化面の

発達 も 認め ら れな か っ た。 住居 内 中 央 に 焼 土 が存在

す る が、 厚 さ は 1 cm に も 満 た な い。

柱穴は 5 {固検出 さ れた が、 主柱穴 と な る も の は 4

個で、 4 本柱の構造が想定 さ れる 。 ま た I 点の遺物

も 出 土 し な か っ た。

8 号竪穴式住居跡 (第134図}

M 8  . M 9 グ リ ッ ド に ま た が っ て 位置 す る 住居跡、

東側 は里道 に よ り 削 平 さ れ、 南 西 部 は 9 号竪穴式住

居跡 に よ り 破嬢 さ れて い る 。 住居 の 平面形態 は方形

で 、 現 況 で 長軸 4 m 95cm . 短軸 2 m 40cm 程 を 測 る 。

壁 高 は最高 5 cm程度 で あ る 。

床 面 は、 ほ ぽ全範囲 に わ た り 硬化面が認め ら れた。

焼土が住居跡の 中 央 に 認め ら れ る 。 そ の 平面形態 は

105cm X 70cm の 不 整 な 楕 円 形 を 呈 し 、 そ の厚 さ は l

cm程度 で あ る 。

柱穴は 5 個検出 さ れた が主柱穴 と な る も の は 2 個

で あ る が、 北 西 に 片 寄 っ て い る こ と か ら 本来 は 4 本

柱の構造で あ る と お も われ る 。

遺物 は住居跡 中 央部 を 中 心 と し て 聾形土器の小破

片等が出 土 し た。 全体の 出 土 量 は少 な い。

9 号竪穴式住居跡 (第134図}
一 部北東隅 が 8 号竪穴式住居跡 と 重複 し て い る 住

居跡で あ る 。 住居の 平面形態 は方形で、 長軸 3 m 84 

cm ・ 短軸 3 m73cm程 を 測 る 。 壁 高 は、 東側壁で最高

23cm を 測 っ た。

床 面 は、 ほ ぽ全範囲 に わ た り 硬化面が認め ら れた 。

焼 土 が住居跡の 中 央部 に 認め ら れる 。 そ の 平面形態

は35crn前後の 円 形 を 呈す。

柱穴 は 3 個 、 焼土 を 挟み南北 に検出 さ れた が、 主

柱穴 と な る も の は 2 個 で 、 2 本柱の構造が想定 さ れ

る 。 遺物 は、 高杯 や須恵器の 杯 が 出 土 し た が、 少 量

で あ っ た。

1 0号竪穴式住居跡 (第135図 )

L 8 グ リ ッ ド に 位 置 す る 住居跡であ る 。 住居 の 平

面形態 は方形で、 長軸 2 m 20cm ・ 短軸 2 m 13cm程 を

測 る 。 検 出 さ れた住居跡の な かで は最 も 小規模 で あ

り 、 住居跡 と 断定 し て い い か若 干 疑 問 が残 る 。 壁 高

は東側壁で・最高30cm程 を 測 っ たっ

床 面 は、 ほ ほ全範囲 に わ た り 硬化面が認め ら れた

が、 焼 土 は埋土 中 に ブ ロ ッ ク 状 に認め ら れた 。

柱穴は 2 個検出 さ れた が、 後世の も ので住居 跡 に

伴 う も の で はな い。

遺物 は重要形 土 器 ・ 高月二な ど が出 土 し た 。
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第 5 節 古墳時代の遺構 と 遺物

1 1 号竪穴 式住居跡 ( 第 1 35図}

K 8 ・ L 8 グ リ ッ ド に ま た が っ て 位 置 す る 住居跡

住 居 の 平 面形態は方形で、 長市ill3 m 60cm . 短判13 m 

35cm程 を 測 る 。 壁 高 は、 北側壁てe最高19cm程 を 測 っ

た。

床 面 は ほ ぼ全範 囲 に わ た り 硬 化 面 が認 め ら れ た 。

焼 土 が住居跡の 中 央 に 認め ら れる 。 そ の 平面形態は

印刷例。，u勾tレum

 
A 

σ ロ o {j)
O 

。
p 

。

l05cm x 68cm の 不 整 な 楕 円 形 を 呈 す 。 焼 土 の 範 囲 内

に 25cm前後の 円 形の浅い掘 り 込み が見 ら れる 。 後述

す る よ う な 埋費炉の可能性 も あ る 。

柱穴 は数多 く 検出 さ れた が主柱穴 と な る も の は不

明 で あ る し 、 い ずれも 浅 い掘 り 込み で あ る 。

造物は住居 跡 中 央部 を 中 心 と し て 費形土器 ・ 高杯

な どが出 土 し た 。
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第 5 節 古墳時代の遺構 と 造物

1 2号竪穴式住居跡 ( 第 1 36図)

L 7 グ リ ッ ド に位 置 す る 住居跡。 住居の平面形態

は方形で、 長軸 4 m 65cm . 短軸 4 m45cm を 測 る 。 壁

高 は、 最 高 で45cm を 測 っ た。

床 面 に は、 ほ ぽ全範囲 に わ た り 硬化面が認め ら れ

た が 、 焼 土 は認め ら れな か っ た。 し か し 住居跡の 中

央 に 費形土器の底部が埋め ら れて お り 、 埋費炉 と 考

え ら れ る 。 土器の 内 面 全 面 に 黒 く 煤が付着 し て いた。

柱穴 は17個検出 さ れた が主柱穴 と な る も の は不明で

あ る 。

造物は、 上記の費形土器以外に須恵器の蓋や石銑

等 が出 土 し た が、 床 面 よ り か な り 浮いた状態での出

土 で あ る 。

<[ 

1 3号竪穴 式住居跡 ( 第 1 37図}

N 7 グ リ ッ ド に位置す る 住居跡。 西 側 は里道 に よ

り 削 平 さ れ、 南側 は14号 竪穴式住居跡 に よ り 切 ら れ、

北側 も 削平 を う け辛 う じ て 床 面 の 一 部 が残 っ て い る

程度で あ る 。 床 面 は、 ほ ぽ全範囲 に わ た り 硬化 面 が

認め ら れた 。 14号住居跡側 に焼土が認め ら れ る 。 柱

穴 はE在認で き て い な い。

遺物 は土 器の 細 片 が極少量 出 土 し た が、 図化 に 耐

え る も の はな か っ た。

1 4号竪穴 式住居跡 ( 第 1 37図)

南側壁 が12号竪穴式住居跡 と 重複する 住居跡。 住

居 の 平 面形 態 は方形 と 考 え ら れる が東側壁の 立 ち 上

が り は 不 明瞭であ る 。 長軸 5 m 5 cm . 短軸 4 m 25cm 

程 を 担u る 。 壁 高 は最 高で25cm程 を 測 っ た。
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第 5 節 古墳時代の遺構 と 遺物

床 面 は、 中 央部 に 硬化 面 が認め ら れ る が、 特 に 東

壁側で 不 明瞭 と な る 。 焼 土 は住 居 跡 中 央部 よ り やや

北側 に 認 め ら れ、 浅い掘 り 込み を も っ。 そ の掘 り 込

み は50crn x 35crn程の楕 円形で深 さ 約 11cm を 測 る 。

柱穴 は数多 く 検出 さ れた が主 柱穴 と な る も の は 2

個 で 、 2 本柱の構造が想定 さ れる 。

造物 は、 壷形土器 - 艶形土器 ・ 高杯の他に須恵、器

の 蓋 も 出 土 し た。 須恵、器は床 面 よ り かな り 浮いた状

態 の 出 土 で あ る 。

1 5号竪穴式住居跡 ( 第 1 38図 )

14号 竪 穴 式住 居 跡 の す ぐ 南側 に 位 置 す る 住 居跡。

住居の 平面形態は長方形で、 長 軸 4 m35crn . 短調h 3 

m 10crn程度 を 測 る 。 壁 高 は最高で20cm程 を 測 っ た。

床 面 は、 ほほ全範囲 に わ た り 硬化面が認め ら れた。

焼 土 は、 住居跡の 中 央部 や や 西 寄 り で検出 し た。 わ

ずかに 浅い掘 リ 込み を も ち 、 そ の 平 面形態 は70cm x 

40cm程の 不 整 な 楕 円 形 を 呈 し 、 深 さ 7 cm程度東側 に

行 く に つ れ浅 く な る 。 柱穴は 6 個検出 さ れた が主柱

穴 と な る も の は不 明 で あ る 。

造物は、 壷形土器 ・ 費形土器 ・ 高杯 ・ 須恵器 な ど

が 出 土 し た。

1 6号竪穴式住居跡 ( 第 1 38図 )

N 6 . N 5 グ リ ッ ド に ま た カt っ て 位; 置 す る イ主 居

跡。 西側 は里道及 び17号 竪穴式住居跡 に よ り 削 平 さ

れて い る が、 住居 の 平面 形 態 は一辺 4 m40crn程度の

方形 を 呈 す る 。 壁 高 は最 高で20crn を 測 っ た。

床面は、 ほ ぼ全範囲 に わ た り 硬化面が認め ら れた。

焼 土 が住 居 跡 の 中 央 よ り や や 南 西 側 に 認 め ら れ る 。

浅い掘 り 込み を も っ。 そ の 平面形態は75crn X 50cm程

度 の 不 整 な 緒 円 形 を 呈 し 、 深 さ は12cm程であ る 。

位穴は数多 く 検 出 さ れた が主柱穴 と な る も の は焼

仁 を 挟 み ほ ぽ南北に 2 個 で あ り 、 本来 2 本柱の構造

で あ る こ と が想定 さ れ る 。

造物 は住届跡 中 央部 を 中 心 と し て 翌日三 土 器 の 口 縁

部や底部片 な ど が出 土 し た。

1 7号竪穴式住居跡 ( 第 1 38 図 )

16号竪穴式住居跡 と 重復す る 住居跡であ る 。 住居

の 平 面 形 態 は削 平 を う け 東側壁がわずかに残存 す る

符度 で 不 明 で あ る 。 且Z高 は最高で30cm を 測 っ た。

床 面 に は、 l政化 而 は認め ら れ た が、 柱穴 に つ いて

156 

は不明で あ る 。

遺物 は艶形土器片 や須恵器杯 が 出 土 し た。

1 8号竪穴 式住居跡 ( 第 1 39図 )

0 5 杭周 辺 に 位 置 す る 住居跡。 住 居 の 平面形態、は

方形で、 長軸 5 m95crn ・ 短軸 5 m 75crn を 測 る 。 全体

的 に 削 平 を 受 け て る た め壁 高 は最 高で15crn程度で あ

る 。

床 面 は 中 央 部分 に は硬化面が認め ら れた が四 隅 は

微量の炭化物混 じ り で かな り 柔 ら か い。 焼 土 は住居

跡の中 央で検出 し た。 そ の 中 央部 分 に は径30crn前後

の浅い穴があ り 黒 く 硬化 し て お り 、 土 器 を 埋め て い

た こ と を 伺 わせ る 。 焼土の範囲 は 1 m X 40crn前後の

不 整形 を す る 。

柱穴は数多 く 検 出 さ れた が 主柱穴 と な る も の は 4

個 で あ り 、 4 本柱の構造であ る 。

造物は費形土器 ・ 高杯 な ど が出 土 し た。

1 9号竪穴式住居跡 ( 第 1 40 図 )

南 西側 が18号竪穴式住居 跡 に 切 ら れて い る 住居跡

で あ る が、 床 面 が18号 竪穴式住居跡の 床 面 よ り 深か

っ た お か げで 、 全体形 を 伺 い 知 る こ と がで き た。 住

居 の 平面形態 は方形で あ り 、 長軸 5 m 30crn . 短靭11 5

m を 測 る 。 全体的 に 削 平 を 受 け 壁 高 は最高iて'25cm程

度 で あ る 。

床 面 は 中 央 部 に l硬化面が認め ら れる が、 途 中 で 不

明瞭 と な る。 焼 土 は住居跡 中 央 部 よ り やや南側 に 認

め ら れ、 わ ず か に 浅 い 掘 り 込 み を も っ 。 そ れ は30

crn X 15crn程度 で 、 深 さ 5 crn程度の楕 円 形 を な す。

柱穴は11個検 出 さ れた が 主柱穴 と な る も の は 4 個

で 4 本位の構造で あ る 。

造物 は主主形土器な ど が出 土 し た。

20号竪穴 式住居跡 ( 第 1 41 図 〕

P 5 杭周 辺 に 位 置 す る 住居跡で一部 を 土坑 に よ り

破線 さ れて い る 。 イ1二居の 平 面形態 は全体 的 に 削 平 を

受 け て お リ 、 南 東 側 の 平 面 形 態 は 不 明 瞭 で あ る が、

方形 プ ラ ン と 考 え ら れ、 長軸 4 m 70cm . 短軸 4 m40 

cm を 測 る 。 壁 高 は最 高 で:'15crn程度 で あ る 。

床 I師 も 、 樹被等で倣模 さ れて る 部分が多 し 、 がI:�I 央

部分 に は硬化面が認ゆ ら れた。 焼 土 は、 住居跡の 中

央で 2 箇所倹出 し た3 そ の 一 方 に は筏15crn ・ 深 さ 10

cm粍度の浅い穴があ り 黒 く 便化 し て お り 土 器 を 侃
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第 5 節 古墳時代の遺構 と 遺物

え て た こ と を 伺 わ せ る 。 柱穴は数多 く 検出 さ れた が

主柱穴 と な る も の は 4 佃 で あ り 、 4 本柱の構造であ

る と 想定 さ れる 。

遺物の 出 土量 は少 な か っ た。

21 号竪穴 式住居跡 ( 第 1 41 図 )

20号 竪穴式住居跡の南側 に 位 置 す る 住居跡であ る 。

住居の平面形態は方形 で あ る 。 長i/ídJ 3 m 70crn ・ 短軸

3 m40crn程 を 測 る 。 壁 高 は最 高で30crn程度 で あ る 。

床 面 は、 中 央 部 に 硬化面が認め ら れ る が、 途 中 で

不 明瞭 と な る 。 焼 土 は住居跡 中 央 部 に 認 め ら れる が、
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後世の穴 に よ り 破嬢 さ れて い る が、 60crn x 45crn程の

楕 円 形の浅い掘 り 込み を も っ。 深 さ は約 10crn程度 で

あ る 。

柱穴 は10個検出 さ れた が主柱穴 と な る も の は不明

で あ る 。

造 物 の 出 土 量 は極わずかで あ っ た。

22号竪穴式居跡 ( 第 1 42図)

N 4 杭周 辺 に 位 置 す る 住 居跡。 住居の平面形態は

方形だ が、 削 平 が著 し く 西側壁 はわず か に 壁 が 立 ち

上 が る 程度 で不 明瞭で あ っ た。 長戦]J 5 m ' 短軸 4 m
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1 9号竪穴 式住居跡実測 図第140図

な か っ たcま た 壁高 は最高で25crn程度 で- あ る C90c皿程 を 測 る 。

柱穴 は数個 が検出 さ れた が 主柱穴 と な る も の は 4ま た 住居床 面 中 央部分 に は硬化 面が認め ら れた。

4 本柱の構造で あ る と 想定 さ れ る 。個 で あ り 、内 の ほ ぼ 中 央北寄 り に 径 1 m . 深 さ 15crn ほ どの浅い

そ の 多 く は細片遺物 は姿形 土 器等 が 出 土 し た が、下層 に黄色み を 帯びた 焼 土 が、掘 り 込み を 検出 し た。

で あ っ た。ま た 上l-.層に は赤み を 帯 び た 焼 土 が堆積 し て い た 。

23号竪穴 式住居跡 ( 第 1 42図)そ層 の 焼 土 は掘 り 込み部分以外 に も 広 が っ て い る U

0 3 ・ 0 4 グ リ ッ ド に ま た が っ て 位 置 す る 住 居の他数箇所 に 焼 土 及 び炭化物 が認め ら れ る 。 炉 に伴

跡c 南 側 が削 平 さ れて い る が、 住 居 の 平 面形態 は l上層 の焼土 は焼 失時の も のう 焼土 は 下層の も の で 、

たま辺 が 4 m 50crn程度 の 方形 で あ る と 推察 さ れ る 。一 方住居 内 の 南 東部 に はで はな い か と 考 え ら れ る 。

壁 高 は最高で'23crn程度 で あ る 。

床 面 は、 ほ ぽ全 面 に 硬化 l面 が認め ら れ た の 焼 t: をし か し 北 西 部 分 に は認め ら れ
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断続的 に 唆際 に 巡 る 。
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住居 内 の 中央付近で検 出 し た。 し か し 後世の浅い掘

り 込み に よ り 削 平 を 受 け て い る た め そ の 平面形態等

は不 明 で あ る 。

柱穴 は数多 く 検出 さ れた が主柱穴 と な る も の は 4

個 で あ り 、 4 本柱の構造であ る と 推定 さ れる 。

遺物 は、 須恵器高杯が柱穴の 中 か ら 出 土 し て い る 。

⑨ 

第 田 章 調査 と その成果

24号竪穴式住居跡 (第143図}
P 3 グ リ ッ ド に 位 置 す る 住居跡で、 南側 は削 平 さ

れ、 北西側は土坑 に よ り 破壊 さ れて い る 。 一辺 が 4

m40crn程度 の方形 プ ラ ン を 呈す る 。 ま た 壁 高 は、 最

高で15crn程度 で あ る 。

床 面 は ほ ぼ全 面 に 硬化面 が認め ら れた が、 焼 土 は
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第 5節 古墳時代の遺構と遺物

認 め ら れな か っ た。 し か し住居跡の 中 央 に 聾形土器

の 底 部 が埋め ら れて お り 、 埋聾炉 と 考 え ら れ る 。 土

器 の 内 面 は全 面 に煤が付着 し て いた。 柱穴 は数個 が

検 出 さ れた が主柱穴 と な る も の は不 明 で あ る 。

遺物の 出 土 量 は少 な い。

25号竪穴 式住居跡 ( 第 1 43図 )

F lO ・ F ll グ リ ッ ド に ま た が っ て 位 置 す る 住居跡。

全体的 に 削 平 を 受 け て お り 、 床 面 ら し い硬い部分が

存在 し た。 し か し そ の範 囲 は不明瞭で あ る 。 ま た焼

2 号

〈ゐ� 見

L 0.5 1 2 m 

土 も 認め ら れ、 柱穴の 一部 も 確認 さ れ、 多 量 の 土 器

が 出 土 し て い る こ と か ら 住居跡で あ る こ と は確かで

あ る が、 平面形態 に つ い て は不 明 瞭 な 点 があ る こ と

を 記 し て お き た い。

26号竪穴 式住居跡 ( 第 1 44園 )

D 7 グ リ ッ ド 周 辺 に位 置 す る 住居跡。 全体的 に 削

平 を 受 け て い る が、 床 面 ら し い 堅 い部分が存在 し た。

し か し そ の範 囲 は不 明 瞭で あ る 。 ま た焼 土 や炭化物

が認め ら れ、 柱穴の 一 部 も 確認 さ れ、 わずかな が ら

c:::， z.グ 1 号
⑥ 

A A ' 

全一一 L = 176.500 � 
= ユベ...，�l-t�==�C===ー

3 号
⑩ 

。 0.5 1 m 

第 1 45図 1 ...... 3 号土坑実測 図
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で はあ る が土器が 出 土 し て い る こ と か ら 住居跡で あ

る こ と は確かで あ る が、 平面形態 に つ いて は不明瞭

な 点 があ る 。

出 土遺物 と し て は、 小 型丸底壷の 小破片 が出 土 し

た が、 整理中 に筆者の 不 手際で紛失 し て し ま っ た。

27号竪穴 式住居跡 ( 第 1 44図 )

E 7 グ リ ッ ド に 位 置す る 住居跡。 南 西 側 が削 平 さ

れて い る 。 住居の 平面形態 は一辺が 4 m 50cm程度の

方形 を 呈 す る 。 ま た 壁 高 は 最 高 で 17cm 程 度 で あ る 。

床面 は中 央部分 に 硬化 面 が認め ら れた。 焼 土 は、 住

居 内 北西隅で検出 し た。 そ の 平面形態 は50叩 X 30cm

程度 の椅 円 形 を 呈す。 厚 さ は 1 cm前後て' あ る 。 ま た

数箇所 に 微量 だ が炭 化 物 が認 め ら れた。 柱穴 は l 個

のみの検 出 てヘ そ の構 造 は不 明 で あ る 。

遺物 は脚台付 き の鉢な どが 出 土 し た。

2 . 竪穴式住居跡 出 土 の遺物

① 土器
1 号竪穴 式住居跡 ( 第 1 46 ・ 1 47図 1 -22) 

1 --- 7 は費形土器で あ る 。 1 は頭部 に ほ と ん ど く

びれ を も た ず、 口 縁部 は直立気味 に 立 ち 上 が る 。 2

は頚 部に く びれ を 持 ち 、 口 縁部 は外反 す る 。 最大径

は 口 縁部 に あ る 。 3 も 頚 部 が く びれ、 [J 縁部がわず

か に 外反す る 。 頭部 に 突帯 を も つ が刻 目 を 有 し な い0

4 --- 7 は頭 部 に 刻 目 突帯 を 持 つ も の で あ る 。 頚部の

く びれがほ と ん ど認 め ら れ な い も の ( 4 ) 、 く びれ

る も の ( 5 ) . く びれな い も の ( 6 ) が あ る 。 7 は

6 と 同 - 個体 と 考 え ら れ る 。

9 --- 11 は小型壷で あ る 。 完形品 がな く 全形 を 知 る

こ と がで き な い が、 球形の胴 部 に 大 き く 外反 す る 口

縁部 を 持 つ と 考 え ら れ る 。

12 --- 15は壷で あ る 。 12 は 口 縁部が : 重 口 縁気味に

なる 13は球形の胴 部 か ら 口 縁が直線的 に 外 反 す る 。

最 大 径 は胴部 中 位 に あ る 。 15は球形の胴 部 に ゆ る や

か に 外反 す る 口 縁 部 が付 く 。

16は高杯 の脚部、 17は ミ ニ チ ュ ア k 端 で あ る 。 18

--- 22 は底 部 片 で あ る 。 上 げ底 の も の (8 ) 、 平底

( 19 ・ 20) 、 わ ずか に 丸み を 帯びた 凸 レ ン ズ状の も の

( 21 ' 22 ) が あ る 。

第 皿 章 調査 と その成果

2 号竪穴式住居跡 ( 第 1 47 園 23 ・ 24)

いずれ も 費形土器で あ る 。 24は頭部 に く びれ を 持

ち 、 口 縁部 は直線的 に 外 反す る 。 最 大径 は 口 縁部 に

あ る 。

3 号竪穴式住居跡 ( 第 1 48..... 1 51 園 25.....44)

25 は鉢形土 器で 口 縁部がわずかに外反 す る 。

26--- 28 ・ 30--- 32 ・ 35--- 37 は費形土器で あ る 。 26....... 

28は頭部 に ほ と ん ど く びれ を 持 た ず、 ま た 胴 部 に 張

り を 持 た な い も ので、 い ずれ も 頭部 に 刻 目 突帯 を 有

す る 。 27は 口 縁部 が外反 す る 。 ま た 底 部 は突 出 気味

の 平底 に な る 可能性が高 い。 28は平底 と な る 。 い ず

れも 最 大 径 は 口 縁 部 に あ る 。 一 方35....... 37は頭部 に 刻

目 突帯 を 持 た な い も の で 、 頭 部 に く びれ を 持 ち 、 口

縁部 は直線的 に 外反 す る 。 最 大 径 は35は胴 部 に 、 36

は 口 縁部 に あ る 。 ま た36の底部 は丸み を 帯びた 凸 レ

ン ズ状 に な る 。

29 ・ 33 ・ 34 は壷 形 土 器で あ る 。 29は球形の胴部で、

頭部 に 刻 目 突帯 を 有 す。 33 ・ 34はやや 小 型の も の で

球形の 胴 部 に 、 33 は 二 重 口 縁気味の 口 縁が外反 す る 。

34は 口 縁 部 が 内 湾す る 。

41 ・ 42は平底で費形土器の底部で あ る と 思われる。

38--- 40は高杯 で あ る 。 38 ・ 40は脚部の裾 部 が広 が

る も の で あ る 。 39 は脚 部 が 「 ハ J の 字状 に 広 が る 。

杯 部 は、 明 瞭 な 稜線 を 持 た ず椀状 に な る 。 43 ・ 44は

いずれ も 破片 で 全形 を 知 る こ と が 出 来 な い が、 43 は

壷形土 器 に な る と 思わ れ、 肩 の 張 る 胴 部 に わず か に

外反 す る 1 J 縁 部 が つ く c 44は 直 口 す る 口 縁部が付 く 。

4 号竪 穴 式住居跡 ( 第 1 51 図45.....47 )

45 は聾 形 土 器 で 、 頚部がわずか に く びれ、 口 縁 部

が外反 す る 。 類 部 に 刻 目 突帯 を も っ。 底 部 は尖 り 気

味の 平底 で あ る 刊 最 大 径 は 口 縁部 に あ る

46はや や 小 型 の 帝ー で・球形の胴 部 に 外反す る 口 縁部

が付 く ♂

47は高何で. 外 部 は I 1 縁 部 に 向 か つ て 直線的 に 外

に 延 び る も ので亦 部 下 位 に 屈 折 部 が あ る 脚 部 は裾

部が屈折 し て 広 が る も の で あ る 。

5 号竪 穴 式住居跡 ( 第 1 52- 1 54図48-74)

48 "' 57 ・ 61 は費 形 土 器 で あ る n 頭部 に 刻 目 突帯 を

持 つ も の ( 48--- 55 ) と 持 た な い も の ( 56 ・ 6 1 ) が あ

る 。 五IJ 目 突帯 を も つ も の は、 顕 部の く びれが司脅 し 、 も

- 1 65 -



第 5 節 古墳時代の遺構 と 遺物

の が多 く 、 く びれ がほ と ん ど認め ら れず、 口 縁部が

わずかに外反 す る も の ( 48 ・ 52 ・ 54 ・ 55 ) と 口 縁部

が直立気味 に 立 ち 上 が る も の ( 51 ・ 53 ) があ る 。 そ

の他頚部がわずか に く ぴれ、 口 縁部が外反す る も の

( 49 ・ 50 ) が あ る 。 50は底 部 がや や 丸 み を 帯 びた 凸

レ ン ズ状の も の に な る 。

一 方刻 目 突帯 を 有 し な い も の も 、 頚部の く びれが

ほ と ん ど認め ら れず、 口 縁部がわずか に外反す る も

の ( 56) と 頚部 が く ぴれ 口 縁部 がわずか に外反す る

も の ( 57 ・ 61 ) が あ る 。

60 ・ 68""' 74は胴部及 び底部片 で あ る 。 底部は平底

の も の ( 71 ""'73) ・ 丸底 ( 74 ) と 短い脚が付 く も の

( 68) があ る 。

58 ・ 59 ・ 62 ・ 63 ・ 64 は壷形土器であ る 。 58 ・ 59は

球形の胴 部 を 持 つ も の で 、 58は短 く 外反 す る 口 縁部

を も っ。 62は器形が不 明 だ が、 頚部 に 刻 目 突帯 を も

っ。 63 は二重 口 縁 を 持 つ 。 64は小型の壷で あ る 。

65""'67は高杯で 、 い ずれも 脚部のみで あ る 。 65 ・

66は 「 ハ J の 字状 に 脚 が聞 く 。 67は裾部で屈 折 し て

広 が る も の で あ る 。

6 号竪穴 式住居跡 { 第 1 55園75...... 78)

75は底 部 か ら 胴 部 に か け て 残存 す る 費 形 土 器 で 、

底部は尖 り 気味の 丸底 で あ る 。 76は脚部片 で 直線的

に 大 き く 外 に 聞 く 。 77 ・ 78は高杯の脚部で裾 部で屈

折 し て 広 が る も の で あ る 。

8 号竪穴 式住居跡 ( 第 1 55園79 ・ 80)

と も に 口 縁部片 で、 79は椀形 土 器。 80は刻 目 突帯

を も っ費形土器で あ る 。

9 号竪穴 式住居跡 ( 第 1 55園81 ......85)

81 は費形土器片、 82 ・ 83 は高坪の脚部の 上位部分

で あ る 。 84 は須恵器の杯身で あ る c 立 ち 上 が り は内

傾気味 に 立 ち 上 り 、 端部は内傾す る が、 明確な段は

認め ら れな い 、 底 部外面部分 に 回 転ヘ ラ 削 り を 施すc
焼成 は悪 く 、 全体的 に シ ャ ープで な い。 85 も 須恵器

の費の 口 縁部片 で あ る 。

1 0号室穴 式住居跡 ( 第 1 55園86......90)

86 ・ 87 は費形土器で顕部が く びれ、 口 縁部が弱 く

外反す る 。 87 は 口 縁が短 く 最 大 径 は胴部 に あ る 。

88は須恵器の 蓋 と 忠、われるc 1 1 縁端部は外傾す る

も の の 明 瞭 な段 は認 め ら れな い 天 井 部付近 に わ ず

か に 回転 ヘ ラ 削 り が認め ら れ る 。 89 ・ 90は高杯の脚

部で あ る 。 す べ て の 土器 が床 面 よ り 浮 い た 状 態 で あ

っ た。

1 1 号竪穴 式住居跡 ( 第 1 56園91 ......95)

91 . 94 ・ 95は費形土 器 の胴 部 か ら 底部 に か け て の

も の で あ る 。 91 は丸底気味で 、 94は上底、 95は平底

を 呈す。 93は高杯の脚部片 で あ る 。

1 2号竪穴 式住居跡 ( 第 1 56図96...... 1 00)

96は費形土器の胴部片。 97 ・ 100は底部 片 で 、 97

は平底 で埋聾炉 と し て 使用 さ れて い た も の と 考 え ら

れ る 。 内 面全体に煤が付着 し て お り 、 外器面はかな

り 脆 く な っ て い る 。 100 は 尖 り 気 味 の 丸底 で あ る 。

98 ・ 99は須恵器の蓋であ る 。 98は歪みがひ ど く 、 偏

平 な つ ま み を 有す。 天井部 に 回転ヘ ラ 削 り の痕跡が

認め ら れ る 。 99 はナデ調 整 を 施す。 口 縁部先端 を つ

ま み 出 す。 97以外 は床 面 か ら か な り 浮いた状態での

出 土で あ る 。

1 4号竪穴式住居跡 ( 第 1 56図 1 01 ...... 1 1 2)

1 0 1 ""' 103 は壷形 土 器 で 10 1 は 口 縁 部 が外 反 す る 。

102 は 口 縁部が内湾気味 に 丸味 を も っ て 立 ち 上 が る 。

104 ・ 105は費形土器 の 刻 目 突帯の部分で あ る 。

106 ""' 108は高杯 で 、 106 は本来 台付鉢 と 呼 ん だ ほ

う が良 い の か も し れ な い が、 亦 部 は 口 縁部 に 向 か い

や や 丸み を も ち 、 大 き く 外 に 聞 く 、 杯部下位 に 明 瞭

な稜線 は認め ら れな い。 107の杯部 は 口 縁部 に 向 か

つ て 、 直線気味 に 聞 く 、 亦 部 下 位 に 明瞭な稜線 を 持

つ。 108は脚部で 「 ハ」 の 字状 に脚が聞 く 。

1 1 1 ・ 1 1 2 は 須 恵、 器 蓋 で 、 偏 平 で 維 な 造 り で あ る 。

1 1 1 は し っ か り し た つ ま み が付 く 。 口 縁部先端 はわ

ず か に つ ま み出 さ れて い る 。 錦 町下 り 山 7 ・ 8 号窯

跡 出 土 の も の に 類似す る 。 111 ・ 112は流れ込みの I可

能性が高い。

1 5号竪穴 式住居跡 ( 第 1 57図 1 1 3...... 1 31 )

1 1 3 � 1 15 は壷 形 t: 器 で 、 球形の胴 部 に 、 短 く わ ず

か に 外 反 す る 仁 | 縁部が付 く ，. 1 13 は頭 部 に 刻 目 突帯

を 有 す。

116 � 1 19は聾形 i:器の 口 縁部 片 及 び胴部片で あ る

刻 目 突帯はやや幅が広 く 格子状の文様 を 施す も の も

あ る ( 1 16 ・ 1 1 7 )

120 は 須 恵 器 の 訴 で 、 肩 部 が張 る 特 殊 な 器 形 を E 54-
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す。 肩部 と 内面 に 自 然紬 が認め ら れ る 。 体部外面 に

は上下 2 本の沈線に よ っ て 区画 し た箇所に刺突文 を

施す。 他の須恵器 と 比較す る と 丁寧な作 り で あ る が、

施 文 はやや粗い。 121は平底の鉢、 122 ・ 123 は丸底

の椀。 124 ・ 125は高亦の脚部で 「ハJ の字状 に脚が

聞 く も ので あ る が、 脚 内 面 は上位で屈折 し 稜線 を 有

す。 126� 128は底部で、 126は円盤状の底部、 127は

丸底気味の底部、 128は平底 を 呈す。 129 � 13 1 は脚

部 で あ る が、 脚 が短 く や や 小 型の も の で あ ろ う 。

1 6号竪穴 式住居跡 ( 第 1 58図 1 32- 1 39)

132 � 134 は費形土器 の 口 縁部 片 で頚部 に 全 く く

びれが な く 直行 す る も の で 、 刻 目 突帯 を 有す。 135

� 139 は底 部 片 で 、 135 は丸 底 、 13 6 は や や 上底 気

味 の 平底 、 137 は 丸 み を 帯 び た 凸 レ ン ズ状 の 平底 、

138は低 い脚 が付 く 、 ま た 139 は 丸 み を 宇野 ぴた 平底

を 呈す。

1 7号竪穴式住居跡 ( 第 1 58図 1 40- 1 47)

146 は須恵器の坪身 で あ る 。 立 ち 上 が り は 内 傾 し 、

端部 は丸み を 帯 び る 。 147は須恵器の 小 型 壷 で あ る

が、 疎の 可能性も あ る 。 頭部外 面 に波状文 を 施 し 、

ま た体部外面 に は上下 2 本の沈線 に よ り 区 画 し た箇

所 に刺突文 を 施す。 そ の他 は頚部 に 刻 目 突帯 を 有す

る 口 縁及 び胴部片 で あ る 。 頚 部 に く びれ を 持た な い

も の ( 141 ・ 143� 145 ) と 愛 に な る と 考 え ら れ る も

の ( 140) があ る がし 、 づれ も 小破片 の た め に 詳 細 は

不 明 で あ る 。

1 8号竪穴 式住居跡 ( 第 1 58図 1 48- 1 50)

148は姿形土 器 の 口 縁 部 片 で頭部の く びれが全 く

認め ら れな い も ので、 刻 白 突帯 を 有す。 149 ・ 150は

高杯 で 、 149は台付鉢 と 呼 ぶべ き も の か も し れ な い

が、 杯部下部 に わ ずか に 稜線 を 持 ち 、 口 縁 は直線的

に 立 ち 上 が る 。 150 は 高坪の脚部 で 、 裾部で屈折 し

て 広 がる も の と 考 え ら れ る 。

1 9号竪穴 式住居跡 ( 第 1 58図 1 51 - 1 55) 

151 は高杯の脚。 152 は壷 の胴部。 153 は頭部 に く

びれ を も ち 、 口 縁 部 はわ ず か に 外 反 す る 。 154 は尖

り 気味の丸底、 155 は突 出 気味の平底 を 呈す。

20号竪穴 式住居跡 ( 第 1 59図 1 56- 1 57)

156は刻 目 突帯 を 有 す が、 縄文時代の も の で あ る 。

157は丸底の椀で あ る 。

第 E 章 調査 と その成果

21 号竪穴式住居跡 ( 第 1 59図 1 58 ・ 1 59)

158は平底の胴部片 、 159は費形土器の 口 縁部片で

頚部 に く びれ を 持 た な い。

22号竪穴 式住居跡 ( 第 1 59図 1 60- 1 66) 

160 ・ 161 は費形土器の 口 縁 部 片 で 、 160は頭 部 に

全 く く びれ を も た な い。 161 は頚部 に わず か に く び

れ を も ち 、 口 縁部 は直立気味 に 立 ち 上 が る 。 162 は

椀 か。 163 は壷形土器の 口 縁部片 で 短い 口 縁部 が 直

立 気味 に 立 ち 上 が る 。 164は須恵器の壷 で鳳 に な る

可能性が高い。 球形の体部 に 文 様 は施 さ ず、 カ キ メ

調 整 のみ と な る 。 165 ・ 166は底 部 片 で平底 を 呈す。

23号竪穴 式住居跡 ( 第 1 59図 1 67 ・ 1 68)

いずれも 須恵器 で 167は有蓋高坪 で あ る 。 脚 部 は

透 か し を 持た ず、 ラ ッ パ状 に 外反 す る 。 杯部の 立 ち

上 が り は短 く 内傾 し 端部 は丸 み を 有 す。 168 は杯 身

で あ る 。 立 ち 上が り は短 く 内傾 し 端 部 は丸み を 有す

と 思わ れ る 。

24号竪穴式住居跡 ( 第 1 59図 1 69- 1 72)

170、 171は費形 土 器 の 胴 部 片 で 、 170 は幅 の 広 い

刻 目 突帯 を 有す。 172 は平底 を 呈す。

25号竪穴 式住居跡 ( 第 1 60 ・ 1 61 図 1 73- 1 84)

173 は球形の胴 部 に 二 重 口 縁 を も っ。 174 ・ 175 は

口 縁 部 片 で頭 部 に く びれ を も っ 。 176 は 小 型 の 壷 。

177 は倒 卵 形 の胴 部 で頭 部 に く びれ を 有 す。 179 �

182は高坪 で あ る 。 179 ・ 180は亦部 下 位 は ほ ぼ水 平

に 延 び る 。 脚 部 は 「ハJ の 字状 に 大 き く 聞 く も の と

思 われ る 。 181 は坪 部 は 口 縁部 に 向 か つ て 、 直線気

味 に 聞 き 、 亦部下位 に 明瞭 な 稜線 を 持 つ つ 脚 部 は循

部 で 屈 折 し て 広 が る も の で あ る 。 182 は亦 部 は 口 縁

部 に 向 か つ て 、 直線気味 に 聞 き 、 汗 部 下 位 に 稜綿 を

持 た な い。 183 ・ 184 は費形 土 器で あ る 183の 頭 部

はわず か に く びれ を 持 ち 、 直 立気味 に 日 縁 部 が 立 ち

t が る 。 方184 は刻 目 突帯 を 有 す 。 頚 部 に く びれ

を 持 たず、 口 縁部 がわずか に 外反 す る 。

27号竪穴 式住居跡 ( 第 1 61 図 1 85)

185 は器 高 が低 く 、 口 縁 部径 と 器 高 の 比 率 が ほ ぼ

同 じ 割合で あ る 。 低い脚 が付 く 。

② 鉄鯨 ( 第 1 63図 )

鉄鉱は、 図化 し た 以外 に 3 号 ・ 4 号 ・ 27号 竪 穴 式

住居跡 か ら も 出 土 し て い る 、 い ずれ も 鉄織 と 思われ
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る が、 残存状況は悪い。

1 � 5 はいずれも鉄鉱で、 l 号 ( 1 )  . 9 号 ( 2 ) ・

18号 ( 3 ) ・ 19号 ( 4 ) ・ 24号 ( 5 ) 竪穴式住居跡出

土 の も の で あ る 。 1 は l 号竪穴式住居跡 出 土 の も の

で有 茎柳葉式の鉄鉱で あ り 、 身 部 の 断面形 は レ ン ズ

状、 茎部の断面形は長方形 を 呈す る 。 2 は 9 号竪穴

式住居 跡 出 土 の有茎三角 式の鉄鉱で関部は内湾す る 。

身部の 断面 形 は レ ンズ状、 茎部の 断面 形 は長方形 を

呈す る 。 3 は18号竪穴式住居跡出 土の 小 型 の鉄鉱で、

圭頭斧箭式の鉄鉱で身部の 断 面 形 は本来薄い レ ンズ

状 を 呈す る も の と 思われる が、 錆びの た め に厚 く 丸

み を も っ た よ う に 見 え る 。 茎部の 断面形は正方形 を

呈 す る 。 4 は19号竪穴式住居 跡 ・ 5 は24号竪穴式住

居跡出 土 の も ので、 茎部分の み残存す る 。

③ 石製品 ( 第 1 64圃 ~ 第1 66図 )

l は 3 号竪穴式住居 跡 出 土の石皿で 火 を 受 け て 数

点 に 割れた状態で 出 土 し た。 窪みは見 ら れず、 敵打

痕跡のみ認め ら れ る 。 2 は 4 号竪穴式住居跡 出 土 の

も ので、 窪みが顕著で あ る 。 3 は22号 竪穴式住居跡

出 土の も ので あ る 。 窪 み は 2 に 比 べ る と 顕著 で はな

い が、 わずかに認め ら れ る 。 4 . 5 は12号竪穴式住

居跡出土の石皿で、 4 ・ 5 と も に 窪みが認め ら れる 。

特 に 5 は両面 に 窪みが認め ら れ る 。 縄文時代の石皿

と ほ と ん ど 同 じ も の で あ る 。 第 166図 の 不 明石 製 品

は、 3 号竪穴式住居 出 土。

3 . 土坑 ( 第1 45 図 )

1 

第 田 章 調査 と その成果

1 号土坑

J 21 グ リ ッ ド 内 に位置す る 。 平面形態 は不 整 な 三

角 形 を 呈 し 、 2 段 に掘 り 込 ま れて い る 。 1 段 目 の

深 さ は 7 cm前後で、 最大の深 さ は22cm を 測 る 。 脚台

付の鉢が出 土 し た。

2 号土坑

l 号土坑のす ぐ 南西側の 1 21 グ リ ッ ド 内 に 位 置 す

る 。 自 然 な ご く 浅い落 ち 込み と 考 え ら れ る 。 出 土遺

物 と し て は費形土器があ る 。

3 号土坑

K 9 グ リ ッ ド に位置す る 土坑で、 そ の 平面 形 態 は、

75crn x 72crn の楕 円 形 を 呈 す る 。 深 さ は64 crn 程 度 で 、

埋 土 は単層 で あ る 。 ま た 床 面 は比較 的 平坦で あ る 。

椀 ・ 費形土器が出 土 し た 。

4 . 土坑出土の遺物

1 号土坑 ( 第 1 61 図 1 89)

脚付 き の鉢で、 口 径 に 比 し て 器高 が低い。

2 号土坑{第 1 61 図 1 87 ・ 1 88)

187は高坪の杯 部 で 口 縁部 に 向 か い 直線 的 に 聞 く 。

坪 部下 位 に 明 瞭 な 屈 曲 を 持 つ 。 188 は 器 高 の 低 い 聾

形土器で、 口 縁部径 と 器高 の 比 率 が ほ ぼ 同 じ で あ る 。

わずかに く びれ を 持つ 頭部 か ら 直立気味 に 口 縁部 が

聞 く 。 底 部 は 円 盤状 を 呈す。

3 号土坑{第 1 62図 1 90 ・ 1 91 )

190は倒卵形の 胴 部 よ り 口 縁部 が外反 し て 立 ち 上

が る も の で 、 頚部 に 刻 目 突帯 を 有 す 。 19 1 は 小 型 の

椀で、 半球形の体部 に 外反 す る 短い 口 縁部がつ く 。
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5 . 遺構外出 土の遺物

① 土器 ( 第 1 61 ・ 1 62園 1 86 ・ 1 92-202)

186 は費形土器の胴部で、 底 部 は平底で、 器 高 に

比 し て 胴部径が小 さ く 、 張 り がな く 、 ずん胴形 と な

る 。 192 は壷形土器の胴部で あ る 。 卵形の胴 部 よ り

わ ず か に 外 反 す る 口 縁部が付 く と 思われる 。 193 は

壷形土器 の 口 縁部 で 二 重 口 縁 に な る 。 194は小型の

壷で、 球形の胴部か ら 口 縁部が外反す る と 考 え ら れ

る 。 195 ・ 196は聾形土器の 口 縁部で、 刻 目 突帯 を 有

し 、 頭部 に く びれ を 持 た な い も の で あ る 。 197�200

は高杯で あ る 。 201 は底部で上底状の短い脚 で あ る 。

202 は須恵器の蓋杯でわず か に 稜 が認 め ら れ る 。 天

井部外面 に 回転へ ラ 削 り 調 整 が認 め ら れ る 。 口 縁端

部 は段 を 有す。

② 装飾品 ( 第 1 67 図 )

l 点管 玉が F 区 よ り 出 土 し て い る 。

6 . ま と め

古墳時代 も 沖松遺跡の 主体的 な 位 置 を 占 め る も の

の 一 つ で あ る 。 こ れ ま で に 報告 し て き た こ と を 、 簡

単 に 整理 し て みた い。

ま ず住居構造 に つ いて で あ る が、 27基の竪穴式住

居跡が発見 さ れた。 そ の住居跡の構造 に つ い て 整理

す る 。

ま ず炉の構造 に注 目 す る と 、 O 類 : 焼土 の 痕 跡 も

認め ら れ な い も の ( 2 ・ 10号 ) 0 1 類 : 焼 土 だ け が

認め ら れる も の ( 1 ' 3 � 9 ・ 13 ・ 25�27号) 0 Il 

類 : 浅 い 掘 り 込 み を も つ も の ( 14 � 1 6 ・ 1 9 ・ 22

号 ) 0 m 類 : 埋費炉 を 有 す も の ( 11 ・ 12 ・ 18 ・ 20 ・

24号 ) が あ る 。 W 類 : 焼土 は認め ら れる が後世の土

坑な ど に よ り 破壊 さ れ不 明 な も の で 、 E 類か m 類の

可能性があ る も の (21 ・ 23号 ) 。

次 に 住居 の 大 き さ で あ る が、 ( LL) 一 辺が 7 m 越

え る も の ( 1 号 ) 0 ( L ) 一 辺 が 6 m 程 度 の も の

( 3 � 5 ・ 18号 ) 0 ( M ) 一辺が4.4� 6 m未満の も の

( 2 ・ 6 ・ 8 ・ 12 ・ 14 ・ 16 ・ 19 . 20 ・ 22� 24号 ) 。 そ

の 中 で も 2 ・ 1 9 ・ 22 号 住 居 跡 は他 に 比 べ 大 き い 。

( S ) 一辺が 4 m 以下の も の で あ る 。 ( 7 ・ 9 � 1 1 ・

21号 ) 。 そ の 中 で も 10号 は極端 に 小 さ い。 ( F ) そ の

他長方形 を 呈す も の ( 15 ・ 25号 ) で あ る 。

ま た柱構造で あ る が、 不 明 な も の が 多 い が 2 本柱

構造の も の ( 6 ・ 9 ・ 14 ・ 16号 ) と 4 本柱構造の も

の ( 3 � 5 ・ 7 ・ 8 ・ 18� 20 ・ 22 . 23号 ) が あ る 。

一 方住居跡の築造時期の前後関 係 は切 り 合 い に よ

り 、 3 号 ( 1 L 4 ) → 4 号 ( I L 4 ) 、 8 号 ( I M

4 ) → 9 号 ( 1 S 2 ) 、 13号 ( ? ) →14号 ( Il M 2 ) 、

O 5 ?
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17号 ( ? ) →16号 ( II M 2 ) 、 19号 ( II M 4 ) →18

号 ( llI L 4 ) と な る 。

次 に 竪穴 式 住 居 跡 出 土 の 土器 に つ い て で あ る が、

そ の 主体 を な す 費 ・ 壷 ・ 高杯 ・ 須恵、器 を 中 心 と し て

概観す る 。 ま た そ の年代的位置付 け は、 非常 に地域

色 の 強 し 、 土器で南九州 で 一般 に 「成川 式J と 呼称 さ

れて い る 土 器 に 類似す る も の で あ り 、 人吉 ・ 球磨地

方で調査例 が少 な い こ と よ り 、 鹿児島 ・ 宮崎の編年

を 参考 と す る 。 そ の他 中部九州 で は緑川 流域の土師

器の編年 を 、 須恵器 は陶邑編年 を 参考 と す る 。 た だ

し 住居跡の 削 平 の 関係 も あ る の だ ろ う が土器片 が少

量 し か出 土 し な い住居跡 と の格差 があ り す ぎて 、 住

居跡同士の土器の比較がで き に く い。 し か も 多量の

土器 を 出 土す る 住居 跡 で は、 形態的 に前後す る と 考

え ら れる よ う な 土器が一緒 に 出 土す る 。 削 平 を 受 け

て い る 住居跡で出 土遺物量が少 な い も の程流れ込み

の 可能性が高い。 ま た 年代決定の資料 と な る 須恵器

が出土す る 住居跡 に はほ と ん ど他の土器が出土 し て

い な い。 以上の よ う な状況か ら 住居跡の年代的位置

付 け ははな はだ 不確定な も の と な る 。

聾

費 は 突 帯 を 有 す る も の ( 1 ) と 有 し な い も の

( II ) の 大 き く 2 種 に 大 別 さ れ る 。 そ れ ぞれ頭 部 の

く びれの状態 に よ り 、 頚 部 が く びれる も の ( A ) と

く びれな い も の ( B ) の 2 種 に 、 更 に 口 縁部が緩や

か に 外 反 す る も の ( a ) と 直 線 的 に 外 反 す る も の

( b ) と に 分 け ら れ る 。 さ ら に 胴 部 下 半や底部形 態

l

m白

θ

O ーm
第 1 67 図 古境時代装身具実測 図

第 E 章 調査 と その成果

に よ り 更 に 細 分 は可能で あ る 。

聾 I A a 類 (50)

頚部 に 刻 目 突帯 を 有 し 、 頚部が く びれ、 口 縁 部 が

ゆ る や か に 外反 す る も ので あ る 。 5 号竪穴式住居跡

出 土の50は、 鯛 部 が張 ら ず、 底 部 がや や 丸み を 帯 び

た 平底 と な る 。

聾 I A b 類 (45 ・ 48 ・ 1 1 6)

口縁部が直線的 に 外 反 す る も の で あ る 。 4 号竪 穴

式住居跡 出 土の45は胴部 が張 り 底部 が尖 り 気味 の 平

底 を 呈す。 そ の 他 口 縁部のみで 、 ま た X 字状 の 刻 み

目 で はあ る が15号 竪 穴 式住居跡 出 土 の 1 1 6 も 含 ま れ

る と 思われる 。

ま た a 、 b の 細 分 はで き な い が 5 ・ 49も こ の類 に

該 当 す る 。

聾 I B a 類 (27 ・ 54 ・ 55 ・ 1 84)

頭部の く びれが ほ と ん ど 見 ら れな い も の で 、 口 縁

部 が緩や か に 外反 す る も の で あ る 。 3 号 竪穴式住居

跡 出 土 の27は底部 が尖 り 気味 の 平底 と 推察 さ れ る 。

聾 I B b 類 (26 ・ 28)

や は り 頚部の く びれが ほ と ん ど 見 ら れな い も の で、

口 縁部 が直線的 に 外反 す る も の で あ る 。 3 号竪 穴 式

住居跡 出 土 の28は底 部 は平底 を 呈す。 そ の他小破片

ばか り で全体形 を 伺 い 知 る も の が な い た め B b 類 に

一括 し た が、 頭部の く びれが全 く 認め ら れず、 実質

的 に は顕 部 と 呼べ る 箇 所 が無 い も の で 、 直行す る も

のが存在す る ( b ' ; 132� 134 ・ 148 ・ 160 ) 。

以上 4 種類 に 細 分 し た が、 全体 と し て は小 破 片 が

多 く そ の 全体形 を 伺 い知 る 資料が少 な い が、 1 B b 

類がそ の 主体 を 占 め る と 考 え ら れ る c そ の 他の も の

は極少量で あ る 。 LJ 緑 ・ 頚部の形態 は 1 B b ' 類 は

多 々 良友博氏 に よ る W 期 に 、 A a ' A b ・ B a 類 は

VI 期 に 類似す る 。

重 1 1 A a 類 ( 2 ・ 61 ・ 86 ・ 1 83)

刻 目 突指; を 有 し な い も の で、 頭 部 が く びれ、 口 縁

部 が緩や か に 外反 す る も の で あ る 号竪穴 式住居

跡 出 土 の 2 は最 大径 を 口 縁部 に 有 す る 。 そ の他 は 口

縁径 と 胴 部径 が ほ ぼ等 し く 、 胴 部 最 大 径 も 2 に 比 ベ

ド 位 に 来 る

聾 1 1 A b ( 24 ・ 36)

口 縁 部 が l直線的 に 外 反 す る も の で あ る 2 サ 竪穴
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式住居 跡 出 土 の24は 口 縁部 を 僅か に肥厚 さ せ る 。 ま

た36は僅か に 尖 り 気味 の 平底 を 呈す。

聾 1 1 8 類 ( 1 ・ 56)

頚部 に ほ と ん ど く びれ を 持 た な い も ので、 口 縁部

が僅 か に 外反 す る も の ( 11 B a ; 56) 、 垂直気味に

立 ち 上がる も の ( I1 B b ; 1 ) があ る 。

費 E 類も 4 種 に 細 分 し た が、 出 土点数は少量であ

る 。 ま た胴 部下 半 を 欠損す る 資料が多 い た め分類に

不確実 な 点が多 い。 調 査 区 南側の住居跡の遺物 出 土

量 が少 量 な こ と に も 起 因 す る の か も 知れな い が、 北

側の住居跡 に そ の 出 土 点数が多 い。 主体 を な す も の

は A 類 で あ る 。 鹿児島県 に お い て 類似 し て い る も の

と し て は V 期 の も の に 近 い。

壷

壷 も 刻 目 突帯 を 有す る も の ( 1 類 ) と 有 し な い も

の ( 11 類 ) が存在す る 。 さ ら に そ の胴部の最大径及

びそ の形状な ど に よ り 細 分 し た。

壷 | 類 (29 ・ 62 ・ 1 1 3 ・ 1 40 ・ 1 90)

頚部 に 刻 目 突帯 を 有す る も ので あ る 。 量的 に は少

量で、 全体の器形 を 伺 い知 る こ と の で き る 資料がな

い こ と よ り 、 一括す る 。 ま た 突帯部の 文様が費 に 比

べ幅が広 く 種類 も 多 い。

29 はほぼ球形の胴 部で 、 頭部 に 極薄い突帯 を 貼 リ

付 け X 字状の施文 を 施す。 ま た 口 縁部形態 も く の字

状 に 近 い も の ( 1 13 ) 、 緩 や か に 外 反 す る も の ( 62 )

直立気味 に 外反す る も の ( 140) な どがあ る 。

そ の他 土坑出 土の も の で倒卵形の胴部で、 1 1 縁部

が直線的 に外反 す る も の があ る ( 190) 。

壷 I I A 類 ( 9 ・ 1 0 ・ 1 1 ・ 46 ・ 64)

胴部の最大径 が10crn 前後の も の で 、 偏 平 な 球形の

胴部 を 持 つ も の。 い づれ も 口 縁部が欠損 し て い る が

恐 ら く 口 縁径 が胴部径 を 上 回 ら な い も の と 思わ れ る 。

こ の類 は野田拓治氏 に よ る 沈 目 H 期 よ り 出 現 し 、 塚

原 E 期 頃 に 顕著 と な る も ので実年代 は 4 世紀 末 か ら

5 世紀前半頃で あ る と 思われる ♂

壷 1 1 8 類 ( 1 4、 34、 1 76)

胴 部 の 最 大径 が15crn 前後の も の で、 偏 平 な 球形の

llIiiJ 部 を 持 つ も の， 34は他 に 比 べ 器壁が薄 く 口 縁部は

内 湾 す る c こ の類 も 口 縁径が胴 部径 を 上 回 ら な い も

の と 思われる n

壷 I I C 類 ( 1 3 ・ 1 03)

胴部の最大径 が15�20crn前後の も ので 、 球形の胴

部 を も っ。 い づれ も 器壁が薄い。 13は 口 縁部が直線

的 に く の字状 に外反す る 。

壷 I I D 類 ( 1 5 ・ 58 ・ 59 ・ 1 01 ・ 1 02 ・ 1 1 4 ・ 1 1 5)

胴部の最大径が20�25crn前後の も ので あ る 。 口 縁

部 形態 に よ り 、 前 記 の 13 に 比 べ緩 や かで は あ る が 、

58の よ う に く の 字 状 に 外 反 す る も の ( a ) 、 1 1 4 ・

1 1 5の よ う に 直 立気味 に 外 反 す る も の ( c ) 、 1 5 ・

101の よ う に そ の 中 間形態の も の ( b ) 、 ま た 102の

よ う に 内 湾す る も の ( d ) に 細 分 さ れ る 。

壷 1 1 E 類 ( 1 77)

や は り 胴部の最大径 が20�25cm前後の も ので、 倒

卵形 を 呈す る 。

壷 1 1 F 類 ( 1 2 ・ 33 ・ 1 73)

二 重 口 縁状の も の で あ る 。 こ の類 も 4 世紀 末 か ら

5 世紀前半頃 ま で の 時期 に 比 定で き る と 考 え る 。

高杯
高杯 も 全体の資料 を 伺 い知 る こ と ので き る 資料 は

少 な く 、 杯部の形態及 び脚部の形態 に 分 け て 分類せ

ざる 得 な い。

亦部 は体部か ら 屈折 し て 口 縁部が立 ち 上がる も の

( 1 類 ) と 稜 線 を 持 た ず緩 や か に 立 ち 上 が る も の

( 11 類 ) に 分 け ら れ る 。 ま た 口 縁部 の 形 態 に よ り さ

ら に 細 分す る 。

1 a 類 口 縁 部 が外反 す る も の ( 107 ・ 181 )

I b 類 口 縁 部 が直線的 に 外反 す る も の ( 47 )

1 1  a 類 明確な稜線 を も た ず椀状 に な る も の ( 39 )

1 1  b 類 明確な稜線 を 持 た ず、 直線的 に 外反 す る

も の ( 182 ) 。

そ の他 皿 類 と し て 、 器壁が厚 く 坪部 の 器 高 が深 く

緩や か に 外反す る も ので、 稜線 を も つ か ど う か微妙

な も の ( 106 ・ 149 ) があ る コ こ の類 は丹塗が認め ら

れ る 。

脚 部 は裾 部 が 「 ハ j の 字状 に 広 が る も の ( A ; 

39 ・ 65 ・ 108 ) と 裾 部 が屈 折 し て 広 が る も の ( B ) 

に 分 け ら れ る 。 ま た A 類 は脚 部 内 面 に 稜 を も つ も の

( 124 ・ 125 ) が存 在 す る 。 ま た B 類 は脚 上 部 で はそ

れ ほ ど 聞 き 気 味 で な く 裾 部 で 聞 く も の ( a ; 47 ・

67 ・ 77 ・ 78 ・ 150 ) と 脚 上 部 で、 既 に 聞 き 気味 に な っ
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て い る も の ( b ; 38 ・ 40) があ る 。 そ の他小破片 で

全体形が不明 だ が脚上部が中空にな ら ない も の (82 ・

83 ・ 90 ・ 93) も 存在す る 。 高杯 は在地系の も の と 外

来系の も の に 分かれる と 思われる が、 小破片 の た め

う ま く 分類で き て い な い。

底部

饗 ・ 壷 の 区 分 は 不 明 で あ る が、 平 底 の も の ( 1 

類 ; 28 ・ 41 ・ 42 ・ 45 ・ 71 . 73 ・ 95 ・ 128 ・ 155 ) 、 わ

ず か に 丸み を 帯 びた 凸 レ ン ズ状の も の ( 2 類 ; 21 ・

22 ・ 36 ・ 50 ・ 137 ・ 139 ) 、 丸底 あ る い は尖 り 気味の

丸底 ( 3 類 ; 74、 75 ・ 91 、 100 ・ 135 ・ 154 ) 、 短い脚

が付 く も の ( 4 類 ; 126 ・ 129 � 131 ・ 138 ) が あ る 。

l 類 に は45の よ う な 突 出 気味 の 平底 の も の が存在す

る ( a t 4 類 に は脚 と い う よ り 上 げ底の も の ( 126 )

が あ る 。 ま た 4 類 は小型 の 費 ・ 鉢等 に付随す る も の

と 思わ れ る 。

須恵器

出 土量 は 少 な く 図化 し た も の 8 点以外に は費の胴

部小破片 が 3 点 あ る の み で あ る 。 図化 し た も の はそ

れぞれ陶 邑編 年 に 対応 さ せ る と 、 9 号住居跡 出 土 の

84 は H 型 式 2 段 階 頃 、 15号住居 跡 出 土 の 120 は該 当

で き る も の が見 当 た ら な い が、 I 型 式 4 ・ 5 段階頃

に 比 定で き る も の で はな い か と 考 え る 。 17号住居跡

tl:U: の 146 は 日 型 式 3 段 階 頃 に 、 147 は形 態 的 に は

1 1\')_ 式段階の様相 だ が調 整等 に は組雑で そ れ ほ ど減

る も の で はな い よ う だ。 22号住居跡 出 土 の 164は147

よ り 新 し い 係相 を 示 す 。 23号 住 居 跡 出 土 の も の は

H 別 式 5 段 階 頃 に 比定 で き る 。

以 ヒ住居4跡構造 と 土 器 の 分類 に つ い て 整理 し た も

の が第 3 友 で あ る c こ れ ら の こ と よ り 、 ①炉の構造

が l 類の も の は調 査区北側及 び南 西 部 分の住居跡 に

集 中 す る 2 し か も 北側 の住居跡の も の はそ の床 面

積 が 大 き い - fj 南東側の も の は平均 的 な も の かそ

れ以 下の も の で あ る 。 ③逆 に 炉構造 が 日 ・ 皿 頼の も

の は調査 区 南 東 部 の み に 認め ら れ る 、 わ H 類のイì: 居

跡の 規棟 は 平均 的 な も の が多 い。 皿 般の 規模 は L .

M . S の い ずれ も 仔在 す る 。 ⑤ ま た 2 *柱構造の も

の は ( LL) - ( L ) 及 び ( M ) の ヰl で も 大 き い 住

居 跡 に は認め ら れず、 柱構造 は そ の ft民跡の IftÎ.fl!1 と

の 関 係 が強 い よ う だ。 ぐ白〉イ:tf.1i の 切 fT だ け か ら みれ ば
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柱構造 ・ 住居の 大 小 は時期 差 で はな い よ う だ。 ま た

炉構造 は l 例 だ け で確実な こ と は言 え な い が E 類 →

皿 類への 変換の可能性があ る 。 ま た 皿 類の埋聾炉 は

宮崎県 内 に 類例があ り 、 い づれ も 6 世紀後半 � 7 世

紀 中 ご ろ に か け て の も の と い う 。 ⑦ほ と ん どの住居

跡 は正 方 形 に 近い プ ラ ン で あ る が、 そ の 中 で15号 ・

25号住居跡 は長方形 に 近 い プ ラ ン を 呈す。 ま た26号

住居跡も そ の 可能性 が高い。 ③削 平 の 関係 に も よ る

の で あ ろ う が、 遺物 出 土量 の 多 い住居 は I 類 の 大 型

の住居跡 ( 1 . 3 ・ 5 号 ) 及 び長 方形の住居跡 ( 25

号 ) で あ る 。 こ れ ら の う ち 5 ・ 25号 は削 平 を 受 け て

い る に も かかわ ら ず、 出 土 量 が多 い。 ⑨土器個 々 に

つ い て み れ ば 費 I 類 で も 先行 す る と 思 わ れ る A a

類 . A b 類 ・ B a 類 を 出 土 し て い る 住居跡 は15号住

居跡 を 除 け ば、 北側 ( 1 ・ 3 � 5 号 ) と 南 西部の25

号住居跡で あ る 。 ま た 壷 H 類 A . B と し た 小 型の も

の も 北側 ( 1 ・ 3 � 5 号 ) と 南 西 部 (25 ・ 26号 ) の

みの 出 土で あ る 。 壷 H 類 F と し た 二 重 口 縁 を 有 す る

も の も 1 . 3 ・ 5 ・ 25号か ら の 出 土で南東 部の住居

跡か ら の 出 土 はな し 、。 ー 方須恵器 はそ れ 自 体 の 出 土

量が少量で はあ る が、 須恵器 を 出 土 し て い る 住居跡

は E 類 に 多 く 、 調 査 区 南東部 に 位 置 す る も の に 限 ら

れ る 。 ⑩ 土 記で述べ た 須恵、器 が住居跡 に 確実 に 伴 う

も の と 仮 定 す れ ば15号 ( II F ? ) →9 ( I S 2 )

17 ( ? )  ・ 22号 ( II M 4 ) →23号 ( N M 4 ) の 流れ

と な る 。 Qj) ま た 大 半 の住居跡で 出 一|二遺物 q ， に 突指 を

有 す る 二l : 器)'1- が確認て引 き る 。 そ の 突帯部の 文様が北

側の住民跡で はほぼ刻 Ed だ け な の に 対 し 、 南東側の

fì:.h'}跡 で はわずかで は あ る が、 そ の 文機 に バ リ エ ー

シ ョ ン が認 め ら れ る ヲ

�X:�) よ り I 煩 の 調 査区北側 に 位 置 す る 大 型住肘跡

( 1 ・ 3 ・ 5 号 ) や 同 じ く I 類25 号住民跡で は造物

u a 量 が 多 い に も か かわ ら ず、 須恵器 は: �'， I二 し て い

な い こ と は、 人 ft - 球磨地方 に お い て 須 忠 器 を fl' う

以 前の 段 階 頃 の 刊行政 と 考 え ら れ る ま た 4 �ま や26 号

も 卜� a己 に 近 い 年代 が推 測 さ れ る G こ れ ら は小 'F.'! 九j氏

、読 ・ 二 重 1 I 縁 を 有 す 脅 か ら は 4 ttf: 紀 末 か ら 5 tlI J� 前
半 tti に 、 ��� も 多 々 良 氏 の編 1，1 で は VI 類 は 5 世紀 代 頃

に な る と 忠われ、 1 - :) � 5 ・ 25 ・ 26{-J- は 4 �I:紀 末

か ら 5 1 1 1:紀代 頃 に 比 定 で き る と 考 え ら れ る Ji l判
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第 5 節 古墳時代の遺構 と 遺物

第 3 表 古墳時代竪穴式住居跡主要出土土器一覧

蜜 I 類 費 E 類 軍'*' 高 杯 底 部 須 備 考
A B 1 . 坪 1 . II . m A . B A B E 1 : 2 : 3 : 4  恵 住居の切 り

番 号 構 造

a : b : a : b  a : b : a : b  : A : B : C :  D : E : F  : a : b : a : b :  a : b : a : b  器 合い等
・ ー . - ・ ー

l 号 1 1 比? ! ? j j ? j 0 :0 :  : 0  : O : O : O: b : 0  
・ ・ - ワ ・ 0:0 :0 :  1 | 突帯無文有

.. .. .. .. .. .. .. ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 』 ・ . . ・ q ・ ・ ，. .. - 1" ・ q ・ ・ " .. .. " ・ ・ 3・ ・ ・ ， ・ ・ p ・ . . ・ q ・ . . . 守 ・ ・ F ・ - 1- .. .，. .. .. .. .. " .. .. .. ，. .. .. .. ・ 咋 ・ ・ ，. .. -，. .. _ ，. ・ ・ 炉 ・ ・ ，. .. - ，. ・ ・ .. .. .. � .. .. .. 
2 号 1 0 M ? :0 :  

3 号 1 1 L 4 1 :0 :0 1  :0 :  1 0: :0 :  :01 :0 :  1 0 : : 0:0 1 0 :0 :  壷刻 目 x . 鉢

4 号 1 1 L 4 1 :0 :  : ワ : j j oj j j l i i oj | oj j 3 → 4 

5 号 1 1 L 4 1 0 :0 :0 :0 1 0 :0 :  1 0: 0: : a : oI 1 0 : : 0 : 1 0: :0 :01 刻 目

6 号 1 1 M 2 1 0 :  : 0 : ・

7 号 I 1 S 4 

8 号 I I M 4 1 : 01 ・ ・ 8 → 9 

9 号 1 1 S 2 1 : ? I : ・ O 一込一
流工む

大一
一れ
性一

一づ
能一

一い
可一申Illi---

一
ム

吋・
・・マ

一
O一

-
円r・


一

治
一

・

0
・

-
旦守
.
nv

 

噌目ム

11号 | 皿 S 2 - ・ ・ j ? i : | o j jo :  
12号 | 皿 M ? 1 : ? I 1 0 :  :0 :  1 t::. 

13号 I 1 ? 
・ ・ 13→14 

14号 1 ill M 2 1 : ? I : 0 : b d :  : 0: :0 10 :  :0 :  I ム

15号 l ill F ? 1 :. :  : ? I 1 0 :  : c : 0 :  1 0 : :0 1 0 1 刻 目 x

16号 1 ill M 2 1 : b l 1 0 : 0 :0 :0  16→17 

17号 : ? I 1 0 :  
- ・ ・ 目 .・ ・ ・ 0 1 刻 目 x

- ー ・ ・ ・ ・ 』 ー ・ ・ .. .. .. .. 1. ・ ・ ，. .. -，. .. -，. .. ー ト ー - ，. .. -，. .. - ，. ー ー ↓ ー ・ 司 ; ー 喝 ー ; ー ・ .. .. -，. .. - ，. ・ ・ ド ・ . . ・ ・ ，. .. .. ，. .. .. � ー ー r .. -� .. -，. .. -，. ・ ・ ，. .. -1- .. -r .. -，. .. -，. .. ・』 ・ ・ ・
18号 1 ill L 4 1 : b l 19→18 

19号 I II M 4 1 : ? : ? :  ? 1 0 : :0 :  

20号 l ill M 4

21号 I N S 2  1 0 : 

22号 I II M 4 1 : b l 1 0 : 1 0  

23号 I N M 4 O 
24号 l ill M ? 1 0 : 刻 目 x

25号 l I F ? | j jo i ! ? : : : l i o :。 : : :o jo | : o j j j o : | ; j o i

26号 ヮ，.

- p p ; - 7 ; - ; - ! - : 1 7 7 -; - ; - ; 1 . ; -; : -h : ; … 
27号 I M ? 台付鉢

. ; 分類上 そ の類 に はし 、 る が、 やや異質な も の。
須恵器ム は古墳時代の も ので はな い も の。
罫線に ま た が っ て い る も の はそ の所属 が ど ち ら か不 明 な も の。
? 可能性があ る も の。
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東側の住居 跡 は遺物量が少 な く 年代比定が困難だ が、

須恵器 を 伴 う 住居跡や費 1 B b ' 類の存在 よ り お お

ま か に は 6 世紀代 頃 に 比定で き る と 思われる 。 た だ

し 15号住居跡 は 5 世紀代 ま で湖 る 可能性があ る 。 ま

た 8 号住居 跡 も 南東側の住居 の な か で は先行す る も

の か も 知れな い。 一 方23号住居 跡 は 7 世紀初頭 ま で

下 る か も 知れな い。

こ の こ と よ り 炉構造の 大 き な 流れ と し て は I 類→

E 類 に な る こ と が認 め ら れ る 。 し か し ⑩の よ う に

E 類→ I 類の よ う な例 も あ る 。 た だ し こ の こ と に つ

いて は⑨や 出 土土器の様相 か ら し て 調査区南東側の

住居 群 そ の も の が全体 的 に 新 し い も の と 考 え ら れ、

南東側の住居群の 中 で は一 時的 に は併存 し て い た も

の と 理解 し て い る 。 1 類の住居の 中 で も その規模が

小 さ い も の は後 出す る の か も 知れな い。 ま た 田 類の

住居跡 か ら の遺物が微量で時期 を 押 さ え る 資料がな

い が 、 前 述 の 住 居 跡 の 切 合 関 係 や 宮 崎 県 の 例 か ら

E 類の住居跡 よ り 後 出 す る も の と 推察 し て い る 。 し

か し 部分的 に は E 類の住居 跡 と 併存 し て い た と 思わ

れる 。 そ の 年代 は、 I 類の住居 が 4 世紀末頃か ら 6

世紀前半 頃 に 、 H 類が 5 世紀末 か ら 6 世紀代、 E 類

が 6 世紀後半か ら 7 世紀初頭位 に 比 定 さ れる も の で

はな か ろ う か。 ま た 調査 区 北側 及 び南西側の住居群

は 4 世紀末 か ら 5 世紀代 に 、 調 査 区 南東側の住居群

は 5 世紀末 よ り 7 世紀初頭位 を 考 え て い る 。

た だ し 4 世紀末 か ら 5 世紀 頃 と し た 1 . 3 "' 5 ・

25号住居跡の I 類 の 聾 は形態 的 に バ リ エー シ ョ ン が

み ら れ、 頭 部 が く びれる も の か ら 、 僅 か に く びれる

も の 、 く びれ な い も の ( A a → A b → B a → B b → 

B b ' ) と い っ た推移が考 え ら れ る が、 それ ら の 土

器 が同一住居 内 で 出 t し た り 、 住居 の切 り 合 い ( 3 

号→ 4 号 ) か ら は一概に 亘 え な い よ う で あ る 。

た だ し そ れ は 4 号住居跡で 不 要 に な っ た 上器類 を

廃 棄 し た 3 号住居跡 に 破 棄 し た も の と も 考 え ら れ る 。

ま た 5 世紀前半頃 ま で は裂 の 形態 に バ リ エ ー シ ョ ン

を も ち 、 6 世紀代頃 に な る と 棄の形態は頭部が全 く

く びれず直行す る も の に斉一化 さ れ、 代わ り に 突帯

の 文 様 に バ リ エー シ ョ ン を も つ よ う に な る と い っ た

解釈 も 成 り 立 つ で あ ろ う い か ん せ ん 6 世紀代 と し

た 住居跡の 出 土遺物 が 少 量 で あ り 、 特 に 突J帯 に 刻 目
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以外の 文様 を 有 す る も のの器形が不 明 な も の が多過

ぎる。

他 に 問題点 と し て②の北側 に 巨大 な住居跡が多 い

と い う こ と に つ い て は十分な 回 答 を 用 意で き て い な

い。 た だ何の根拠 も 示せな い が大 型住居 (北側 ) →

長方形住居 ( 南 西 部 ・ 15号) → 中 型住居 ( 南 東 部 )

と い っ た 変 換 があ る よ う に 思 わ れ る 。 ま た炉構造 に

し て も 球磨郡相良村の深水 小園遺跡谷川地区の竪穴

式住居跡で は い づれ も E 類 と し た も の で あ る 。 そ の

年代 は報告者は須恵器が入 る 直 前 も し く は入 っ て 間

も な い 頃 と さ れて お り (坂 田 1994) そ れは沖松遺跡

の調査区北側の住居跡頃の 時期 と も 重複す る 可能性

の あ る 時期 で も あ る 。 ま た 時期 は弥生時代後期 か ら

古墳時代初頭頃で はあ る が錦 町 夏 女遺跡で も E 類の

住居跡が多 く 、 こ の炉構造の 変 換 は沖松遺跡 に 限 つ

て の も の か も し れ な い。 人 吉 ・ 球磨地方で こ の 時期

の調査例 が乏 し く 、 さ ら な る 類例の増加 を 待 ち た いの

土坑に つ い て

確実な 土坑は 3 号だ け で あ る と 考 え る が、 そ の 用

途は不 明 で あ る 。

遺構外 か ら の 出 土 で は あ る が高坪の脚 を 転用 し た

輔の羽 口 も 出 土 し て い る 。 し か し そ の わ り に は、 鉄

製品 は思いの ほ か少 な い。 そ れ は高杯の脚 を 転用 し

た 時期 は も う 少 し 新 し い時期 な の か も 知れな い。 ま

た 装 身具類 も ほ と ん ど発 見 さ れな か っ た。
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分 布 ( 第 168 ・ 189 ・ 190図 ) は大 ま か に は、 北 に

焼土 を 有 す る 土坑群、 中 央 に掘建柱建物跡、 南東 に

土坑 と 中世の 竪穴式住居跡等が認め ら れ る 。 一方遺

構外出土の土器の分布 に 目 を む け る と 、 F 15杭周辺、

G 8 "-' G 3 杭周 辺 に 分布 す る 。 こ れはほ と ん ど縄文

時代後期 ・ 晩期 の土器分布 と 重複す る が、 いづれも

縄文土器の 集 中 部分 よ り 僅か に南 に位置 す る 。 陶磁

器の分布 は点在的 だ が G 8 ・ 6 ・ 5 グ リ ッ ド 付近 に

僅 か に 集 中 す る 。

1 " 土 坑

22基の 土坑が検 出 さ れた。 そ の う ち 4 号 か ら 9 号

ま で は不定の 平 面形 を 呈 し 、 広 い焼 土 面 が認め ら れ

る も の で 、 土 師 器焼成遺構の 可能性 も あ る が、 土師

器焼成遺構 と 認定で き る ま で に は至 ら な か っ た。

4 号土坑 ( 第 1 69図 )

E 18杭周辺 に 位 置 す る 。 平 面 プ ラ ン は長軸 6 m "

短軸 4 m 90cm程の不正な方形 を 呈す る 。 当 初南側 に

竃 を も っ 竪穴式住居跡 と 判断 し て い た が、 掘削が進

む に つれ、 北東部分が l 段深 く な る こ と がわ か っ た。

短軸方 向 の 断面 を 見 る と 、 西壁か ら 東 に 1 m50cm程

h っ た と こ ろ で 、 30cm程度 の段落 ち と な る 。 そ の 壁

面 に も 焼f:が認め ら れ る 。 ま た 床 面 も 一 面 焼 土 が広

が っ て い る 。 そ し て 東 に か け緩や か に 上 昇 し 、 東壁

際の床面 レ ベ ル は西壁側床面 レ ベ ル と 同 程度 で あ る 0

・ Jj 長軸 の 断 面 を 見 る と 、 南 よ り 徐 々 に 低 く な る 。

そ の斜 面 に は炭化物 ・ 焼 土 が多 量 に 認め ら れた 。

遺物 は k師器の杯 ・ 椀 があ る が、 高台 部分のみの

出 上 が顕著で あ っ た。

5 号土坑 ( 第 1 69図 )

F 18 グ リ ッ ド 内 に位 置 す る 土坑で、 長軸 I m90cm " 

同軸 1 m20crn税の 不 整 な 精 円 形 を 呈 す る 。 床 面 は商

に 向 か つ て 傾斜 し て お り 、 中 央 に は掘 り 込みが認め

ら れ る 。 全 面 に 焼 土が認め ら れ、 11Ej側 は硬化 し て い

る 3 出 土遺物 と し て は、 :1: 師器杯、 . 椀な ど が あ る 。

6 号土坑 ( 第 1 70図 )

E 17杭周 辺 に 位置 す る 1:坑で、 そ の 平 面 形 は長軸

2 m25crn . 短章ßI I m の 不 1 1 :な楠 f 1 J 形 を 呈す 床 面 は

北東側 に やや傾斜 し て お り 、 北東側 に は焼 土 が広 が

っ て い た。 ま た 白 粘 土状の硬化面 も 一部 見 ら れ、 そ

れ を 剥 ぐ と 焼土が見 ら れ る 。

出土遺物 は北東側 に 集 中 し て い る 。 3 基の 土 坑 が

切 り 合 っ て い る 可能性 も あ っ た が、 は っ き り と 確認

で き な か っ た。

7 号土坑 ( 第 1 77図 )

G 18杭周 辺 に位置す る 2 基 の 土坑で、 そ の 平面形

態 は い ずれも 歪 で床 面 も 平坦で な い。 西側土坑は l

m65cm x 1 m 12cm程度 の不整形を 呈す。 床面 は東か

ら 西 に 向 かい傾斜す る 。 南北方 向 の 断面で は中央に

高 ま り が認め ら れ、 そ の 部 分 に 焼土 が存在す る 。 た

だ し 北側部分は掘 り 過 ぎの可能性が高 く 本来 は 1 m

20crn x 90crn程の楕 円 形であ る と 推察 さ れ る 。 遺物 は

土 師器片 が出 土 し た が極 少 量 で あ る 。 一方東側 の 土

坑 は 2 m20crn程度 の 不整形な 円 形 を 呈す。 数箇所 に

後世の 穴 が 見 受 け ら れ る 。 西壁側 は斜面 と な っ て 床

へ続 く 。 斜 面 と な っ た壁 面 の 一 部 に焼土が見 ら れ る 。

遺物 は東側 に 多 く 見 ら れ、 土 師 器杯 ・ 椀等が 出 土 し

た。 こ の 2 つ の 土坑の関係 は明 ら かで は な い が、 一

連の も の と し て 考 え て い る 。

8 号土坑 ( 第 1 71 図 )

G 18 グ リ ッ ド 内 に位置す る 土坑で、 そ の 平面形態

は I m 55crn X I m 程 度 の 不 整 な 円 形 を 呈 す る 。 深 さ

は20crn 程で 、 壁の 立 ち 上 が り は な だ ら かで あ る 。 中

央 に 焼 士搭 を も っ。

9 号土坑 ( 第 1 71 図 )

8 号 l:)九 に よ 1) 0. _ 部破壊 さ れて お り 、 そ の 平面 形

は I m lOcrn x 90crn程度 の楕 円 形で あ る 。 深 さ は15crn

程度 で あ る p 床 面 中 央か ら 北側壁 に か け て 焼 土 が広

が っ て い る 、

1 0号土坑 ( 第 1 72図 )

1 23 グ リ ッ ド に 位 置 す る 土坑で、 古墳時代の l 号

竪穴式住尉 跡 内 に 位 置 す る 。 そ の 平面形態は、 円 形

を 呈 し て い る c そ の 規模 は、 長軸 1 m 5 cm . 短軸95

crn . 深 さ 48cm程度 で あ る 。 床 面 は比較的平坦で あ る r

出 土遺物 と し て は、 須恵器壷 、 土 師 器 費 が あ る 。

1 1 号土坑 ( 第 1 72図 )

G 23 グ リ ッ ド に f立 置 す る k坑で、 そ の 平 面形態 は、

不 整 な 惰 円 形 を 出 し て い る c そ の規模は、 長軸 1 m
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50cm ・ 短軸 1 m 15cm ・ 深 さ 33cm前後で あ る 。 埋土は

単層で ブロ ッ ク 状に粘土 ・ 木炭 を 含む。 床面 は平坦

で し っ か り し て い る 。 出 土遺物 と し て は、 土 師器

費 ・ 亦 ・ 黒色土器 ・ 紡錘車な どがあ る 。

1 2号土坑 ( 第 1 72図 )

H 23 グ リ ッ ド に位置す る 土坑で、 そ の 平面形態 は、

不整な 円 形 を 呈 し て い る 。 そ の規模 は、 径 1 m 15cm 

- 深さ 43咽程度 で あ る 。 埋 土 は単層 で あ る 。

出 土遺物 と し て は、 土 師器聾な どがあ る 。

1 3号土坑 ( 第 1 68園 )

F 19 グ リ ッ ド に位置す る 。 1 m30叩前後の 円 形 を

呈 し 、 深 さ は約15cmで あ る 。 出土遺物 と し て は、 土

師器の取手付 き の聾な どがあ る 。

1 4号土坑 (第168園)

1 24 グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 1 m前後の や や 不 正 な

円 形 を 呈 し 、 深 さ は約25cmで あ る 。 出 土遺物 に は土

師器の費があ る 。

1 5号土坑 ( 第 1 72図)

L 14グ リ ッ ド に位置す る 土坑で、 後世の穴、 樹根

8 号

ロ

企ー L = 174.71ω 

勾/
、、 、

⑥ 

.. ' 
A' 

三ミ二:二ヌ三
旦- L = 174.0∞ 一一旦'

二 百 _.-�Z三

C 

に よ り 一部破壊 さ れて い る 。 そ の 平面形態 は、 不整

な 楕 円 形 を 呈 し て い る 。 そ の 規模 は、 長軸 2 m48cm 

・ 短軸 1 m51cm ・ 深 さ 33叩で あ る 。 埋土 は単層 で あ

る 。 ま た床 面 は比較的平坦で あ る 。

出 土遺物 と し て は、 土師器皿 ・ 杯 ・ 高台付椀 ・ 黒

色土器な どがあ る 。

1 6号土坑 (第173図)

K 13グ リ ッ ド に位置す る 土坑で、 そ の 平面形態は、

円 形 を 呈 し て い る 。 全体的 に 削 平 を 受 けて い る た め、

現状での規模は、 径80cm . 深 さ 6 佃前後で あ る 。 埋

土 は削平 の た め分層 で き な か っ た。 床 面 は比較的 平

坦で あ る 。

出土遺物 と し て は、 土師器坪 な どがあ る 0

1 7号土坑 ( 第 1 73図)

H 9 ・ 10 グ リ ッ ド に ま た が っ て 位置 す る 土坑で、

その平面形態 は、 不整な 円 形 を 呈 し て い る 。 そ の規

模 は、 長軸 1 m80cm ・ 短軸 1 m50叩 ・ 深 さ 55cm程度

で あ る 。 埋土は単層 で あ る 。 東側 は一段高 く な る も

のの、 床 記 は比較的平坦で あ る 。

9 号

建弘
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出 土遺物 と し て は、 土 師器椀 ・ 杯 ・ 黒色土器な ど

があ る 。

1 8号土坑 (第168図 )

1 10グ リ ッ ド 内 に 位 置 す る 土坑で、 そ の 平面形態

は、 不 整 な 楕 円 形 を 呈 し て い る 。 そ の規模は、 長軸

1 m 35cm ・ 短軸70cm ・ 深 さ 12cm程度 で あ る 。 埋 土 は

単層 で あ る 。 床 面 は比較的平坦で あ る 。

1 9号土坑 ( 第 1 68園 }

J 10グ リ ッ ド 内 に 位 置 す る 土坑で、 そ の 平面形態

は、 不 整 な楕 円 形 を 呈 し て い る 。 そ の規模 は、 長軸

88cm ・ 短軸67cm . 深 さ 30cm程度 で あ る 。 埋土 は単層

で あ る 。 床 面 は比較的 平坦で あ る 。

20号土坑 (第168園 )

19号 土坑の南 に位置す る 土坑で、 そ の 平面形態 は

楕 円 形 を 呈 し て い る 。 そ の 規模は、 長軸70cm . 短軸

50cm ・ 深 さ 40cm程度 て。 あ る 。 埋土 は単層 で あ る 。 床

面 は比較的平坦で あ る 。

出 土遺物 と し て は、 須恵器の椀があ る 。

21 号土坑 ( 第 1 73図 )

L ll グ リ ッ ド に 位置す る 土坑で、 そ の 平面形態は、

ほ ぽ 方 形 を 呈 し て い る 。 そ の 規 模 は 、 長 軸 2 m 60 

cm . 短軸 2 m80cm ・ 深 さ 10cm程度 てe あ る 。 埋 土 は単

層 で床 面 は平坦で あ る 。

22号土坑 ( 第 1 74図 )

Q 6 グ リ ッ ド に 位 置 す る 土坑で、 古墳時代の20号

竪穴 式住居跡 を 切 っ て い る 。 そ の 平 面形態 は方形 を

呈 し て い る 。 そ の 規模 は、 長軸 1 m 52cm ・ 短軸 1 m

40cm ・ 深 さ 39cm程度 てe あ る 。 埋 土 は 2 層 に 分層 で き

る 。 ま た 床 面 は比較的 平坦で あ る 。

須恵器の葦 ・ 土 師 器費 な ど が出 土 し て い る 。 須恵

器 蓋 は20号竪穴 式住居跡 に 伴 う も の か も 知れな い ー

23号土坑 ( 第 1 74図 )

Q 5 グ リ ッ ド に 位 置 す る 土坑で、 そ の 平面形態は、

不 整 な 楕 円 形 を 呈 し て い る 。 そ の 規様 は、 長軸 1 m

48cm . 短軸 I m l lcm . 深 さ 65cm で あ る 。 床 面 は比較

的 平坦であ る が中 央 に 径 15cm . 深 さ 10cm程度 の掘 り

込 み が あ る 。

出 土遺物 と し て は、 土 師 器費 ・ 亦 ・ 黒色 と器 ・ 須

恵器費な どが多 量 で あ っ たc

24号土坑 ( 第 1 74国 )

P 2 グ リ ッ ド に位置す る 土坑で、 古墳時代の24号

竪穴式住居跡 を 切 っ て い る 。 そ の 平面形態 は方形 を

呈 し て い る 。 そ の規模 は、 長軸 1 m 23cm . 短軸 1 m 

9 cm ・ 深 さ 39cm程度てe あ る 。 土坑の床 面 に 径50cm程

度の浅い掘 り 込みが認め ら れ る 。

須恵器 の 蓋 が 出 土 し た。

25号土坑 ( 第 1 68園 )

P 3 グ リ ッ ド 内 に位置 す る 土坑で、 そ の平面形態

は楕 円 形 を 呈 し て い る 。 床 に 焼土 面 が広 が っ て い た

が、 削 平 がひ ど く 詳細 は不 明 で あ る 。

2 . 土坑出 土の遺物 ( 第 1 75- 1 81 図 )

土坑か ら の 出 土遺物 の 大 半 が土 師器で、 そ の 中 で

も 杯 と 椀が大部分 を 占 め る 。 た だ し 坪 と 椀の 区分が

難 し い た め 、 便宜的 に 高台 の 付 か な い も の を 杯 ・ 高

台の付 く も の を 椀 と す る 。

第 4 号土坑 ( 第 1 75 ・ 1 76園 1 -46) 
出 土遺物 と し て は須恵、器片 が l 点 の みで、 他はす

べ て 土 師器 片 で 、 師、 椀、 費等が認め ら れ る 。 特 に

高台部分のみの 出 土 が際 立 つ 。 し か し 体部 と 接合 出

来 た も の は少 量 で あ っ た。

1 "' 6 ・ 8 '" 10 ・ 14 ・ 16'" 19 ま で は杯で あ る 。 そ

の形状 よ り 3 つ に 分類 で き る 。

1 "' 6 ・ 9 ・ 14 ・ 17は底 部 は平底で体部がほぼ直

線的 に た ち あ が る も の で 、 [1 縁部 は ま っ す ぐ か、 先

端がわずか に 小 さ く 聞 く も の ( 3 ・ 4 ) で あ る 。 な

か に は底 部 がわずか に 丸み を も つ も の ( 5 ・ 6 ・ 17 )

も あ る 。 底 部 と 体部の境 は 明 瞭 で 、 口 径 12.8� 14.3

cm . 器 高4.4 � 5.2cm で 、 平均 口 径 13.4cm 平均 器高4.8cm

で あ る 。 底 部 は、 回転ヘ ラ 切 り 離 し の後 ナ デ を 施す

が、 1 . 5 ・ 17は回転ヘ ラ 切 り 離 し の痕跡が認め ら

れ る 。 6 は底 部 外 面 に 板 目 It:痕が認め ら れ る 。 ま た

内 器 面 は ナ デ を 施すが、 内 底 に わ ずか に 渦 文 がみ ら

れ る も の も あ る ( 3 � 6 ・ 17 ) 。

8 ・ 16は器形的 に は t 記 と 同様 な も の だ が、 口 縁

部 がわずか に 外反 す る 3 底 部 はわ ず か に 丸み を も ち 、

外底 は ナ デ を 施 す の 8 は I I 径 13 . 9cm . 1 6 は 口 径 が

12.3cm てヘ 器 高 は5.5cm 前後の も の で あ る 。

10 ・ 18 ・ 19 は底 部 と 体 部の境 は 不 明 瞭で、 よしみ を
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第 田 章 調査 と そ の成果

L _rえ 9

67 

68 

8 号 69�71
。
』

m
d
 

5 20cm 

第 1 77 図 7 ・ 8 号土坑出 士土器実測 図

衛 び立 ち 上 が る も の で あ る 。 19は底 部 も 丸み を 帯 び、

外器商休部下 半 に 指頭圧痕 が認め ら れる 。 いずれも

口 径 に 比 べ て 器 高 が高 く 、 19は椀 と すべ き も の か も

し れ な い。

20� 23 は高台付 き 椀で 口 縁部 が ま っ す ぐ 伸 び る も

の ( 20 ・ 2 1 ) と わず か に 外 反 す る も の ( 22 ・ 23 ) が

あ る 。 口 径 14. 1 � 15 . 1cm程度 で 、 器 高 は高台部 を 除 き

4.8� 5.7cm程度 で あ る 。 上 記亦 に比 べ て 口 径が大 き い。

24 � 44 ・ 46は高台部の み で あ る が、 高 台 は底部端

よ り 、 やや外反気味に や1 1 ぴ る 。 ま た そ の ほ と ん ど が、

高 台 径 は 8 � 8.5cm .f!t度 で あ る が、 42 ・ 43 . 46は9.5

cm程度 で あ る 。

そ の他 7 ・ 11 . 1 2 ・ 15は底 部 を 欠損 し て い る も の

で 、 高 台 の 有 無 は 不 明 な も の で あ る が口 径の 大 き さ

か ら し て 高 台 は付か な い も の と 抗定 さ れる 。 口 縁部

ま っ す ぐ {rll び る も の ( 7 ) 、 口 縁部 がわ ず か に 外 反

す る も の ( 1 1 � 13 ' 1 5 ) が あ る 。 い ずれ も 口 径 13. 1

cm前後で あ る 。

34 ・ 35は裂 で あ る 34は稿 円 形の胴郁 に 外反す る

口 縁部が付 く 。 n�J 古f\ F �éが張 り 、 顎 音1\がわずかにす

ほ ま る 。 35 も 問機 な 器ìfj で あ る が、 l阿 部下 半の張 り

は少な く 、 E買部 も ほ と ん どす ぼ ま ら な いc IJ 縁部は

内 外 器 ぱ11 と も 横 ナ デ 111日iJ i\l5外 [j'jj はハ ケ 制 緩 、 内 面 は

ヘ ラ ケ ス リ で あ る 。

36は平底の鉢で あ る 。 45 は高台付の須恵器で、 器

休の 卜 ・ 半部が欠損 し て 、 底 部の み で あ る 。 高 台 は低

く 断 面形は四角 形 を 呈す る 。

第 5 号土坑 ( 第 1 76図47.......50)

須}J::f{�F， が l 点 出 土 し て い る の み で 他 は土 師 器 で

あ る の

47は高台付椀で、 イ本音1\ は底 部 よ り や や 丸み を も っ

て 立 ち 上 が る 。 口 径 14. 1cm ・ 器 高 は 高 台 古1\ を 除 く と

6.2cm を 測 る 。

第 6 号土坑(第 1 76図51 .......60)

51 . 52 . 5 3 は杯 で 底 部 は わ ず か に メし み を も つ が、

休 1415 はほ ぼl直線気味 に 立 ち 上 が る 。 仁 川 義 自1\先端がわ

ず か に 小 さ く 聞 く 程度 で あ る c 底 部 と 休 部 の 境 は 不

明11京であ る の 口 径 は13.5� 13.6cm を 測 る 。

54 . 55 は 総休 の 上 半部が欠f員 し て 、 形 態 が 不 明 な

底 部 の み の も の で あ る 。 55は底 部 はや や よしみ を 待' び、

休部 と の挑 は 不 明 瞭 で あ る c

56 � 60 は 土 師 器 の 高 台 高1\ 分 で あ る c 市I 台径 は7.8

� 9.0cm で あ る 。

第 7 号土坑(第 1 77図61 .......68)

61 � 67は汗で 口縁部の形態 よ リ 2 つ に 分 け ら れる 、

61 �63 ・ 67 は底 部 は ほ ぼ 、ド氏 で 、 イホ点15 はほ ぼ直線
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気味 に 立 ち 上 が る 。 底 部 と 体部 の 境 は 明 瞭 で あ る 。

口 径 12.6� 13.9cm ・ 器 高4.5� 5.0cmで、 平均 口 径 13. 1cm

平均器高4.9cm で あ る 。 底部 は、 回 転ヘ ラ 切 り 離 し の

後 ナ デ を 施す が、 62は回転ヘ ラ 切 り 離 し の痕跡が認

め ら れ る 。 67 は底部外 面 に 板 目 圧 痕 が 認 め ら れ る 。

ま た 内 器 面 は ナ デ を 施すが、 内 底 に わずか に 渦 文 が

み ら れ る 。

一方65は体部 は ま だ 直線的で あ る が、 底部近 く に

ゆ る い屈 折部 を も っ。 口 縁部がわずか に外反 し 、 口

径13 .5cm ， 器高4.9cm を 測 る 。 底 部 はやや丸み を 帯 び、

体部 と の境は不明瞭 に な る 。 底 部 は、 ナ デ を 施す。

そ の他66は器体の 上 半 部 が欠損 し て 、 形態が不明

な底部のみの も の で、 底部 と 体部の境は不明瞭であ

る 。 底 部 は回転ヘ ラ 切 り 離 し の痕跡が見 ら れ る 。

68は高台付椀で、 体部 は ほ ぼ直線的 に 立 ち 上 が る 。

口 径14.5cm ， 高 台 を 含 め 器高6. 1cm ' 高 台径8.8cm を 測

る 。

第 8 号土坑 ( 第 1 77図69--71 ) 

69 は 高 台 部 の み の も の で 、 高 台 径 6 . 7 cm を 測 る 。

70 ・ 71 は底部 を 欠損 し て い る の で、 高台の有無は不

明 だ が 口 径 14� 14.5cm を 測 る 。 70 は 口 縁部 が わ ず か

に 外反す る 。

1 0号土坑 ( 第 1 78図72 ・ 73)

72 は土師器聾で楕 円 形の胴 部 に 外反す る 口 縁部が

付 く 。 胴 部の膨 ら みや頚部の く びれが認め ら れな い。

外面ハ ケ 調 整、 内 面ヘ ラ ケ ズ リ を 施す。

73 は須恵器裂で球形の胴 部 に 短 く 外反 す る [ I 縁部

が付 く 。 体部外面 に 平行 叩 き 、 内 面 は同 心 円 文の痕

跡が認め ら れる 。

刊 号土坑 ( 第 1 78図74--84)

74は費で 、 楕 円 形の胴部 に 外反 す る 口 縁部が付 く

も の で 、 頚部がわずか に す ぼ ま る 。 胴部外面 はハケ

調 整 、 内 面 はヘ ラ ケ ズ リ で あ る 。

75� 77 . 79�83 は杯で あ る 。

75は底 部か ら 垂直気味 に 立 ち 上 が る も の で . 底部

に 板 目 圧痕 が認め ら れ る 。 口 径1 l.5cm . 総高4. 1cm を

測 る 。

76 ・ 77 ・ 79�81 は底 部 か ら 体部がほぼ直線気味 に

伝 ち ヒ が る の 底 部 と 体部 の 境 は 明 瞭 で あ る 口 径

12.5 � 13.4crn程度 で 、 76は器 高3.8crn と 他 に 比 八 低 い

が、 他は4.5�4.9crn程度 で あ る 。 79 は底 部 に 回転ヘ ラ

切 り 離 し の痕跡が認め ら れ る 。

82は器形的 に は上 記 と 同 じ も の だ が、 口 縁部がわ

ずか に外反 す る も の で あ る 。 口 径14.6crn . 器高5.5cm

でやや大形の も ので あ る 。

78 ・ 83 は底 部 が欠 損す る も の で あ る 。 78 は 口 径

14.3crn 、 83は 口 径13.9cm . 器高 は現状で6.1cm を 測 る 。

84は内 面 が黒色の 土器で底部 を 欠損す る 。 ， 口 径

14.7crn . 器高 は現状で4.8crn を 測 る .

1 2号土坑 ( 第 1 79図85--87 )

85 ・ 86は費で楠 円 形の胴部 に 外 反 す る 口 縁部が付

く 。 胴部下 半 に 膨 ら み を も ち 、 頭 部 が く びれる 。 外

面 ハ ケ 調 整 、 内 面へ ラ ケ ズ リ を 施す。

87は杯で平底の底部 よ り 、 体部がほぼ直線的 に 立

ち 上 が る 。 日 縁部先端がわずか に 小 さ く 開 く 。 口 径

14.8crn . 器高6.0cm を 測 る 。

1 3号土坑 ( 第 1 79図88 ・ 89)

88は費で頚部の く びれがな く 、 外反す る 口縁部が

付 き 、 把 手 が付 く 。 外 面 ハ ケ 調 整、 内 面 へ ラ ケ ズ リ

を 施す。

89は杯の底部で丸み を も っ。

1 4号土坑 ( 第 1 79図90)

90は費の 口 縁部片 で あ る 。

1 5号土坑 ( 第 1 79図91 -- 1 02) 

91 ・ 92 は皿で あ る 。 91 は 口 径16.0cm ・ 器高2.25crn、

92は 口 径 13.5crn ・ 器高2.1cm を 測 る 。 底部は回転へ ラ

切 り 離 し の痕跡がわずか に 認め ら れる 。

93 ・ 94 は黒色 1: 器でf本 部 は や や 丸み を も っ て 立 ち

上 が る 。 底 部 は平底 で体部 と の 境 は 明 瞭で あ る 。 93

は 口 縁端 部 が わ ずか に 開 く 。 U 径15.6crn . 器高5.2crn

を 測 る 。 94 は 1 1 符 17.8crn . 器高6.0cm を 測 る 。

95 ・ 96 ・ 99 ・ 100 は杯 で あ る 体部 は や や 丸 み を

も っ て 立 ち 上 が る の 日 縁 I�� は ま っ す ぐ な も の (96 ・

99 ) と 、 先端がわずか に 小 さ く 聞 く も の ( 95 ・ 100 )

が あ る 。 口 径 は1 1 .5� 12.6crn 、 器 高 は3.5crn程度 の低

い も の (95 ・ 96 ) と 4.8crn程度 の も の ( 99 ・ 100 ) が

あ る 。

98 ・ 101 1ま低 い 高 台 が つ く 椀 で 、 体 部 は や や 丸 み

を も っ て 立 ち |二 が る c fI 任 14 .6� 14. 7crn . 器 高 はI自 子?

を 含 め て 6. 1 � 6.7crn で あ る
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調査 と その成果第 E 章

口 径 は14.5 ""' 14.7て 立 ち 上 が る も の (08) が あ る 。そ の 他97 は底部 を 欠損す る も ので 、 小破片 の た め

cm . 器高 は高台 を 除 き 5.2""'5.5cm を 測 る 。 107は高台詳細 は 不 明 だ が器 高 が高 く な る と 考 え ら れる 。

を 含 め器高7.3cm で あ る 。 110は高 台 部 分 の み残存す102 は 布痕 土 器 、 塩焼壷等 と 呼称 さ れて い る も の

る 。で あ る 。 底部 を 欠損す る が、 内 面 に 布 目 痕 が認め ら

上 部 が欠損 し 口 径 は 不 明 だ が、1 1 1  . 1 1 2 は亦 で 、ま た 外 面 は指頭痕跡が残 る 。 軟質で色 調 は赤れ る 。

底径は大 ・ 小 2 種類が存在す る 。褐色 を 呈す る 。

109 ・ 1 13 は黒色 土器であ る 。 内 面黒色 で 、 体部が1 6号土坑 ( 第 1 80図 1 03....... 1 06)

丸み を も っ て 立 ち 上 が る 。 1 13 は 口 径 16.5 cm . 器 高103""' 105は杯で、 体部 は ほ ぼ直線的 に 立 ち 上 が り 、

8.3cm を 測 る 。口 径 に 比べて 器高の体部 と 底部の境は明瞭で あ る 。

1 8号土坑 ( 第 1 80図 1 1 4)と 高 い も の ( 105 ) の 2 種類低 い も の ( 103 ・ 104 )

須恵器の 高台付 き 杯 で 短 し 、 高 台 がつ く も の で あ る 。が あ る 。 103 ・ 104 は 口 径 12. 2 "'" 12. 5cm . 器高5.5cm 、

体部は比較的直線的 に 立 ち 上 が る 。105 は 口 径 1O.8cm . 器高6.1cm を 測 る 。

1 9号土坑 ( 第 1 80図 1 1 5)口 径 の わ り に106 は 須 恵 器 で 口 径16.4cm を 測 る 。

115は土 師器亦で あ る 。 底 部 の み残存 す る 。器 高 が高 く 、 器壁が薄い。

20号土坑 ( 第 1 80図 1 1 6)1 7号土坑 ( 第 1 80図 1 07....... 1 1 3)

1 16は須恵器の 椀 で あ る 。 体 部 は丸み を も ち 口 縁107 ・ 108 ・ 1 10は高台付 き 椀で あ る 。 体部がほ ぼ

端部がわずか に 外 反 す る 。と や や 丸み を も っ直線的 に 立 ち 上 が る も の ( 107 )
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第 6 節 奈良時代以降の遺構 と 遺物

21号土坑 ( 第 1 80 図 1 1 7 )

117は土師器裂で あ る 。 頭部の 湾 曲 は弱い。

22号土坑 ( 第 1 80図 1 1 8'"'-' 1 20)

1 1 8 は 土 師 器 裂 で 外 反 す る 口 縁 部 に 胴 部 が付 く 。

胴 部 は 上 半 が張 リ 、 底 部 に 向 か い 急 激 に す ぼ ま る も

の で あ る 。

1 19 は須恵器杯 蓋 で 身 受 け の か え り を も た な い も

の で あ る 。 天 ;Jtf:flí に 平坦な し っ か り と し た つ ま み を

持 つ 。 稜 を も た ず丸み を 宇野 び、 口縁端部 に は段が認

め ら れな い。 ま た 天 井部 に は回 転へ ラ 削 り 調 整 を 施

す。 口 径 13.5cm を 測 る 。 120 は 須 恵 器 の 高 台部分の

みの も の で あ る 。 高 台径 は15. 1cm を 測 る 。

23号土坑 ( 第 1 81 図 1 21 '"'-' 1 32)

121 '" 123 は 土 師 器 の 設で あ る 。 121 は梢 円 形の胴

部 に 外 反 す る 口縁部がつ く 。 胴 部 下 半 が張 り 、 EFl部

がす ぼ ま る 。 122 も 問 機 な 器 形 と 思わ れ る 。 い ずれ

も 外 面 はハ ケ 調 整 、 内 而 はヘ ラ ケ ズ リ で あ る 。 123

の

r
HH叶品・000

⑨ 

B 

は球形の胴部で あ る が、 器 面 が荒れ調 整 は不 明 で あ

る 。

124は須恵器の 裂 で あ る 。 球形の胴 部 に 外反 す る

口 縁部 が付 く も の で あ ろ う 。 胴 部 外 面 は 平 行 叩 き 、

内 面 上 部は放射状 の 叩 き が見 ら れる 。 外 面 に は焼成

時 に 生 じ た と 思わ れ る 径 2 cm前後の器壁が丸 く 膨 ら

み ひ びわれた も の が数箇所認 め ら れ る 。

126'" 131 は杯 で:、 平底の底部か ら 休部 が 直 線的 に

た ち あ が る も の で あ る 。 ま た 口 縁端部がわ ず か に 外

に 聞 く も の が存在す る ( 129 ・ 131 ) 。 器fl�の 大 小 に

よ り 大 き く 3 種 に 分 け ら れる 3

口 径 12cm 前後 - 器 高 3.7cmの も の ( 126 ・ 127) 、 口

径12 . 6cm 前後 器 高 4. 5 "' 5.4cm の も の ( 128 ・ 129 )

口 径 15cm 前後 - 器 高5 . 2 "' 5.6cm の も の ( 130 ・ 13 1 )

の 3 1'íRで あ る 。 131 は中反 目 !王兎ミカ11悲め ら オ九る 。

132は黒 色 土 器 で- あ る 。 内 面黒色で休部 は丸み を

も ち 立 ち ヒ が る 。 口 径 16 . 4cm 前後 - 然 高6.8cm を 測

く
1号

。
旦- L = 174.000 

L L主主

。』 24 
4m 
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第 E 章 調査 と その成果
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る 。

24号土坑 ( 第 1 81 園 1 33)

133 は須恵器杯蓋で あ る 。 偏 平 で か え り を も た な

い。 し っ か り し た つ ま み を も っ。 口 縁端部 を 下方向

に 屈 曲 さ せ て い る 。 回 転 ヘ ラ 削 り は 認 め ら れ な い。

口 径 15.7cm を 図 る 。

25号土坑 ( 第 1 81 園 1 34)

134 は土師器皿 で あ る 。 口 径9.7cm . 器高 1.6cm を 測

る 。

3 .  28号竪穴式住居跡 と そ の 出 土遺物 ( 第 1 82図 )

調 査 区 北 西 端 で検 出 さ れ た 竪穴 式住 居 跡 で あ る 。

西側 は道路工事の際 に 破壊 さ れて い る 。 1 片 が 4 m

44cm . 深 さ 15叩程度 の 方形 を 呈す も の と 考 え ら れる 。

し か し 削 平 が著 し く 、 南西側で は平面形態 そ の も の

が不明瞭で あ っ た。 床 面 は中 央 部 分 に 硬化面が存在

す る が壁際 で は認 め ら れな く な る 。 焼 土 はや や 中 央

よ り やや北側 に 認め ら れた。 長軸 1 m ・ 深 さ 12cm程

の楕 円 形の浅い掘 り 込みがあ り 、 下 層 に は灰褐色砂

質層 が、 そ の 上 層 に 焼 土 が黒色砂質 土 に 混 る 状態で

存在す る 。 ま た 数箇所 に柱穴 と 思わ れ る も の を 検出

し た が、 主柱穴 と な る も の は不 明 で あ っ た。

出 土遺物 は極少量で 土師器の杯 な ど の 小 片 が見 ら

れた。
28号竪穴式住居跡の 出 土遺物 ( 第 1 88 図 1 35)

135は亦 で あ る 。 底 部 は ほ ぼ平底 で 、 体部 は ほ ぼ

直線気味 に 立 ち 上 が り 、 口 縁端部がわずか に 外 に 聞

く 。 底部 と 体部の境は明瞭で あ る 。

4 . 掘建柱建物跡 と そ の 出 土遺物

掘建住建物跡 は 3 棟 を 数 え たc

1 号掘建柱建物跡 ( 第 1 83図 )

G 15グ リ ッ ド 内 に位置す る 。 南西端部の柱穴 は土

坑 に よ り 破壊 さ れて い る が、 桁行 3 間 ・ 梁行 l 聞の

柱配置 を し て い る と 推察 さ れる 。 桁行方向 は、 N -

150 - E で あ る 。

両側桁 行 は現存 で 4 m 14cm で 、 住 聞 は北 よ り 約 l

m 97cm . 1 m 76cm を 測 る 。 東側 桁 行 は 5 m 96cm てヘ

柱聞 は北 よ り 約 1 m 91cm . 1 m 87cm ・ 1 m 93cm を 組IJ

る 。
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第 6 節 奈良時代以降の遺構 と 遺物

北側梁行 は約 3 m 65cm で 、 柱聞 は約 3 m l0cm を 測

る 。 南側梁行 は不 明 で あ る が、 5 ・ 6 号柱穴聞で 約

3 m lOcm を 測 る 。

遺構検出 面での柱穴の 大 き さ は直径25�30cmで深

さ は40� 10cm程で あ る 。 地形 は現状で は南 に 向 か つ

て 傾斜 し て い る 。 掘建柱建物建設 当 時 も 緩や か に は

南へ傾斜 し て い た も の と は考 え ら れる が、 そ の後か

な り の 削 平 を 受 け た と 考 え ら れ る 。

2 号掘建柱建物跡 ( 第 1 84図 )

G I0杭周 辺 に位置す る 掘建柱建物。 桁行 3 問 、 梁

行 2 聞の柱配置 を し て い る 。 桁行方向 は、 N - ll。

ー E で あ る 。

西側桁行 は約 8 m 20cm で 、 柱聞 は北 よ り 約 2 m 60 

cm . 2 m32cm ・ 2 m 88cm を 測 る 。 東側桁行 は約 8 m

15cm で 、 柱聞 は北 よ り 約 2 m65cm . 2 m49cm . 2 m 

66cm を 測 る 。

北側梁行 は約 5 m 8 cm で 、 柱聞 は西 よ り 約 2 m 38 

cm . 2 m 18cm を 測 る 。 南側梁行 は約 4 m80cmで、 柱

聞 は西 よ り 約 2 m45cm . 2 m を 測 る 。

遺構検 出 面での柱穴の 大 き さ は、 直径40�48cmで

深 さ は55� 12cm程度 を 測 る 。 柱痕跡 を 残 し た柱穴 は

29号
⑨ 

| ∞ 

三f � 
。』 1 2

d
 

7 箇 所 か ら 検 出 さ れ た 。 直 径 は 約 1 0 � 15cm で あ る 。

地形は現状で は南 に 向 か っ て傾斜 し て い る 。 掘建

柱建物建設 当 時 も 緩や か に は南ヘ傾斜 し て い た も の

と は考 え ら れる が、 そ の 後か な り の 削平 を 受 け た も

の と 考 え ら れ る 。

3 号掘建柱建物跡 ( 第 1 85図 )

G 8 杭周 辺 に 位 置 す る 掘建柱建物。 桁行 3 問 、 梁

行 2 聞 の柱配置 で東側 に 庇 を 有す る も の と 思われる。

ま た 総柱建物 の 可能性 も 考 え ら れた が、 中 央の柱穴

の 並 びが他の柱穴 の 並 び に 比 べ 不 規則 で あ る こ と な

どか ら 総柱建物 と は断定で き な か っ た。 桁行方向 は、

N - 6 0 - E で あ る 。 西側桁行 は約 7 m 40cm で、 柱

聞 は北 よ り 約 2 m26cm . 2 m38cm . 2 m33cm を 測 る 。

東側桁行 は 7 m32cmで、 柱聞 は北 よ り 約 2 m28cm ・

2 m22cm を 測 る 。 一方庇 と 考 え ら れ る も の の桁 行 は

約 7 m 21 cm で 、 柱 聞 は北 よ り 約 2 m 22cm . 2 m 33 

cm . 2 m 31cm を 測 る 。

北 側 梁行 は 5 m 65cm で 、 柱 聞 は 西 よ り 約 2 m 70 

cm • 2 m57cm を 測 る 。 南側梁行 は約 5 m60cm で、 柱

聞 は西 よ り 約 2 m75cm . 2 m 43cm を 測 る 。

柱穴 は、 多 く が肩 を も つ も の で 、 直径40� 50cm . 

「
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第 皿 章 調 査 と そ の成果

0 5  10 20cm 

第 1 88図 遺構内 出土遺物実測 図

深さ 27�90cm を測る 。 そ こ に直径13� 14cmの位痕跡
が残されている ものも 見られた。 ね穴内には住痕跡
の周 り に 白黄色粘土が見 られる も のや 、 艇をH痕��;
の周 り に入れていた例も見 られた。 地形はかな り の
削平を受けている と考え られる。 現状では南に向か
つて傾斜している。 また掘建ね 建物建設当時も緩や
かに南へ傾斜 していた もの と考え られる。

柵跡 ( 第 1 86 図 )

日 13杭 を 中心 と し た箇所に位置する。 A調査区 
G制資区に またがっていた。 当初J 八調査区で北側の
粍穴 6 {[ð'1 を 検出 した。 ほほ 1 �Jj に 必び、 ftll'，J隔も 約
1 rn70cmm後であったために 、 t前!鎧柱建物跡の可能
性がある と して それに対応する よ う な柱穴 を探 した
が、 検出で きなかった。 一方 1 {I".以 ヒ時 を椛て 、 G
調査!豆 において も柱穴を 多数検:H し た。 その内の11
個がほぼ l 列に並ぶ。 またその う ち 東側の 6 1聞は村
穴l�iJ隔が 1 rn80cm前後であ り 、 八 市.'11 管区で険LU し た
位穴/11' と 刻応する状況であった 八 . G 調作l互いつ
れのれ穴の深さ は30�40cm程度でJ，�底部の レ ベルも
ほぼ同 じである 。 ただ し 、 A制1士tl)(.の柱火タIJ と G 訓
告I天のれ穴列はその間隔が 6 rn 50c日l も あ り 、 その I1日
に柱穴が認め られないこ と 、 ま た 1 � 3 号までの掘
建Hill物跡が桁行方向がほぼ南北 を と るのに対 して 、
-t. '\[Ihが E - 290 - N を と る こ と な と か ら 建物跡 と す
る よ り柵 と し て と ら えたほ う がいい と 判断 し た もの
である

掘建柱建物跡 出 土 の遺物 ( 第 1 88図 1 36)

2 号 開建柱建物跡か ら 上 自市部杯が出 上 し て いる 。
1-1 径14cm ・ 器高4.6cm を iJlIJ る 。 平j阜の底i�líか ら 、 休
部が直線的に立ち上がる ものである。

5 . 中 世 の 竪 穴 式住居跡 と そ の 出 土遺物

29号竪穴 式住居跡 ( 第 1 87 図}

P 4 グ リ ッ ド 内 に位置する 。 その平而形は、 長制1
2 rn45cm 短制1 2 rn 15cmの方形 を 弔する。 深 さ は最
高で35cmf'O支である 。 床而は全体的に硬い。 柱穴は
すべて噌|燦から検出 さ れたの その径は15 �20cmで 、
深さ は20�40cmて、あ る 。

30号竪穴 式住居跡 ( 第 187 図 )

P 5 グ リ ッ ド 内に位置する その平田形は、 長戦h
3 rn 5 cm 短軸 2 m70cmのJi Jf� を 11Jす る 泌 さ は最
高で70cm.t'I'度で‘ある 。 !末 [(1 1 は全体的に硬い。 位穴は
すべて IiF際か ら検出 さ れた そ の径は1 5�30cmで 、
深 さ は20�30cmである 。

竪穴式住居跡 出土の遺物

29iヲ竪穴式住居跡H-'， 土の造物 と し ては、 IJÆ (第
197図 ) があるのみで、 Ji 30 � � 略穴式{ì:.k叫介: lJ， J 
のj立物と し ては青俄 ・ 染付 ) '1ー な ど がある ‘ 29号竪穴
式住居跡の上錘は後で他の | 錘 と ー括 して記述する J

30号竪穴式住居跡出土の造物 (第188図 1 37�140)

137 ・ 139は明代の染付 で 、 137は内 l而 見込部分と
休部外 [ ([Î に !若草文 を 施す 139は|刈 [面 見込部分 と体

- 217 -
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第 1 91 図 遺構外出土遺物実測 図
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第194図 遺構外出土遺物実測図

部外面 に 千鳥状の 文様 を 施す。 139は137 に 比 べ 発色

が悪 く 、 施 文 も 組雑 で あ る 。 138は龍 泉窯 系 の 青磁

で外 面 に 蓮 弁 の 文様 を 有 す る 。 140 も や は り 龍 泉 窯

系 の も の で 、 輪花 を 持 つ。 ま た 内 面 見込音11 分の��II を

か き と る 。

以上の 2 基で あ る が、 29号竪穴 式住居跡 か ら は時

期 を 決定で き る よ う な 遺物 は出 土 し て い な い が、 そ

の構造か ら 同 時期 と 判 断 し た。 ま た 住居跡 と 記 し た

が、 古 墳 時 代 の 住 居 跡 と 比 較 し て も 規模 が小 さ く 、

果た し て 住居跡なの か疑問が残 る 。 あ る い は工房 ・

倉庫の用途 を 考 え た ほ う が良いの か も し れな い。

6 . 包含層出土の土器 (第191 --1 94図 )

141 � 147 ・ 149� 157 ・ 162 � 164 は高台 を 持 た な い

も の で あ る 。 そ の 法 量 に よ り 8 種類 に 分 け ら れ る

ま ず 口 径 が12cm前後の も の で 器 高 が 4 cm 前後の も

の ( 156 . 157 ) と 器高 が5.5cm の も の があ る ( 162 )

前 者 は 平底 の 底 部 か ら 休 部 が直線気味 に {ffl び る も の

- 223 -

であ る c 後 者 は丸底気味 の 底 部 か ら 体部 が直線的 に

伸 びる 。

次 に 口 径 が13cm 前後の も の も 器 高 の 違 い に よ り 3

種類 に 分 け ら れ る 。 掠 l句3 . 15cm の も の ( 154 ) ・ 器

高4.2cm 前後の も の ( 144 ・ 150 ・ 151 ・ 155 ) そ れ と

器高5.2cm 前後の も の ( 143 ・ 152 ・ 153 ) が存在す る 。

150ばやや体部 が丸み を 椛 び る 。

口 径 1 4 cm 前 後 の も の で 捺 高 5 cm 前 後 の も の

( 142 ・ 145 ・ 146 ・ 147 ・ 149 ) カi あ る 。 142 1ま{本語fl カt

わずか に 丸み を 帯 び る 。

そ の ほ か 口 径 1 5 cm を 組 え 、 器 高 4 . 9 cm の も の

( 163 ) と 器 高5.9cm の も の ( 164 ) が あ る 。

158 � 160は底部が1'7 く 1 1 1 徹底状 に な る も の で 、 宮

崎地方 に 多 く 見 ら れ る も の で あ る つ

口 径 1 1 .4cm . 器 高4. 5 � 4.9じmの も の ( 158 ・ 160 ) と

口 径 12.9cm . 器 高5.9cm の も の ( 161 ) が あ る つ 161 は

{本部が丸み を も ち \/ ち 1 .. が る 。 IJ 縁端部が外 反 す る け

166 � 1 69 は 高 台 小l き の も の で あ る 。 166 は u 径
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17.4cm . 器高7.4cm . 高 台 径9.6cm を 測 り 、 全体的 に

丸み を ;開・ び る 。 一 方 167も 丸 み を 帯 び る が、 低 い 高

台 が付 く も の で あ る 。 口 径 13.9cm . 器 高5.4cm ' 高台

径7.6cm を 測 る 。 その他は高台 部分のみで あ る 。

141  . 148 . 165 は し 、 ずれ も 底部 を 欠損す る も ので

あ る 。 口 径 は141 が14.7cm、 148が13.7cm 、 165が17.2

cm を 測 る 。 高台 の有無は不 明 で あ る が、 高台 を 有す

る も の は 口 径 が大 き く な る 傾 向 が認め ら れ る こ と か

ら 165は高台 を 有 す と 思われる 。

170� 185は血であ る 。 170 ・ 171は亦 と し た ほ う が

良 い の か も 知 れ な い 。 1 7 0 は 口 径 1 3 . 6 cm . 器 高
3.4cm 、 171 は 口 径 12.5cm . 器 高2.5cm を 測 る 。 両 者 と

も に 底部外面 に 回 転 糸 切 の痕跡が認め ら れ る 。

172 � 185 も や は り 172 を 除 き 底 部 は 回 転 糸 切 の痕

跡が残 る 。 172 は 口 径 1 l .3cm . 器 高 1.7cm を 誤u る 。 そ

の他の も の は 口 径 は8.4 � 10cm で 、 器 高 は1.1 � 1.8cm 

の も の で あ る ( 173 � 183 ) o 10cm 代 の も の は173 ・

174、 9 cmイミの も の と し て は175� 180、 8 cmイミの も

の は181 � 183があ る 。

186 ・ 187 は墨書 土 器 で い ずれ も 口 縁 部外 面 に き か

ー

焼土

第 E 章 調査 と そ の成果

れて い る 。 186 は吉、 187は円 か ? 。

188� 193 は須恵器片 で あ る 。 188は底 部 片 で 、 回

転 糸 切 の 痕跡 が認め ら れ る 。 189 は 蓋杯 で 偏 平 で か

え り は短 く 形骸化 し た も の と な る 。 そ の 断 面 の 形 は

三 角 形で あ る 。 つ ま みの 有 無 は不 明 で あ る 。 粗 く 回

転 へ ラ ケ ズ リ を 施 す。 190� 192 は 1mで 、 191 を 除 き

形が歪で、 調 整 も 雑 で あ る 。 口 径 は そ れ ぞ'�1，13.4cm 、

13.3cm 、 15.2cm で あ る 。 193 は鉢で 内 面 に カ キ メ を 施

す。

194は移動 式 首 片 で あ る と 考 え ら れ る 。 須恵村の

別府遺跡、で も 移動 式首E が出 土 し て い る 。

195� 199 は 土 師器の到で いずれも 胴 部 ド 半 を 欠損

す る 、 195は 口 縁部 がゆ る や か に 外反 す る 。 196は強

く 外反 し 「 く 」 の 字状 を 宝す。 一 方 197 は ほ ぼ垂 直

に 立 ち t が る 胴 部 か ら 外 反 す る 口 縁 部 が付 く 。 198

は 口 縁 荷1\がな だ ら か に 外 反 し 、 頭 部 内 面 に は稜線 を

も た な い。 199 は短 い 口 縁 自1\ を 有 す 。 調 整 は外 商 ハ

ケ 、 |川 町 ケ ズ り で あ る 。

200は壷 で 口 縁部 は短 く 上 方 向 に 伸 び、 端 部 で わ

ず か に 外反 す る 。 201 は顕 部 の く びれ が な く 、 短 い

口 縁 部 を 持つ。 口 縁端部付 近 で 大 き く 外反 す る 。 調

整 は外 面 ハ ケ 、 内 面 ケ ズ リ で あ る。

陶磁器

202 は染 付 、 203 � 2 1 0 ・ 2 1 3 は龍 泉 銭 系 青 磁 片 で 、

203 � 205 は 外 而 休 部 に 辿 弁 の 文 様 を 有 す る 。 205 は

縞 を も た な い。 206 . 207は底 部片 で 、 206の 高 台 は

短 く 断 而 の形が四 角 形、 297 は�:11I 長 い 208は内 底 見

込みに 立 花 文 を 有 す。 209 は休 部 外 市| は創11 い 蓮 弁状

の 文織 を 、 内 底 見込 み に 草 花 文 を 樹l状のj泡文 具で揃

く c 尚 台 は短 く 断 固 のj杉 が台j杉 を 呈 す。 2 10 は 内 底

見込み に 花 文様 を ス タ ン プす る 、 2 1 1 ・ 212 は 白 儀 で 、

2 1 1 は や縁状の 口 縁 を 持 ち 、 外 面 の 体 自1\ F 位 と 底 部

に はIjí.tí �1U さ れ て い な い。 2 12 は 紛! く 高 い 而 台 の も の

で 全ïfïHこ 胞利l さ れ、 !@:付 ìí1\ は�1 1 1 を カ キ取 る 。

214 は滑石 製石 鍋 片 で あ る ロ {本部 は や や 内 湾 し 鍔

を 有 す る 。 外 面 に 煤 が付着 す る 。 2 1 5 は片 口 の摺鉢

カ ーボ ン で あ る 。

。 0.5 

第 1 96図 不 明遺構実 測 図

1 m  
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7 . そ の他の遺構 と 遺物

不明遺構 ( 第 1 96図 )

1 :  19 グ リ ッ ド 内 に 位 置 す る 長期1i93cm . 短材157cm
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第 1 97図 歴史時代遺物実測 図

前後の 不 正 な楕 円 形 を 呈 し 、 そ の 深 さ は 5 cm lこ も 満

た な い。 そ の浅い掘 り 込みの底 に 円 周状 に 焼 土 が巡

る 。 北側 に はわずかに炭化物 も 認め ら れた。 ま た す

ぐ そ ば に30�50cm 大 の 石 が存在 し た 。

可能性 と し て は製 鉄 関 係 の 遺 構 が考 え ら れ る が、

周 辺 も 含 め て 土の水洗等 を 行 っ た が、 製鉄関係 を 示

す よ う な も の は検 出 さ れな か っ た。

し か し 、 遺跡全体に 目 を 広 げる と 、 繍の羽 口 や ス

ラ グ が 出 土 し て い る 。 し か し そ の 分布 ( 第 195図 )
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一 一

は l 号掘建柱建物跡の北東部、 3 号掘 建柱建物跡の

南西部 に 多 く 見 ら れ る 。 ま た 調査 区 南東端の 古墳時

代の竪穴式住居跡 や 中世の29号 ・ 30号竪穴式住居跡

な ど が存在す る 箇 所 に も 認め ら れ る 。 一 方繍の羽 口

は出 土 数 自 体が 少 な いが、 調査区南 東端や南西端 よ

り 出 土 し て い る ( 第 197図19 . 20) 。

土錘 ( 第 1 97 図 1 ....... 1 4)

14点程出土 し て い る 。 い づれ も 管状の も の で あ る 。

そ の形状は細長 い も の と 厚 手の も のの 2 種類があ る 。
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重量 は完形品 ばか り で は な いの で、 やや不正確な 面

があ る が、 25 g 以上の も の ( 1 "'" 5 ) 、 10""'20 g 位

の も の ( 6 ""' 10) 、 そ れ と 5 g 以下の も の ( 11""' 14)

があ る 。 一 方孔 の 内 径 で は 5 凹前 後 の も の ( 1 '" 

7 ・ 9 ・ 10) と 3 阻前後の も の ( 8 ・ 11""' 14) があ

る 。 こ の形態 は弥生時代 よ り つ い最近 ま で使用 さ れ

て い た も ので、 どの時期 に 該 当 す る かが不明で あ る 。

そ の 中 で 2 は中世の竪穴式住居跡 か ら の 出 土 で あ る 。

それ以外 に 17は果た し て 土錘 と し て いい も のか不 明

だ が球形の も の があ る 。 そ の 重 さ は104 g でl直径4.8

cm を 測 る 。 孔の 内 径 は5.5凹 を 測 る も の があ る 。 ま

た そ の 分布 は G 区 に顕著で あ る 。 こ れは縄文時代の

石錘 と 同様な分布 を 示 し て い る 。

15 は丸五 で 内 面 に 布 目 圧痕が認め ら れ る 。

紡錘車{第 1 97 図 1 6 ・ 1 8)

2 点 を 図化 し た。 16 は直径5.5cm を 測 り 、 中 央 に

直径 9 皿の孔 を 有す。 18は11号土坑か ら の 出 土で直

径6.3cm を 測 り 、 中 央 に 直径 9 皿の孔 を 有す。

8 . ま と め

奈良 時代以降の遺構 と 遺物 に つ いて 記述 し て き た

が、 再度項目 別 に 整理 し て み た い。

土坑

22基 を 検出 し た。 そ の う ち の 4 号か ら 9 号 ま で は、

不定形の も ので床 面 も し く は壁面 に焼土が見 ら れ る

も の で あ る 。 調査区 の 中 央部 よ り やや北 に 寄 っ た箇

所 に 集 中 す る 。 出 土遺物の 多 く が土師器の杯及 び高

台付椀で あ り 、 そ れ以外 に 土 師器費な どがわずかに

認め ら れる だ け であ り 、 他の 土坑 よ り 器種が少 な いけ

土師器焼成遺構の 可能性が一 番 高 い と 考 え る が断定

で き な か っ た 。

、 、

第 田 章 調査 と そ の成果

その他の土坑は、 そ の 平面 プ ラ ン が長方形に近い

も の、 円 形 に近い形の も の、 正 方形 に 近 い も の と が

あ る 。 長方形の プ ラ ン を 呈す も の ( 1 1 ・ 15号土坑)

は、 土墳墓 と 考 え ら れ る 。 いづれ も 黒色土器が出 土

し て い る 。 一 方 円 形 プ ラ ン の も の で深 さ も 深 く 、 遺

物量が多 い 17 ・ 23号土坑 に つ い て で あ る が、 17号に

ついて は黒色土器な ど も 出 土 し 土墳墓の可能性も あ

る 。 一方23号 に つ いて はそ の 出 土 量 の 多 さ か ら 土器

捨て場の可能性 を 考 え て い る 。

ま た 土坑 に伴 い 出 土 し た遺物 は、 土 師器の年代か
.
ら みて 主体 と な る も の は 9 世紀前半か ら 中 頃 を 中 心

と し た も の で あ る 。 特 に 土師器焼成土坑の可能性の

あ る 4 号 ""' 9 号土坑か ら 出 土 す る 土 師器や、 土壌墓

と 考 え ら れる 11 ・ 15 ・ 17号か ら 出 土 す る 土 師器がそ

れに 該 当 す る 。 ま た そ の 中 で も わ ず か な が ら 前後関

係 が認め ら れる 。 6 号土坑 と 7 号土坑の 図 化 し て い

な い も の も 含 め て 7 号土坑の高台 と 6 号土坑の高台

を 比較す る と 7 号土坑の も の が形 が シ ャ ー プで、 6

号土坑の 高 台 は丸み を 帯 びた も の が多 く 、 7 号土坑

の方が先行す る も の と 考 え ら れ る 。 そ の 聞 を 埋め る

も の と し て 11 ・ 15"' 17 ・ 23号 土坑の 土 師 器 が存在す

る 。

そ れ以外 に 10号土坑の須恵器費 は 8 世紀 頃、 18号

t:坑の須恵器亦 蓋 は 6 世紀末 頃、 ま た24号土坑の 須

恵器坪蓋 は 下 が り 山 7 号窯跡の も の と 類似 し 9 世紀

代の も の と 考 え ら れる 。

掘建柱建物跡

3 棟 を 検 出 し た。 3 棟 と も 桁行 方 向 が ほ ぼ南北 に

近 い も の で あ る こ と か ら 、 同 時期 の も の と 思われる 。

一 方柵跡 と 考 え ら れ る 遺構 に つ い て も 掘建柱建物跡

の桁行 方 向 と 柵跡 の 主軸 が ほ ぼ垂 直 に な る こ と よ り

2 

O 5 10  20an 

第 1 98図 表面採集資料実測 図
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同 時期の 可能性が高い。 そ の 時期 に つ いて は土師器

杯 1 点 の 出 土で あ り 、 慎重 に な ら ざる を 得な い が、

た だ上記の土坑群 に近接 し た 年代が想定で き る ので

はな か ろ う か。

竪穴式住居跡

28号竪穴式住居跡 も 出 土遺物量が少 な く 年代 を 決

定す る こ と が鴎賭 さ れる が、 や は り 上記 に近い年代

が考 え ら れ る 。

29 . 30号竪穴式住居跡 は30号で 出 土 し た 陶磁器類

よ り 15� 16世紀の時代 と 考 え ら れる 。 し か し住居 と

し て 使用 さ れた か に つ いて は不 明 で あ る 。

そ の他の遺物

遺構外 出 土 の 土 師器椀 ・ 杯 に ついて はその多 く が

上記土坑出 土の も の と 形態が類似 し 、 9 世紀代の も

の と 考 え ら れ る 。 円 盤状高台の も の ( 158 ・ 159 ) は

10世紀前半代の も の と 推察 さ れ る 。 ま た 土師器皿は

口 径 が 9 cm代の も の ( 175� 180) は12世紀前半代 に 、

8 cm代の も の ( 181� 183) は12世紀後半 か ら 13世紀

に比定 さ れる 。

ま た 陶 磁器類は龍泉窯系青磁の203 � 205 は 1 5b

類で 13世紀初 頭 か ら 前半 に 、 208は 1 2�3類で12世

紀 中 葉~後半 に 、 209 は O 類で11世紀後 半 � 12世紀

前半 に 、 210 は 1 5c類て吐3世紀初 頭か ら 前半 に そ れ

ぞれ比定 さ れ る 。 一 方 自 磁 は211 は N - 1類、 212は

V 類 に それぞれ比定 さ れ、 11世紀後半 か ら 12世紀代

頃の も の と 思われ る 。

ま た それ以外 に 注 目 さ れ る の がス ラ グで あ る 。 輔

の羽 口 も 出 土 し 、 な ん ら かの製鉄関連の遺構があ っ

た こ と を 示唆 し て い る 。
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l は調査区外の北西側の畑で採集 し た脚部分であ

る 。 弥 生 時代 の も の と 考 え ら れ る 。 2 は A 区 の第

I 層 中 よ り 出 土 し た 小型丸底壷で あ る 。 器面 が荒れ、

調 整等 は不 明 で あ る が、 古 墳 時代 の も の で あ ろ う 。

口 径 10.4叩 ・ 器高9.6cm を 測 る 。 3 は荒木勝氏所有の

滑石製石鍋で、 調査区 内 の A 区 と C 区 の境付近 よ り

発 掘 調 査以 前 に 畑 の 耕作 中 に 出 土 し た も の で あ る 。

ま た実測 図 は人吉市教育委員会の鶴嶋俊彦氏 よ り 提

供 を 受 け た。 今 回 そ の ご好意 に よ り 掲載 を 許可 さ せ

て 下 さ っ た。 やや丸み を 帯びた 2 対の方形の耳 を 有

す る も ので、 体部はわずか に 内 湾 す る 。 外面 に は煤

の付着 が認め ら れ る 。 口 径16.5cm . 器高6.1cm を 測 る 。
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第 N章 自然科学的分析

熊本県沖松遺跡の 自 然科学分析 黄檀色 火 砕流堆積物 (層厚79cm ) か ら 構成 さ れて い

古環境研究所 る 。 火砕流堆積物の下部 ( 層 厚 14叩) は と く に 細 粒

1 . 沖松遺跡のテ フ ラ

1 . は じ め に

熊本県南部 に 位 置 す る 人吉盆地 に は， 南九州地方

の姶良 カ ルデ ラ 、 阿 多 カ ルデラ 、 加久藤 カ ルデラ さ

ら に 中 九州地方の阿蘇 カ ルデラ な どか ら 噴出 し た 多

く の大規模火砕流堆積物が厚 く 堆積 し て い る 。 ま た

こ れ ら の ほか に も 降下 テ フ ラ 層 が認め ら れ る 。 こ れ

ら の テ フ ラ 層 ( 降 下 火 山砕屑 物 ) を 過去 の 時間 お よ

び空間の指標 と し て 利用 す る こ と で、 遺物包含層の

堆積年代や遺構の構築年代 を 知 る こ と がで き る 。 こ

の よ う に噴 出 年代が明 ら かな示標テ フ ラ を 鍵層 と し

て 編年 を 行 う テ フ ロ ク ロ ノ ロ ジー ( 火 山灰編年学)

は、 大量の テ フ ラ を 噴出 す る 火 山 が多 く 分布す る 日

本列島の考古学や地質学の分野 に お いて 、 最 も 有効

な編年方法 と し て 盛 ん に利用 さ れて い る 。 沖松遺跡

の発掘調査で も 火 山灰 土の良好な 土層 断面 が認め ら

れた。 そ こ で、 野外地質調査 と テ フ ラ 検出 分析 さ ら

に テ フ ラ 組成分析 を 行 い、 示標テ フ ラ の層序 を 明 ら

か に す る こ と を 試み た 。

2 . 土層眉序 (第1 1 9図 )

( 1 ) 第 2 ト レ ン チ

地質 調査の対象 と し た地点 は、 第 2 ト レ ン チ 、 第

5 ト レ ン チ 、 第 4 ト レ ン チ の 3 地点 で あ る c 第 2 ト

レ ン チ で は沖松遺跡の 土嬢の う ち 比較的下位の 土層

を よ く 観察す る こ と がで き た。 こ こ で は下位 よ り 黄

灰色 ロ ー ム 層 ( 層 厚 15cm以上 ) 、 暗褐色粘 質 ロ ー ム

層 ( 層 厚 16cIll ) 、 成 層 し た テ フ ラ 層 ( 6 層 、 層 厚93

cm ) 、 褐 灰 色 土 ( 層 厚 6 cm ) 、 褐 色 土 ( 層 厚 1 5cm ) 、

作土 ( 層厚32cm ) の連続が認め ら れた ( 図 1 ) 。

こ れ ら の う ち 成層 し た テ フ ラ 層 は、 下位 よ り 黄色

細粒 火 山灰 ( 層厚 5 cm ) 、 遊離結晶 に 富 む 灰 白 色 粗

粒 火 山 灰 層 ( 層厚 2 cm ) 、 逆級化構造 が認め ら れ る

で 火 山 ガ ラ ス に 富 む。 ま た 最大径24mmの黄色軽石 と

最大径 2 mrnの石質岩片 が含 ま れて い る 。

( 2 ) 第 5 ト レ ン チ

こ こ で は ロ ー ム 層 の 上位 の 土層 を よ く 観察す る こ

と がで き た。 本地点 で は第 2 ト レ ン チ の成層 し た テ

フ ラ 層 (6'層、 層厚 2 個 以 上 ) の 上位 に 、 下位 よ り

褐灰色砂質 ロ ー ム 層 ( 6 層 、 層 厚22cm ) 、 暗褐色 土

( 5 層下部、 層厚20cm ) 、 下位 よ り 若干 明 る い 暗褐色

土 ( 5 層 上部、 層 厚 17cm ) 、 黒褐色 土 ( 4 層 、 層 厚

37叩 ) 、 黄色細粒 火 山 灰 層 (3 '.層 、 層厚O.5cm ) 、 暗褐

色作土 (層厚32叩 ) の連続が認 め ら れた ( 図 2 ) 。

( 3 ) 第 4 ト レ ン チ

こ こ で は第 2 ト レ ン チ の最下位の ロ ーム 層 ( 層 厚

21cm ) の 上位 に 、 下位 よ り 暗褐色 ロ ーム 層 ( 層厚 18

cm ) 、 褐色 ロ ー ム 層 ( 6 層 、 層 厚39cm ) 、 黒褐色 土

( 4 層 、 層厚37cm ) 、 黄色細 粒 火 山 灰 層 (3 層 、 層 厚

3 cm ) 、 暗褐色 作 土 ( 層厚42cm ) の連続が認め ら れ

た ( 図 3 ) 。

3 . テ フ ラ 検 出 分析

( 1 ) 分析試料 と 方法

野外 に お いて 認め ら れ た テ フ ラ の粒子の 特徴 を 記

載す る た め 、 ま た 肉 眼で 認め る こ と の で き な い ロ ー

ム 層 や そ の 上位 の 士層 中 の テ フ ラ の有無 を 確か め る

た め に テ フ ラ 検 出 分析 を 行 っ た。 分析で は基本的 に

5 cm ご‘ と に採取 さ れた試料の う ち 、 第 2 ト レ ン チ の

3 点、 第 5 ト レ ン チの 6 点 そ し て 第 4 ト レ ン チ の l

点の合計10点 を 選定 し て 分析の対象 と し た。 テ フ ラ

検出分析の 手順 は、 次 の通 り で あ る 。

1 ) 試料15g を 秤量。

2 ) 超音波洗浄装 置 に よ り 泥分 を 除去。

3 )  80'C で恒温乾燥。

4 ) 実体顕微鏡下 で テ フ ラ 粒 子 の 特徴 を 観察。
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( 2 ) 分析結果

テ フ ラ 検 出 分析の結果 を 表 4 に示す。 第 2 ト レ ン

チ の 試料番号 1 に は、 最 大径24.0mmの 黄色軽石 が含

ま れ て い る 。 軽石 は繊維 束 状 に よ く 発泡 し て い る 。

ま た 最 大 径2. 1mm の 石 質 岩 片 も 含 ま れて い る 。 こ の

試 料 に は、 火 山 ガ ラ ス も 非 常 に 多 く 含 ま れて い る 。

火 山 ガ ラ ス の 多 く は平板状の いわ ゆ る バ ブル型 ガ ラ

ス で 、 繊維束状 に 発泡 し た 軽石 型 ガ ラ ス が少量認め

ら れ る 。 色 調 は透 明 で 、 褐色 の も の も ご く 少量含 ま

れて い る 。 試料番号 5 で は ご く 少 量 の 火 山 ガ ラ ス が

認め ら れる のみで、 テ フ ラ の降灰層 準 を 示唆 す る よ

う な も の で は な い。 火 山 ガ ラ ス はバ ブル 型 ガ ラ ス の

ほ か 少 量 の 繊 維 束 状 に 発泡 し た も の が認 め ら れ る 。

色調 は無色 透 明 で 、 褐色 の も の も 少 量 含 ま れて い る 。

試料番 号 7 に は、 最 大 径 1 .8mm の ス ポ ン ジ状 に 発泡

し た軽石が多 く 含 ま れて い る 。 こ の試 料 に は 火 山 ガ

ラ ス も 比較的多 く 含 ま れて お り 、 ス ポ ン ジ状や繊維

束状 に 発泡 し た 軽石 型 に 富 む。 ほ か に 少 量の バ ブル

型 ガ ラ ス も 認め ら れ る 。 火 山 ガ ラ ス の 色 調 は無色透

明 で あ る 。

第 5 ト レ ン チ の いずれの 試 料 に も 火 山 ガ ラ ス が多

く 含 ま れて お り 、 と く に顕著な テ フ ラ の降灰層 準 を

示す試料は認め ら れな か っ た。 含 ま れ る 火 山 ガ ラ ス

はバ ブ ル型 に 富 み、 繊維束状 に 発泡 し た軽石型 ガ ラ

ス も 少量認め ら れ る 。 色 調 は無 色 透 明 で 、 褐色 を 呈

す る も の が ご く 少 量認め ら れ る の

第 4 ト レ ン チ の 試料番号 l に は、 火 山 ガ ラ ス が と

く に 多 く 含 ま れれて い る 。 含 ま れ る 火 山 ガ ラ ス はバ

ブ ル 型 に 富み、 繊維束状 に 発泊 し た軽石 型 ガ ラ ス も

少量認め ら れる 。 色 調 は無色透明で、 褐色 を 呈す る

も の も 比較的多 く 認め ら れ る ρ

4 . テ フ ラ 組成分析

( I ) 分析試料 と 方法

テ フ ラ 層 が認め ら れた 第 2 卜 レ ン チ の 試料番号 l

お よ び第 4 ト レ ン チ の 試料番号 l の 2 試料 に つ い て 、

火 山 ガ ラ ス 比分析 と 重鉱物組成分析 を 合わせた テ フ

ラ 組成分析 を 行 い 、 鉱物組成 上 の 特徴 を 記載する こ

と に し た。 テ フ ラ 組成分析の 子iI闘 は次の 通 り で あ る

1 ) テ フ ラ 検 出 分析処理済み試 料 に つ い て 、 分析飾

を 用 いて 1 / 4 � 1 / 8 mmの粒子 を 飾別。

2 ) 偏 光顕微鏡 下 で250粒子 を 同 定 し 、 火 山 ガ ラ ス

比 を 求 め る 。

3 ) さ ら に 偏 光 顕微鏡下 で 重鉱物250粒 子 を 同 定 し 、

重鉱物組成 を 求 め る 。

( 2 ) 分析結果

テ フ ラ 組成 を ダイ ヤ グ ラ ム に し て 表 4 に 、 そ の 内

訳 を 表 5 お よ び表 6 に 示す。 第 2 ト レ ン チの試料番

号 l に は、 透 明 で 平板状の い わ ゆ る バ ブル 型 火 山 ガ

ラ ス が特 に 多 く 含 ま れて い る ( 92.8 % ) 。 淡 褐 色 を

呈 す る ガ ラ ス は非 常 に 少 な い ( 0.8 % ) 。 ほ か に 繊維

束 状 に 発 泡 し た 軽 石 型 火 山 ガ ラ ス も 少 量 ( 2 . 8 % ) 

含 ま れて い る 。 一 方 重鉱物 で は斜方輝石 ( 62.8% ) 

が多 く 含 ま れて お り 、 ほ か に 磁鉄鉱 ( 24.0% ) 、 単

斜輝石 (7.6% ) 、 角 閃石 (3.6祐 ) な ど が含 ま れて い

る c

第 4 ト レ ン チ の 試料番号 l に も 透 明 の バ ブル型火

山 ガ ラ ス が多 く 含 ま れて い る 。 ( 66.0 % ) 。 ほか淡褐

色 や褐色の バ ブル 型 火 山 ガ ラ ス ( 7.2 % 、 2.0 % ) も

認め ら れ る 。 さ ら に繊維束状 に 発泡 し た 軽石 型 火 山

ガ ラ ス も 少 量 ( 4 . 0 % ) 含 ま れて い る 。 一 方 重鉱物

で は磁鉄鉱 ( 48.8 % ) の ほ か 、 斜 方 輝 石 ( 30 .0% ) 

と 単斜輝石 ( 16.8% ) な ど が多 く 含 ま れて い る 。

5 . 考察ー示標テ フ ラ と の 同 定

沖松遺跡の 土 層 断面 に お い て 成 層 し た テ フ ラ 層

(6'層 ) と 、 黄色の 細粒 火 山灰層 (3層 ) の 2 層 の テ

フ ラ 層 が検 出 さ れた。 6'層 の う ち と く に 最上部の 火

砕流堆積物 は、 層 相 や透明のバ ブル型 火 山 ガ ラ ス に

富む こ と 、 さ ら に斜方輝石 や単斜輝石 の ほ か に 角 閃

石 が含 ま れる 重鉱物組成上の特徴な ど か ら 、 約2.1-

2.5万 年 前 に 姶良 カ ル デ ラ か ら 噴 出 し た 姶良 一 入 戸

火 砕流堆積物 (A-Ito， 荒牧， 1969， 町 田 ・ 新井， 1976，

町 田 ・ 新井， 1992) に 同 定 さ れ る 。 そ の 下部の遊離

結 晶 に 富 む 灰 白 色組粒 火 山 灰 層 は、 層 相 か ら こ の 火

砕流の一部で・Ground Layerの可能性が大 き い。

6 '層最下部の軽石 や 火 山 ガ ラ ス を 多 く 含 む細粒火

山灰層 は、 層 位 か ら 人 戸 火 砕流 に 光11' し て 姶良 カ ル

デ ラ か ら 噴 出 し た 姶 良 一 大 隅 降 ト 軽 石 層 ( A-Os )
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か、 ま た は姶良 妻屋 火 砕流堆積物 (A-Tm， いず

れも 荒牧， 1969， 町 田 ・ 新井， 1976， 町 田 ・ 新井， 1992) 

の 灰 か ぐ ら 起源の降下 テ フ ラ 層 に 由 来 す る 可能性が

大 き い と 考 え ら れ る 。 こ の細粒 火 山 灰 層 は宮崎県北

部や 中 国 四 国地方 さ ら に近畿地方で も 確認 さ れて お

り 、 こ の細粒 火 山灰 の 存在 は こ れ ら の地域 に お いて

そ の 上位 に堆積す る 入 戸 火 砕流の噴出 と 同 時 に 放 出

さ れた厚い広域テ フ ラ 、 姶良Tn 火 山 灰 (AT， 町 田 ・

新井， 1976) の 一 次堆積か 否 かの判断材料 と し て 非

常 に 有 効 で あ る ( 早 田 ， 未公 表 資料 ) 。 現段階で こ

の 火 山 灰 層 の 起 源 を 確定 す る こ と は 困 難 で あ る が 、

野外地質調 査 を 広域 に 行 う こ と で そ の起 源 を 明 ら か

に す る こ と が可能で あ る 。

3 '層の細粒火 山 灰 層 は、 層 相 や バ ブル型 ガ ラ ス に

富み無色透 明 の ほか比較的多 く の褐色 ガ ラ ス が含 ま

れる 特徴、 さ ら に 斜方輝石 や 単斜輝石 に 富 む 重鉱物

組成 上の特徴な ど か ら 、 約6，300年 前 に 鬼 界 カ ル デ

ラ か ら 噴出 し た 鬼界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 ( K-Ah， IHI 同 ・

新井 ， 1978) に 同 定 さ れる 。 な お さ ら に 同 定の精度

を 向 上 さ せ る た め に 、 屈 折率の測定 を 行 う と 良 い。

6 . 小結

沖松遺跡 に お いて 地質 調 査 と テ フ ラ 検出 分析 さ ら

に テ フ ラ 組成分析 を 合 わせて 行 っ た 結果、 人 戸 火 砕

流堆積物 (A- Ito ， 約2. 1 -2 .5万 年 前 ) と 鬼界 ア カ ホ

ヤ 火 山灰 ( K-Ah ， 約6，300年 前 ) が検出 さ れ た 。 な

お 今 回 の 調 査で は検 出 さ れな か っ た が、 人 古 住地 に

は約 1 . 1 万 年 前 に 桜 島 火 山 か ら 噴 出 し た 桜 島 一 薩摩

テ フ ラ ( Sz-S， 町 田 ほ か， 1984， 町 田 ・ 新井， 1992 ) 

を は じ め と す る 示標 テ フ ラ が ほ か に 検 出 さ れ る 可能

性 も あ る 。 人吉盆地 に は、 さ ら に 詳細 な 編年学的研

究 の 展 開 で き る 可能性が秘め ら れて い る 。
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表 4 沖松遺跡の テ フ ラ 検出 分析結果

地点 試料 軽石 火 山 ガ ラ ス

量 色 調 最大径 三旦塁主 形態 色 調

第 2 ト レ ン チ + + +  黄 24.0 + + + +  bw>pm 透 明 ， 褐

5 十 bw>pm 透 明 ， 褐

7 + + +  黄 白 1 .8 + +  pm 透 明 ，

第 5 ト レ ン チ 1 
3 
5 
7 
9 
11  

+ + +  bw>pm 透 明 ， 褐

+ + +  bw>pm 透 明 ， 褐

+ + +  bw>pl11 透 明 ， 褐

+ + +  bw>pm 透 明 ， 褐

+ + +  bw>pm 透 明 ， 褐

+ + +  bw>pm 透 明 ， 褐

第 4 ト レ ン チ 十 + + + bw>pm 透 明 ， 褐

十 + + + : と く に 多 い ， + + + : 多 い ， + + + ・ と く に 多 い ， + +  中程度 + 少 な い ， ー ・ 認め

ら れな い . 巌 大径の単位 はmm bw バ ブル型， pm 報石型.

表 5 沖松遺跡の 火 山 ガ ラ ス 分析結果

地点 試料 bw ( 透 明 ) bw ( 淡褐色 ) bw (褐色 ) md pm そ の他 合 計

Zfr 232 2 O 1 7 8 250 

4Tr 165 18 5 10 51 250 

数 字 は粒 数. bw バ ブ ル型 ， md : 中 間 型 ， pm : I/lI石 型.

表 6 rll松遺跡の 重鉱物組成分析結果

地点 試料 0\ opx cpx ho l

 

'hu

 

mt そ の他

5 

7 

D、 三 lfコ t:1 1

Zfr 

4Tr 

O 
O 
ワt
EJ
「吋d
弓J・
1Eム 19 

42 

9 

2 

O 

2 

60 

122 

250 

250 

数字は粒数. 0\ カ ン ラ ン 石 ， OpX : 斜万輝石， CpX : 単斜輝石 ， ho : 角 関 石 ， bi : .�，\雲 母 ， mt : 磁鉄鉱.
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1 1 . 沖松遺跡の植物珪酸体分析

1 . は じ め に

植物珪酸体 は、 植物の細胞 内 に ガ ラ ス の 主成分で

あ る 珪酸 (SiO，) が蓄積 し た も ので あ り 、 植物が枯

れた後 も 微化石 ( プラ ン ト ・ オパール) と な っ て 土

壌 中 に 半永久的 に残 っ て い る 。 こ の微化石 は植物 に

よ り 様 々 な形態的特徴 を 持 っ て い る こ と か ら 、 土壌

中 か ら 検出 し て そ の 組成や量 を 明 ら か に す る こ と で

過去の植生環境 を 復元す る こ と がで き る ( 杉 山， 19 

87) 。

こ こ では、 沖松遺跡の試料 に つ いて植物珪酸体分

析 を 実施 し 、 イ ネ 科栽培植物の検討お よ び遺跡周辺

の古橋生 ・ 古環境の推定 を 試みた。

2 . 試料

対象 と し た地点 は、 第 2 ト レ ン チ、 第 5 ト レ ン チ、

第 4 ト レ ン チ の 3 地点であ る 。 分析試料は、 第 2 ト

レ ン チ の 6 ' 層 直下 層 ( 試料16、 18) 、 第 5 ト レ ン

チの 6 層 (試料14) と 5 層 ( 試料8、 11 ) 、 第 4 ト レ

ン チ の 4 層 ( 試料 4 、 5 ) と 現耕作土 ( 試料 l 、 3 ) 

の計 9 点 で あ る 。 採取層 準の詳細 に つ いて は 1 . 沖

松遺跡の テ フ ラ を 参照 さ れた い。

3 . 分析法

植物珪酸体の抽 出 と 定 量 は、 プ ラ ン ト ・ オパ ール

定量分析法 (藤原 . 1976 ) を も と に 、 次の手順で行

っ た。

1 ) 試料の絶乾 0050C ・ 24時間 )

2 ) 試料約 1 g を 秤量、 ガ ラ ス ビー ズ添加 ( 直径約

40問、 約0.02 g) 

電子分析天秤 に よ り l 万分の 1 9 の精度で秤量

3 ) 電気炉灰化法 に よ る 脱有機物処理

4 ) 超音波 に よ る 分散 ( 300VV' 42�z' 10分 間 )

5 ) 沈底法 に よ る 微粒 子 ( 20f1m以下 ) 除去、 乾燥

6 ) 封入剤 ( オ イ キ ッ ト ) 中 に分散、 プ レ パ ラ ー ト

作成

7 ) 検鏡 ・ 計数

同 定 は、 機動細胞 に 由 来す る 植物珪酸体 を お も な

対象 と し 、 400倍 の 偏 光顕微鏡下 で行 っ た 。 計数 は 、
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ガ ラ ス ビ ー ズ個数が400以上 に な る ま で行 っ た。 こ

れはほぼプ レ パ ラ ー ト l 枚分の精査 に相 当 す る 。 試

料 1 9あ た り の ガ ラ ス ビーズ個 数 に 、 計数 さ れた 植

物珪酸体 と ガ ラ ス ビーズ個数の比率 を か け て 、 試料

1 9中 の植物珪酸体個数 を 求 め た 。

ま た 、 こ の 値 に 試料の仮比重 ( 1.0 と 仮定 ) と 各

種物の換算係数 (機動細胞珪酸体 l 個 あ た り の植物

体乾重、 単位 : 1O-5g ) を か け て 、 単位面積で 層 厚

1 cm あ た り の槌物体生産 量 を 算 出 し た。 換算係数 は、

イ ネ 、 オ オ ム ギ族 (頴の表皮 細 胞 ) 、 キ ビ族 ( ヒ

エ属 な ど) 、 ヨ シ属 、 ウ シ ク サ族 ( ス ス キ 属 や チ ガ

(種実重 は1.03) 、 8.40、 6.31 、 1.24で あ る 。 タ ケ 亜科

に つ い て は数種の 平均値 を 用 い た 。 ネ ザサ節の値は

0.48、 ク マ ザサ属 は0.75で あ る 。

4 . 分析結果

分析試料か ら 検 出 さ れた 植物珪酸体の分類群 は以

下の と お り で あ る 。 こ れ ら の分類群 に つ いて 定量 を

行い、 その結果 を 表 7 、 表 8 お よ び第200 ・ 201図 に示

し た。 写真図版 に 主要な 分類群の顕微鏡写真 を 示す。

[ イ ネ科〕

イ ネ 、 オ オ ム ギ族 ( 頴の 表皮 細 胞 に キ ピ族 ( ヒ

エ属 な ど ) 、 ヨ シ属 、 ウ シ ク サ族 ( ス ス キ 属 也 チ ガ

ヤ 属 な ど に シ パ 属 、 キ ピ族 型 、 ウ シ ク サ 族型、 ウ

シ ク サ族 型 ( 大 型 ) 、 ネ ザサ 節 型 ( お も に メ ダ ケ 属

ネ ザサ節 ) 、 ク マ ザサ属型 ( お も に ク マ ザサ属 ) 、 メ

ダケ節型 ( メ ダケ属 メ ダ ケ節 ・ リ ュ ウ キ ュ ウ チ ク 節、

ヤ ダ ケ 属 ) 、 マ ダ ケ 属 型 ( マ ダ ケ 属 、 ホ ウ ラ イ チ ク

属 ) 、 未分類の タ ケ 亜科、 表皮 毛起源、 惨状珪酸体、

茎部起源、 未分類等

[樹木〕

ブナ科ー シ イ 属 、 マ ンサ ク 科ー イ ス ノ キ 属 、 ク ス ノ

キ科 ( パ リ パ リ ノ キ ? ) 、 ブナ科 ? 、 そ の他

5 . イ ネ科栽培植物 の検討

植物珪酸体分析で 同 定 さ れる 分類群の う ち 栽培植

物 が含 ま れ る も の に は、 イ ネ を は じ め 、 オ オ ム ギ族

( ム ギ類が含 ま れ る ) 、 キ ピ族 ( ヒ エや ア ワ 、 キ ピな

ど が含 ま れ る ) 、 オ ヒ シ パ 属 ( シ コ ク ピエ が含 ま れ

る ) 、 ト ウ モ ロ コ シ 属 、 ジ. ユ ズ ダ マ 属 ( ハ ト ム ギ が



含 ま れる ) な どが あ る 。 こ の う ち 、 本遺跡の試料か

ら はイ ネ 、 オ オ ム ギ族、 キ ピ族 が検 出 さ れた。

イ ネ は、 現在の耕作土 ( 試料1、 3 ) で検 出 さ れ

た。 密度 は試料 l て。21 ，600個/g、 試料 2 で17，300個

/g と 高 い 値 で あ り 、 稲作跡の検証や探査 を 行 う 場

合 の 判 断基 準 と し て い る 5，000個/g を 大 き く 上 回 っ

て い る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 層 準の時期 に は稲作

が行われて い た 可能性が高い と 考 え ら れ る 。

オ オ ム ギ族 ( 頴の 表皮 細胞 ) は、 現耕作 土 上 部

( 試 料 1 ) で 検 出 さ れ た 。 密度 は700個/g と 低 い値

で あ る 。 オオム ギ族 に つ い て は標本の検討が十分 と

は言 え な い が、 こ こ で検 出 さ れた の はム ギ類 ( コ ム

ギやオオ ム ギ な ど ) と 見 ら れる 形態の も の (杉山 ・

石 井， 1989) で あ る 。 し た が っ て 、 同 層 準の時期 に

調査地点 も し く は そ の 近辺でム ギ類が栽倍 さ れて い

た 可能性が考 え ら れる 。

キ ピ族 は、 現耕作土上部 ( 試料 1 ) で検出 さ れた。

密度 は700個/g と 低 い値で あ る 。 同 族 に は ヒ エや ア

ワ 、 キ ピな どの栽培種が含 ま れる が、 現時点ではこ

れ ら の栽培種 と イ ヌ ピエやエ ノ コ ロ グサ な どの野 ・

雑草 と を 完全 に 識別す る に は至 っ て い な い ( 杉 山 ほ

か， 1988 ) 。 し た が っ て 、 こ こ で ヒ エ な どの キ ビ族植

物が栽培 さ れて い た 可能性は考 え ら れる も のの、 イ

ヌ ピエ な どの野 ・ 雑草 に 由 来す る も ので あ る 可能性

も 否定で き な い。

イ ネ 科栽培植物 の 中 に は未検討の も の も あ る た め、

未分類等賭 し た も のの 中 に も 栽培種に 由 来す る も の

が含 ま れて い る 可能性が考 え ら れ る 。 こ れ ら の 分類

群の給源植物の 究 明 に つ いて は今後の課題 と し た い。

6 . 植物珪酸体群集 と 古植生

第 2 ト レ ン チ の 6 ' 層 直下 層 ( 試料 16、 18) 、 第

5 ト レ ン チ の 6 層 ( 試料 14 ) 、 5 層 下 部 ( 試料1 1 ) 、

5 層 上部 ( 試 料 8 ) 、 第 4 ト レ ン チ の 4 層 ( 試料 4 、

5 ) 、 現耕作土 ( 試料 I 、 3 ) に つ い て 分析 を 行 っ

た。

そ の結果、 6 ' 層 ( 入 戸 火 砕流堆積物、 約2. 1-2.5

万 年 前 ) の 直 下 層 ( 試料16、 18 ) で は、 ク マ ザサ属

型 が比較的多 く 検出 さ れ、 惨状珪酸体 も 多 く 検出 さ

れた。 ま た 、 試料18で は樹 木 ( ブ ナ科 ? ) に 由 来す
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る 植物珪酸体も 検 出 さ れた。

6 層 ( 試料14) で は、 ク マ ザサ属型や棒状珪酸体

が比較的多 く 検 出 さ れ、 ウ シ ク サ族型な ど も 少 量検

出 さ れた。 ナイ フ 形石 器包 含 層 の 5 層 下部 ( 試料11)

お よ びそ の 上位の 5 層 上部 ( 試料 8 ) で は、 6 層 と

ほぼ同様の結果で あ る が、 植物珪酸体総数が増加傾

向 を 示 し て お り 、 ウ シ ク サ族 ( ス ス キ属 や チ ガ ヤ 属

な ど) も 少量検出 さ れた 。

4 層 (縄文時代早期の押型文土器包 含 層 、 試料 4 、

5 ) で は、 ク マ ザサ属 型 や ウ シ ク サ族型、 棒状珪酸

体が比較的 多 く 検出 さ れ、 ウ シ ク サ族 ( ス ス キ属 や

チ ガヤ属 な ど) や ヨ シ属 な ど も 少量検出 さ れた。

現耕作土 ( 試料 l 、 3 ) で は、 前述の よ う に イ ネ

が多量 に検出 さ れた。 4 層 ま で優勢で あ っ た ク マ ザ

サ属 型 はほ と ん ど見 ら れな く な り 、 かわ っ て ネ ザサ

節 型や ウ シ ク サ族 ( ス ス キ属 や チ ガヤ 属 な ど ) が増 ・

加 し て い る 。 ま た 、 現耕作土上部 ( 試料 1 ) で は前

述の よ う に オ オ ム ギ族や キ ピ族が検 出 さ れ、 シパ属

や メ ダケ節型、 マ ダケ 属 型 も 見 ら れた。 さ ら に 、 ブ

ナ科ー シ イ 属 、 マ ン サ ク 科ー イ ス ノ キ 属 、 ク ス ノ キ 科

( パ リ パ リ ノ キ ? ) な どの 照 葉樹 に 由 来す る 植物珪

酸体も 検出 さ れた 。 樹木 に つ いて はイ ネ 科 と 比較 し

て 一般 に 植物珪酸体の生産量が低い こ と か ら 、 植物

珪酸体分析 の 結 果 か ら 古 植 生 を 復 原 す る 場 合 に は、

他の分類群 よ り も 過 大 に 評価す る 必要 が あ る 。

お も な 分類群 に つ いて 植物珪酸体密度 か ら 給源植

物 の 生産量 を 推定 し た と こ ろ 、 4 層 よ り 下位で は ク

マ ザサ 属 型 ( お も に ク マ ザサ 属 ) が お お む ね卓越 し

て お り 、 現耕作 土 で はイ ネ が圧倒的 に 卓越 し て い る

こ と が分 か る ( 表 8 ) 。

以 上の結果か ら 、 沖松遺跡 に お け る 准積 当 時の植

生 と 環境 に つ い て 推定 す る と 次の よ う で あ る {

入 戸 火砕流堆積物 ( 約2.1 -2.5万年前 ) 直 下層 の堆

積 当 時 は、 ク マ ザサ 属 を 主体 と す る イ ネ科植生で あ

っ た も の と 考 え ら れ る 。 ク マ ザサ属 は比較 的 寒 冷 な

と こ ろ に 生 育 し て い る こ と か ら 、 当 時 は比較的 寒 冷

な 気候条件であ っ た も の と 推定 さ れる 。 ま た 、 ク マ

ザサ属 は森林の林床 で も 生育で き る こ と か ら 、 ブ ナ

科 な ど の 落 葉樹 の 下 草 と し て ク マ ザサ 属 が分布 し て
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い た 可能性 も 考 え ら れ る 。

入 戸 火 砕流堆積物 の 直 上 層 ( 6 層 ) 、 ナ イ フ 形石

器包含層 ( 5 層 下 部 ) と そ の 直上層 ( 5 層 上部) で

も 、 ク マ ザサ属 を 主体 と す る イ ネ 科植生が継続 さ れ

て い た と 考 え ら れ る が、 5 層 で は ス ス キ 属 や チ ガヤ

属 な ど も 小量 見 ら れた も の と 考 え ら れ る 。 ス ス キ属

や チ ガ ヤ 属 は森林の林床で は生育 し に く い こ と か ら 、

5 層 の堆積 当 時 は森林で覆われた よ う な状況ではな

く 比較 的 聞 かれた部分も あ っ た も の と 考 え ら れる。

縄 文 時 代 早 期 の 押 型 文 土 器 包 含 層 ( 4 層 、 約

6，300年 前 と さ れ る 鬼界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 層 直 下 ) の

堆積 当 時 は、 ク マ ザサ属 を 主体 と し て ス ス キ属 や チ

ガ ヤ 属 、 ヨ シ属 な ど も 見 ら れる イ ネ 科植生であ っ た

も の と 推定 さ れ る 。 ヨ シ属 は比較的湿潤な と こ ろ に

生育 し て い る こ と か ら 、 当 時の遺跡周 辺 に は湿地的

な 部 分 も 見 ら れた も の と 推定 さ れる 。

現耕作 土 で は、 お も に稲作が行われて い た も の と

考 え ら れ、 比較的最近 に な っ て ム ギ類 や キ ビ族 ( ヒ

エ ? ) な ど も 栽培 さ れる よ う に な っ た も の と 推定 さ

れる。 な お 、 遺跡周辺な どで はス ス キ 属 や チ ガヤ属 、

ネ ザサ節が見 ら れ、 比較的最近 に な っ て シ パ属 や マ

ダ ケ 属 、 メ ダ ケ 節 な ど も 見 ら れる よ う に な っ た も の

と 考 え ら れる 。 マ ダケ 属 に はマ ダ ケ や モ ウ ソ ウ チ ク

な ど有用 な も の が多 く 、 建築材や 生活用 具、 食用 な

ど と し て の利 用 価値が高 い が、 こ れ ら の植物が現れ

る の は比較的最近の こ と と 考 え ら れ る 。

ま た 、 ブナ科ー シ イ 属 、 マ ン サ ク 科ー イ ス ノ キ 属 、

ク ス ノ キ科 ( パ リ パ リ ノ キ ? ) な ど の 照 葉樹 も 比較

的最近 に な っ て 見 ら れる よ う に な っ た も の と 推定 さ

れ る 。 花粉分析の結果 に よ る と 、 fL�m O) 太 平洋沿岸

部 で は 鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 ( 約6，300年 前 ) の堆積

以前 に は、 シ イ 林 を 中 心 と す る 照葉樹林が成立 し て

い た と さ れて い る ( 松下， 1992 ) 。 し か し 、 本遺跡で

は鬼界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 よ り 下位で は照葉樹 に 由 来 す

る 縞物庄酸体 は ま っ た く 検出 さ れず、 シ イ 属 や イ ス

ノ キ属 な どの照葉樹が出現す る の は、 よ う や く 現耕

作 土 上 部 の 時期 に な っ て か ら で あ る し

こ の よ う に 、 内 陸部や台地部で は沿岸 部 よ り も か

な り 遅 れて 照 葉樹林が拡 大 し た 可能性が考 え ら れ る J

今後、 周 辺地域で 同様の検討 を 行 う こ と に よ り 、 照

葉樹林の存在や分布拡大の様相 が解 明 さ れ る も の と

期待 さ れる 。
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第 N 章 自 然科学的分析

表 7 熊本県、 沖松遺跡の植物珪酸体分析結果

分 類 群 NO. 1 3 4 5 8 1 1  14 16 18 

イ ネ 科
イ ネ 216 173 
オ オ ム ギ族 ( 頴の 表皮 細胞 ) 7 
キ ピ族 ( ヒ エ属 な ど ) 7 
ヨ シ属 8 7 16 
ウ シ ク サ族 ( ス ス キ属 な ど) 22 120 22 21  7 6 
シパ属 15 
ー - - - ー ー 一 一 ー ー ー ー ー 一 一 一 ー 』 ー ー ー 『 ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー 一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー 『 ー ー 一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

キ ビ族型 22 7 8 
ウ シ ク サ族型 89 83 65 85 29 19 14 51 
ウ シ ク サ族型 ( 大 型 ) 7 
一 ー ー ー 四 ー ー ー ー ー ー ー 『 ー ー ー - ー - - ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー - ー 一 一 一 ー ー ー ー 一 司 ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー 吋

タ ケ 亜科
ネ ザサ節型 52 98 15 
ク マ ザサ属 型 15 23 109 107 93 38 48 129 44 
メ ダケ 節 型 7 
マ ダ ケ 節 型 37 
未分類等 134 128 51 21 36 45 21 38 15 
一 ー ー ー 『 ー ー ー - ー ー ー ー ー ー ー - ー ー 『 ー ー - 一 ー ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー - ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー - ー ー ー - ー ー ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー

そ の他の イ ネ 科
表皮 毛起源 119 120 29 32 57 57 7 61  51  
惨状珪酸体 468 293 159 262 287 197 104 327 102 
茎部起源 7 8 
未分類等 602 495 355 353 251 255 159 380 248 

一 ー 一 一 ー ー - - - ー ー - ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー ー ー ー 一 一 ー ー - ー 一 一 一 ー ー 一 『 ー 一 一 一 円 『 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー - ー ー ー ー ー 一 一 一 ー ー ー ー ー 一 ー ー ー ー ー ー ー
樹木起源

ブナ科 シ イ 属 7 
ク ス ノ キ科 ( パ リ パ リ ノ キ? ) 22 
マ ンサ ク 科 一 イ ス ノ キ属 15 
ブナ科 ? 7 15 22 1 1  1 5  

植物段酸体総数 1858 1561 840 908 767 618 353 958 524 

表 8 r中松遺跡 に お け る 主 な 分類群の推定生産 量

分 類 群

イ ネ 科
イ ネ
キ ビ族 ( ヒ エ属 な ど )
ヨ シ属
ウ シ ク サ 族 ( ス ス キ 属 な ど )
ー 一 ー 一 ー 一 一 一 一 ー ー ー ー 一 一 ー ー ー ー ー ー - ー

タ ケ 亜科
ネ ザサ節型
ク マ ザサ 属 型

NO. 1 3 4 5 8 1 1  14 16 18 

6.34 5.07 
0.62 

0.47 0.46 1.01 
0.28 1.49 0.27 0.26 0.09 0.08 
一 ー ー ー - ー 一 一 一 一 ー ー ー 四 一 ー ー ー 一 一 『 ー 一 一 一 ー 一 - - ー - ー 一 一 ー ー - ー ー ー 一 一 一 ー ー ー ー 『 ー - ー ー ー ー ー

0.25 0.47 0.07 
0. 1 1  0 .17 0.81 0.80 0.70 0.29 0.36 0.97 0.33 

※ 表 l の 側 に 試料の仮比重 ( 1.0 と 仮 定 ) と 各植物の換算係数 を か け て 算出。
換算係数は、 イ ネ が2.94、 キ ビ族 ( ヒ エ属 ) が8.40、 ヨ シ 属 が6.31 、 ウ シ ク サ 族 ( ス ス キ 属 ) が1.24

ネ ザサ節が0.48、 ク マ ザサ 属 が0.75で あ る ( 単位 は10万 分の 19) 。
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植物珪酸体の顕微鏡写真

(倍 率 はすべて 400倍 )

No. 分 類 群 地点

イ ネ 1 

2 イ ネ 1 

3 イ ネ 1 

4 ヨ シ属 4 

5 ウ シ ク サ族 ( ス ス キ属 な ど ) 1 

6 ウ シ ク サ族 ( ス ス キ属 な ど ) 1 

7 ネ ザサ節型 1 

8 ク マ ザサ属 型 1 

9 マ ダケ節型 1 

10 表皮 毛起源 1 

1 1  棒状珪酸体 1 

12 ク ス ノ キ科 ( パ リ パ リ ノ キ? ) 1 

- 240 -



第 W 章 自 然科学的分析

1 4 

r 

2 5 

3 6 

O 50 1?0μm 
植物珪酸体の顕微鏡写真 ( 1 ) 

- 24J ー



7 

8 

9 

O 50 μ'

 

∞J

 

10 

:ァー寓軒1

... 

11 

12 

植物珪酸体の顕微鏡写真 ( 2 )

- 242 -



第 V 章 総括

第 V 章 総 括

第1 節 縄文時代早期の調査 に つ い て

1 . 集石遺構について

6 基 を 検 出 し た が、 そ の う ち の 5 基が縄文時代早

期 に属 す る も の と 考 え ら れる 。 い づれも 調査区北側

F 20グ リ ッ ド を 中 Jc" と し た箇所で検出 し た。 明確な

掘 り 込み を 持つ も の ( 2 ・ 3 ・ 5 号) と 、 持 た な い

も の ( 1 ・ 4 号 ) と に分類 さ れる 。 火 を 受 け た痕跡

は明確で はな い が微 細 な 炭 化物 が見 ら れ る 。 1 -

3 ・ 5 号 と 近接 し て お り 、 さ ら に 西側 に集石が存在

す る 可能性があ る が、 西側 は段 落 ち と な り すで に第

W 層 も 削 平 さ れて い る 状態であ っ た。

2 . 遺物について

縄文時代早期 に 属 す る 土器 はわずか 9 点であ っ た。

原位置 を 押 さ え ら れる も の が少 な い が、 そ の 内 の 4

点が集石 を 検出 し た B 調査 区 出 土で あ る 。 そ の他 4

点 は調査区南西部の G 7 グ リ ッ ド 周 辺で あ る 。 ま た

早期 に 属 す る と 思わ れ る 政状耳飾 ・ 不 明石製品 も B

区 . G 区 か ら の 出 土 で あ る 。

3 . ま と め

上記の よ う な状況 に 加 え 、 数十本の ト レ ンチ を 設

定 し て掘削 し た が、 第 W 層 か ら 縄文早期土器の 出 土

は認め ら れな か っ た こ と を 考 え あわせる と 、 つ ま り

縄文時代早期 の 中 心は今回の調査区 に はな か っ た と

考 え ら れ、 調査区 よ り やや北側及び西側 に 存在す る

も の と 考 え ら れ る 。

第2 節 縄文時代後期 か ら 晩期の遺構

と 遺物

1 . 縄文時代後期前半の土器
こ の時期 に 関 す る 資料 も そ れ ほ ど多 い も の で はな

いが、 阿高系の土器 ・ 鯨脊椎骨痕跡 を 有す る 土器の

底 部 な ど の 資料 や 、 市 来 系 の 土器 な ど が存在す る 。

ま たわずか に鐘崎式 ・ 太郎迫式土器な どの資料も 見

受 け ら れ る 。 全体的 に は南九州 の影響 が強 か っ た こ

と が伺 え る 。

2 . 縄文時代後期後半か ら晩期の土器について

わずか に 三 万 田 式土 器 も 見 ら れる が、 沖松遺跡 に

おいて そ の 主体 を な す も の は次の鳥井原式か ら で あ

る 。 残念な が ら 、 層 位 的 な 区分が出来 な か っ た の で、

土器の形式変化で見て 行 く こ と に す る 。

こ の 時期 に 関 す る 土器編年 は小林久雄氏 ・ 乙益重

隆氏 ・ 賀川光夫氏 や 富 田 紘一氏 ・ 島津義昭氏 な ど多

く の研究者 に よ り な さ れて い る 。 そ れ に よ る と 中 九

州の晩期前半期 ま での 土器編 年 は鳥井原式→御領式

→天城式→古閑式→ (黒川 式相 当 ・ 松添式相 当 ) と

な る 。 こ れ ら は多 く の研究者が認め る こ と で あ る が、

型式の細分や晩期の 開始時期 を ど こ に 求 め る か等 に

つ いて は、 諸説があ る 。

以下各土器型式に つ いて特に富田氏 ・ 島津氏 (①~

@) の研究 を 参考に し て その特徴 を 筆者な り に簡単に

ま と め、 沖松遺跡の 当 該期の資料 と の対比 を 試みる も

のであ る 。

鳥井原式土器

① 口 縁部 に 幅の広 い 凹線の施文 を す る も の を 特徴

と す る 。 な か に は回線 に 沿 っ て 細線羽状文 を 付加す

る も の も あ る 。

②浅鉢形土器 は体部か ら 口 縁部 が屈折 し て 立 ち 上

がる も のや、 体部の 上 に 内 湾 す る 頚部があ り 、 その頭

部か ら 口 縁部が屈折 し て 立 ち 上がる も の な どがあ る 。

③一方深鉢形土器 は胴部の上 に 内 湾 す る 頭部があ

り 、 口縁部は屈折 し て 立 ち 上 が る も の や胴部 に 内 湾

す る 頭部 が付 き 、 そ の 外縁が外反 し て そ の ま ま 口 縁

部 と な る も の があ り 、 い づれ も 胴部が小 さ く 膨 ら む。

その他 に 口 縁部か ら 胴 部 がややふ く ら み を も ち な が

ら そ の ま ま 底部 に移行す る も の な どが認め ら れ る 。

御領式土器

器形や そ の 組 み 合 わ せ は鳥 井原 式 と 同 様で あ る 。

た だ施文 が幅広 の沈線 に 変化 し 、 2 本の線聞が段状

に な る (④) 。 ⑤深鉢形土器の胴部の膨 ら み が ほ と
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ん どな く な り 、 小 さ く 丸み を 残す。

天城式土器

器形 は御領式 を 継承 し た も の で 、 深鉢、 浅鉢、 鉢

か ら な る 。

深鉢形土器 は口縁帯 を 持 た な い も の、 口 縁帯 を 持

つ が無文の も の及 び 2 � 3 本 の 沈線 を も つ も の が あ

る ( ⑤) 。 ま た 胴 部 の 器 面 調 整 が粗 い も の が 多 い。

胴 部 と 頚部 と の境 に は ま だ 界線 が残 る も の が あ る

(⑦) 。 胴部の最上段 に 最 大 形 を も っ (③) 。

浅鉢形土器 は口縁部 が幅狭 に な り 1 � 2 本の沈線

を 施文 す る 。 ま た バ リ エー シ ョ ン が生 じ る 一 方で体

部 か ら 口縁部 が屈折 し て 立 ち 上 がる も の が姿 を 消 す

(⑤) 。

古閑式

黒川式直前の土器で あ る 。 深鉢形土 器 は 口 縁の沈

線が 4 � 7 本 と 数が増 し 、 そ の沈線は部分に よ り 数

が異な っ た り 、 そ の 幅 に広狭があ っ た り 、 よ り 粗雑

化 し て く る (⑬)。 ま た胴 部 と 頚部 と の 境 の 段 が消

滅 し 、 頭部の湾 曲 は頭部上部で強調 さ れる も の が多

い (⑪) 。 頚 部 に 蝶 ネ ク タ イ 状 の粘土帯の貼付 け が

あ る (⑫)。

浅鉢形土器 は内湾す る 口 縁 は 少 な く な り 、 直 口 か

外反 す る す る も の が多 く な る (⑬)。 ま た 口 縁帯の

著 し く 短 く な る も の が 出 現 す る (⑬)。 丸底の体部

か ら 朝顔状に 聞 き 、 口 縁 が波状 を な す滋賀里式土器

と の 関 連の深 い浅鉢が伴 う (⑮)。 ま た 器 高 が深 く

な る な ど機能の分化が認め ら れる (⑬)。

費形土器が出現す る (⑪) 。 組織痕 文 土器が伴出

す る 。

黒川 式土器

中 部九州 で は こ の期 に 該 当 す る 型 式 名 が無 い こ と

よ り 、 便宜的 に 南部九州 の 型式名 で あ る 黒川 式 を 使

用 す る 。

褒形土 器 は肩部が屈 曲 す る も ので 、 口縁部に リ ボ

ン状あ る い は鱗状の突起 を 持つ。 ま た 肩部段部に蝶

ネ ク タ イ 状の符文 を 配す も の も 見 ら れ る ( ⑬) 。 器

面 に 条痕が認め ら れる も の が多 い (⑬)。 底 部 は平

底で底面縁部が張 り 出 す。 い わ ゆ る 円 盤貼付状の厚

い 平底 で あ る (@) 。

一 方浅鉢形土器 は精製品 で- 多 種多様化が挙 げ ら れ

る (@)。 ま た組織痕文土器が伴 出 す る 。

た だ し こ れ は南部九州の特色 で あ り 、 果 た し て 中

部で も 同様の特色 を 持つ も の か 不 明 で あ る 。 一方古

森政次 氏 は 「 ワ ク ド 石遺跡J の 報告書の 中 で 、 従来

の 古 閑 式 土器の新相 を 黒川 式相 当 と さ れて い る。

以上で あ る が、 深鉢形土器 は 口 縁帯 を 巡 る 回線が

沈線へ変化 し 、 そ の 数も 2 、 3 条の も の か ら 3 � 6

条に増加 し 、 組雑化 し て く る 。 ま た胴部の張 り が弱

く な り 、 頭部の屈 曲 も 弱 く な り 、 直線化 す る 。 ま た

底 部 は小 さ な 上底 か ら 円 盤貼付状の厚 い平底 に な る 。

ま た 費 と 呼ぶべ き 器種が出現 し て く る 。

一 方浅鉢形土器で は 口 縁帯 が小 さ く な り 、 深鉢同

線凹線が l 条の沈線へ と 変化 す る 。 ま た椀形の胴部

に 小 さ な 口 縁部 を 持 つ類 の 出 現 な ど器種の多様化の

傾 向 が認め ら れる 。

そ れで は沖松遺跡 に つ い て の 土器の変化 を 見て 行

く こ と に し よ う 。

沖松 | 期
口縁帯 に 回 線 を 施す も ので あ る 。

浅鉢形土 器 は I 類 と し た 、 イ本部 か ら 口縁部が屈折

し て 立 ち 上が る も の ( a ) と 休部の う え に 湾 曲 す る

顕部があ り 、 更 に そ の頚部か ら 口縁部が立 ち 上 が る

も の ( b ) が あ る 。

深鉢形土 器 は I A類 と し た 頚部の湾 曲 が し っ か り

し て い て 、 そ の屈 曲 点 が頭部の下位近 く に あ り 、 胴

部 と 顕部 の 境 は膨 ら み を 持つ も の、 及 びN B 類 と し

た顕部がそ の ま ま 口 縁部 と な る 無文 の も の の な かで

膨 ら み を も つ も の ( b ) や 丸 み を 帯 び る も の ( c ) 

が該 当 す る 。 更 に 口 縁部 を 欠損 す る VII 類 と し た も の

の b . c も こ れ に 含 ま る 。 し か し いづれも C 類の丸

み を 帯び る も の に つ いて は確証がな い。

その他高坪形土器も こ の時期 に該当 す る と 思われる。

沖松 H 期
浅鉢形土器 E 類、 深鉢形土 器 II A類があ げ ら れる 。

いづれも 口縁帯に やや太めの沈線 を 施す も の で あ る 。

浅鉢形土器は上記 と 同 じ く a . b の 2 種に 分類 さ

れ る 。

深鉢形 土 器 はや は り 頚部 の 湾 曲 は し っ か り し て い

て 、 そ の 屈 曲 点 は顕 部 中央付近 に あ る 。 ま た胴 部 と

顕部の境は僅 に膨 ら み を も つ も の と 、 段 も し く は沈
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線 を 持つ も の が あ る 。 口 縁帯 に は 1 � 3 条の 太い沈

線 を 施す。

そ の他 N B 類 と し た頚部が そ の ま ま 口 縁部 と な る

も の で胴部 と 頚部の 境 に 段や沈線 を 有す る も の ( a )  

や 口 縁部 を 欠損す る 胴部片の VII 類 a も こ の時期 に 該

当 す る と 思わ れ る 。

上 記 2 期 の 土器 は そ の 分 布 の 中 心 が調 査 区 南側の

G 区 に あ り 、 底 部 に つ い て は不 明 だ が G 区 出 土 の も

の は上底の も の が 主 流 と な る こ と よ り 、 上底 に な る

と 考 え ら れ る 。

沖松 川 期

浅鉢形土器 皿 ・ N 類、 深鉢形土 器 皿 A類な どが該

当 す る 。

浅鉢形土器 ill 類 は上記 E 類の b と 同 じ 器形の も の

で 口 縁帯 の 幅 が狭 く な り 沈線 を ほ ど こ す も の ( a 

類 ) ・ 口 縁部 が形骸化 し 口 縁 内 面 が段状に な っ た も

の ( b 類 ) ・ 口 縁部が b 類 と 同 じ か も し く は よ り 形

骸化 し た も ので無文の も の ( c 類) ・ 内 ・ 外面の沈

線 に よ り 口 縁部 と 頭部 を 区 分 し て い る も の ( d . e 

類 ) があ る 。 こ の浅鉢型土器 E 類 は頚部の変化が大

き く 、 頚部が伸 び る も の は a 類の時点で既 に 認め ら

れ る 。 ま た頚部が著 し く 短 く な り 頚部 と 体部の区分

が不明瞭 に な る も の が C 類で認め ら れ る 。

一 方 W 類 と し た も の は頭 部 が外 に 伸 び る も の で 、

頚部がそ の ま ま 口 縁部 と な る も ので あ る 。

深鉢形土器 皿 類 は顕部の 湾 曲 が弱 く 、 そ の屈 曲 点

は 口 縁 直下 に あ る も の が多 い。 ま た胴 部 と 頚部の境

は多 く は稜線 と な る 。 ま た 胴 部 と 頭部の境の稜線が

弱 く な り 、 胴 部 ・ 頭部の境 がやや 不 明 瞭 に な る も の

も 存在す る 。 底 部 は僅 な ヒ底 ・ 平底 と な る 。 口 縁帯

の沈線も 3 条� 7 条の も の ま で、 規則 的 な も の か ら

不 規則 な も の ま で様 々 で あ る 。

そ の 他 口 縁帯 の幅が著 し く 狭 く な り 頭部が形骸化

し た も の ( 皿 A g ) や頭部か ら 1 ] 縁部が外 に 大 き く

聞 く も の ( ill A h ) な どが あ る 。 ま た VII 類 と し た 口

縁部 を 欠損す る 胴 部片 の も の で!阿部 と 頭部の境 に 稜

線 を も っ d 類が該 当 す る 。

こ の E 期 に は頭部がそ の ま ま I I 縁部 に な る [ý B 類

の 明 確 な も の が認 め ら れな い。

こ の期 は細 分 が可能で あ り 、 ま ず浅鉢形 皿 類 土 器

第 V 章 総括

は形態的 に は 口 縁帯 の 幅 が狭 く な り 沈線 を ほ ど こ す

も の ( a 類 ) か ら 口 縁部 が形骸化 し 口 縁 内 面 が段状

に な っ た も の ( b 類 ) に 、 次 い で C 類の 口 縁部 が よ

り 形骸化 し た 無文 の も の へ 、 更 に 内 ・ 外 面 の 沈線に

よ り 口 縁部 と 頚部 を 区分 し て い る も の ( d . e ) へ 、

器高の浅い も の か ら 器 高 が深 く 体部 ・ 頭部 ・ 口 縁部

が不明瞭な も の へ と 変化す る と 思わ れ る が、 こ の類

は器種 に バ ラ エテ ィ に 富 む た め 一概 に は言い切れな

し 、。

埋設土器の深鉢形 土 器 と 浅鉢形土器の セ ッ ト 関係

で と ら え ら れる も の に お いて も 深鉢形土器の形態変

化 と 浅鉢形土器の形態変化が細 か い部分で は連動 し

な い こ と が伺われた。

深鉢形土器 に つ いて そ の形態変化 は、 ま ず 口 縁帯

の沈線の数が 3 � 6 条 に 増 加 し 施文 が粗雑化 し て く

る 。 そ れ に 口 縁 部 と 顕 部 の 区 分 が 明 瞭 で な く な る 。

頚部 も 湾 曲 が弱 く な り そ の屈 曲 点 は 口 縁 直下 に あ る

も の が多 く な り 、 直線化の傾 向 が認 め ら れ る 。 ま た

胴部 と 頚部の境 は稜線 と な っ て お り 、 更 に そ の稜線

も 弱 く な り 、 胴 部 ・ 頚部の境がや や 不 明瞭 に な る も

の も 存在す る 。 底 部 は僅 な 上底 か ら 平底 そ し て 円 盤

状の底部 に 近い も の と な る 。

し か し 縄 文 時代 の ま と め の 頁 で 述 べ た よ う に 、 l 

つ の項 目 だ け で 土 器の 前後 関係 を 決定で き る よ う な

明確な基準は認め ら れな い。 事実 3 条の 枕線の も の

で も 、 かな り 施文 の 粗雑 な も の が存在 し た り 、 逆 に

5 条の沈線で も し っ か り と し た 施文及 び器 面 調 整 の

も の な ど も 仔在す る 。 そ の 変化 は漸次的 変 化 の た め

は っ き り と 線引 き す る の が難 し い。 恐 ら く 第 2 表 に

挙 げた 項 目 す べ て を 比較検討 し て 決め る べ き も の で

あ ろ う 。 し か し 頚部 と 胴部の境の稜線が弱 し 、 も の や

底部が円盤状 に 近 い も の は新 し い様相 を 示す よ う で

あ リ 、 そ れ ら は 口 縁帯の施文 も 粗雑 な も の が多 い 勺

沖松 IV 期

こ の期 に 該 当 す る も の は少量で あ る 。

浅鉢形土 器 V 類 と し た 丸み を 帯 び器 高 の 深 い {本部

に 短 い 口 縁 部が付 く も の で あ る 。

一 方 深鉢形 土 器 で は 明 確 な も の が 認 め ら れ な L 、 。

し いて 挙 げれば、 小破片 の た め 詳 細 が不 明 な VIIl fう 類

と し て 一括 し た 中 の 器 面 に 条痕 が認め ら れ る も の で
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第 2 節 縄文時代後期 か ら 晩期 の遺構 と 遺物

あ ろ う 。 底部で は E 類 と し た 円 盤貼付状の厚 い平底

の も の が挙 げ ら れる 。

沖松 V 期

医類 と し た 刻 目 突帯文土器が該 当 す る 。 ま た上記

の底部 皿 類の も の は、 こ の期 に も 含 ま れる 。

そ の他上記 に いずれ に も 該 当 し な か っ た も の と し

て 浅鉢 形 土器 の椀等 を 一括 し た VI 類 と 深鉢形土 器

N A 類 の 外来系 と し た も の 、 V 類 の 摺鉢形の も の 、

VI 類 の 無文で外反 す る 口 縁 を も つ も の、 II1 A類の 口

縁帯 を も つ が無文の も の が あ る 。

い づれも 少量で一括 し た も ので、 その所属 時期 は

不 明 だ がそ の 分布 よ り そ の 時期 を あ る 程度推測で き

る 。 浅鉢形土器 VI 類 は104 は沖松 1 . II 期 に 、 99�

101 ・ 103 は 皿 ・ N 期 に 、 該 当 す る の で は と 推察 さ れ

る 。 一方深鉢形土器 は N A 類 は沖松 E 期 に 、 V 類の

223は沖松 1 . II 期 に 、 227 は II1 . N 期 に 、 VI 類 は沖

松 田 期 に 、 vn A 類 は256は 1 . II 期 に 、 他 は 皿 期 に

該 当 す る と 思われる 。

そ れで は沖松遺跡の各期 と 土器形式 を 比較 し て み

る 。

ま ず沖松 I 期 は鳥井原 式 に 該 当 す る 。 次 ぎの H 期

以降 に つ いて は、 当 初 E 期 を 御領式 に 、 E 期 を 天城

式及 び古閑式に相 当 す る と 考 え て いた。 し か し 以下

の理由 や筆者の土器形式の認識不足 に よ り 時期比定

が 出 来 な く な っ た。

ま ず E 期 を 御領式 に対応 さ せた場合、 そ こ に は若

干の違いが見 ら れ る 。 そ の ー っ と し て 深鉢形土器の

II1 A類の 口 縁帯の、沈線の 太 さ が一般に御領式 と 呼称

さ れて る も の に比べ細い点で あ る 。 更 に N . vn b 類

の頚部 と 胴部の境が段 ま た は沈線 と な る 点で あ る 。

ま た次の沖松 田 期 の 土器 を 天城式及 び古閑式の特

徴 と 対比 し た場合 ま ず⑥ ・ ⑩の 口 縁帯の沈線の本数

で あ る が 2 � 3 本の も の は埋設土器19例 中 I 例で あ

り 図化 し た 口 縁部の小破片 も 含めて も 2 割程度で あ

る 。 し かも かな り 組雑 な も の が認め ら れ る 。 そ の本

数 は 4 � 5 本の も の が ほ と ん どで あ る 。

次の⑦ ・ 0の頭部 と 胴部の界線 に つ い て で あ る が、

完形品 が少な い こ と も あ る が、 埋設土器で界線の例

は存在せず稜線 と な る 。 ま た N . vn 類の胴部片 で界

線が残 る も の はすべて G 区 よ り の 出 土 の も ので分布

域が大 き く 異 な る た め に界線はな い も の と 推察で き 、

すべて 古 閑式の⑪に該 当 す る 。 ③の最大径 に つ いて

も 13例 中 9 例 が胴部上段 に 最大径 を も ち そ の形態は

様 々 で あ る 。 ⑫の粘土帯貼付 け に つ いて は図化 し て

い な い が l 点だ け蝶ネ ク タ イ 状の粘土帯の貼付 け部

分の みが存在す る が、 ほ と ん ど認め ら れな い。 ⑨に

ついて は浅鉢形 皿 a 類が該 当 す る も ので あ ろ う 。 ⑬

o の 内 湾 す る 口 縁 は 少 な く な り 、 直 口 か外反す る す る

も の が多 く な る と い う の は浅鉢形 II1 b 類の一部が該

当 し よ う 。 ま た⑪の著 し く 短い 口 縁部 の 出 現 は浅鉢

形 III c 類 の 一 部 が 、 ⑮に つ い て は 浅 鉢 形 N a 類

が、 ⑮の器高が深 く な る も の が N b . c な どが該 当

し よ う 。 以 上浅鉢形土器 に つ いて はあ る 程度 天城式

の項 目 に も 該 当 す る も の があ る が、 深鉢形土器 に つ

いて は古 閑 式の特徴に該 当 す る も の が多い。 逆 に 天

城式の特徴 と し て 挙 げ ら れた⑥ ・ ⑦の 2 � 3 条の沈

線や界線は、 沖松 E 期の深鉢形 II A類や N B 類の も

のが該 当 す る 。

た だ し こ れは地域性 と も 考 え ら れ る 。 人吉市 中 堂

遺跡 に おいて 天城式 と さ れて い る 深鉢形土器 に も 界

線の あ る も の は存在 し な い よ う で あ る し 、 頚部の湾

曲 も それほ ど強い も の はな い よ う で はあ る 。

以上の理由 で御領式 場 天城式 ・ 古 閑 式 を そ れぞれ

沖松 II . II1 ( 古相 ・ 新相 ) 期 に比定する こ と が麗賭

さ れる 。

次の W 期 が黒川 式 に該 当 す る と 思われる。 果た し

て 南 九 州 の 特徴 を 当 て は め て い い の か疑 問 が残 る

が、 ⑬ に つ いて は前述 し た と お り 認め ら れな い。 浅

鉢形土器 V b 類 に 突起が認め ら れる だ けで あ る 。 ⑬

の器面 に条痕が認め ら れる も の と し て 四 B 類の 口 縁

部片 の 中 に わ ずか に 認め ら れ る が小破片 の た め詳細

が 不 明 で あ る 。 @の 円 盤貼付状 の厚 い 平底 は底部

皿 類 に お い て 認め ら れる 。

沖松遺跡に お いて鳥井原式か ら 刻 目 突帯文土器の

時期 ま で ほ ぼ ま ん べ ん な く 認め ら れ る が、 主流 と な

る の は鳥 井原 式 ~ 古 閑 式 ま で で 、 そ の 中 で も 沖松

E 期 に そ の 中 心があ る こ と は確かであ ろ う 。

埋設土器 に つ いて も 別表 に示 し た と お り 、 そ の 中

心 と な る も の は沖松 E 期で あ る 。 し か し そ の 中 で も

古相 の も の と 新相 の も の が存在 し 、 古相の も の の 外
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側 に新相の埋設土器が位置す る よ う で あ る 。

ま た埋設土器の掘 り 込みの レ ベ ル に つ いて は、 削

平の関係で確実な こ と は言 え な い が、 そ の検出面 レ

ベル に は同 時期 の 土器片が多 く 散在 し て いた と い う

印象があ る 。 そ の な かで 9 ・ 10 ・ 13号埋設土器は同

時期の 土器片 がほ と ん ど出 土 し な く な る レ ベル面 で

検出 し て い る 。 可能性 と し て は竪穴式住居 内の床面

よ り 掘 り 込ん だ も の、 他の埋設土 器 よ り 先行す る 時

期 の も の 、 も し く は用 途 の 違 い な ど が考 え ら れ る が、

い づれ も 確証 に 乏 し い。

3. 縄文時代の集落について

埋 設 土 器 の 存在や焼成粘土境 の 存在 さ ら に は石

剣 ・ 石万 の 存在か ら 縄文時代後期後半か ら 晩期前半

に 人 々 が こ の地で生活 を し て い た こ と は確実で あ る 。

現時点で可能性の あ る も の は l 号住居状遺構や 4 号

住居状遺構位 で あ る 。 そ れ は そ れ ぞれ沖松 田 期 

E 期 に比定 さ れる 。 し か し確実 な住居跡が検出 さ れ

て いな い こ と は、 単 に 住居跡 を 探 し き れ な か っ た だ

け な の か、 生活の本拠 と 墓地 ? や 土器作 り の場所 と

は地点 を 異 に す る のか全 く 不 明 と 言 わ ざ る を え な い。

人吉市 中 堂遺跡の場合 は 中 央 に広場があ り 、 そ こ に

埋設土器が存在 し 、 そ の広場 を 囲 む よ う に住居跡が

あ っ た。 一 方現在熊本県教育委員 会が調 査 を 継続中

の熊本市石の 本遺跡では、 縄文晩期 前半期の住居跡

や埋設土器が多数検出 さ れて お り 、 そ の状況は住居

に近接 し た箇所に埋設 土器が存在す る と い う 。 こ れ

は中 堂遺跡の様相 と は ま た 違 っ た も ので あ り 、 今後

の資料の増加 を 待 ち た い。

第 3 節 弥生時代の調 査 に つ い て

弥生時代の 資料は極め て 少 な い。 縄文時代晩期後

半 よ り 遺物 が減 少 し 、 そ の後弥生時代後期 に な る ま

で空 白 の期 聞 があ る 。 短絡的 に 考 え る な ら 、 稲作の

導入 に よ り 、 球磨川 等の流域の低湿地帯 に移動 し た

の で はな か ろ う か。 そ の後古墳時代 に な り 稲作技術

の発達 に 伴い遺跡の東側の低地で も 生産 で き る よ う

に な っ た の か、 或 い は畑作等他の生産基盤 を 重視す

る よ う に な り 、 こ の地での営みが再開 さ れた の で は
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な か ろ う か。

第 4 節 古墳時代の調査 に つ い て

1 . 住居跡の年代について

沖松遺跡で は27基の 竪穴式住居跡 が存在す る 。 も

ち ろ ん こ れ ら がすべて 同 時期 に存在 し た わ け で はな

い。 残念な が ら 住居跡の切 り 合い 関係 が 少 な く 、 ま

た かな り 削 平 さ れて い る 住居跡が多 く 、 多 く の遺物

が流れ込みの可能性があ る た め に 正確 さ を 欠 く 。 ま

た かな り 地域性の強 い土器であ り 、 こ の 時期 の 住居

跡の検出例が人吉 ・ 球磨地方で は少 な い こ と も あ っ

て 、 宮崎 ・ 鹿児 島県の遺跡の編年等 を 参 考 に 住居 の

存続期 間 を 考 え た 。

そ の存続期 聞 は 4 世紀末 か ら 7 世紀初頭 ま での 間

約200年間であ る と 推察 さ れる 。

4 世紀末及 び 5 世紀代の集落は調査区 の北側の竪

穴式住居跡 と 南西 側 の 竪穴 式住居 跡で あ る 。 そ の後

6 世紀代の も の は、 南東側 の 竪 穴 式住 居 跡 で あ る 。

し か し 調査区 の北側 は現在道路で切 断 さ れて お り 更

に 北側 の 丘 陵 に は住 居 跡 の 存 在 の 可能性 が あ る し 、

南西側の住居跡群 で も 26号の北 に 数件の住居跡の存

在が考 え ら れる 。 - 万南東部の住居群 も 13号住居跡

北側 に数件の住居の存在 を 考慮、 し な け れ ばな ら な い。

た だ し そ れ を 考慮、 に いれで も 大幅な住居跡の増 加 は

な さ そ う で あ る 。 6 世紀 頃 を 境 と し て 集落 の 軒数が

わずかで はあ る が増 加 す る 傾 向 が認 め ら れる 。

2 . 住居構造 に つ い て

住居跡 は 2 本柱の も の と 、 4 本柱構造 の も の があ

る が、 それは時期差 と し て は と ら え ら れな か っ た。

一 方住居 内 の 炉 跡 は 、 炉 自 体が存在 し な い も の 、

掘 り 込み を 持 た な い も の 、 掘 り 込み を 持 つ も の、 土

器 を 埋め込み、 炉 と し て 使用 し て い る も の があ っ たの

そ の 変 化 は時期 差 と し て と ら え ら れ る 傾 向 が あ る O

大 ま か に は、 5 世紀代 に は掘 り 込み を 持 た な い も の

が多 く 、 次 の 6 世紀代 に 掘 り 込み を 持 つ 炉 が多 く な

り 、 埋聾炉 は 6 世紀後 半以降 に 多 く 認め ら れ る 。 ま

た炉 を 持 た な い住 居 跡 は短期 の 使用 で あ っ た の か も

し れ な いじ あ る い は 仁房跡や集会所等他の機能 を 考



第 5 節 奈良時代以降の調査に つ い て

え た ほ う がいいのかも し れな い。

3 . ま と め

こ の集落の規模 を 人吉 ・ 球磨地方 に お い て 平均 的

な 集落 と 考 え る か、 も し く は小規模な集落 と 考 え る

か ど う か は、 人吉 ・ 球磨地方の こ の 時期の集落構造

がも う 少 し 明 ら か に な る ま で保留 し た い。 出 土遺物

と し て は特 に顕著な も の は認め ら ず、 こ の地域の拠

点集落 で はな い こ と は確かであ り 、 拠点集落 は球磨

川 の南側の沖積地 に あ る と 思われる。

一方周辺の古墳 と の 関係 を 考 え て み た い。 5 世紀

代の こ の地域の墓制の実態 はわ か っ て い な い が、 地

下式板石積石室墓か ら 高爆古墳への過渡期 と 思われ、

小規模な 円墳では地下式板石積石室墓の影響が認め

ら れる よ う な石室で、 竪穴系横 口 式石室 に似た よ う

な構造で あ る と 考 え ら れる が、 沖松遺跡の周辺 に は

そ う い っ た 高 塚古 墳 が現在 の と こ ろ 見 当 た ら な い。

ま た地下式板石積石室墓 ・ 地下式横穴墓も 現在の と

こ ろ 認め ら れな い。 現在認め ら れ る の は横穴墓のみ

で あ る 。 そ の な かで23号住居跡の柱穴跡 よ り 出土 し

た須恵器高杯 は須恵村浜 ノ 上横穴墓群 出 土の も の と

ほぼ同時期 の も の で あ る 。 ま た 沖松遺跡近 く の石坂

横穴墓で は馬 具 ・ 直 万 ・ 鉄鯨 な ど が 出 土 し て お り 、

そ の 関 連 を 伺 わせ る 。 し か し そ れ以前 に つ い て は、

古墳 と の 関連 を 伺 わせ る 資料がな い。 そ れは以下の

可能性があ る 。 ①高塚古墳 ま た は地下式板石積石室

墓 ・ 地下式横穴墓が ま だ発見 さ れて いな い。 ②こ の

沖松遺跡の集落が人吉 ・ 球磨地域 に おいて も 小規模

な集落であ り 、 そ の 集落での首長の権力 自 体が強い

も ので はな いの か、 も し く は首長 と 呼べ る ほ どの 階

層 も 存在 し な か っ た。 ③市房 山裾野に位置 す る 水上

村の千人様古墳群 は74基 も の 小 円 墳が築造 さ れて お

り 、 鶴嶋氏 が推察す る よ う に、 周 辺 に 生産基盤がな

い た め に原始信仰 に 関係す る も ので あ り 、 千人塚古

墳群の よ う な所 に埋葬 さ れた (鶴嶋1995) 。

し か し残念な が ら 明確 な 答 え を も つ も ので はな く 、

確証も な い が①の可能性が高 い よ う に 思 え る 。 それ

は ご く 小規模な も ので は な い だ ろ う か。

第 5 節 奈良時代以降の調査
に つ い て

1 . 奈良時代

奈良時代 に 属 す る も の と し て は10号土坑な どがあ

る が、 そ の性格は不 明 で あ る 。

2 . 平安時代

平安時代 に属 す る も の は、 特 に 9 世紀代の も の が

顕著で あ る 。 掘建柱建物跡が 3 棟検出 し た。 ま た柵

と 考 え ら れる 柱穴 も 存在す る 。 こ れ ら は出 土遺物が

1 点の 土 師器 だ け だ が、 そ の 方 向 が南北で あ る こ と

や、 柵がそれに ほ ぼ垂直 に 交 わ る こ と よ り 同 時期の

遺構 と 判 断 し た 。 ま た 柵 の 南 側 に し っ か り と し た

2 ・ 3 号掘建柱建物跡が存在 し 、 柵の北側 に やや柱

穴が小 さ い簡易 的 な 建物跡や土師器 を 焼成 し て い た

可能性の あ る 土坑が存在す る 。 そ し て そ の 東側 に 墓

地が形成 さ れて い る 。 ま た 出 土 す る 土 師器 に は煮炊

き 用 の 費 が少 な い こ と な ど よ り 少 く と も 一般農民の

集落で はな い も の と 推察 さ れ る 。 ま た 3 号掘建柱建

物跡の南 に も 数多 く の し っ か り し た柱穴跡が存在 し

た が、 残念な が ら 建物跡 と 判断で き る よ う な配置 で

はな か っ た。 し か し 削 平 を 受 け て い る こ と な ど を 考

え あわせる と さ ら に掘建柱建物跡 は増加 し そ う であ

る 。

その他特記す べ き こ と は須恵器生産 と 関連する こ

と で あ る が、 須恵器製品 の 不 良 品 がか な り 多 く 見 ら

れる こ と で あ る 。 こ れ ら は製品 と し て 出荷 さ れる も

のか ら は除外 さ れる だ ろ う 。 つ ま り そ う い う 不良 品

は生産地で使用 さ れる も ので あ ろ う 乙 い う こ と が考

え ら れ る 。 つ ま り 周 辺で須恵器生産 を 行 っ て い た こ

と が 予 想 さ れ る の で あ る 。 事実 沖松遺跡周 辺 に は、

そ の 詳細 は不 明 だ が須恵器窯跡が推定 さ れて い る 須

恵村上阿蘇遺跡が存在す る 。

歴史的環境の項で も 述べ た よ う に 須恵村 を 含め た

免 田 町 ・ 上村 ・ 深 田村の東端地域 は 「球玖郷J に比

定 さ れる と 言 う 説が有力 で あ る 。

古代耳 が出 土 し た 免 田 町久鹿の 前 回 遺跡や蔵骨器

が発見 さ れて い る 免 田 町廻 り 迫遺跡 ・ 岡原村宇土谷

遺跡 ・ 上村伊勢尾遺跡 ・ 期登遺跡 ・ 東小原遺跡 ・ 西
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小原遺跡や鋼板整墓誌が 出 土 し た黒 田遺跡があ る 。

ま た生産遺跡 と し て は須恵器の窯跡が発見 さ れて

い る 上村上 ノ 原遺跡、 瓦窯跡で は深 田村高 山遺跡が

あ る 。 こ の他窯跡が推定 さ れる 遺跡 に 前述の須恵村

上阿蘇遺跡 ・ 深田村上村狩所遺跡が あ る 。

ま た須恵村内 で も 多 く の奈良 ・ 平安時代の遺跡が

見 つ か っ て い る 。 や は り 掘建柱建物跡 I 棟が検出 さ

れ、 多 く の土師器 ・ 須恵器 が 出 土 し た 別府遺跡、 越

州 窯系青磁 ・ 緑紬陶器の破片 が副 葬 さ れた 土墳墓が

発見 さ れた堂園遺跡や 須恵器 ・ 土師器が発見 さ れて

い る 山 口 遺跡 ・ 屯所遺跡 ・ 浜 ノ 上遺跡な どがあ る 。

一方須恵 と い う 地名 は須恵器 と 関係 し て い る 。 球

磨郡の 中世文書 に は須恵氏 がみ え る 。 こ の須恵氏 は

球磨郡の須恵器生産 を 統括 し て 、 経済力 を つ け て い

っ た豪族 と 考 え ら れて い る 。 熊本県教育委員会が平

成 5 年 よ り 発掘調査 を 継続 し て い る 深田 村灰塚遺跡

で は、 鎌倉初期の遺構 と し て 、 掘建柱建物跡50基以

上 ・ 竪穴式住居跡 ・ 井戸跡 ・ 柵跡 ・ 溝 ・ 土 塁や副葬

品 と し て 白 磁 を 出 土 し た 土墳墓な ど も 検 出 さ れて い

る 。 12�13世紀頃の 須恵氏 の居館跡 と し て 注 目 さ れ

て い る ( 木崎1996) 。

沖松遺跡 も 9 世紀頃の 須恵氏 一族 と 何 ら かの関係

があ る 建物跡 と 考 え ら れ る 。

3 . そ の他の遺構 に つ い て

中 世の遺構は、 竪穴式住居跡が 2 基あ る 。 球磨地

方 で も 類例 が人吉市 天道 ケ 尾遺跡 ( 鎌倉 時代 ) 、 同

原城跡 ( 室町 時代 ) で も 検出 さ れて い る 。

そ の他時期 は不明 で あ る が注 目 さ れる の はス ラ グ

の多 さ で あ る 。 ま た輔の羽 口 も 出 土 し て お り 、 製鉄

関連の遺構の存在が伺 え る 。

第6 節 結び

沖松遺跡の下 層 か ら 出 土 す る 粘 土 は城南町歴史民

俗 資料館の清田 氏 に よ れば土器づ く り に 適 し た 粘 土

で あ る そ う だ。 ま た 調査 区 F 区 に お いて 江戸末 期 か

ら 明 治頃 と 考 え ら れる 粘 土採掘坑 も 検 出 さ れて い る。

こ れは土器 を 作 る た め の も の で はな い が、 良質な粘

土 が採れる 証 し で あ ろ う 。 焼成粘 土塊の 存在 よ り 縄

第 V 章 総括

文時代後期 頃 に は既 に 沖松遺跡 で は土器作 り を 行 っ

て い た こ と が推定 さ れ、 古 墳 時 代 は定 か で な い が、

平安時代 に は土師器、 そ し て 近接 し た箇所で は須恵

器 も 生産 し て い た 可能性があ る 。 こ こ で は狩猟 ・ 漁

猟 ・ 農業 と い っ た生産基盤ばか り でな く 、 良質の粘

土が採れ る と い う 利点 を 生か し た 土器作 り も 、 そ の

生産基盤 に お いて いた の で はな か ろ う か。 今報告 ま

で に は間 に合わな か っ た が、 今後土器の胎土分析等

の方法 に よ っ て ア プロ ーチ し て い く こ と も 必要 で あ

ろ う 。
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出 土遺物観察表

出 土 遺 物 観 察 表

待図 番号 器種 残存部位 口径(cm) 器高担) 最大脳(佃) 底径蜘) 色 調 胎 土 焼成 調 整 備 考

16 1 深鉢 体部下半 (内)キャメル色 砂粒 ・ 角 関石 ・ 雲母 普通 (内) (外)工具ナデ 煤付着

(外)黄色

2 深鉢 体部下半 7.4 (内)小麦色 砂粒 ・ 角 閃石 普通 (内) (外)工具ナデ 煤付着

(外)黄色

3 ì菜鉢 服部 33.3 枯葉色 砂粒 ・ 角 閃石 普通 (内) (外) 工具ナデ 煤付着

17 4 深鉢 体中旬底部 倒.1) 7.45 (内)黄褐色 砂粒 - 角 閃石 普通 (内) ナ デ・ 磨 き 煤付着

(外)小麦色 ・ 焦茶色 (外)磨 き

5 深鉢 体中町底部 322 6.0 小麦色 砂粒 ・ 赤褐色粒 ・ 角 閃石 普通 (内) (外) ナデ 煤付着

18 6 深鉢 口縁ー体下部 (25.η (27.6) (内)焦茶色 砂粒 ・ 角 閃石 普通 (内) (外)工具ナデ 煤付着

(外)黄褐色ー焦茶

7 深鉢 口縁部 ・ 。6.1) σ2) (内)黄褐色 砂粒 ・ 角 閃石 ・雲母 普通 (内) (外) 工具ナデ 煤付着

体部町底部 (外)小麦色ー焦茶色 底部穿孔

19 8 深鉢 口縁ー体中部 ・ 黄褐色 砂粒 ・ 角 閃石 普通 (内) (外)工具ナデ

体下町底部

20 9 浅鉢 (35.2) (12.9) 黄褐色ー焦茶色 砂粒 - 赤褐色砂粒 良 (内)磨 き - ナデ 煤付着

(外) ナデ

10 深鉢 (35.η (44.0) (36.5) (内)小麦色ー焦茶色 砂粒 ・ 角 閃石 良 (内) (外)工具ナデ 煤付着

(外)蹴色ー

21 11 浅鉢 (32.6) (9.5) 貨褐色町焦茶色 砂粒 ・ 角 閃石 良 (内) (外) ナ デ ・ 磨 き

12 i築鉢 胴ー底部 32.4 39.8 6.2 枯葉色 砂粒 ・ 角 閃石 良 (内) (外) 工具ナデ 煤付着

22 13 浅鉢 口縁部 ・ (27.η 8.1 日高褐色ー焦茶色 砂粒 良 (内) (外)磨 き

体部下部

14 深鉢 30.6 焦茶ー 小麦色 砂粒 ・ 角 閃石 良 (内) (外) 工具ナデ 煤付着

15 深鉢 体部下半 σ.9) 黄褐色-0奇褐色 砂粒 ・ 角 閃石 普通 (内) ナデ 煤付着

(外) 工具ナデ

23 16 深鉢 口縁ー体部 ・ (41.0) θ.6) (内) レ ン ガ色 砂粒 ・雲母 ・ 角 閃石 普通 (内) (外) 工具ナデ

底部 (外) 赤褐色

24 17 深鉢 全体1/3 (37.8) (41.6) (40.6) (内)茶褐色 砂粒 - 角 閃石 良 (内) (外) 工具ナデ 煤付着

(外) 黄褐色
18 深鉢 体部下半国底部 35.0 10.1 (内)灰黄褐色 砂粒 ・ 雲母 ・ 角 閃石 普通 (内) ナデ 煤付着

(外)貨褐色

25 19 深鉢 口縁部 ・ 体部 (43.η (45.8) 灰黄褐色 砂粒 良 (内) ナ デ

(タト) 丁寧 な ナ デ

20 深鉢 体中都 44.1 Uì}縄色 砂粒 ・ 角 閃石 普通 (内) 工具ナデ 煤付着

(外) 削 り 後粗ナデ

26 21 浅鉢 口 縁部 ・ 体下部 42.6 16.5 焦茶色1音茶褐色 砂粒 良 (内) (外) 丁寧な磨 き

n 深鉢 (38.2) 8.6 (内)灰黄褐色 砂粒 普通 (内) (外) 工 具 ナ デ

(外)小麦色‘焦茶色

27 23 浅鉢 全体:3/4 。5.6) 13.4 (内) 黄褐色 砂粧 ・ 雲母 ・ 角 関石 良 (内) (外) 丁寧な磨 き 煤付着

(外)枯葉色 穿孔
m 深鉢 (内)淡黄褐色 微砂粒 ・ 角 閃石 普通 (内) (タめ 工具 ナ デ後 煤付着

(外)小麦色ー灰褐色 一部ナ デ

25 深鉢 (24.8) 25.7 (24.2) 5.9 (内)灰汁色 角 閃石 ・ 雲母 良 (内) (外) ナ デ 煤付着

(外)栗色
28 26 深鉢 体中ー底部 9.4 (内) 黄褐色 砂粒 普通 (内) (外) 工具ナデ

(外)暗褐色
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37 1 茶褐色 角閃石 ・ 金雲母 やや良 B 2周 一括

2 淡褐色 雲母 不良 B 表

3 茶褐色 雲母 ・砂粒 不 良 B 2層

4 茶褐色 組砂粒 や や良 G-8 NO.3 一部煤付着
5 赤褐色 雲母 ・長石 や や 不 良 H-14 一括

6 茶褐色 粗砂粒 や や 良 G 

7 茶褐色 砂粒 や や 良 G-7(4) 

8 黄褐色 砂粒 普通 ナデ G 515 NO.195 

9 褐色 粗砂粒 良 G-7 (1) 

10 茶褐色 粗砂粒 やや良 B 1-17 2周 一指 (外)煤付着
11 茶褐色 粗砂粒 や や 不 良 ヘラ G-8(3)3 煤付着
12 小麦色 砂粒 角関石 -雲母 普通 ナデ G F-7 NO.13 

13 黄掲色 砂粒少 や や 不 良 G-8(4) 

14 (内)小麦色 砂粒 ・雲母 角関石 普通 ナデ G 2781，G-8(4)3 

(外)黒褐色
15 (内)黄褐色 砂粒 ・雲母 ・ 角 I'l:'J 石 普通 ナデ G F-6 2周 一括

(外)黒褐色
16 (内)焦茶色ー日音質褐色 砂粒 ・雲母 角閃石 普通 (内)ナデ F-5(1)3 (3-a) NO.196 (外)煤付着

(外)焦茶色 (外)強ナデ後組磨き
17 (内)階黄褐色 砂粒 雲母 角閃石 普通 (内)ナデ F-5(3・a) NO.193 

(外)焦茶色 小石 赤渇色紗粒 (外)l砦き
18 縄色 砂粒 不 良 G P28 

19 (内)赤褐色 粗砂粒 やや不良 (外)ナデ G G-8(4) P27 

(外) 11前田色
20 茶褐色 砂粒 やや不良 G G-7 (2)3 

21 日音褐色 金雲母 ・ 1沙'flL少 不良 G G-8(3) Pl 

22 黒褐色 砂粒 角閃石 - 黒雲母 普通 G F-7 

23 11音赤符色 砂粒多 やや良 ナデ G・8(4)3

24 淡褐色ー黄褐色 砂粒少 普通 (内)削 リ G 863，864 

(外)工具ナデ後ナデ 白色顔料
25 淡梢色 砂粒少 やや不良 G-8(2)3 

26 褐色 砂粒多 角閃石 やや良 磨き G 353 

27 褐色 砂粒多 . flj閃石 ・ 金雲母 やや良 (向)ナデ 磨き (件)!書き G H-8(4)3 

28 佑築色ー焦茶色 1/ 良 (内 外)縫 き G-5(3)3 

29 11音褐色 砂粒少 やや良 (内)ナデ G F-7 NO.87 

(外)謄 き
38 30 茶褐色 細砂粒 良 G-15 NO.88 

31 黒柑色 細砂粒 やや艮 ヘラ jiJf!怠 G-8(3)a 3 

32 褐色 制11砂粒 やや良 G-8(3) P63 

33 黒色 砂粒 金 '.2母 良 G 

34 黒渦色 砂粒 金ゑ:母 良 ヘラ研磨 G-8(3) 

35 ，/1立絹色 粗砂粒 やや良 ヘラ研磨 G69 

36 黒褐色 砂粒多 角 |均石 やや良 (内 外)!幾 き G-8(3) P184 

37 赤拘色 角閃石 ー 制II lijr粒 良 踏き G-7(2)3 

38 黒褐色 砂粒少 良 I話き F-7(3)3屑

39 褐灰色 砂粒少 やや良 G-8(3) 0-3 

40 (内)明茶色 砂粒 やや良 ヘラ jiJf謄 G-8(3-1) 

(外)赤褐色
41 高尚色 砂粒 やや良 ヘラ研磨 G 2000 

42 褐色 砂粒多 金雲母 やや良 (内 ー外)磨 き G-8(3) P137 
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38 43 茶褐色 角 閃石 ・ 砂粒 やや良 ヘ ラ 研磨 G-8 No.86 (内 ・ 外) 煤付着

44 暗茶褐色 砂粒少 やや良 ヘ ラ 磨 き G 4328 

45 茶縄色 金雲母 ・ 砂粒 良 ヘ ラ 磨 き D rr No.89 (内)煤付着

46 淡褐色 砂粒 やや良 へ ラ 磨 き D G-15 煤付着

47 黒褐色 細砂粒 良 磨 き G DE-7 SX-l P18 {外)煤付着

48 茶褐色 細砂粒 やや良 磨 き DE-7 SX-l p7 

49 暗茶縄色 細砂粒 やや良 磨 き G 4314 

ω 茶褐色 細砂粒 良 磨 き G 1305 

51 茶褐色 角 閃石 ・ 金雲母 良 (内 ・ 外)横箆 き E D-16 No.23 赤彩

52 黒縄色 組砂粒 ・ 黒雲母 ・ 長石 良 (内 ・ 外) 削 り 後磨 き D G-17 No. 189 

日 黒色 金雲母 ・ 角 閃 石 ・ 砂粒 良 1-16 No.63 

54 (内)黒色 粗砂粒 やや良 F-17 (21) 

(外) 暗黄褐色

55 (内)焦茶ー枯葉色 砂粒 ・ 角 閃石 良 (内)磨 き D H・15 3 No.380，515 

(外)焦茶色 (外) 削 り 後磨 き

56 焦茶色 砂粒 ・ 角 関石 良 (内 ・ 外) ヘ ラ 磨 き D H・15(12)へ' JI. ト層3層一括，382 (外)煤付着

39 57 貨褐色 金雲母 ・ 石英 良 D H-17 No.31 (内 ・ 外)煤付着

日 淡褐色 金雲母 やや良 D G-17(25)3層 煤付着

59 淡褐色 金雲母 ・ 砂粒 良 D rr No. 10 

ω 茶褐色 角 閃石 ・ 砂粒 やや良 D G-15(20) 

61 茶褐色 砂粒 良 D H-15 3層No.516 (内)煤付着 ・ 赤彩

62 黒色 砂粒 やや良 D G-16 No. 179 煤付着

63 茶褐色 細砂粒 良 D SBl NO.27 (内 ・ 外} 煤付着

64 淡茶褐色 金雲母 ・ 砂粒 良 G-15 (外)煤付着

65 茶褐色 角 閃 石 や や 良 F-16 埋6 (内 ・ 外)煤付着

66 淡褐色 小石 ・ 金雲母 ・ 雲母 ・ 長石 やや不良 D G-16(21) 

67 淡褐色 角 閃石 ・ 砂粒 良 D SB1 No.34 

ω 茶縄色 組砂粒 良 (内 ・ 外)磨 き D G-17(24)a (内 ・ 外)煤付着

69 黒色 角 閃石 やや良 D H・15 3層 No.447

70 黒褐色 雲母 ・ 長石 ・ 砂粒少 良 (内 ・ 外) 削 り 後磨 き D G-16(2) No.63 

71 淡褐色 砂粒 やや良 G-15(9) 3層 (内 ・ 外) 煤付着

72 茶褐色 金雲母 ・ 角 閃 石 ・ 砂粒 やや良 ヘ ラ 研磨 D F・15 3層 No.15 煤付着

73 黒色 組砂粒 良 D No.57 

74 褐色 小石 ・ 金雲母 ・ 雲母 ・ 長石 良 G-17 No.243 

75 黒褐色 角 閃石 ・ 砂粒 良 (内 ・ 外)磨 き E D-16 No.37 

76 黒色 砂粒 やや良 D H・16(16)

77 黒灰色 粗砂粒 良 (内 ・ 外) 削 リ 後磨 き H-15α) 

78 (内) 灰褐色 雲母 ・ 長石 やや良 (内 ・ 外) 削 リ 後磨 き 1-16 No.60 

(外) 暗褐色

79 (内)焦茶 砂粒 良 (内 ・ 外)磨 き D F-16 19，23 

(外)紫黒色

80 枯葉色司灰黒色 砂粒 ・ 角 閃石 良 (内) ナ デ D H-15 3層 No.281，

(外) ヘ ラ 磨 き (9)3層 一括

81 (内)灰黒色 砂粒 ・ 赤褐色粒 良 (内 ・ 外)へ ラ 磨 き D H-16(21) 恩5

(外) 貨褐色 ー 灰黒色

82 灰黒色 砂粒 ・ 角 閃石 雲母 普通 (内)磨 き 一部ナデ D F・15

(外) ヘ ラ 磨 き

83 褐灰色 砂粒少 やや良 ナ デ D H-15 3層 No.407，H. 16No.279

40 84 (内) 憲房色 砂粒 ・ 雲母 良 (内 ・ 外)磨 き D 1- 16 No. 149 

(外)枯葉色
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40 85 (内)ß音質褐色 砂粒 角閃石 良 (内 外)磨 き o H-15(3) 273，274，283 

(外)枯葉色ー焦茶色
86 (内)黒褐色 砂粒多 やや良 燐 き o 1-16 NO.38 

(外)褐色
87 灰縄色ー灰黒色 砂粒 良 (内 ・外)へラ謄き NO.98 

88 黒褐色 砂粒少 ・ 金雲母 やや良 磨 き o H-15 3層 NO.250

89 茶褐色 砂粒ー 小石 やや良 G F-6 3周 (内 ・ 外)煤付着
90 黄t登色 小石 ー 金雲母 粗砂粒 やや不良 o H-16 3庖 NO.302

9 1  黄褐色 角閃石 砂粒 やや良 G-16(12)b (内 ・外)煤付着
92 黒色 砂粒 やや良 o G-16(25)a 煤付着
93 m・褐色 細砂粒 良 G-16 NO.79 煤付着
94 遜色 砂粒 良 (内 外)へラ熔き D 表採

95 flZ灰褐色 砂粒 ・ 角閃石 良 (内 外)磨 き o F-16(1 1)b 

96 税泊色匂焦1k色 砂粒・雲母 ・ 角閃石 良 (内 外)磨 き o G-16(4) NO.128，134，149， (内 ・ 外)煤付着
150 

97 黒褐色 角閃石 金雲g 良 (内)横磨き E D-17(A) NO.3 

(外)丁寧な謄き
98 (内)焦茶色 l沙粒 角閃石 -雲母 良 (内 外)へラ l磨 き o H-15(9) NO.55，276，279， 

(外)枯葉色ー灰黒色 291 

99 H音褐色 砂粒多 金雲母 やや良 u書 き 0 1-16 3庖

100 淡褐色 角|苅石 砂粒 やや良 o F- 16 NO.8 (外)煤付着，穿孔
101  茶褐色 金雲母 砂粒 やや良 へラ研磨 o F- 17(4)a (外)煤付着，穿孔
102 *絹色 砂粒 良
103 (内)策償色 小石 雲母 やや不良 (内)謄 き E E-17 No.4.5 

(外)fI音褐色
104 黒褐色 粗砂粒 良 G 2788.2709 

41 105 小麦色 砂粒 ー雲母 ・ 角閃石 (内)工具ナデ o H-16 NO.328 

(外)横ナデ
106 ßij-絢色 砂粒 雲母 角閃石 良 ヘラ 石iJfI砦 G 890.3617 

107 fI音褐色 !沙粒 雲母 ・ 角閃石 良 ヘラ研民事 G 891.3616 

108 H音褐色 砂粒 やや良 lfii き G F-7 NO.35 

109 (内)枯葉色 砂般 的閃石 ー雲母 良 (向 件) Jこ具ナデ後ナデ o H-15 

(外)灰黒色
1 10 (内)枯葉色 砂粒 角閃石 良 (内 外)工具ナデ o H-17 NO.29.33 

(外)玉県色
1 1 1  淡絢色 制II f沙*u やや良 G-8(3)b 

1 12 淡拘色 1沙粒 やや良 G-8(3) (内)煤付着
113  黒褐色 制l沙粒 良 ヘラ研磨 G-5(4) 

1 14  暗褐色 金雲母 �母 ・粗砂粒 やや不良 (内 ・外)向IJ リ 後}島 き G 

1 1 5  淡絢色 砂粒 やや良 G-8(3)b 3 

116 淡絹色 金主母 やや良 織へラ研J議 o E-13 NO.26 (内 外)煤付着
1 17 災総色 砂粒 やや良 (内 外)自主 き G F-6 2層

1 18 淡拘色 l沙粒多 やや良 ナデ G 

1 19 (内)黒褐色 砂粒 やや良 ヘラ ji}f磨 F-6 1313 (内)煤付�'�f
(外)茶褐色

120 黒縄色 組l沙粒 やや良 G 3897.2700 (内 外)煤付着
121  糸褐色 砂粒 令雲母 ー 角閃石 やや良 ヘラ研磨 G-8(3.1) 

42 122 *'褐色 的関石 良 ヘラ砂f謄 G 2399 

123 11音215褐色 粗 やや良 ヘラ砂f踏 G-9 8 NO.38 

124 日昔茶褐色 角rl::1石 ー雲母 砂粒 良 ヘラ研磨 G-9 8 NO.49 
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42 125 褐色 角 閃石 ・ 雲母 ・ 砂粒 やや良 ヘ ラ 研磨 G 

126 褐色 角 閃石 ・ 雲母 ・ 砂粒 やや良 ヘ ラ 研磨 G DE-7 SX-l P41 (外) 磨 き

127 暗 茶褐色 砂粒 ・ 雲母 普 通 G DE-7 SX-l p7 
128 茶褐色 金雲母 やや良 研磨 G 2-3層

129 (内) 黄褐色 砂粒 ・ 角 閃石 ・ 金雲母 普 通 (内外)工具ナ デ ・ ナ デ D H-17 NO.39 

(外) 焦茶色 (内)指頭圧痕

130 茶褐色 砂粒 普 通 ナデ G E-7 P19 

131 茶褐色 角 関石 ・ 砂粒 やや良 G 4192 (内 ・ 外)煤付着

132 茶褐色 細砂粒 やや良 G 2806 煤付着

133 黒 っ ぽい茶灰色 金雲母 ・ 黒雲母 良 (内 ・ 外) 削 り 後磨 き G-8 NO.15 

134 茶褐色 砂粒 ・ 金雲母 やや良 ナデ G-8(3) P280 (内)煤付着

135 茶褐色 砂粒 ・ 長石 やや良 (内 ・ 外)磨 き G 2817 

136 淡褐色 組砂粒 やや良 G-5(2-a) 埋9 煤付着

43 137 淡褐色 砂粒 ・ 雲母 ・ 角 閃石 普通 (内)工具げ 後十ï ，指頭圧痕 H-16 NO.312 

(外) 工具ナ デ

138 小麦色 砂粒 ・ 角 閃石 良 (内) 工具ナデ H-15(3) 584，585，2 1 1  

(外) ナデ，指頭圧痕

139 (内) 小 麦色ー焦茶色 砂粒 ・ 赤褐色砂粒 ・ 雲母 普 通 (内 ・ 外) 工 具 ナ デ D H-15 (15)6 592，591，589，526 

(外) 黄褐色

44 140 淡褐色 砂粒 良 (内) 工具ナデ H.15 (14) 584，585 

(外) ナ デ

141 明燈色 砂粒 ・ 角 閃石 - 赤褐色粒 良 (内) ナ デ D H-15 3層 NO.3ω，534，537，

142 (内) 小麦色・焦茶色 砂粒 ・ 赤褐色砂粒 ・ 雲母 普通 (内 ・ 外) 工 具 ナ デ 587 

(外) 賛褐色

143 (内) 淡褐色 砂粒 ・ 角 関石 良 (内) 工具ナデ後 ナ デ D G-17 NO. l l  

(外) 灰黒色 (外)工具ナデ

144 茶褐色 角 閃 石 ・ 石英 やや良 (外) ヘ ラ 研磨 D H-16 NO.269 

45 145 茶褐色 角 閃石 ・ 石英 やや良 ヘ ラ 研磨 G-8(3) 3 

146 淡褐色 砂粒 ・ 金雲母 やや良 (内 ・ 外)ヘ ラ 研磨 G 

147 淡褐色 砂粒 やや良 ヘ ラ 研磨 F-7 

148 褐色 砂粒 やや良 G-8 P8 

149 黒褐色 砂粒少 ・ 金雲母 やや良 ナデ D G-16 NO.246 

150 褐色 砂粒多 やや良 ナ デ G-8(3)a.3 

151 茶褐色 砂粒 やや良 ナ デ D H-17 No.18 

152 暗茶褐色 砂粒 ・ 金雲母 やや良 (内) へ ラ 研磨 ら5(3)3 (外)煤付着

153 茶褐色 角 関石 ・ 砂粒 やや良 D H-16 NO.16 NO. 160 (内 ・ 外)煤付着

154 灰褐色 砂粒 ・ 長石 や や 良 ナ デ D G-16(4) No.l47 

155 茶褐色 角 閃石 ・ 砂粒 やや良 G-15 NO.89 (外)煤付着

156 茶褐色 金雲母 ・ 砂粒 やや良 D 表

157 淡褐色 角 閃石 ・ 砂粒 やや良 G.15 (外)煤付着

158 淡茶褐色 砂粒多 やや良 ナ デ D 表

159 褐色 砂粒多 ・ 金雲母 ・ 角 関 石 や や 良 D F-17 (22)3層 'f5，No . l2  

160 褐色 砂粒多 ・ 金雲母 ・ 角 関 石 や や 良 ナ デ D G-17 NO.2 17 穿孔
161 淡褐色 角 閃石 - 砂粒 やや良 D 表 (内 ・ 外)燦付着

162 茶褐色 組砂粒 やや良 横ヘ ラ 研磨 G-17 NO. 146 

163 茶褐色 砂粒 やや良 D H-16 NO.33 1 

164 淡褐色 砂粒 や や良 G F-7 (2)2層

165 茶褐色 粗砂粒 ・ 赤茶粒 やや良 (内 ・ 外) ハ ケ メ E D-16 NO.25 煤付着

166 茶褐色 角 閃石 ・ 砂粒 やや良 G-17(0) (内 ・ 外)煤付着
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45 167 (内)暗灰褐色 砂粒少 角閃石 やや良 縫 き D 5B-1 No.5 

(外)褐色
168 (内)灰褐色 粗砂粒 やや良 (内)横ハケ メ D-16(1) 埋6 (外)煤付着

(外)淡褐色
169 (内)灰色 粗砂粒 雲母・長石 やや良 E D-16 No.38 

(外)淡褐色
170 淡褐色 角関石 ・ 金雲母 ・砂粒 やや良 D F-17(21) (内)煤付着
171 褐色 砂粒少 やや良 ナデ G-16(25)a 

172 �竜褐色 金雲母 良 (外)横へラ踏き E D-17 (B) No.43 (外)煤付着
173 音茶褐色 砂粒 やや良 ら17 No.4 

46 174 黒褐色 砂粒・ 金雲母 ー長石 やや良 (外)磨 き No.93.94 (外)煤付着
175 淡賞褐色 金雲母 ・雲母 ・砂粒 やや不良 7263 (外)煤付着
176 R音褐色 砂粒多 ・ 角|苅石 不良 ナデ G 3184 

177 灰褐色 砂粒少 やや良 ナデ D 表

178 黒掲色 砂粒・ 雲母 やや良 ナデ D 表採

179 淡褐色 金雲母 ・ 角附石 やや良 ナデ D-17 No.75 

180 茶褐色 砂粒 ・ 角 I対石 やや不良 ナデ D 7f No.80 

181 策総色 角閃石 砂粒 やや良 D F-15 1ぴr No (内)煤付着
182 (内)褐灰色 砂粒多 やや良 ナ デ F-15 1 σr  No.3 6 

(外)黒褐色
183 R音質灰色 砂粒密 ー長石 やや不良 (内)削 リ D 表

184 淡褐色 砂粒 やや艮 H-16 

185 茶褐色 角閃石 砂粒 やや良 D 表採 (外)煤付着
186 茶拘色 制砂粒 やや良 D 表採 煤付着
187 黄褐色 角閃石 ー砂粒 やや良 D 5B (内 外)煤付着
188 茶褐色 角閃石 ・ 金雲母 やや良 ナデ D H-16 

189 茶褐色 角閃石 ー 石英 やや良 D H-16 No.128 (外)煤付着
190 暗褐色 砂粒少 ー 角閃石 やや良 ナデ D 7f No.14 

191 日音褐色 砂粒少 ・ 角閃石 不良 ナデ D 表採

192 淡褐色 角閃石 ・砂粒 やや良 B 5B3 4080 (内)煤付着
193 淡褐色 角関石 .{I沙粒 やや良 ナデ D G-17 No.194 

194 淡掲色 角閃石 砂粒 やや良 E D-16 3層 No.21 煤付着
195 淡褐色 砂粒 金袋1:6: やや良 G G-7 3庖 NO.83 煤付着
196 淡褐色 角閃石 金雲母 やや良 F-15 1σr No.9 (外)煤付着
197 再掲色 角閃石 砂粒 やや良 D H-17 No.lO 

198 定締色 角閃石 ・砂粒 やや良 D 表

199 茶褐色 金雲母 やや良 G-17 No.232 (内 外)燦付着
200 淡褐色 長石 ー砂粒やや密 やや良 (内)削 リ 後磨 き 5B3 

201 淡椅色 長石 ー黒雲母 やや不良 5B3 No.20 

202 黒絹色 砂粒多 ・ 金雲母 やや良 D H-16 3層 No.67

203 茶褐色 角閃石 やや良 磨 き D H-15 

204 黒縄色 砂粒多 やや良 D H-15 3層 No.46

205 策褐色 角閃石 砂粒 やや良 5B6 No.1 (外)煤付着
206 黒褐色 砂粒多 ・ 金雲母 やや良 D )-6 No.82 

207 黒褐色 砂粒少 長石 良 liJf磨 D H-16 3層 赤彩 瀬戸内系?
47 208 (内)小麦色ー焦茶色 1沙粒 ・雲母 普通 (内) 工具 ナ デ 後 ナ デ G 2083 (内)煤付着

(外)黄褐色 (外)工具ナデ !HJき ナテ
209 褐色 1沙粒多 やや良 (内 外)ナ デ G-8(1)3 

210 日音茶褐色 組 やや良 H-8 P47 

48 211 後縞色 制IJ砂粒 良 (内 外) 工具ナデ後 ナ デ G 2827 黒m
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出土遺物観察表

挿 図 番号 色 調 胎 土 焼成 調 整 旧 登録番号 備 考

48 212 茶褐色 砂粒 ・ 雲母 やや良 (内 ・ 外)磨 き G 2699 

213 茶褐色 砂粒 ・ 雲母 やや良 磨 き G-7(1)2-3，G-8 P7，G2702，3127 

214 茶褐色 砂粒 ・ 角 閃石 やや良 (内 ・ 外)横ヘ ラ 研磨 G 368，871 煤付着

215 淡褐色 砂粒 ・ 金雲母 やや良 縦へ ラ 研磨 G 3703 (外)煤付着

216 淡褐色 砂粒 ・ 金雲母 やや良 ナ デ G-8(1) 

217 褐色 金雲母 ・ 雲母 ・ 長石 ・ 良 (内 ・ 外) 削 り 後磨 き G 3601，3608 

砂粒少 ・ 小石

218 (内) 黄褐色 砂粒 ・ 雲母 やや良 (内 ・ 外) 削 リ 後磨 き G 1622，3724 

(外) 暗褐色

219  黄褐色 粗砂粒 やや良 F-7 NO.54 (外)煤付着

220 (内)褐色 金雲母 ・ 雲母 ・ 粗砂粒 良 (内 ・ 外) 削 り 後磨 き G 3603，3605 

(外) 暗褐色

49 221 (内) 淡黄色ー焦茶色 砂粒 ・ 角 閃石 ・ 雲母 ・ 普通 (内 ・外)工具ナデ後ナデ G H-5(2) 思7 (外) 一部煤付着

(外)黄掲色ー襲来臨色 赤褐色粒 (外) 削 り

222 淡掲色 砂粒 ・ 金雲母 ・ 角 閃 石 やや良 ヨ コ ナ デ G 2042 (内 ・ 外)煤付着

223 (内) 黄褐色 小石 ・ 黒雲母 やや良 G-7 埋6

(外)日音褐色

50 224 (内) 淡黄色 砂粒 ・ 角 閃石 ・ 赤褐色粒 普通 (内) ヨ コ ナ デ E D-16(4) NO.143 (外)煤付着

(外) 焦茶色 (外) 工 具 ナ デ後ナ デ

225 (内)焦茶ー枯葉色 砂粒 ・ 角 閃石 ・ 雲母 ・ 小石 良 (内)工 具 ナ デ (外)煤付着

(外) 灰褐色町煉瓦色 (外) ナ デ，細い条痕有 り NO. 15  

226 (内) 淡褐色司灰黒色 砂粒 ・ 角 閃石 良 (内 ・外)工具ナデ後ナデ B NO.94 (外)煤付着

(外) 黄褐色ー灰黒色

227 (内)球泊色ー焦茶色 砂粒 良 (内 ・ 外) ナ デ D H-17 NO. l l  

(外) 暗茶色町焦茶色

51 228 (内) 小麦色ー暗灰 色 砂粒 ・ 小石 ・ 角 閃石 普通 (内 ・ 外) 工 異ナ デ E E-7 埋7

(外)小麦色ー焦茶色

229 (内) 灰褐色ー灰黒色 砂粒 ・ 雲母 良 (内 ・外)工具ナデ後ナデ G-16 (外)煤付着

(外) 焦茶ー枯葉色

230 (内)淡黄色 砂粒 ・ 小石 ・ 角 閃石 普通 (内 ・ 外) ナ デ E D-16(1) 埋6 No. l l  

(外) 黄褐色ー焦茶色

231 (内)淡黄色 砂粒 ・ 小石 ・ 角 閃石 普通 (内) ナ デ NO. 141  (内)煤付着

(外) 黄褐色 ー焦茶色 (外) 工具 ナ デ後 ナ デ

52 232 (内)焦茶色 砂粒 ・ 角 閃石 良 (内) ナ デ D F-16 埋6 NO.2 

(外) 黄褐色 (外) 工 具 ナ デ

233 (内)黄褐色 砂粒 ・ 角 関石 ・ 雲母 良 (内) 工 具 ナ デ後 ナ デ E D-16 No.6， 18 (外)煤付着

(外) 黄褐色骨灰黒色 (外) 工 具 ナ デ

234 淡黄櫨色 砂粒 ・ 角 閃石 良 (内) ナ デ D H-15 3層 No.127，21O，302

(外) 工 具 ナ デ後ナ デ 164，584 ，一括

235 (内) 淡燈色 砂粒 ・ 角 関石 普通 (内) ナデ D-16(1) NO.22 

(外) 黄丹色 (外) 工 具 ナ デ後 ナ デ

53 236 茶褐色 砂粒 ・ 角 閃石 やや良 ナ デ G-8(1)3 

237 黒褐色 砂殺 やや良 (内 ・ 外) ヘ ラ 研磨 F-7 NO.69 

238 茶褐色 砂粒 やや良 (外) へ ラ 研磨 G司8 NO.23，24 

239 茶褐色 砂粒 ・ 長石 やや良 (外) へ ラ 研磨 G 2，3層 表 土 ハ ギ

240 淡褐色 砂粒 ・ 金雲母 やや良 (外) ヘ ラ 研磨 G F-7 No.41 (内 ・ 外)煤付着

241 茶褐色 砂粒 - 角 閃石 ・ 雲母 良 E D-16 No.6. l8 

242 黄褐色 砂粒少 やや良 D 1-16 3層 NO. 146

243 (内) 暗褐色 砂粒多 ・ 角 関 正i 不良 E D-20 SK1 

(外)黒縄色
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出 土遺物観察表

持図 番号 色 調 胎 土 焼成 調 整 旧 登録番号 備 考

日 244 枯葉色司灰黒色 砂粒 ・ 雲母 普通 (内 ・ 外)工具 ナ デ後ナデ G-15 埋4 (内 ・ 外)煤付着

54 245 (内) 鳶色 砂粒 良 (内 ・ 外)磨 き G-5 (3) 5 埋1 1 (肉)煤付着

(外)暗 黄褐色"焦茶色 (内}工 具 ナ デ後磨 き

246 淡茶色刷鼠色 砂粒 普通 (内 ・ 外)工具 ナ デ後ナ デ G-6 5 埋7

247 茶褐色 砂粒 ・ 角 閃石 普通 (内 ・ 外)工具ナ デ後ナデ E D-16 No.24 2 7  28 

55 248 淡茶褐色 角 閃石 ・ 石 英 ・ 赤茶粒 やや良 (内)磨 き ・ ナ デ E C-16 No.4 (外}煤付着

249 (内)暗褐色 砂粒少 ・ 角 閃石 やや良 磨 き D G-16 NO.67 

(外) 黒褐色

250 (内)淡褐色 長 石 ・ 雲母 やや良 D G-15 NO.18 

(外)黒褐色

251 茶褐色 砂粒 ・ 金雲母 やや良 G 2442 穿孔

252 黒褐色 細砂粒 やや良 G 5013 {外)煤付着，穿孔

253 黒褐色 砂粒 やや良 G 2483 (外)煤付着，穿孔

254 暗褐色 砂粒 やや良 G 2676 穿孔

255 黒褐色 砂粒 ・ 組金雲母 やや良 G 2219 穿孔

256 茶褐色 砂粒 ・ 金雲母 良 ヘ ラ 研磨 G H-8(4)3 (外)煤付着

257 H音褐色 砂粒 ・ 金雲母 不 良 G-16 NO.3 

258 暗褐色 砂粒少 やや良 磨 き F-16(16)a 

259 黄栂色 粗砂粒 ・ 長石 やや良 ら16(14)

260 黒色 砂粒 やや良 H-15(7) 

261 淡褐色 金雲母 ・ 角 関石 やや良 D-16 NO.218 (内 ・ 外)煤付着

262 淡褐色 砂粒 やや良 (内) ナ デ G-16(9) No.304 {内 ・ 外)煤付着

263 黒縄色 砂粒 ・ 角 閃石 やや良 G-8(2) 

264 黄褐色 砂粒 やや良 B 572 (内 . �卜)煤付着

265 茶褐色 角 閃石 ・ 砂粒 やや良 G 3741 

266 赤褐色 雲母 不良 F-15 NO.72 

267 褐色 砂粒多 ・ 角 閃石 やや良 E 5D20 5K1 

268 褐色 砂粒多 ・ 角 閃石 やや良 D E-15 

269 暗褐色 砂粒 やや良 (内) 工 具 ナ デ B 2層 一括 (外)条痕 ・ 組織痕

270 褐色 砂粒 ・ 角 閃石 良 不定方 向 ナ デ B 表採 組織痕

271 褐色 砂粒 ・ 角 閃石 良 B 2層 一括

56 272 (内) 茶褐色 雲母 ・ 小石 やや良 G 2502 

(外) 白 纏色

273 黄燈色 雲母 ・ 砂粒多 やや良 (外) ナ デ G-5(1・a)

274 白纏色ー 明掲色 黒雲母 ・ 小石 やや良 G 1617 

275 (内)暗褐色 雲母 ・ 長石 ・ 砂粒 やや良 G 2153 

(外)暗 黄灰色

276 黒灰色 雲 母 ・ 砂粒少 やや不良 ナデ G 2466 

277 黒褐色 砂粒 ・ 金雲母 ・ 角 閃石 やや良 丁寧 な へ ラ 研磨 G 2381 (内 ・ 外}煤付着

278 暗黄灰色 黒雲母 ・ 金雲母 ・ やや良 丁寧 な研磨 F-6(3)3 

長石 ・ 粗砂粒

279 (内)黒色 黒雲母 ・ 長石 やや不良 (外) へ ラ 研磨 G 539 

(外) 白 っ ぽい黄灰色

280 (内)黒褐色 砂粒 ・ 密 良 (外) ヘ ラ 研磨 G 527 (内}煤付着

(外)褐色

281  黒色司 黄灰色 長 石 ・ 砂粒 {外) へ ラ 研磨 G 2027 

282 (内)黒色 砂粒 やや不良 (外) ヘ ラ 研磨 G 4278 (内)煤付着

(外) 黄褐色

283 (内)黒色 砂粒 やや良 G 3595 (内 ・ 外}煤付着

(外) 茶縄色
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出土遺物観察表

挿図 番号 色 調 胎 土 焼成 調 整 旧 登録番号 備 考

56 284 (内)黒色 砂粒密 ・ 金雲母 ・ 小石 やや不良 (外) ヘ ラ 研磨 G 2191 

(外) 黄褐色

285 (内)黒褐色 金雲母 ・ 雲母 ・ 砂粒 やや良 G 3135 

(外) 白 っ ぽい黄灰色

286 暗赤褐色 砂粒 ・ 金雲母 良 G 3691 

287 (内)暗赤褐色 砂粒 ・ 金雲母 良 ヘ ラ 研磨 G 2089 

(外)黒色ー淡黄灰色

288 (内)灰色 砂粒 ・ 長石 ・ 雲母 ・ やや良 G 2376 

(外)淡黄綬色 黒雲母 ・ 金雲母

289 (内)黒褐色 金雲母 ・ 長石 ・ 黒雲母 やや良 (外) ヘ ラ 研磨 G 1312 

(外) 淡黄灰色

290 (内)黒褐色 砂粒多 やや良 D H-15 No.518 

(外) 明 茶褐色

291 (内)黒色 金雲母 ・ 砂粒 やや良 へ ラ 研磨 G 3159 (内)煤付着

(外) 淡褐色

292 貨褐色 砂粒多 - 角 閃石 ・ 金雲母 やや良 D H-17 No. 15 

293 (内)黒色 金雲母 ・ 砂粒 やや良 ら17 No. 14 

(外) 黄褐色

294 (内)黒褐色 雲母 ・ 小石 良 G-5(4)3 2004，2003 

(外)茶褐色

295 (内)黒色 角 閃 石 ・ 砂粒 やや良 へ ラ 研磨 G 2，3層 (内)煤付着

(外) 茶褐色

296 茶褐色 11 やや良 G 2001，2031 ，2032，2061 

297 (内)枯葉色 砂粒 良 (内 ・ 外) ナ デ D H-17 No.36 

(外)煉瓦色

298 黄縄色 砂粒 ・ 雲母 ・ 角 閃石 ・ 小石 普通 (内 ・ 外) 工 具 ナ デ D H-16 Pit24 

299 縄色 11 やや良 (内)ヘ ラ 削 リ G-5 1413 

300 黄褐色 砂粒 やや良 (外) へ ラ 研磨 G 4308 

301 (内)黒色 砂粒 ・ 角 閃石 やや不良 G 4049 (内)煤付着

(外) 黄褐色

302 (内)黒色 組砂粒 やや良 G 2246 (内)煤付着

(外) 黄褐色

303 黄褐色 砂粒 ・ 金雲母 不 良 粗い ナ デ G 2457，2454 

304 小 麦 色 ー 焦茶色ー 灰黒色 砂粒 普 通 (内 ・ 外)工具ナデ後磨 き G H-6 埋8

57 305 (内)淡償色ー黒灰色 砂粒 ・ 角 閃石 普通 (内) ナ デ B 埋 No.99 (外)煤付着

(外) 淡鐙色ー黄褐色ー焦茶色 (外) 工 呉 ナ デ後 ナ デ

306 (内)小麦色町灰黒色 砂粒 ・ 角 閃石 良 (内)工具ナ デ後 ナ デ E D-16(1) No. 140 (内 ・ 外)煤付着

(外) 小 麦 色 ー 黄丹色 (外) 工 具 ナ デ

307 淡茶色句 黄褐色 砂粒 良 (内) ナ デ D H.l l No.212 

(外) 工 具 ナ デ

308 淡褐色 小石 ・ 長石 - 黒雲母 不良 C 埋l

309 焦茶色 砂粒 ・ 角 閃石 ・ 赤褐色 士 良 (内 外) [ 具 ナ デ後 ナ デ D H-16 No.1 (内 ・ 外)煤付着

310 淡茶色句 淡檀色 砂粒 ・ 角 閃石 良 (内 ・ 外) ナ デ D H-15 No. l64 

(外)工具ナデ

311  茶褐色 砂粒 やや良 D F-15 1σr No. 1 1  

312 茶褐色 角 閃 石 ・ 金雲母 ・ 砂粒 やや良 D G-17 No.60 

313 (内)淡茶色ー焦茶色 砂粒 ・ 角 閃石 ・ 雲母 ・ Ff 通 (内 ・ 外) ナ デ D H-16 329 

(外) 小麦色 赤褐色粒

314 黄燈色 小石 ・ 砂粒 や や 不 良 D 1. 16 No.47 
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出 土遺物観察表

神図 番号 色 調 胎 土 焼成 調 整 旧 登録番号 備 考

57 315 (内)黒色 金雲母 ・ 角 閃石 やや不良 F-15 1σr 

(外)黄褐色

316 黄褐色 金雲母 ・ 粗砂粒 やや良 D H-16 3層 (内)煤付着

317 淡褐色 組砂粒 やや良 G-15 3層 No_24 煤付着

318. (内)黒色 角 閃 石 ・ 砂粒 やや良 G-15 NO.94 (外)煤付着

(外) 黄褐色

319 (内)黒色 角 閃石 ・ 砂粒 やや良 7I' NO.27 

(外) 茶褐色

320 淡褐色 角 閃石 ・ 金雲母 ・ 砂粒 やや良 ナデ G-16 NO.259 

321 淡褐色 角 閃石 ・ 粗砂粒 やや良 F-15 3層 NO.18 煤付着

322 淡褐色 角 関石 ・ 砂粒 やや良 (内 ・ 底) ヘ ラ 削 り D-16 NO.31 煤付着

(外)横ナデ

323 褐色 砂粒多 ・ 角 閃石 やや良 G-16(2) NO.56 

58 324 淡褐色 砂粒多 ・ 小石 やや良 D F-16 No.45 

325 (内)黒色 砂粒 やや良 ら16 3層 NO.190 (外)煤付着

(外)茶褐色

326 茶褐色 砂粒多 ・ 雲母 やや良 F-15 

327 褐色 砂粒多 やや良 (外) 削 り G-7 3層 NO.16

328 (内)煉瓦色 砂粒 普通 (内 ・ タ卜)工具ナデ ・ ナデ D H-16 No. 180 

(外)枯葉色

329 茶褐色 砂粒 ・ 角 閃石 やや良 ナデ G 2，3層 表 土 ハ ギ

330 褐色 砂粒多 ・ 角 閃石 不 良 ナ デ A 
331 (内)小 麦色白黒褐色 砂粒 ・ 角 閃石 良 (内) 工具ナデ F-16 No. 12，163 黒斑

(外) 小麦色 (外) 工 具 ナ デ後 ナ デ

332 茶褐色 粗砂粒 やや良 B 2周 一括

333 (内)黒色 や や粗い砂粒 ・ 雲母 やや不 良 B H-23 SK3 

(外)淡褐色

334 (内)黒色 砂粒 やや不良 F-7 NO.68 (内)煤付着

(外)淡褐色

335 (内)黒色 角 閃石 やや良 G-15 No.95 (外)煤付着

(外)淡褐色

336 (内)黒褐色 砂粒多 ・ 金雲母 やや良 ナデ D H-15 3層 No.473

(外)褐色

337 褐色 砂粒多 ・ 小石 やや良 D H-15 3層

338 (内)灰色 雲母 ・ 長石 ・ 砂粒 ・ 密 やや不 良 D F-16 No.44 

(外)淡 黄櫨色
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挿図 番号 器 種 た て (cm) よ こ (cm) 厚 さ (cm) 重 さ ω

出 土遺物観察表

石 材 旧 登 録 番 号
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安 山 岩

粘板岩?

安 山 岩

輝石安 山 岩

緑色片岩

安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

輝石安 山 岩

輝石安 山 岩

安 山 岩

輝石安 山 岩

輝石安 山 岩

輝石安 山 岩

輝石安 山 岩

安 山 岩

輝石安 山岩

輝石安 山 岩

輝石安 山 岩

輝石安 山 岩

安 山 岩

輝石安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

輝石安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

輝石安 山 岩

緑色片岩?

安 山 岩

輝石安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

安山岩

安山岩

安 山 岩

安 山 岩

粘板岩

安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

安山岩

G 3566 

G H-6 3 

G 3583 

G F-6(3) 3 

C 表採

G G-8(4) 3 

D H-15 3層 No.401

D G-15 3層 NO.125

D G-15 3層 NO.72

G F-6 全 区

G D-7 SK-7 

F SB-08 埋 土 内 一括

D H-17一括

G H・8(4) 3 

F SX-1 埋 土 内 一括

G 2-3層 表 土 ハ ギ

G 2-3 表 土 ハ ギ

B 2層 NO.9

B 2層 No.26

G G-7 p2 

G 4025 

D F-16 NO.72 

G G-7 (2) 2-3 

D G-15(3) 3層 一括

C 1σr NO. 1 

B 2層 一括

G H-7 No.30 

G 2-3 

G 373 

D G-16 3層 NO.93

D G-17 NO.74 

G 425 

B SB-5 NÖ.25 

D G-16，25 3層一括

D F-16 3層 一括

G 3059 

G 2296 

G G-6 6 全3

G 707 

G F-7(2) 2層 一括

B 2層 一括

G 3217 

D G-17 NO.226 

G 1864 

B 2層 NO.56

F SB07 

G G-8 (3) 5129 

F SB-08 哩 土 内 一括

G 1-7α) 3 

G G-7 (2-b) 



出 土遺物観察表

持図 番号 器 種 た て (cm) よ こ (∞) 厚 さ (cm) 重 さ (g) 石 材 旧 登 録 番 号
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安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

安 山岩

緑色片岩

輝石安 山 岩

安 山 岩

安 山岩?

安山岩

安 山岩

安 山 岩

輝石安 山 岩

安 山 岩

緑色片岩?

緑色片岩

粘板岩

安 山岩?

粘板岩

安 山岩

粘板岩

粘板岩

輝石安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

安 山岩

粘板岩

粘板岩

輝石安 山岩

粘板岩

粘板岩

粘板岩

粘板岩

粘板岩

粘板岩

緑色片岩?

粘板岩

安 山 岩

緑色片岩

粘板岩

凝灰岩?

輝石安 山 岩

粘板岩?

輝石安山岩

安山岩

輝石安 山 岩

輝石安 山 岩

安 山 岩

輝石 安 山 岩

輝石安 山 岩?

D G-16 3層 NO.91

D F-16 NO. 13 

G 4031 

B SD-3 一括

D G-16(4) s110 

G H-5(2) り7

G 1451 

G 3417 

G H-6(2-a) 2-3 

G 34 

G F.7 3 

G NO.31 

G H-8(4) 3 

G G-8(6-4) 

G H-2-3 

D H・15(4) 3層

D G-15 (7) 3層 一括

D I-16 3層No.137

G H-4 (2) 3 

D F-16(8)a 

D H・16 No.490 

G G-8(3) 63 

G 3749 

G 4263 

G 2372 

G F-6 (3) 3 

G 3752 

G G-8 NO. 15 

D G-17 NO.248 

D F.15(2) 一括

G 2，3層 清浄

D G-16(7) NO.265 

E 表 土 ハ ギ

G I-17 (20) 3層 一括

G 2665 

G G.5 (1)B 3 

G 1762 

G SB-2 Pit4 

D H-16 No.475 

G 2307 

G G-5 (2) 3 

D G-16 3層 中 NO.33

D 表採

C 表採
G 680 

G E-7 (3) 2 

G G-4 (2)B ?42-3 

G 4249 

G 1239 

C 1T NO.9 



挿 図 番号 器 種 た て (cm) よ こ (cm) 厚 さ (cm) 重 さ ω 石 材

出土遺物観察表

旧 登 録 番 号
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安 山 岩

粘板岩

安 山 岩

輝石安 山 岩

安 山岩

安 山 岩

安 山 岩

輝石 安 山 岩

輝石安 山 岩?

輝石 安 山 岩

輝石 安 山 岩

輝石 安 山 岩

凝灰岩?

輝石 安 山 岩

安 山岩

砂岩

安 山 岩

安 山岩?

輝石 安 山 岩

安 山 岩

粘板岩

緑色片岩

安 山 岩

輝石 安 山 岩

緑色片岩?

粘板岩

粘板岩

粘板岩

粘板岩

緑色片 岩

粘板岩

粘板岩

粘板岩

粘板岩

粘板岩

粘板岩

粘板岩

粘板岩

粘板岩

粘板岩

粘板岩

粘板岩

粘板岩?

粘板岩

粘板岩?

粘板岩?

粘板岩

粘板岩?

粘板岩?

G G-6(l) 3 

G G-5 (l-a) 

B 2層 一括

G G-7 (2) 2-3 

G 2610 

D H・16(9) 3層 一括

G 2951 

E D-16 NO.9 

D G-16 3層 NO.223

D 1-16 3層 No.4?

D G-16 NO.419 

D H-16 NO.329 

G 2876 

D G・16 No.4 16 

B 2 層 一括

E 表土 ハ ギ

G H-5(2) 3 52 

D G-17 NO. 159 

G 1892 

C 集石 1 NO. l 

G 3064 

G H-8 3層 NO.28

F SB-06 埋 土 内

F SX-l 埋 土 内 一括

D F-17 No.45 

D F-16(l8) 3層 ー括

D H-16 NO.305 

D F-16 3層 一 寸百

C SB-6 NO.2 

G G-7(3) 3 

G H-9 3 56 (?) 5 

G F-6(3) 3 

D F-16 NO.90 

D G-15 3層 No.4 1

D H-17 No.37 

G 7(1) 3 短冊?

D 表採
C SB-2 四括

D G-17 3層 上 部 ー指

E E-16(2) 3層

D G-15 (l7) 3層 寸E

E E-16(4)a ベ ル ト

B SK-3 寸首
G G-5 (3) 3 

D G-16(l7) NO.269 

G 2，3層 表 L ハ ギ

D F-17 No.49 

E C- 16(2) 3層

E E- 16(2) 3周

E D- 16 NO. 10 
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1/ (10.5) 4.9 2.45 190 

1/ 12.55 4.8 2.4 218 

1/ 12.4 4.9 2.9 242 

1/ (9.1) 5.4 3.25 264 

1/ 8.95 4.6 2.75 176 

1/ (10.0) 5.6 2.2 226 

1/ 10.6 4.8 2.85 224 

1/ (9.4) 5.0 2.65 204 
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1/ 

1/ (8.4) 5.5 2.95 218 

6.45 5.6 2.8 136 

8.8 4.2 1.65 89 

9.7 2.8 1.8 80 

(11. 1) (4.0) 1.9 164 

1/ 

1/ 

1/ 
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粘板岩
粘板岩?
粘板岩?
粘板岩
粘板岩
石英片岩
粘板岩
粘板岩
緑色片岩
粘板岩
粘板岩
粘板岩
粘板岩
粘板岩
粘板岩
粘板岩
粘板岩
粘板岩
粘板岩

粘板岩
粘板岩
緑色片岩
粘板岩
安山岩

輝石安山岩
安山岩
粘板岩
粘板岩
安山岩
粘板岩
輝石安山岩
安山岩
緑色片岩

粘板岩?
郷石安山岩
緑色片岩
輝石安山岩
蛇紋岩?
安山岩
粘板岩?
安山岩?
輝石安山岩
輝石安山岩
安山岩
粘板岩?
蛇紋岩
石盤石英片岩

G 29 (95) 

D G-15(4)B 一括

G 2，3周 表 土 ハ ギ

G 2896 

D G-15 NO.202 

G G- 7 

D G-16 No.415 

G E-7 (4) s3 

G 2，3Joll 表土ハギ

B 2周 No.46

D G-17 NO.145 

G 2-3厨 表 土 ハ ギ時

D F-15 3庖 NO.27

D F-16 SK-34，2 

D G-16(2) NO.61 

D 1-16 一括

D G-16 3層 NO.21

D H-16 3問 中 NO.216

G G-7(3) 3 

D G-16-10 3周

D H・15(6) a

D ]-16 3庖 NO.139

B 2周 一括

D 1-16 3周 NO.1 15

E C-16 NO.12 

G G-8 Pi包4

G F-6(3) 3 

G 2357 

D H-15 3周 583

G 3343 

G H-18 3周 NO.31

D H-15 3庖 NO.566

F SB10 NO.2 

G F-7(3) 2厨 一括

B 1-17.18 2層 一括

D SB-1 NO.35 

D G-16 No.404 

D G-16 3周 中 NO.236

G 4005 

D H・ 1 6 3厨 NO.65

G 1 108 

G 表採

B 2周 No.43

B 1-17内 T

F SB-1 NO.61 

D H-15 3層 NO.603

G G-5(4) 3 

D 6T  

C Pit-No.382 



出 土遺物観察表

号

磨製石斧

番録登|日材

F SB-1 NO.15 

E D-16 NO.22 

D G-17 NO.270 

F 表採

G 437 

石

粘板岩?

輝石安 山 岩

輝石安 山 岩

輝石安 山 岩

粘板岩

蛇紋岩

重 さ ω厚 さ (ω)よ こ (佃)た て (cm)種器番号挿図

214 

380 

146 

134 

605 

38 

2.05 

2.7 

2.0 

4.0 

1.6 

3.2 

4.55 

5.9 

6.5 

3.5 
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2.7 

1 1.7 
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16 
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99 

D SB-1 上層 一括

F SB-08 

B SB6 NO.1 

G 4260 

B SB01 37 

G E-7 20 

F 表土ハ ギ清掃時

G H-7 Pt11 

C SB5 12 

C SB6 1 

B 一括

D F-15 1σT11 

G G-8 13 

B 2層 33

E 表土 ハ ギ

C 6T 内

G 2537 

E D-16 23 

D H-16 508 

G H-7( 3 )3 

G G-7 3層 158

D G-16 3層 12

E D-16 3 

H 2-3 

B 2層 48

G 5号住居跡 8

D G-15(16) 3層

G H-7 Pt11 

SB01 27 

B 2 T 3層

G H-5 3層

E SB01 23 

D H-16 514 

D 7T 8 
D 1-16 3層 60

G NO.370 

F N4表土ハ ギ後清掃時

B NO.65 

E C-16 19 

B 2層 17

G G-5(4) 3 

F 表土ハ ギ清掃時

G 2354 

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒曜石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒曜石

黒暗石

黒曜石

チ ャ ー ト

黒曜石

黒曜石

黒糧石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒曜石

黒曜石 (安η

黒曜石

黒曜石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒曜石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒曜石

黒曜石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒曜石

黒曜石

黒曜石

チ ャ ー ト
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黒曜石

黒曜石
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黒曜石
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1.45 

1.5 

1.5 

1.5 

1.35 

1.4 

2.0 

1.4 

1.4 

1.55 

1.5 

1.65 

1.55 

1.35 

1.45 

1 .1  

1.32 

1.5 

2.2 

1.6 

1.85 

" 

" 
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" 
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" 
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au

ηt

oo

nwd

AU

'A

n4

 

・A

1‘
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Ru

nwu
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--A

唱EA

0.45 

0.5 

0.45 

1.6 

1.8 

1.1 

1.9 

2.7 

2.25 

" 
" 
" qo

aa-

Ru

 

n4

n，u

n4

 6 

14 ， 

- 265 

7 

CO

Ru

aq

内d'tEa
 
19 

15 

7 

10 

ヴ'

qo

qo内毛U

17 

25 

3 

9 

0.4 

0.4 

0.35 

0.5 

0.25 

0.45 

0.25 

0.5 

0.7 

0.4 

0.3 

0.4 

aaT

a4

4aT

必ay

RU

FD

-

-

-

-

-

-

nu

nU

AU

AU

AU

AU

 

1.45 

1.2 

1.55 

1.2 

1.2 

1.4 

1.2 

1.6 

1.65 

1.45 

1.5 

1.15 

1.6 

2.15 

1.9 

1.1 

1.8 

1.4 

1.7 

1.75 

2.35 

2.3 

1.6 

2.9 

1.6 

1.95 

2.45 

1.5 

1.7 

1.4 

2.35 

2.7 

2.6 

2.8 

3.4 

1.2 

1.7 

" 

" 

" 
" 

" 

" 
" 
" 

" 
" 
" 
" 
" 
" 
" 

" 

" 
" 
" 

" 

C0

7E

nB

Aud

AU
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n4
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9“

n4
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qu
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司u

35 

36 

41 

42 

43 

oo

n汐

ハリ

qd

nd

sn宅

34 

37 

104 



出土遺物観察表

号番録登|日材

E D-17⑦) 39 

G 4015 

D H-16(10) 3層

G 1 183 

D 1-16 3層 79

D F-15 wr 1 

B 8T 5  

G G-7 3層 157

G H-6(2- a )  2・3

D H-16 No.429 

B SB3 1 

D F-15 一括

( 1-11  3層上面

B 下段西

D G-17 188 

D F-13- b 4層 6

G H-6 3層

E D-17 (B) 24 

K-13 4層

G 157 

G E-7 20 

D 3層 F-15 62 

E (-15 3層

B 66 

G No.656 

B SBOl 12 

C lT 1 1  

C SB5 2 

E D-16 6 

G H・8(4-1)3

E D-16 2 1  

D H-16 350 

G F- lO 2 

E E-17 

G G-7(2- a )  

D ア カ ホ ヤ 直上 2-3層

D H-16(12) 3層

G 

G 1881 

D 7T 266 

B 1・17内T 2

G G-5 (l) 3 

D G-15 3 層 29

C SB5 1 1  

o F. 16 15 

B 63 

G 4205 

C SK65 Pl (→S) 

G H-7 (4) 3層 一括

石

黒曜石

チ ャ ー ト

安 山 岩

黒曜石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒曝石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒曜石

チ ャ ー ト

黒曜石

黒曜石

黒日程石

チ ャ ー ト

黒曜石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒曜石

黒曜石

黒昭石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

安 山岩

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒曜石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒曜石

黒曜石

黒曜石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト ?

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒曜石

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒曜石

重 さ ω厚 さ (cm)よ こ (cm)た て (cm)種器番号持図

石鎌 9 

6 

21 

Fhυ

Fnv

pnu

 

1

6

8

6

 

唱EA

6 

PO

のL

Qd

RU

Qd

nkν

ιu

5 

4 

10 

5 

10 

9 

8 

7 

9 

5 

1 1  

7 

0.4 

0.4 

0.35 

0.4 

0.3 

0.35 

0.35 

0.5 

0.3 

0.35 

0.3 

0.4 

0.35 

0.35 

0.25 

0.4 

0.3 

0.3 

0.3 

2.5 

0.5 

0.3 

0.4 

0.5 

0.5 

0.4 

0.3 

1.3 

Rυ

aaT

n，“

 

•

•

•

 

唱'A

唱EA

唱EA

1.4 

1.75 

1.2 

1.6 

1 .45 

1.35 

1 .3 

1 .0 

1.45 

1.3 

1.45 

1.8 

1.5 

1.75 

1 .65 

1.3 

1.4 

1 .95 

1 .2 

1.7 

1.45 

1.4 

1.7 

1.5 

2 .1  

2 . 1  

1 .8 

1 .85 

1.55 

1.9 

2.0 

1.6 

2.4 

2.3 

2.0 

2.6 

1.7 

1 .65 

2.35 

2.0 

1.85 

1.6 

1 .5 

2.0 

1.8 

1.9 

2.6 

2.3 

3.2 

1.7 

1.9 

2. 1 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

/1 

/1 

/1 

/1 

11 
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/1 

/1 

/1 

/1 

44 

45 

od
AU
市A
9L

qJU
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QJW
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Fhυ
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r
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qJ

dn守
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PO
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au
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zu
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cO

弓t

46 

47 

48 

104 

105 

0.3 

0.3 

0.4 1 .35 

1.7 

1.4 

2.4 

2.6 

2.55 

2.2 

/1 

/1 

/1 

71  

72 

73 106 

8 

6 

4 

9 

10 

0.21 

0.3 

0.35 

0.5 

0.3 

1.3 

1 .55 

1.35 

1 .5 

1.8 

2.2 

2.0 

/1 

/1 

/1 

/1 

/1 

74 

75 

76 

77 

78 

5 

7 
7 

8 

0.32 

0.45 

0.3 

0.4 

1.5 

1 .5 

1.4 

1.5 

1.6 

1 .8 

1 .9 

2.1 

2.0 

/ノ

/1 

/1 

/1 
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AHV

句i

nL

qU
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nI

RU

且U
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6 
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0.3 

0.45 

0.35 
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0.3 
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0.2 
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1.7 

1.45 

1.5 

1 .45 

1.4 

1.35 

1.45 
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2.6 

1.6 

1.95 

1.7 

2.3 

2.45 

3. 1 

2.0 

1.6 

11 

1/ 

/1 

1/ 

1/ 

/1 

/1 

/1 

/1 

1/ 

Fhd

nO

弓t

no

nV

AU
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qL

nku
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nxu

nxu

nMU

A凶d

ハ同d

nwd



持図 番号 器 種 たて (cm) よ こ (cm) 厚 さ (cm) 重 さ ω

出土遺物観察表

石 材 旧 登 録 番 号

107 1 尖頭状石 器 5.0 

2 • ao 
3 石錐 3.9 

2.8 1.2 13.8 

2.0 0.7 3.6 

2.2 0.7 5.2 

4

5

6

7

8

9

m
 

2.85 1 .05 0.6 1.8 

3 .15 2 .0 0.85 4.6 

2.55 1.4 0.5 1.2 

2.95 1.3 0.5 2.3 

4 . 1  0.9 0.7 2.5 

5.9 2.05 0.5 5.5 

(2.4) (2.2) 0.55 15.0 

• 
• 
• 
• 
• 

削器
• 

108 石 匙 5.8 6.7 0.9 35.0 

4.2 5.65 1 .1  17.8 

2.4 3.9 0.5 3.5 

3.2 8.3 0.8 14.8 

唱i

nL

qJ

aq

• 
• 
• 

1 1 1  砥石 22.0 (10.6) 6.6 2205 

(7.8) 6.2 1.8 172 

8.0 6.5 2.7 178 

(13.4) 13.0 4.8 1250 

(12.1) 3.7 1.5 134 

9.5 3.9 3.0 194 

(1 1 .85) 5.4 3.5 460 

9. 1 10.2 4.2 220 

1 1.3 9.5 2.7 553 

-A

。L

qJV

AUτ

F口

氏U

巧'

QU

AY

11 
• 
11 
11 
11 
11 
11 
11 

1 12 。。

nυ

Aυ

η，h

nu

Fhd

anマ

ハHU

nMU

唱t晶

AUd

ny“

司EA
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nxu

内xu

nJu

anせ

phυ

内〆臼

。，“
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の，u

n，4
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-

-

-

-
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(

(

(

 

石ム口-

MH

M

MH

MM

 

皿石

nJb

qd

aq

EJ

 

1 13 

114 1 磨石 ・ 厳石 15.5 6 .9 3 .0 466 

2 11 13.6 9.7 4.9 912 

3 11 16.8 5.6 3.3 404 

1 15  

4

5

6

7

8

9

m

H

ロ

U
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回

目

げ
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PO
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ηL

のL

Aud
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pO

ワu

qL

nヨ

ゥ，

可i

'i

nL

唱E-A

AγAM

唱EA

'E晶

唱『A

句』A

唱EA

-aA

'EA

旬EA

唱EA

11 
11 
11 
11 
11 
11 
11 
11 
11 
!I 

1 16 !I 
11 
11 
!I 
!I 
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チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

安 山 岩

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

黒暖石

黒曜石

G G-8(4) 2層 一括

G H-8(4) 3層

G G-6(1) 3 

G H-7 Pt29 

G G-5(3)3 

G G-7 (2・a)

G G-7 (1) 2層 一括

G G-6 全区 3周一括

G G-5(3) 3 

D H-15 3層 s354

安 山 岩

チ ャ ー ト

チ ャ ー ト

安 山 岩

G 3077 

D 表採

D G-16 3層 s185

E D-17 3層 sl∞1

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

天草砥石

B H-13 集石2 NO. l 

G G-8(1) 5 1  

F SX-1 埋 土 内 一括

B Pit50 

D G-16 (2) No.64 

G 654 

D 表採

D F-17 NO.50 

D H-16 No.432 

出
石
山
石
山
石

砂

砂

砂

安 山 岩

安 山 岩

粘板岩?

砂岩?

安 山 岩

G G-lO 最上層

D G-15 3層 NO. 154

G-16(17) s665 

G 2877 (石 血No.2)

D G-16(17) s665 

輝石 安 山 岩

輝石 安 山 岩

腕 石 安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

H 2-3層

G 3住 s8

G 3511 

D 7f NO.69 

G G-7 (4) 3 

G H.7 (1-a) 

D H・15 3層 NO.235

B 2層 一括

D G-16 3層 No.10

D H-15 No.494 

G H-8(4) 3 

D G-16 No.418 

B 3層 上面検出 一括

G 4373 

D G-17 一括

B 2層 一括

G 1899 

E E- 17 (1) 3層

安 山 岩

輝石 安 山 岩

輝石 安 山 岩

砂岩?

安 山 岩〉

安 山 討?

砂岩?

粘板岩?

粘板岩

砂岩

輝7'i 安 山 岩



出 土遺物観察表

神図 番号 器 種 たて (cm) よ こ (cm) 厚 さ (cm) 重 さ (必 石 材

116  

旧 登 録 番 号

19 謄石 ・ 敵石 11.2 

20 /1 6.4 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

1 18 31 

32 

1 19 33 

117 

ハU
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ηL
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nJL

 

I

l

l

-

石 錘

8.2 4.4 

6.7 3.5 

560 

184 

/1 13.5 9.5 7.0 1260 

(9.0) 9.6 4.4 565 

11.7 7.1 4.6 6ω 

9.7 6.5 7.0 745 

7.5 6.8 2.8 216 

3.9 (7.75) (3.9) 550 

6.4 5.1 2.7 132 

11.3 10.8 6.5 1150 

9.8 8.9 5.0 620 

7.9 8.1 2.2 232 

14.8 10.4 4.8 980 

16.4 7.1 3.9 610 

11.2 8.4 3.4 448 

/1 

/1 

/1 

/1 

/1 

/1 

/1 

/1 

1/ 

1/ 

/1 

/1 
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3

1

3
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9
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6

6

2

9

5

7
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5

7

1

1

8
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1
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1
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2

2

3
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0

1

2

1

2

3

2
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rD
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FD
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FU

5

5
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4

2

7

9

7

5

2
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9

7

q-u

にJ

P0

4

nυ

FD

A-

nv

7

4

1

5

5

5

5

4

5

8

8

8

9

9

2

7

6

5

7

9

6

9

6

 

(

-

行3

Rd

rD

Rd

4

β

8

4

2

0

5

7

9

5

6

3

4

9

4

0

1

0

2

1

9

0

 

d守

A守

PD

にJ

PO

EJ

00

必UT

4

にd

にd

FD

P口

々f

戸b

ウ'

1i

pO

ヮ，

QU

PO

勺f

ー

/1 

1/ 

/1 

/1 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

/1 

/1 

/1 

/1 

/1 

1/ 

/1 

1/ 

/1 

/1 

1/ 7.9 

5.9 

210 

174 

8.7 2.2 

9.8 2.2 1/ 

石 製 装 身 具

2 1/ (2.35) 1.65 0.8 

3 3.1 1.4 0.5 

1.6 0.8 0.8 

124 

125 不 明 石 製 品 6. 1 (5.1) 1.1 

2 1/ 5.3 4.95 0.6 

(34) 

(16) 

126 在i 刃 168 

- 268 -

粘板岩

輝 石 安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩 P

安 山 岩 ?

輝 石 安 山 岩

安 山 岩 ?

安 山 岩 ?

輝 石 安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩

輝 石 安 山 岩

安 山 岩 ?

輝 石 安 山 岩

安 山 岩〉

輝 石 安 山 岩

輝 石 安 山 岩

輝 石 安 山 岩

安 山 岩

輝石 安 山 岩

灼i石 安 山 岩

腕 石 安 山 岩

安 山 岩

安 山 岩 ?

安 山 岩

腕 石 安 山 岩

腕 石 安 山 岩

輝 石 安 山 岩

腕 石 安 山 岩

、，r
p
出石

岩

山

片

安

輝 石 安 山 岩

焼I 石 安 山 岩

輝 石 安 山 岩

qd
内《d
qJ

蛇紋岩

軟玉

l疏 玉

粘阪岩

緑色 片 岩

B 2層 No.34

G G-7(4) 3 

F SB-12 t1Il土内 No.11

G 3533 

F SB-1 No.23 

G F-9 Pit21 sl 

D G・17 3層上部一括

D H-17 No.69 

D G-16(9) No.304 

F 0-5 卜 レ ン チ9一括

G 3508 

E E-17 一括

D G-14 No.1 

B SB.5 No.16 

D G-17 No.158 

C 表採

G 2293 

G 329 

D Tf No.140 

B 2層 一括

D G-17 No.34 

E C-16(1) 3周

D 表採

G H-7(2) 3 

H 2-3 

G H.8(4) 3 

C SB.2 No.3 

G H.8(4) 3 

G 2899 

G 1223 

D 1-16 3屑 No.133

G H-8(4) 3 

D F-17 No.54 

G 679 

G 2913 

G 2829 

G 1209 

G 415 

G H.8(4) 3 

G G-7(3-1)3 

C 

表採

C 6T  

B 2層 No.41

G 2 ・ 3層 表 土 ハ ギ

D G-15 3 XiÎ  No.28 



挿図 番号 出 土地点 口 径 (cm) 器 高 (cm) 最大胸部(cm)底径 (cm) 色 調 胎 土

出 土遺物観察表

焼成 旧 登録番号 備 考

146 号住 (25.0) 

nJ白

内O

aaT

Rd

6 

7 

8 " 

9 " 

10 " 

11 " 

147 12 11 

MH

M

MH

 

3

4

5

 

唱EA

唱EE・

噌EA

16 " 

17 " 

18 11 

19 11 

20 11 

21 11 

22 11 

23 2号{主

24 11 

148 25 3号住

26 " 

27 11 

149 28 11 

29 11 

30 11 

31 " 

32 11 

33 

34 

150 35 

36 11 

37 " 

38 11 

39 " 

40 " 

41  11 

(26.2) 

11 α7 η 

11 
" 

" 

" 

11 

(12.4) 

14.0 20.5 (17.6) 

(12.6) ー (14.9)

(15.6) 23.3 

。3.0)

26.6 

(27.2) 

α2.8) 

17.5 

(内)小麦色 砂粒 ・ 角 閃石

(外) 黄土ー枯葉色

砂粒 ・ 角 閃石 普通
褐色 砂粒 ・ 小石 ・ 雲母

黄褐色 "暗褐色 小石 ・ 長石

(内) 茶褐色 砂粒 ・ 小石 ・ 角 閃石

(外)黒褐色

(内) 暗褐色

(外)黒褐色

(内) 暗褐色

(外)黒褐色

色

色

土

償

黄

内kue
一引リ

川町

。

σ

茶褐色

黄丹

茶褐色

樺色

(内)琉泊色

砂粒 ・ 金雲母

砂粒 ・ 金雲母

砂粒 ・ 角 関石

砂粒 ・ 赤褐色砂粒

砂粒 ・ 角 閃石

角 閃石

砂粒 ・ 雲母

砂粒

砂粒 ・ 角 閃石

砂粒 ・ 角 閃石

(外) 黄土色 "波泊色

赤褐色 砂粒

焦茶 砂粒

茶褐色 角 閃石

茶褐色 砂粒 ・ 小石

赤褐色 砂粒 ・ 角 閃石

j炎褐色 砂粒 ・ 角 閃 石

茶褐色 ー黒褐色 砂粒

黄燈色 小石 ・ 金雲 母
赤縄色 ー茶褐色 砂粒

暗褐色 砂粒

黄褐色 砂粒 ・ 角 閃石

(5.1) 

(6.2) 

7.3 

(7.0) 

7.1 

23.4 一 一 褐色

30.1 35.9 6.5 茶褐色

α9.7) 一 白檀色

茶縄色

(内)淡褐色

(外)灰褐色

i炎褐色

11 
11 12.4 

α3.8) 

14.0 15.6 

α9.3) " 

雲母 ・ 角 閃石 ・ 砂粒
砂粒
砂粒 ・ 小石
角 閃石 - 石 英

小石

角 閃石 - 砂粒

普通 B 5B1 50，74，92，93 

79ベル ト 一括

B 5B 1 4ふ7，8

やや良 B 5B1 61 

やや良 B 5B1 33 

や や 良 B 5B1 45 

煤付着

やや良 B 5B1 

やや良 B 5B1 

やや良 B 5B1 1 10一括

良 B 5B1 24 

B 5B1 73一括

やや良 B 5B1 63 

良 B 5B1 74，77，98，122 

B 5B1 一括

普通 B 5B1 69 

良 B 5B1 13.16 

良 B 5B1 73，74，77，83， 

86 

良 B 5B1 

良 B 5B1 一括

やや不良 B 5B1 一括

不良 B 5B1 11 

やや不良 B 5B1 71 

やや不良 B 5B1 18 

やや良 B 5B1 80 

良 B 5B2 2 

良 B 5B2 4，一括

やや良 B 5B5 25 

良 B 5B5 9，48，54 煤付着

良 B 5B5 黒J.tf，煤付着

普通 B 5B5 45，46 煤付着

普通 B 5B5 19，28，29，31，41 

やや良 B 5B5 25 煤付着

やや良 B 5B5 13 

やや良 B 5B5 一括

小麦色 砂粒 ・ 角 閃 石 ・ 赤褐色粒
赤褐色 砂粒
小麦色町焦茶色 砂粒

25.3 3 1.0 24.4 3.2 赤褐色

(14.8) 

掲色

i炎赤褐色

灰褐色

黄燈色

(7 .2) 淡褐色

砂粒 ・ 角 閃石

砂粒 ・ 角 閃 石
砂粒
砂粒

砂粒 ・ 角 閃 石
角 閃石 ・ 砂粒

269 ー

B 5B5 1 ，6，一括

B 5B5 一括

B 5B5 20.21.26.28 

30，50，一括

良 B 5B5 26，27，28，29， 煤付着

普通

良

良

43，64 

やや良 B 5B5 14 

良 B 5B5 1 1  

良 B 5B5 7 

不 良 B 5B5 8，9 

良 B 5B5 4 煤付着



出土遺物観察表

挿図 番号 出 土地点 口 径 (ω) 器高 (c田) 最大胴部 (on)底径 (ω) 色 調 胎 土

150 42 11 6.8 褐色 砂粒 ・ 角 閃石

151 43 11 i炎茶褐色 砂粒多 ・ 角 閃石

44 11 (内) 黄燈色 砂粒

(外) 暗茶褐色

45 4号住 30.0 34.5 (内) 黄丹“柿色 砂粒 ・ 赤色砂粒

(外) 小麦 "焦茶色 角 閃石

46 11 茶褐色 砂粒 ・ 角 閃石

47 11 20.9 16.4 - 17.2 一 13.2 砂粒・ 赤褐色粒 ・ 角 閃石

152 48 5号住 (34.7) (内) 琉泊色 砂粒 ・ 角 閃石

(外) 焦茶色

49 11 茶褐色ー焦茶 砂粒 ・ 赤褐色粒 ・ 角 閃石

50 11 (30.6) (37.0) 黄褐色ー焦茶色 砂粒・ 角 閃石 ・ 赤褐色粒

51 11 茶褐色 角 閃石 ・ 砂粒

52 11 茶褐色 角 閃石 ・ 砂粒

53 11 (内) 淡褐色 長石

(外) 赤褐色

54 11 茶褐色 角 閃石 ・ 砂粒

55 11 茶縄色 角 閃石 砂粒

56 11 (内) 黄褐“黒褐色 長石 ・ 砂粒

(外) 茶褐色

153 57 11 (25.8) 貨褐色 砂粒 ・ 角 閃石

58 11 14.5 燈色 砂粒

59 11 柿色 砂粒 ・ 赤褐色粒

60 11 (内) 黄丹 砂粒 ・ 角 閃石

(外) 小麦色 四焦茶色

61 11 黄掲色 角 閃石 - 砂粒

62 11 茶褐色 角 閃石 ・ 砂粒

63 11 i炎褐色 雲母 ・ 小石

64 11 成泊ー煉瓦色 砂粒 ・ 角 閃石 ・ 雲母

65 11 (11.8) 茶褐色 砂粒

66 11 茶褐色 角 閃石 ・ 石 英

67 11 赤褐色 金雲母 ・ 砂粒

68 11 (6.η 淡褐色 角 閃石 ・ 砂粒

154 69 11 小麦色 ー点色 砂粒 ・ 角 閃石 ・ 赤褐色粒

70 小麦色 砂粒 ・ 角 閃石 ・ 赤縄色粒

71 " (5.4) (内) 淡縄色 砂申立 ・ 雲母 ・ 長石

(外) 淡赤鰯色 金雲母 ・ 砂粒

72 (7.0) 黄褐色 角 閃石 - 石 英 ・ 金雲母

73 11 (5.5) 茶褐色 砂粒

74 11 i炎褐色 角 閃 石 ・ 砂粒

155 75 6号住 黄褐色 砂粒 ・ 角 閃石

76 " (23.9) 貨褐色 砂粒 ・ 雲 母 ・ 角 関 石

77 (8.4) i誕 赤褐色 砂粒

78 " 茶縄色 砂粒

79 8号 住 淡縄色 砂粒

80 11 赤褐色 小石

81 9号f主 赤褐色 小石

82 赤 茶褐色 砂粒

- 270 -

焼成 旧 登録番号 備 考

やや良 B SB5 52 

やや良 B SB5 

良 B SB5 

良 B SB6 3同8，11，12，

一括，ベル ト 28

やや良 B SB6 24 

良 B SB6 1 ，12，14 黒斑

普通 E SB4 6，8，一括

普通 E SB4 55，57 黒斑

良 E SB4 23，42，44，91， 

98，一括

やや良 E SB4 30 煤付着

やや良 E SB4 24 煤付着

やや良 E SB4 13 一括 煤付着

やや良 E SB4 21 煤付着

やや良 E SB4 59 煤付着

やや良 E SB4 77 

良 E SB4 20， 一括 黒J.tI

普通 E SB4 84，85，87-89 

良 E SB4 99 煤付着

良 E SB4 38，40，66， 一括 煤付着

E SB4 

やや良 E SB4 7 

やや不良 E SB4 一括

やや良 E SB4 -11首
良 E SB4 一括

やや良 E SB4 98 

良 E SB4 31  

やや良 E SB4 109 

やや不良 E SB4 5 

良 E SB4 -j'吉
普通 E SB4 48， 一括

不良 E SB4 4 

やや良 E SB4 41 

やや不良 E SB4 一括

やや良

やや良

普通

やや良

11 

や や良

不良

不良

やや良

E SB4 29 

D SB1 76，84 

D SB1 16，36-40，42， 

52，57， ー ・千百

D SB1 73.74 

D SB1 93 

C SB3 4 

C SB3 -'f;百
C SB2 - -f，百
C SB2 - -f百

煤付着

黒J.tI



挿図 番号 出 土地点 口 径 (cm) 器 商 6同 最大胴部(cm)底径 (cm) 色 調 胎 土

出 土遺物観察表

焼成 旧 登録番号 備 考

155 83 " 

84 11 (12.0) (5.1) 

85 " (21.0) 

86 10号住 α6.4) 

87 " 

88 " 

89 " 

90 " 

156 91 1 1号住

92 11 

93 " 

94 11 

95 " 

96 12号住

97 11 

98 " 

99 " (13.0) 

100 11 

101 14号住 (13.η 

102 " 

103 11 

104 11 

105 " 

(14.85) ー

106 " α0.8) 

107 11 

108 " 

lω n 

1 10  11 

1 1 1  11 

1 12 " 

(18.6) 

16.6 2.4 

(13. 1) 

157 113  15号住 12.4 

1 14 " (12.3) 

1 15 11 (11 .8) 

1 16 11 

1 17  " 

1 18  " 

1 19 " 

120 11 

121  " 

122 11 

123 " 

124 " 

125 " 

126 " 

127 " 

(8.3) (5.3) 

(13.4) 5.4 

。7.4)

茶褐色

灰色

灰褐色

小麦色

淡褐色

灰色

茶褐色

褐色

小麦色

褐色

明 茶褐色

砂粒

砂粒

砂粒

砂粒

角 閃 石 ・ 石英 ・ 赤茶粒

砂粒 ・ 小石

砂粒

砂粒

砂粒 ・ 赤褐色粒

砂粒

砂粒

縄色 砂粒

明 茶褐色-H音褐色 砂粒 ・ 角 閃石

(15.4) 

赤褐色

20.9 黄褐色

濃灰色

灰色

淡赤褐色

i炎赤褐色

茶褐色

茶褐色

黄褐色

(内)褐色

(外)糠褐色

i炎褐色

(20.0) 

赤褐色

(12.0) 茶褐色

茶褐色

i炎褐色

淡灰色

淡灰色

赤褐色

赤褐色

黄褐色

茶褐色

淡褐色

(内)ì炎褐色

(外)暗掲色

赤褐色

暗灰色

(5.4) 淡褐色

茶褐色

黄褐色

赤褐色

茶褐色

(9.5) 

砂粒

砂粒 ・ 角 閃石

砂粒

微細砂粒

砂粒

粗砂粒 ・ 角 閃石

粗砂粒 ・雲母

細砂粒

砂粒

砂粒

小石 ・ 長石 ・ 雲母 ・

金雲母

角 閃 石

細砂粒

石 英 ・ 砂粒

角 閃 石 ・ 石英

砂粒 少

砂粒 少

砂粒多 ・ 角 閃石

石 英 ・ 砂粒

砂粒

砂粒

角 閃 石 ・ 砂粒

砂粒 ・ 角 閃 石

角 閃 石 ・ 砂粒

砂粒

不良 C SB2 6 

良 C SB2 5，10 ー括

良 C SB2 7 

良 C SK55 

やや良 C SK55 8 

良 C SK55 6 

やや良 C SK55 8 

やや良 C SK55 1 

普通 C SB6 12.17，一括 煤付着，黒斑

やや良 C SB6 一括 赤色塗料

不良 C SB6 3 

やや良 C SB6 6，14 

やや良 C SB6 7，9 

や や 不 良 C SB1 1 

普 通 C SB1 

やや良 C SB 1 1 

良 C SB1 3 

やや良 C SB1 4，9 
" F SB12 24 

11 F SB12 19 

やや良 F SB12 16 

やや良 F SB12 一括

不良 F SB12 一指

やや不良 F SB12 8， 一括

やや良 F SB 12 2 

やや良 F SB 12 15 

やや良 F SB12 23 

やや良 F SB12 28 

やや良 F SB12 1 

やや良 F SB12 

不良 F SB7 

やや良 F SB7 

やや良 F SB7 

やや良 F SB7 

やや良 F SB7 

やや良 F SB7 

やや良 F SB7 54 

普通 F SB7 一括

砂粒 や や 良 F SB7 86 

砂粒 良 F SB7 一 括

砂粒 ・ 角 関石 ・ 黒雲母 普通 F SB7 

砂粒

砂粒

(7.2) 茶褐色 砂粒 少

5.8 内)暗茶褐色 砂粒

(外) 明 茶褐色

- 271 -

や や 良 F SB7 一括

や や 良 F SB7 72 

や や 良 F SB7 _.括
や や 良 F SB7 75 

F SB7 

煤付着

煤付着

煤付着

着
i

付
山訓

叶暑R
FO
a-
-i

Muh

弓'

Awd

qふ

煤付着

赤色塗料



出土遺物観察表

押図 醤号 出 土地点 口 径 (叫器高{叫最大胸部(目。底径(叫 色 調 胎 土 焼成 !日登録番号 備 考

157 128 11 4.0 (内)貨褐色 砂粒 やや良 F SB7 73 

併)貧檀色

129 11 (5.5) 茶褐色 砂粒 ・ 金雲母 不良 F SB7 49 

130 11 (5.2) 貧褐色ー煉瓦色 砂粒 ・ 小石 やや良 F SB7 一括 煤付着

131 11 5.0 赤褐色 石 英 ・ 砂粒 やや不良 F SB7 20 

158 132 16号住 茶褐色 砂粒 ・ 小石 やや良 F SB6 

133 11 暗茶褐色 砂粒 ・ 雲母 やや不良 F SB6 

134 11 暗茶褐色 砂粒 ・ 小石 やや良 F SB6 

135 11 (16.2) 6.7 赤褐色 角 閃石 ・ 石英 ・ 砂粒 やや良 F SB6 52 煤付着

136 11 (6.0) 赤褐色 砂粒 不良 F SB6 40 

137 11 7.2 赤褐色 角 閃石 ・ 組砂粒 やや良 F SB6 31 

138 11 (6.6) 茶色 砂粒 不良 F SB6 55 

139 11 4.1 貨褐色 角 閃石 ・ 砂粒 やや良 F SB6 75 

140 17号住 赤褐色 角 閃石 ・ 砂粧 やや良 F SB5 一括

141 11 淡茶褐色 砂粒 ・ 小石 やや良 F SB5 37 

142 11 赤褐色 角 閃石 ・ 砂粒 やや良 F SB5 一括

143 11 赤褐色 砂粒 やや良 F SB5 一括

144 11 淡褐色 角 閃石 ・ 砂粒 やや不良 F SB5 一括

145 11 (内)黒褐色 砂粒 やや良 F SB5 20 

(外}茶褐色

146 11 灰色 砂粒 やや良 F SB5 

147 11 (9.6) 暗灰色 砂粒 普通 F SB5 12 

148 18号住 (内) 茶褐色 砂粒 不 良 F SBI0 6 

(外)褐色

149 11 16.2 暗茶褐色 砂粒 やや良 F SBI0 一括

150 11 赤縄色 砂粒 不 良 F SBlO 28 

151 19号住 茶褐色 砂粒 や や 良 F SB14 

152 11 (29.6) 暗褐色 砂粒 ・ 小石 やや良 F SB14 13  

153 11 。2.2) 褐色 砂粒 やや良 F SB14 12  

154 11 (内)黒縄色 砂粒 ・ 角 閃石 普通 F SB14 黒斑

(外)枯葉色

155 " 5.2 枯葉色ー焦茶色 砂粒 ・ 白色砂粒 ・ 角 閃 石 普通 F SB14 

159 156 20号住 黒縄色 砂粒 ・ 黒雲母 ・ 角 閃石 普通 F SB13 

157 11 (16.6) (7.0) 赤褐色 砂粒 不 良 F SB13 1，2 

158 21号住 (7.2) 暗褐色一部茶褐色 砂粒 ・ 小石 ・ 黒雲母 や や 良 F SB9 10 

159 " 茶褐色 粗砂粒 ・ 角 閃石 やや良 F SB9 1 煤付着

160 22号住 (内) 明 茶褐色 砂粒 不 良 F SBl 136 

(外) 明褐色

161 " (内)濃茶褐色 砂粒 不 良 F SBl 74 

(外)褐色

162 11 茶褐色 組砂粒 やや良 F SBl 54 

163 11 茶褐色 砂粒 や や 良 F SBl 一括 煤付着

164 " (9.8) (内}灰汁色 砂粒 普通 F SBl ペ ル ト 内 ー括

(外) 暗灰色

165 " 5.1 淡茶褐色 砂粒多 ・ 黒雲母 普通 F SBl 178 

166 " 淡茶褐色 砂粒多 ・ 小石 普通 F S B l  63 

167 23号住 (6.0) 茶褐色 砂粒 ・ 角 閃石 不 良 F SB3 178 

168 " 漉灰色 砂粒 やや良 F SB3 一括

169 24号住 茶褐色 角 閃石 ・ 砂粒 やや良 F SB4 52 

170 " 黄櫨色 砂粒 ・ 角 閃石 ・ 黒雲母 普通 F SB4 
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出 土遺物観察表

挿図 番号 出 土地点 口 径 (四)器高6同 最大胴部 加)底径 (cm) 色 調 胎 土 焼成 旧 登録番号 備 考

159 171 " 黄褐色 砂粒 ・ 角 閃石 普通 F SB4 6 1  煤付着

172 " (4.0) 茶褐色 角 閃石 ・ 石 英 ・ 砂粒 や や良 F SB4 35 

1ω 173 25号住 (17.4) 。0.2) 赤褐色 砂粒 ・ 雲母 普通 G SB2 7，8 煤付着，黒斑

174 " 淡褐色 砂粒 や や 良 G SB2 1 1  煤付着

175 " 淡褐色 砂粒 や や 良 G SB2 一括 煤付着

176 " 茶褐色 砂粒 や や 良 G SB2 一括 煤付着

177 " 黄褐色 砂粒 ・ 角 閃 石 ・ 赤褐色小石 普通 G SB2 No1 1 ，一括 黒斑

178 " 3 .1  茶褐色 砂粒 や や 良 G SB2 1 

179 " 赤褐色 砂粒 ・ 小石 や や 良 G SB2 7 

180 " 黄纏色 砂粒 や や 良 G SB2 3 

181 " 。1.3) 白 纏色 砂粒 ・ 角 閃石 良 G SB2 16一括

182 " 22.4 淡褐色 砂粒 普通 G SB2 1 1， 17，一括 黒斑

183 " 淡褐色 砂粒 ・ 黒雲母 やや良 G SB2 6 煤付着

161 184 " α9.9) 黄褐色 砂粒 ・ 角 閃石 ・ 小石 普通 G SB2 2 

185 27号住 22.2 17.4 10.6 黄褐色 砂粒 ・ 角 閃石 良 G SB5 

186 7.6 黄丹色 砂粒 ・ 角 閃石 普通 F 0.5 一括

187 2号土坑 (19.8) 淡褐色 砂粒 や や 良 B SX l  4，5 

188 " α0.0) (21.7) 枯葉色 砂粒 ・ 角 閃石 良 B SXl 2 煤付着，泉斑

189 1号土坑 (22.5) (1 1.5・ 1 1.8) 一 (9.75) 淡掲色 砂粒 普通 B SK8 1 

162 190 3号土坑 (19.0) α3.8) 黄褐色ー焦茶色 砂粒 良 C SK24 1 ，一括 煤付着，黒斑

191 " 13.2 7.2 燈色ー赤色 砂粒 良 C SK24 2 

192 (23.4) 樺色 砂粒 ・ 角 閃石 良 D F.16 1 煤付着，黒斑

193 淡茶褐色 砂粒 や や 良 B 1-17 一括

194 茶褐色 組砂粒 や や良 G-15 34 煤付着

195 貧縄色 細砂粒 やや良 G-8，9 1 5  煤付着

196 淡茶褐色 砂粒 やや良 G-2 表 土 ハ ギ

197 淡褐色 砂粒 ・ 角 閃石 良 G 1811 

198 枯葉色 砂粒 良 D 
199 黄褐色 砂粒 普通 B 1.17，18 2層 一括

2∞ 19.0 淡黄掲色 砂粒 ・ 微細雲母 普通 G-4 (2) 

201 (4.5) 淡褐色 粗砂粒 や や 不 良 G 523 煤付着

202 13.2 3.9 濃灰色 砂粒 ・ 小石 良 F 埋土 内 一括
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出土遺物観察表

持図 番号 出土地点 口 径 加)器高加)底径や田) 色 調 胎 土 焼成 調 整 旧 登録番号 備 考

175 1 4号 土坑 13.4 4.4 6.5 明 黄燈色 砂粒 ・ 赤茶粒 やや良 (内 ・ 外) ナ デ

32 

33 

176 34 

2 

qo

aaT

PD

 

6 

11 

11 
11 
11 

6.4 灰褐色

11 13.6 4.9 6.2 黄櫨色

B SB4 9 

砂粒多

(底) ヘ ラ 切 り 後ナ デ

やや良 (外) ナ デ B SB4 一括，54

赤茶粒

(底) ヘ ラ 切 り ・ 板圧痕

やや良 ナ デ

やや良 (内) 丁 寧 な ナ デ

(外) ナ デ

やや良 (内 ・ 外) ナ デ

やや良 (内 ・ 外) ナ デ

(底) ヘ ラ 切 り

やや良 (外) ナ デ

(底) ヘ ラ 切 り

砂粒多 やや良 ナ デ

砂粒多 ・ 赤茶色粒 やや良 ナ デ

砂粒多 やや良

砂粒 ・ 組 やや良

7 

8 

11 (12.8) 一 一 褐色 砂粒多

(底) ヘ ラ 切 り 後ナ デ

(13.3) 4.45 6.6 淡茶褐色 砂粒多 やや良 (外) ナデ B SB4 一括

(12.8) 一 一 黄櫨色 砂粒多 やや良 (外) ナデ B SB4 一括

(13.2) 5.0 5.5 明 黄糧色 砂粒 ・ 赤茶粒 やや良 {内 ・ 外) ナ デ B SB4 14 

低) ヘ ラ 切 り

やや良 (内 ・ 外) ナ デ

11 (13.9) (5.4) (5.3) 淡茶褐色 砂粒少

9 

10 

11  

内4

nd

aaT

FD

PO

η'

no

nwd

nu

'i

1晶

唱A

'i

'i

'i

1ゐ

1A

1A

9“

n，h

22 

23 

aaz

pb

nO

巧t

oo

nwd

。，“

nr“

n，“

内メ“

n，u

n，hu

30 

31 

35 

36 

11 14.3 (5.2) (5.4) 黄糧色

(15.1) (5.η (7.2) 明褐色11 

11 6.3 褐色

(4.8) (6.2) 

4.7 5.5 

(5.め (6.8)

5.5 6.2 

6.0 σ.0) 

7.4 7.1 

6.65 7.8 

淡褐色

茶褐色

燈色

縄色

淡茶褐色

淡褐色

明褐色

淡褐色

淡赤燈色

黄褐色

11 
(13.2) (4.6) 

(12.8) ー

13.1 

11 

11 
11 (12.8) 

(13.2) 

(12.3) 

13.0 

(13.4) 

14.6 

14.5 

11 
11 
11 
11 
11 
11 

" 15.1 一 一 黄褐色

14.1 6.1 8.1 白 燈色" 

" 
" 
" 
" 
" 
" 

" 
" 

" 
H 
H 27.0 

" 27.4 

" 

砂粒少

赤茶粒

砂粒少

砂粒多 やや良 (外) ナデ

砂粒少 ・ 金雲母 やや良 ナ デ

砂粒 良 (外) ナ デ

長石

砂粒少

赤茶色粒

やや不良 (底) ヘ ラ 切 り 後 ナ デ

やや良 ナ デ

や や 良 (内 ・ 外) ナ デ

(底) ヘ ラ 切 り 後ナ ヂ

砂粒少

砂粒 ・ 赤茶粒

良

良 (内) ナ デ

ロ ク ロ 叢形

(7.2) 白 っ ぽい褐色 砂粒 良

僚色 砂粒少 やや良 (外) ナ デ

(8. 1) 褐色 砂粒少 ・ 金雲母 やや良 ナ デ

7.3 燈色 細砂粒 ・ 赤茶粒 やや良

(8.5) 淡褐色 締砂粒 やや良 (底) 回転ヘ ラ 切 り

(内)黒色 砂粒多

(外) 淡褐色

8.7 淡褐色

明 褐色

やや良 ナ デ

細砂粒

砂粒少

やや良 (底) 回転ヘ ラ 切 り
やや良 ナ デ一括

(底) ヘ ラ 切 り 後 ・ ナ デ

(8.2) 黄栂色 砂粒 ・ 粗 やや良

(8.0) 淡黄櫨色 砂粒 ・ やや粗 やや不良

黄燈色ー小麦色 砂粒 ・ 角 閃石 良 (内) ヘ ラ 削 り

B SB4 一括

B SB4 一括

B SB4 一括

B SB4 一括

B SB4 -括

B SB4 一括

B SB4 一括

B SB4 一括

B SB4 一括

B SB4 15 

B SB4 一括

B SB4 21 

B SB4 16 

煤付着

B SB4 

B SB4 一括

B SB4 29 

B SB4 括

B SB4 一括

B SB4 -括

B SB4 一括

B SB4 一括 黒色土器

B SB4 13 

B SB4 

B SB4 56 

B SB4 一括

B SB4 3.4 煤付着

黄燈色ー小麦色 砂粒 ・ 角 閃石

(外) ハ ケ メ ・ タ タ キ後ナ デ

良 (内) 削 り B SB4 一括，38 (向・外)黒純

小 麦色

(外)横ナ デ ・ ハ ケ メ B 42，45，51 

砂粒 ・ 赤褐色粒 普通 (内)横ナ デ ・ 細 E 具痕 B SB4 40，47，49 

角 閃 石 (外)横ナデ
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出 土遺物観察表

挿図 番号 出 土地点 口 径 (佃)器高(cm)底径(佃) 色 調 焼成 調 整 旧 登録番号 備 考胎 土

8.2 黄績色

8.5 黄褐色

8.2 淡褐色

8.6 明淡褐色

7.8 淡褐色

9.6 黄燈色

9.7 黄褐色

9.4 淡褐色

(9.0) 灰 白 色

(6.4) 黄褐色

黄櫨色

黄櫨色

槍色

7.6 褐色

(内底)黄槍色

淡褐色

i炎褐色

砂粒 ・ やや組 良

細砂粒 やや良

細砂粒 やや良

細砂粒 やや不良

B SB4 一括

B SB4 一括 (内)煤付着

B SB4 24 

B SB4 一括

B SB4 一括

B SB4 一括

B SB4 30 

B SB4 57 

B SB4 一括 須恵器

B SB4 4 外)煤付着

B SK13 2，6 

B SK13 一括

B SK13 一括

B SK13 1 

176 37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

" 

" 

" 

" 

砂粒

砂粒

細砂粒

砂粒

細砂粒

細砂粒

やや良

やや良 (内 ・ 外) ナ デ

やや良

やや良

良

やや良

" 

" 

" 

" 
" 

" 

47 5号土坑 (14.1) 砂粒 ・ 組 やや良

小石 ・ 砂粒 ・ 粗 やや不良

砂粒 ・ 赤茶粒 やや良

48 " 
49 " 

細砂粒 やや良 ナ デ50 " 

51 6号土坑 (13.5) (5.0) 

52 " 12.5- 13.6 (6.2) 

砂粒少

砂粒少

良

良

やや良

やや良 ナデ

B SK12 12 28 一括

B SK12 27 

B SK12 

B SK12 一括

B SK12 埋土ピ ル ト 内 一括

B SK12 一括，28

B SK12 一括

B SK12 25 

B SK12 一括

B SK12 26，埋土ピ ル ト 内 一括

B SK14 4，5，23 

白 っ ぽい淡褐色 砂粒少

(6.2) 明褐色 砂粒少

qd

A'

pb

氏υ

nt

au

QU

5

5

5

5

5

5

E

 

" 

" 

色

色

色

色

色

褐

褐

褐

権

褐

淡

茶

淡

黄

淡

町4
め
の
0

2

6
0
mW
8

0
 

砂粒少 ・ 小石 不良 ナデ

細砂粒 やや良

細砂粒 やや良

砂粒多 やや良 ナデ

砂粒 やや良

" 

" 

" 

" 

" 

砂粒粗

赤茶粒

00 "  � 黄櫨色

177 61 7号土坑 (13.6) 4.9 7.8 黄櫨色

やや不良

やや良 (内 ・ 外) ナ デ

ロ ク ロ 整形

良 (内 ・ 外) ナ デ B SK14 7 

良 ロ ク ロ 整形後ナ デ B SK14 5，6 

14.0 4.8 7.0 淡黄櫨色 砂粒少

(12.8) 4.9 σ.1) 内)燈色 ・ 黒灰色 赤茶粒 ・ 砂粒

(外)燈色

62 

63 

" 
" 

赤茶粒 ・ 砂粒

砂粒

良 横ナデ

良 ナ デ

やや良 低) ヘ ラ 切 り 後ナ デ

良 (内) ナ デ， ロ ク ロ 整形

良 (内) ナ デ， ロ ク ロ 整形

やや良 ナ デ

不良 (外) ナ デ

や や 良

良 (内) ヘ ラ 削 り

13.4 4.8 7.1 赤櫨色

13.3 4.9 7.1 黄褐色

64 
65 

66 

67 

68 

69 

70 

71 

178 72 

B SK14 1 ，8，24 

B SK14 

B SK14 13 

B SK14 9 

B SK14 一括，3

B SK23 1 

B SK23 5 

B SK23 2，3 

B SK1 

" 

" 

黄櫨色ー灰色 砂粒 ・ 粗

権色 赤茶粒

燈色 赤茶粒

黄褐色 細砂粒

淡茶掲色 H 

茶褐色 細砂粒

淡黄褐色 砂粒

5.9 

5.05 σ.0) 

6.1 (8.8) 

6.6 

" 

" 12.7 

" (14.3) 

8号土坑 ー

" (14.0) 

" (14.5) 

10号土坑 27.6 25.4 

(外)ハケ メ ・ 横ナデ

(内 ・ 外) タ タ キ後 ナ デ B SK1 部分的 に 自 然紬

(内)へ ラ 削 り B SK19 

灰褐色陶鉛色 砂粒 ・ 小石

(内)黄檀色町焦茶色 砂粒 ・ 赤褐色粒 ・

(外)黄櫨色ー税泊色 角 閃石

i炎黄褐色 砂粒少

良

良

73 

74 

" 18.2 

11号土坑 27.0 

(外)ハケ メ

やや良 (内 ・ 外) ナ デ11.5 4.1-4.4 6.8 

(12.6) (3.8) (6.8) 

(13.4) (4.6) (7.0) 

(14.3) (4.1) 

12.5 4.5 6.3 

B SK19 1 

B SK19 15 

B SK19 19 

B SK19 26 

B SK19 8 

RU

FO

nt

nnv

od

 

nt

n'

nt

司t

n，.

" 

褐色 砂粒多 やや良 (内 ・ 外) ナ デ

黄 白 色 砂粒多 不良 ナ デ

黄櫨色 砂粒多 やや良 (内 ・ 外) ナ デ

i炎赤燈色 砂粒少 ・ 小石 少 やや不良 (外)横ナデ

低) へ ラ 切 り

" 

" 

" 

" 

良13.0 4.6 6.7 淡黄灰色 砂粒 ・ やや密 B SK19 22 80 " 
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出土遺物観察表

挿図 番号 出 土地点 口 径 (cm) 器商 (佃)底径(cm) 色 調 胎 土 焼成 調 盤 旧 登録番号 備 考

178 81 

82 

" (12.5) (4.8) 6.9 淡灰色

(14.6) 5.8 7.か7.5 白檀色" 

83 
84 

(13.6) (6.0) (7.2) 黄櫨色

(14.η 一 一 (内) 黒色

" 

" 

雲母

赤茶粒 ・ 砂粒

砂粒多

砂粒組

(外)紙掲色"閥色

(内)淡黄褐色司 微砂粒 ・ 小石

(外) 淡褐色ー 角 関石

淡黄褐色 砂粒 ・ 角 閃石

179 85 12号土坑 (27.4) 

良 (内) ナ デ

良 (内) ナ デ

B SK19 9 

B SK19 23 

(外) ロ ク ロ 盤形後ナデ

やや良 (内 ・ 外) ナ デ B SK19 6，21 

やや良 B SK19 

良 (内) ヘ ラ 削 り

(外)横ナデ

良 (内) 削 り ・ ナデ

(外)平行m後tf 後ハケ メ

87 " (14.8) (6.0) (7.8) 淡黄櫨色 砂粒多 ・ 小石 少 不良 ナデ B SIα 7 

88 13号土坑 α8.2) 一 一 淡褐色 砂粒 普通 (内) 削 り 後ナ デ B SK11 

102 

180 103 

104 

86 " 

89 (7.9) 黄燈色

灰褐色

" 

90 14号土坑 (23.0) 

91 15号土坑

92 13.5 2.05 7.8 浅黄色" 

93 " 

94 " 

95 

96 

" 

" 

司t
nmu

qu
vA

9

9

9

M
 

白檀色" 13.4 

" (14.6) 6.1 6.4 白灰色

12.3 4.5 6.3 白灰色

(12.6) 4.7 5.8 白灰色

" 

" 

砂粒粗

砂粒少

砂粒多

砂粒多

(外) ナ デ

やや良 儲) 回転ヘ ラ 切 り

やや良 (外) ナデ

やや良 {肉 ・ 外) ナ デ

倍) ヘ ラ 切 り

良 (内 ・ 外) ナ デ

良 (内 ・ 外) ナ デ

やや良 (内 ・ 外)横ナデ

良 (内 ・ 外) ナ デ

倍) へ ラ 切 り

やや良 (内 ・ 外) ナ デ

B SK3 11  

B SK3 17，18 煤付着

B SK11 一括

B SK4 

A SK1 39 

A SK1 14 

A SK1 16 

A SK1 30 

A SK1 42 

A SK1 24 

砂粒多 やや良 ロ ク ロ 整形後ナデ A SK1 17 

砂粒 やや良 ナ デ A SK1 

砂粒 ・ 赤茶粒 やや良 (内 ・ 外)横ナデ A SK1 22 

値) ヘ ラ 削 り

良 (内) ナデ

(外)横 ・ 縦ナデ

101 " (14.η 6.7 7.1 暗灰色ー 白 黄色 砂粒多

(15.6) 5.2 6.5 内) 白檀色 砂粒 ・ 赤茶粒

(外}黒褐色

(17.8) 6.0 9.0 内) 黒灰色 赤茶砂粒

(外)黄糧色司島岡

(12.2) 3.7 7.0 浅黄檀色 細砂粒多

11.5 3.4 6.7 燈色 細砂粒多

" (14.4) 明燈色

16号土坑 12.4-12.6 3.ふ4.2 7.や7.9 淡賞授色

" (12.2) 4.0 6.9 白 灰色

105 

106 

" 10.7-10.9 5.1 5.6 白燈色

" (16.1) 明灰色

107 17号土坑 14.4 7 .3 7 .9 白檀色

108 " (14.η 一 一 淡褐色

砂粒 ・ 小石

砂粒少

砂粒 ・ 赤茶粒

赤茶粒 ・ 砂粒

砂粒少

普通

やや良

良 (内 ・ 外} ナ デ

(底)ヘ ラ 切 り

良 (内 ・ 外}ナデ

良

A SK1 21  

A SK1 

A SK2 7 

A SI包 4

A SI包 2

A SK2 5 

砂粒 ・ 赤茶粒 良 ロ ク ロ 整形後ナデ G SK1 13 

細砂粒 やや良 (外) ロ ク ロ 整形後ナデ G SK1 

109 " 

値) 回転ヘ ラ 切 り

(6.4) 外) 淡褐色 細砂粒 ・ 赤茶粒少 やや良 (内 ・ 外) ナデ

1 10 

111 

112 

(内)黒色

(8.2) 淡褐色

(5.8) 淡褐色

(7め 淡褐色

" 

" 

" 

G SK1 15 

(底) 回転へ ラ 切 り

細砂粒 ・ 赤茶粒 良 G SK1 11 

砂粒 ・ 金雲母 やや良 G SK1 p3 
砂粒 やや不良 (外) ロ ク ロ 整形後ナ デ G SK1 一括

低) ナ デ

113 " (16.5) 8.3 8.0 内) 黒色 砂粒多

(外) 淡掲色
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やや良 G SK1 6 

煤付着

煤付着

須恵器

(内)煤付着

黒色土器



出 土遺物観察表

挿図 番号 出 土地点 口 径 (cm)器高 (cm)底径 (ω) 色 調 焼成胎 土 調 整 旧 登録番号 備 考

180 114 18号 I:t/L (13.η (8.8) 炎以色 紗粒 良 (内 ・ 外) ロ ク ロ 幣)[-3後ナデ C SKlO 

(成) 1司 転へ ラ 削 り C SK10 一括

や や ィ、良 (内) ナデ(外)的日終形後rr C SK15 一知

(氏) 似 f1 1 臼良

(4.2) 

5.5・6.0 ， ' ， つ It� 、純色 微砂粒 ・ 砂粒115 19 沿 uJt

116 20け UiC 19.8 

117 21 �l- 1:坑 ー

y<:色 砂純多

(内) J15剥色 砂粒 多

(外) 1111'柑色
(内H8紫色 砂粒 . ffJ 閃七
(外)1.1.'.茶色ー航�色

やや良 ナ デ

やや良 (内)民主 き

(外) ナ デ

内通 (内 ・ 外) ， 只 ナ デ後 ナ デ F SK6 P5，P6 外)煤付lÍ'

C SK18 -�百
C SK5 8 

118 . 22 け IJi( (30.0) 

11ft y<:色
IIftl*-色

(内) 小ぷ色

(外)淡 此剥色
i炎剥色

砂品1
砂粒
砂#Îi. ' 亦初色料 
fíj l対話i
砂粒 ・ 赤褐色{沙料 ・

ü 外) ヘ ラ 削 り

良 ナ デ

1/ 13.5 4.5 Uüι止li
�i忠iI'Õi

(内)煤付お

119 

120 

181 121 

F SK6 p2 
F SK6 (15.1) 1/ 

23 :ま lJiL 27.7 ìHí-.i邑 (内) ヘ ラ ì"l'J り F SK7 

(外) ハ ケ メ 後桜w ・ 航行'

jlf(-.i且 (内) 削 り F SK7 一知122 1/ 

fíj IXJ-l'i 外)似 ナ デ後ハ ケ メ 後 ナ デ

{沙*\1.多 fíj IXJイ ! や や 以 (外) ナ デ F SK7 73，78，97.101， 

109，117，123，137 

!κ何色123 1/ 

(，λ�)村i�色ー 11日灰色 イ沙料
(外) 'V/))(色ー;{UJ!色

2.0 5.8 淡褐色 砂料

山 (1刈) タ タ キ ・ 航 ナ デ F SK7 

(外) 'Vt J タ タ キ

不 良 F SK7 一日

， ' ， 然車Ii124 1/ 

125 

126 

1/ 

11.9 3.7 6.7 淡 b�m色 砂腕少 ・ 亦 茶粒 やや以 (外) ナ デ

(外) へ ラ 切 り 後 ナ デ

砂料 ・ 調i や や 不 良

砂粒 多 不良 (外) ナ デ

fíj 閃:f i . 踊l砂料 ややボ以 o点) 1"1 '1以ヘ ラ 切 り

砂料少 やや込 (内 ・ 外) ナ デ ・ 防 き

F SK7 P55 1/ 

!li.制色
i炎 b�m色

淡何色

i員制色

(12.0) 

(12.5) 

12.7 

(15.0) 

3.7 7.4 

6.9 4.5 

5.4 6.2 

5.65 (7.4) 

127 

128 

129 

130 

F SK7 P18 

F SK7 p3 
F SK7 P64 ttJú:J!lH /1 
F SK7 P5，6，54，62 

1/ 
1/ 
1/ 
1/ 

(氏) へ ラ 切 り

15. 1 5.2 7.3 炎柑色 紗料多 不以 (J点)似 11

(16.3) 6.8 7.1 内) 1.\\色 砂料少 . iJ\;**i'i. +以 ナ デ

(外)淡何色

131 

132 

ホ汁F SK7 P96 

F SK7 

1/ 
1/ 

133 24 り I J/L 15.7 3.15 リH火色

134 25 り IJA 9.6-9.8 1 .6  l .ð  6.2幅6.5 (，'!I火色
{沙*，1. 多

砂粒
や や 良 (内 ・ 外) ナ デ F SK4 11 

や や 不 良 (1勾) ナ デ F SK1 1 

(外) 糸 切 り 後 ナ デ

政 o庇)似 1 1 E SB1 P8 

やや以 (外) ロ ク ロ 幣形後 ナ デ G 1 り 品1I P1 

(氏) 1" 1 'liiへ ラ 切 り 後 ナ デ

188 135 28 り住 (12. 1) 4.7 (6.0) 淡剥色

136 2 り羽11 " ，: (14.0) 4 .6 (8.4) iR柑色

{沙桁 少
{沙約

137 30 り イよ 6.3 �Ii/J<色 ，" 1:火色 1� F SB2 2 

4・T式市

色

一
Y

M肌

色

色

料

サ

山

版

刷何

砂

粉

川町
'
H

茶

相川

砂

仏】U押k

 

d

色

色

色

十w

水

利

川向

色

く

川川
"U
MMY

Hれ

内tu

nMV

a4

4

4
-
6
 

F「υ

p、d

nud

q〆u

'i

4

3
一
5

8

7

η

の

のJU

唱EA

aAT

an宅

唱EA

唱EA

唱EA

，，‘

(

(

 

L達 F SB2 

良 F SB2σフ -1，円

n F SB2 

や や 以 D G-16(24) 211"; 

以 (内 外) ナ デ D G-15  522 

(外) ロ ク ロ 幣 I1手 (J.え) I H良

や や ィ、以 (内 ・ 外) ロ ク ロ 燃I'� D G.15(5) -1，Tj 
(Jえ) ナ デ

や や 小 山 (内 ・ 外) ナ デ

138 

139 

140 

191 141 

142 

1/ 
1/ 
1/ 

(13.1) 5.0 7.8 ö�制色 微妙約一143 

(12.9) 4.1- 4.5 6.6-7.2 此柑色 微{沙料 D G-15(5) -1，Tj 144 

o氏) へ ラ 切 り J i J.良

やや良 ロ ク ロ 幣 !杉後 ナ デ D G.16(24) 3J:v; 

や や以 (外) ナ デ D G-16(24) 

(J氏) ヘ ラ 切 り

(14.0) (4.85) (4.6) 柑 ， ' ， 色

14.0 5.0 7.4 在的色

微妙約

砂f，[ 多

145 

146 
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出 土遺物観察表

縛図 番号 出 土地点 口 径 6同 器 高 {問。底径(cm) 色 調 胎 土 焼成 調 整 旧 登録番号 備 考

191 147 13.5- 13.7 4.8 6.3・6.9 明 黄色 砂粒 やや良 (内 ・ 外) ナ デ G 784 

(底)ヘ ラ 切 り ・ 板 目

148 (13.η 賞褐色 組砂粒 ・ 赤茶粒 やや良 (外) ロ ク ロ 整形後ナデ G

149 (14.2) (5.05) (6.2) 淡黄趨色 砂粒少 やや良 ロ ク ロ 整形後ナ デ D G-16(25) 234 

150 (13.1) (4.め (6.4) 灰褐色 細砂粒 ・ 赤茶粒 やや良 (底) 回転ヘ ラ 切 り D G-16 3層 237

151 13.0 3.9 6.0 明褐色 砂粒多 やや良 (内 ・ 外) ナ デ G 825，824 

(底) へ ラ 切 り

152 12.8 5.1 7.3 暗黄褐色 砂紋多 やや良 (底) ヘ ラ 切 り G 2，3層

153 12.8 5.5 5.4 暗賛褐色 砂粒多 やや良 F SB7 53 

154 (13.0) 3 .15 7.0 白 褐色 砂粒多 やや良 ナ デ G 777 

155 (12.8) 4 .15 (6.0) 賞燈色 砂粒 ・ 赤茶粒 やや良 (内 ・ 外) ナ デ G H-13 Pit6 

(底) ヘ ラ 切 り

156 (1. 19・ 12.1) 4.2 6.0帽6.5 極色 微砂粒多 良 (内) ナデ(外) ロ ク ロ 整形 G 3583 

(底} ナデ一部圧痕

157 1 1.9 3.9 7.3 檀色 砂粒多 ・ 赤茶粒 不良 (底}ヘ ラ 切 り C Pit299 1 

158 11 .4 4.5 5.7 若草赤栂色 砂粒少 やや良 (外 ・ 底} ナ デ B 2層 一括

159 11 .4 4.85 6.3 淡 白褐色 砂粒多 不良 (内 ・ 外} ナ デ B 2層 一括

(底) ヘ ラ 切 り

160 (12.9) 5.9 6.6 暗褐色 砂粒多 やや良 (外) ナデ B 2層 一括

(底)ヘ ラ 切 り 後板 目

161 7.4 赤櫨色 赤茶粒 良 G 1984， 1986 

162 (12.0) (5.5) (5.4) 淡褐色 砂粒 ・ 赤茶粒 やや良 (外) ロ ク ロ 整形 G 1813 

l臼 (16.5) 4.85 (7.3) 淡赤褐色 砂粒 ・ 赤茶粒 やや良 (内 ・ 外) ナ デ G 1274 

(底) ヘ ラ 切 り

164 15. 1 5.9 8.0 (肉)黒色 雲母 ・ 砂粒 や や 不 良 (内 ・ 外) ナ デ B 1・17 3層 2

(外} 淡褐色ー赤縄色

192 1白 (17.2) 淡栂色 赤茶粒 良 (内) ナデ D G-15(5) ー括

(外) ロ ク ロ 整形後ナ デ

166 (17.4) 7.4 (9.6) 貨褐色 粗砂粧 ・ 赤茶粒 や や 不 良 (外)横行' 後縦ナヂ G 

167 (13.9) 5.4 7.6 黄掲色 小石 ・ 赤茶粒 やや良 (外) ロ ク ロ 整形後ナ デ H・7 Pit2 (内 ・ 外)煤付着

(底) 回転へ ラ 切 り 後ナ デ

168 (8.0) 淡茶褐色 細砂粒 や や 良 (外) ロ ク ロ 整形後 ナ デ G 1681 
. (底) ヘ ラ 切 り

169 (7.η 黄褐色 微砂粒 ・ 赤茶粒 良 (外) ナ デ D G-15 41 

(底) 回転へ ラ 切 り 後ナ デ

170 (13.6) 3.4 8.8 赤権色 密 良 (内 ・ 外) ナ デ B Klr13 2層 一括

(底} 糸 切 り

171 (12.5) (2.5) (7.8) 黄褐色司 自燈色 砂粒 や や良 (底) 回転糸 切 り G-17 204 

172 (10.2) (1 .8) (8. 1) 白褐色 砂粒 や や 良 G 2218 

173 10.0 1.2 (8.2) (内)貨褐色 細砂粒 良 (内) ナデ(外)横 ナ デ G 2217 

(外)灰褐色 (底) 回 転糸 切 り

174 (10.0) (1 .5) (7.4) 縄 白 色 砂粒少 やや良 (内 ・ 外) ナ デ D τ�7 

(底) ヘ ラ 切 り

175 9.8 1.55 6.5 明縄色 砂粒少 やや良 (内 ・ 外) ナ デ G 818 

(底) 糸 切 り

176 (9.9) (1 .8) (6.8) 赤褐色 砂粒 ・ 石 英 ・ 赤茶粒 や や 良 (内 ・ 外) ナ デ H-8 Pitl2 P1 

(底) 回 転糸 切 り

177 9.6 1 .5 (6.4) 灰褐色 砂粒 やや良 (内 ・ 外} ナ デ

(底) 回転糸 切 リ 後川削 リ G 3028 

178 (9.5) 1 .4 (7.0) 赤褐色 組砂粒 やや良 (底) 回 転糸 切 り G H-8 Pitl2 

- 278 ー



出土遺物観察表

やや良 ナデ

やや良 (外) ナ デ

(底)糸 切 り

やや良 (内 ・ 外) ナ デ

(底) 回 転糸 切 り

(内 ・ 外) ナ デ

(底) 糸 切 り

やや良

やや良 (底) 糸 切 り

やや良 (内) ナ デ

(外)糸 切 り

やや良 ナデ

やや良 ナデ

やや良 (底) 糸 切 り

やや良 (外) ヘ ラ 削 リ ・ ナ デ

良

やや良 ナデ

やや良 ナデ

やや良 (外) ナ デ ・ 粗い磨 き

普通 (内 ・ 外) ナ デ G 2213 

良 (内) ハ ケ メ ・ ナ デ後磨 き G 4349 

(外)横 ナ デ ・ ハ ケ メ

やや良 (内)横 ナ デ ・ へ ラ 削 り G 2，3層

(外)横行' ・ ハ ケ メ 後行'

(内) 削 リ C ]-8 3層 1

(外) ハ ケ メ

やや良

やや良

良 (内 ・ 外) ナ デ

(口縁)横ナ デ

考

D H-16 203 

D F-17 3 

備旧 登録番号整調焼成土

192 

胎

細砂粒

砂粒少

調

茶褐色

黄燈色

色口 径 (叩) 器高 (cm)底径 (cm)

5.8 

7.3 

1 .5 

1.45 

9.3 

9.0 

出 土地点挿図 番号

179 

180 

G 662，663 淡赤燈目茶褐色 細砂粒6.5 1.85 8.6 181 

G 1623 

C 9T 1  

D 1Zf一括

G 2173 

不 良細砂粒

金雲母 ・ 微砂粒

砂粒

砂粒

自掲色

赤褐色

白 褐色

茶褐色

(5.9) 

6.6 

5.9 

6.0 

1.15 

1.4 

(8.7) 

(8.4) 

182 

183 

184 

185 

G E-7 (1) 

B SB4 

G H-18 Pit2 

B 2層 一括

C Pit299 

B 埋4 一括

B 埋4 2層 一括

砂粒多

砂粒多

組砂粒

砂粒多

小石

砂粒少

砂粒多

小石

砂粒 ・ 角 閃石

砂粒 ・ 角 閃石

縄 白 色

黄櫨色

灰色

暗灰色

灰色

綴灰色

旗灰色

濃灰色

淡黄褐色

黄褐色

8.2 

(1.6) 

(1.75) (8.3) 

(1.6) (12.0) 

(9.5) 

(16.4) 

(13.0) 

(15.0) 

(25.η 

PO
勾t
na
nud
AU
噌i
n4
qd
au守

nB
no
omu

nE

A日

nMd

AB

Awd

nV

I

I

I

1

1

1

1

1

1

 195 193 

(外)煤付着角 関石 ・ 砂粒淡褐色(26.8) 196 

煤付着

B 2層 16

D G-15(14)B 外)煤付着

B 1-7 3，4層 一括 薄黒斑有

8-7 3層 6，2層 4

良小石 ・ 長石 - 粗砂粒

小石 ・ 雲母 ・ 長石

角 関石 ・ 砂粒

砂粒 ・ 角 閃石

黄償色幅暗褐色

淡褐色" 褐色

茶褐色

淡褐色

(30.4) 

(22. 1) 

(16.6) 

1 1 .85 

197 

198 

199 

200 

(外)煤付着

F SX1 染付

G 2層 表 土 ハ ギ

G 2，3層 表 土 ハ ギ

G 660 

G 2，3層

G 2，3層

B 青磁

B 2層 12(内) ハ ケ メ 後 ナ デ

(外) 工 具 ナ デ後 ナ デ

(底) 削 り ，面 と り

(底) へ ラ 切 り

(底) 削 リ ，面 と り

(外) 陰刻

砂粒 ・ 小石 ・ 角 閃石 ・

普通

良

良

良

良

良

良

良

(内)疏泊色

(外)波泊色ー碕褐色 赤褐色粒

簿水色 白 ユ リ 色

淡緑灰色

淡灰緑色

淡灰緑色

淡緑灰色

灰 白 色

モ ス グ リ ー ン ねずみ色

ねずみ色

(3.6) 

(2.55) 

(5.85) 

5.6 

37.6 201 

194 202 

203 

205 

206 

207 

208 

204 

G 3708 

(外)煤付着

(外)煤付着

G H-5 

G 817 

D G-14 1Zf 

H-8 Pit22 

E C-16 1 

G-6(2) 

良

良

やや良 (底) ヘ ラ 切 り ，削 り

や や 良 (底) へ ラ 切 り ，ナ ヂ

良

良

普通

淡緑灰色

淡緑灰色

乳 白 色

灰 白 色

淡灰緑色

灰褐色

(肉)黄掲色 ・明暗色依存) 砂粒 ・ 赤褐色粒

(外) 淡褐色

ねずみ色

ねずみ色

(内)矯 リ 目

(外) ナ ヂ

ねずみ色
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5.4 

(6.4) 

6.6 15.5 

209 

210 

214 

215 

212 

213 
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沖 松 遺 跡 球磨郡須恵村 43508 199206 20，OOOm' 農業関連

字沖松
199403 

主 な 時代 種別 主 な 遺構 主 な遺物 特記事項

縄文時代早期 集落 集石 6 基 押型文土器 ・ I 長状耳飾 り 住 居 跡 の 確 認 は で き な か っ

た も の の 、 縄 文 時 代 後 - 晩 期

縄文時代後期 ~ 晩 期 集落 埋設土器22基 市来式土器 ・ 烏井原式~ の 大 規 模 な 集 落 が 予 想 さ れ 、

古閑式土 器等、 焼成粘 土塊 人 吉球 磨 地 方 に お い て は 有 数

打製石 斧 ・ 磨製石斧 ・ 石鍛 の も の と 思わ れ る 。

石 剣 ・ 石 万 片 等 一 方 古 境 時 代 の 集 落 も 、 あ

古墳時代 集落 竪穴式住居 跡27軒 土師器 ・ 須恵器 - 鉄鉱 る 程 度 の 規模 を 持 つ も の と し

平安時代 集務 掘建柱建物跡 3 軒 土師器 ・ 須恵、器 て は 、 人 吉 ・ 球磨 地 方 に お い

土坑 て は 、 夏 女遺 跡 ・ 深 水 尾 園 遺

中世 集 落 竪穴式住居跡 2 軒 陶磁器 跡 に つ い で 3 例 目 。
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図 版



図版 1 遺跡遠景 北 よ り 球磨川 を 望 む 調査前 調査中
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図版 2 4 ・ 5号土坑 上 ， 4 号、 下 5 号



図 版 3 4 ・ 5 号埋設土器 上 ; 4 号， 下 5 号
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図 版 5 8 ・ 9 号埋設土器 上 ; 8 号 ， 下 9 号



図 版 6 1 0 ・ 1 1 号埋設土器 上 ; 1 0号 ， 下 ; 1 1 号



図 版 7 1 8 ・ 1 9号埋設土器 上 ; 1 8号 ， 下 ; 1 9号



図 版 8 20 ・ 21 号埋設土器 上 ; 20号， 下 ; 21 号



図 版 9 上 ; 22号埋設土器， 下 ; 遺物検出状況
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図版1 0 住居状遺構 上 号 下 2 号



図版1 1 住居状遺構 上 3 号 下 4 号



図版1 2 上 7 ト レ ン チ遺物 出 土状況

下 号竪穴 式住居跡



図版1 3 竪穴 式住居跡 上 2 号 下 3 号



図版1 4 竪穴 式住居跡 上 4 号 下 6 号



図 版 1 5 竪穴 式住居跡 上 8 号 下 9 号



図版1 6 竪穴 式住居跡 上 ; 1 0号 下 ; 1 1 号



図 版 1 7 竪穴 式住居跡 上 ; 1 2号 下 ; 1 2号埋斐炉



図版1 8 竪穴 式住居跡 上 ; 1 4号 下 ; 1 5号



岨酔'々J
叫舗幽 噌

.-.-

図版1 9 竪穴 式住居跡 上 ; 1 6号 下 ; 1 9号



図 版20 竪穴 式住居跡 上 ; 20号 下 ; 21 号



図 版21 竪穴 式住居跡 上 ; 22号 下 ; 24号



図版22 上 ; 27号竪穴式住居跡 下 号土坑



図 版23 土坑 上 2 号 下 6 号



図版24 土坑 上 ; 1 0号 下 ; 1 2号
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図 版25 土坑 上 ; 1 5号 下 ; 1 7号



図 版26 土坑 上 ; 21 号 下 ; 22号



図 版27 上 ; 23号土坑 下 ; 28号竪穴 式住 居 跡
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図 版28 上 号掘建柱建物跡 下 2 号掘建柱建物跡



図版29 上 3 号掘建柱建物跡 下 ; 29号竪穴 式住居跡



図 版30 上 ; 30号竪穴 式住居跡 下 ; 不 明 遺構
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図 版31 1 '"'-- 5 ・ 7 ・ 8 号埋設土器
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1 0  
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図 版32 9 '"'"' 1 3号埋設土器
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1 6  

図 版33 1 4....... 1 9 ・ 21 ・ 22号埋設土器
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図 版34 ナ イ フ 形石器 ・ 縄文時代早期 ・ 後期 の 土器
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図 版35 縄文時代後期 の土器
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32 

図 版36 市 来 式土器 ; 24. 浅鉢形土器 1 a 類 ; 31 ........ 37 
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3 3  

3 7  
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図 版37 浅鉢形土器 1 a 類 ; 30 ・ 38"'-'43， n 類 ; 44"'-'50 
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図 版38 浅鉢形土器 国 類 a . b ; 51 ""56， m d 類 ; 79， V a 類 ; 83 

5 1  

5 6  
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85 

87 
図 版39 浅鉢形土器 皿 e 類 ; 80， 

N a 類 ; 81 ・ 84 ・ 85， 町 b 類 ; 87 



9 1  93 92 

図 版40 浅鉢形土器町類 ; 86 ・ 88 ・ 89----92

V 類 ; 93 ・ 94 ・ 96

88 

90 

96 



98 

102 

106 

1 14 

1 1 2  

107 

図 版41 浅鉢形土器V b 類 ; 97 ・ 98 VI 類 ; 1 01 ・ 1 02

深鉢形土器 I A 類 ; 1 06 ・ 1 07 ・ 1 1 2 ・ 1 1 4



122 

109 108 

図 版42 深鉢形土器 1 A 類 ; 1 22"' 1 24， 

ll A 類 ; 1 08 ・ 1 09 ・ 1 25 ・ 1 26
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135 

図 版43 深鉢形土器 II A 類
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図 版44 深鉢形土器 II A 類 ; 1 33， 

III A 類 ; 1 29 ・ 1 37 ・ 1 40

133  

137  

140 
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図 版45 深鉢形土器 III A 類



図 版46 深鉢形土器 III A 類 ; 1 42， III A 9 類 ; 1 43 

皿 A h 類 ; 1 44 
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図 版47 深鉢形土器 ill A 類
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図 版48 深鉢形土器 III A 類

III A g 類 ; 1 73， 皿 A h 類 ; 1 97 
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図 版49 深鉢形土器 lll A 類 ; 1 94， III A h 類 ; 1 99 

N A 類 ; 200'"'-'206， N B a 類 ; 208 

207 



図 版50 深鉢形土器 N B a 類 ; 209， N B b 類 ; 21 1 

209 
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2 1 5  

図 版51 深鉢形土器 N B b 類 ; 21 0 . 21 5 

N B c 類 ; 222 

2 19 



図 版52 深鉢形土器 四類 ( a ; 242， b ;  238) 
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267 263 

図 版53 深鉢形土器四 B 類 ; 248 ・ 249， 四 A 類 ; 256 ・ 261 ・ 262

区類 ; 263 ・ 265........ 267 組織痕文土器 ; 269........271 



237 243 

図 版54 深鉢形土器 官 類 ; 226， 四 a 類 ; 237 

四 e 類 ; 243， 底部羽類 ; 327 ・ 328



326 

図 版55 深鉢形土器VI類 ; 225， 底部 E 類 ; 332 

底部 町類 ; 324 ・ 326

3 32 

324 
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図版56 高坪形土器 ・ 土製品等



図版57 土製品 ・ 焼成粘土塊



国 語 包

.. 

海 馬 辞 hけ 詩



/， 
"'-' 

. 点 .ぺ . -‘ 4晶、4日目 白「 偽、 マ . �. 

図版59 焼成粘土塊
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図 版60 打製石斧 1 類 (短冊形 ) 2 ; II 類 ( パ チ 形 )



2 

図 版61 打製石斧 ， ; III 類 ( 分銅形 ) 2 ; N類 ( 円 盤状石器 )
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図版62 打製石斧 V 類
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図 版63 1 打製石 斧 VI 類 2 磨製石斧
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図版64 石鯨
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図版65 石鉱
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図版66 石錐 ・ 石匙等
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図 版67 砥石 ( ， ・ 4 ....... 6 ・ 8 ) ， 石 皿

4 

8 
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図版68 1 磨石 ・ 融石 2 石錘
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図版69 1 石 製装身具 2 ; 不明石製品 3 弥生式土器
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図版70 1 ・ 2 号竪穴式住居跡出 土土器 (24 ; 2 号住， その他 号住)
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図版71
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3 号竪穴 式住居跡 出 土土器
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4 号住 ; 45 ・ 47， 5 号住 ; 50 ・ 57 ・ 58 ・ 65， 6 号住 ; 76， 8 号住 ; 79 ・ 80， 9 号住 ; 81 ・ 83 ・ 84

図 版72 4 "" 6 ・ 8 ・ 9 号竪穴 式住居跡 出 土 土器
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99 

1 0号住 ; 86 ・ 87 ・ 89 ・ 90， 1 1 号住 ; 91 "-'93， 1 2号住 ; 97"-'99， 1 4号住 ; 1 01 "-' 1 03 

図 版73 1 0....... 1 2 ・ 1 4号竪穴 式住居 跡 出 土土器
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図版74 1 4 ・ 1 5号竪穴式住居 跡 出 土 土器
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16号住 : 132・135・ 136・138 1 7号住 : 140・141 ・142 18号住 : 149 ・ 1 田 1 9号住 : 151 ・ 1 53・ 1 日 20号住 : 157 

図版75 1 6........20号竪穴 式住居跡 出 土 土器
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1 68 

167  

176 

21 号住 ; 1 58 ・ 1 59， 22号住 ; 1 60 ・ 1 64， 23号住 ; 1 67 ・ 1 68，

M号住 ; 1 70， 25号住 ; 1 73 . 1 76 ・ 180"- 1 82 ・ 1 84

図版76 21 "-25号竪穴 式住居跡出 土 土器
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27号住 ; 1 85， 1 号土坑 ; 1 89， 2 号土坑 ; 1 87 ・ 1 88， 3 号土坑 ; 1 90 ・ 1 91 . 遺構 外 ; 1 92----201 

図版77 27号竪穴 式住居跡出 土土器 1 ---- 3 号土坑等 出 土 土器



図版78 不明石器 ・ 鉄鉱
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図版79 4 号土坑出 土遺物
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図版80 土坑出 土遺物 5 号 ; 48， 7 号 ; 62 ・ 63 ・ 65 ・ 68

8 号 ; 69， 1 0号 ; 72 ・ 73 1 1 号 ; 75 ・ 79 ・ 80 ・ 82 ・ 84
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図版81 土坑出土遺物15号 ; 91 '"'"'94 ・ 1 00 ・ 101 1 6号 ; 1 03'"'"' 1 06 
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123 

図 版82 土坑出 土遺物1 7号 ; 1 07 ・ 1 1 3， 20号 ; 1 1 6 

22号 ; 1 1 9， 23号 ; 1 23 ・ 1 24 ・ 1 27""' 1 32
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図 版83 土坑出 土遺物24号 ; 1 33， 25号 ; 1 34 30号 竪 穴 式住居跡 ; 1 37 ........ 1 40， そ の他
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図版84 遺構外 出 土遺物
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図版85 遺構外 出 土遺物



図版86 土錘 ・ ス ラ グ
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